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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第六十六話　龍りゆう翔しよう鳳ほう舞ぶの闘たたかい







　講堂にアナウンスの声が響ひびく。


『クラス対たい抗こう隠かくし芸げい大会、次の演目は──二年Ｂ組代表によるトリオ漫まん才ざいです』


　舞ぶ台たい隅すみのめくりが一枚めくられた。ほとんどの生徒は気にも留めなかったが、ふと目をやった生徒は皆みな、そこに書かれたタイトルを読んで（ん？）という顔になった。


　果たして〈ムエタイ漫才〉とは何なのか──？





　♪ちゃかちゃんりんちゃんりんでんで～ん





　陽気な出で囃ばや子しとともに二人の男子が下しも手てから飛び出してきて、中央に立ててあるスタンドマイクの前に横並びに立った。


　右側の少年は小こ柄がらで眼鏡めがねをかけた、ちょっと可愛かわいい小動物系。


　左側に立つ相方は対照的に小太りで、オニギリのような顔をした、イガグリ頭の、全身からコメディアンのオーラを放つ、生まれながらの笑いのエリートだ。


「どーも鵜う飼かい了りよう介すけでーす」


「城き戸ど来らい人とで～す」


「二人合わせて」


「〈キッド＆ライト〉で～す！」


「よろしくお願いしま……って、お前の名前しか入ってねえじゃねえか！」


「じゃあ間を取って〈ウッカリ・キッド〉で」


「誰だれがウッカリだと!?　てめえこの野や郎ろう～」


　鵜飼は沸ふつ点てんが異様に低いキャラらしく猛もう然ぜんと突つっかかった。相方の城戸は引き気味になだめる。


「……あのさ、始まって早々ＭＡＸでキレるのやめてくんないかな？」


「てめえがワケの分かんねえこと言うからだろうがよ！」


「漫才だからちょっとズレたこと言うのは当たり前だろ」


「なるほど。そりゃそうだ」


「急に冷静だな……あと言っとくけど、役割的に俺おれの方がツッコミだからさ。ボケてくれる？」


「ああ？　誰がボケだって!?」


「お前を罵ののしったんじゃなくて、漫才だからボケろっつったんだよ！」


「いやいや、みんなの見てる前でそんなふざけた真ま似ねができるか」


「急に真ま面じ目めか!?　やりにくいな」


「ボケるのはハヤブサじゃねえんだが……」


「何で鳥が出てきたんだよ？　ハヤブサじゃなくてやぶさか、な？」


「たまさか」


「たま……さか？　お前それ、意味が分かって言ってんのか!?」


「何かエロい単語と勘かん違ちがいしてないか」


「違うの!?」


「違う違う。キンタマが逆さか剝むけになるって意味」


「痛い痛い痛い！」


　城戸は両手で股こ間かんを押おさえて後ずさった。鵜飼は不満顔で、


「ボケたんだから突っ込めよ！」


「いや、そういう下ネタは生理的に受け付けないというか……」


「やっぱりお前にはツッコミは任せられねえな。ここは先生に頼たのもう。先生、先生──お願いします！」


　鵜飼が呼ぶと、突とつ然ぜん、東南アジアあたりの笛と太たい鼓こによる民族音楽が流れた。それとともに半はん裸らの少年が舞ぶ台たい袖そでから飛び込んでくる。


　ボクサーパンツを穿はき、両手に荒あら縄なわを巻き付けて頭に飾かざりの付いた妙みような輪っかをはめている。色黒で細身ながら筋肉質の体つきをした剽ひよう悍かんそうな少年は、音楽に合わせて奇き妙みようなダンスを踊おどった。


　城戸は怯おびえた様子で少年を見る。


「な……何なのこいつ？」


「うちのクラスの溝みぞ渕ぶち」


「それは見りゃ分かるよ。何で踊ってんだ!?」


「あれはワイクーといってムエタイの選手が試合前のセレモニーとして踊る儀ぎ式しきだ。師し匠しように対する感謝を表したものらしい」


「その解説はいらねーよ！　まさかこいつがツッコミとかいわねーよな!?」


「正解」


「できんの!?　こいつが笑ったり冗じよう談だん言ったりするところすら滅めつ多たに見ないんだけど」


「心配すんな。これを見ろ」


　鵜飼の合図で溝渕が背中を見せた。


　筋きん骨こつ逞たくましい背中には墨すみで〈ツッコミの神〉と書かれている。


「……な？」


「な？　じゃねえよ！　安心できる要素がひとっつもねえっての。何をもって自信満々なのかサッパリ分かんねえけど……まあいいや。とりあえずネタやろうぜ」


　ワイクーの音楽が終しゆう了りようし、溝渕は二人の背後に少し離はなれて立った。溝渕の存在を気にしつつ、城戸はあらためて漫才を再開する。


「こんな俺らも来年は三年生だろ。卒業後の進路とか考えてる？」


「ん～、やっぱ子供の頃ころからの夢を叶かなえたいよな」


「へえ、どんな夢？」


「ガンダムになりたい」


「…………」


　城戸の頭の上に大きな『？』マークが浮うかんだ。


「ガンダムに……なりたい？　乗りたいんじゃなくて？　『な』と『の』じゃこの後の展開がだいぶ違ってくるんだけど」


「うん。なりたい」


「なりたいってんなら普ふ通つうは仮面ライダーとかウルトラマンじゃねえの？　まあそれはそれで高校生の夢としては大いに問題あるけどさ」


「だから言ってるだろ。俺はガンダムになりたいんだ」


「だから『ガンダムになる』って何だよ!?　腹の中に畳たたんだ戦せん闘とう機きを入れたいのか？　それとも上半身と下半身に分割されて輸送機で運ばれたいの？」


「ああ、上等じゃねえか」


「やたら内向的なオタク少年を乗っけたり、赤いやつにしつこく狙ねらわれたり、素すで大たい気き圏けんを突とつ破ぱしたりするんだぞ!?」


「ワクワクするね」


「主人公の家出に付き合って砂さ漠ばくに埋うめられたり、身体からだ中に時限爆ばく弾だん仕し掛かけられたり……」


　ドグォ！


　鈍にぶい音とともに臀でん部ぶに衝しよう撃げきを受けた城戸は、激痛に尻しりを押さえて背筋をピーンと仰のけ反ぞらせた。


　城戸の尻を襲おそったのは溝渕の鋭するどい蹴けりだった。ムエタイ式のミドルキックである。


「痛っ……ちょっ……これは……」


　容よう赦しやのない本気の蹴りに、城戸はバラエティ的な派手なリアクションが取れずに苦く悶もんした。鵜飼は冷ややかに、


「お前はただガンダムのエピソードを羅ら列れつしてるだけだろうが！　突っ込めや！」


「……ええ？　ツッコミが違うという理由でお仕置きされたの？」


　ニコリともせず闘とう志し満まん々まんの構えを見せる溝渕に、城戸は畏い怖ふの眼まな差ざしを向けた。鵜飼は城戸を手招きして元の位置に立たせる。


「よし、じゃあ次はお前の夢を言えよ」


「俺？　俺は漫まん才ざい師しになるのが──」


　スパァン！


「おぐっ!?」


　二発目のミドルキックが尻に命中し、城戸はその場に膝ひざから崩くずれ落ちた。


「な……何で!?」


「何でじゃねえよ！　今、俺らは舞ぶ台たいに立って漫才やってんだろ!?　お前のリアルな夢を語ってどうする！　ネタをやれ、ネタを!!」


「うわ、正論だよ」


「さあ立て！　俺らの持ち時間はまだ終わっちゃいねえんだよ！」


「唐とう突とつに熱血だな」


　城戸は鵜飼に急せき立てられて立ち上がった。


「で？　お前の夢は!?」


「ん～と……パイロットだな」


「ガンダムのか？」


「お前じゃあるまいし、普通の飛行機だよ！　ジャンボジェットのパイロット」


「昭和の子供か！　好きなものは巨きよ人じんと大たい鵬ほうと卵焼きか!?」


「…………」


　ゴスッ！


　三回目ともなると慣れてきたのか、蹴りを受けた瞬しゆん間かん、城戸は自分から舞台袖まで飛んでいってダメージを軽減しつつ受けを狙った。


　鵜飼は剣けん呑のんな顔つきで城戸を呼び戻もどす。


「曖あい昧まいに苦笑いって何だ!?　突っ込めや！」


「いやいやいやいや……今のはボケというには微び妙みようだったろ!?　どこをどう突っ込めばいいのかもよく分かんないし」


「それくらい瞬時に判断してアドリブで返せ！　ウカウカしてっと次は鋼鉄の膝が飛んでくるぞ!?」


　溝渕が跳とび膝蹴りの素す振ぶりを始めたのを見て、城戸の顔に戦せん慄りつが走る。


「お前ら……漫才にかこつけて俺のケツを破は壊かいするのが目的なんじゃないのか？」


「判断を間ま違ちがえたら蹴りが飛んでくるのはムエタイ漫才だからしょうがないだろ」


「しょうがなくねえよ！　そこがおかしいっつーか……そこ以外におかしなところが見当たらねえだろ　誰だ？　ムエタイ漫才なんて思いついたのは!?」


「波は多た野のだけど」


「あいつか!!　道理で俺一人にしわ寄せが来るシステムになってると思ったぜ」


「トリオ漫才で一人がムエタイだったら、ボケとツッコミのどっちかが蹴られる宿命だろうが」


「だからその仕組みが納なつ得とくできねーって……」


　ゴスッ！　メシッ！


　立て続けに二度、肉を叩たたく音が響ひびいた。


　尻に回し蹴りを食らった城戸と鵜飼が共に舞台上にくずおれる。小太りの城戸に比べて贅ぜい肉にくの薄うすい鵜飼は蹴りの威い力りよくが骨身に染しみたらしく、目は虚うつろで、顔面は土気色に変わっていた。激痛を通り越こして感覚の失うせた腰こしから下にソフトタッチで指先を這はわせる。


「こ、これは……痛すぎる…………ちょっと見てくれ。俺の尻……破けてないか？」


「ほら！　俺の痛みがやっと分かったか」


　不意打ちの四発目をもらった城戸が半泣きで言い揚あがった。


　二人を非情な目つきで見下ろす溝渕が、前に出てきてマイクにひと言。


「五つ数える間に爆ばく笑しようを取れ。さもないと──死、あるのみ」


　溝渕が後ろにさがると、二人は弾はじかれたように立ち上がり、マイクにかじりついた。


「鵜飼！　何でもいいから早くボケろ！　俺が突つっ込むから！」


「え～～～～っと……」


　鵜飼がテンパっている間に、背後に立つ溝渕はシャドーボクシングをしながら数を数え始めた。


「──五！」


「いきなり!?」


　一から数えると思い込んでいた城戸は驚おどろいて振り向いた。溝渕は気にせず、


「四!!」


「ああ、カウントダウンね」


「三！」


「……って早！」


　ボケを思いつかない鵜飼は城戸を急かした。


「城戸！　得意の落語で笑いを……」


「なんで漫才の最中に落語をやるんだよ!?」


「二！」


「落語家はお前の夢だろ!?」


「ちげーよ！」


「──一!!」


「うわ────っ!!」


　ドゴォン！


　溝渕が蹴りを打とうと身構えたその時、講堂の天てん井じようを突き破って何かが舞台の上かみ手てに落ちてきた。


「…………え？」


　ムエタイキックの恐きよう怖ふに怯えて縮こまっていた城戸と鵜飼は、顔を上げて落下物に目を向けた。


　それは水すい晶しようを思わせる半はん透とう明めいの六角柱だった。高さはおよそ二メートル半、直径は六〇センチほどで、ちょうど人間が一人収まりそうなサイズである。柱の内部には細さい胞ぼう核かくを思わせる球体があり、ぼんやりと青く光っている。


　それがソルバニアから次元を超えて送り込まれてきた〈封ふう魔ま柱ちゆう〉だと気付く間もなく、柱全体が光り輝かがやいた。


　柱の表面がモザイク状に割れ、破片が核を中心に渦うずを巻いた。破片はさらに細かく砕くだけ、いったん粒りゆう子し状じようとなってから、元の水晶柱とは別の形に収しゆう斂れんしていく。


　数秒後──そこに立っているのは怪かい人じんでも怪かい獣じゆうでもなく、一人の人間だった。


　二は〇た歳ち前後に見える若い男である。


　一八〇センチ以上の長身で、肩かた幅はばは広く、いい体格をしている。


　身体からだにぴったりフィットしたタイツのような黒いツナギ（？）の上に、革なのか合成繊せん維いなのか判然としないスカジャン風の赤いブルゾン（？）を羽織っている。疑ぎ問もん符ふが付くのは現代の服装と似て非なる素材と裁断で作られているように見受けられたからだ。


　浅黒いという以外にこれといって特とく徴ちようのない東洋系の容よう貌ぼうの持ち主で、顔立ちは整っているのでハンサムと言えなくもないが特筆するほど美形というわけでもない──要するにいたって平均的な普通の青年だった。容貌はどことなく愛あい嬌きようがあって人ひと懐なつこそうに見える。衝撃的な登場の仕方のわりに、快活で善良そうな好青年然とした佇たたずまいはかえって違い和わ感かんを抱いだかせた。


　謎なぞの青年は、講堂内のすべての生徒たちの注目を浴びていることに気付くと『てへっ』とはにかんだような照れ笑いを浮うかべて頭を搔かいた。


「……お呼びでない？」


　そのひと言がどんな刺し激げきになったのか、それを耳にした瞬間、ツッコミの神＝溝渕猛たけしの瞳ひとみが獰どう猛もうな輝きを放った。


「問答無用！」


　放たれた矢のように飛び出した溝渕が、謎の青年の顔面目がけて跳び膝蹴りで突っ込んだ。青年は顔の前で両りよう腕うでをクロスさせて溝渕の膝を受けながら身体を弓なりに反らし、威力を殺す。


　しかしその跳び膝蹴りは見せ技だった。溝渕は身体を反転させながら青年の肩かたの上に上り、脳天に右みぎ肘ひじを落とした。


　ゴツッ！


「いで～～～～～っ!!」


　脳天に肘打ちを食らって悲鳴を上げたのは──城戸だった。


「ええっ!?」


　その悲鳴に振り向いた鵜飼は、頭を押おさえて悶もん絶ぜつしている城戸と、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている溝渕を見て、絶句した。


　いったい何が起きたのか──？


　講堂にいる全員が鵜飼と同じ気持ちだった。謎の青年に攻こう撃げきを仕し掛かけていたはずの溝渕が瞬間移動したとしか思えない。


　鵜飼は再び舞台上手に視線を戻した。封魔柱の開けた穴は残っているが、青年の姿はそこにはない。生徒たちもざわめきながら辺りを見回す。


「消えた……？　何なんだ、今のは!?」





『何なんですかっ、今のお兄さんは!?　消えましたよ？　ブツ切りの編集で何秒か映像が飛んだみたいに見えましたが』


　実じつ況きようの中なか村むらがライブ映像を凝ぎよう視ししながら興奮してまくしたてる。特別解説者の右う京きようはそれには答えず、モニター担当に指示を出した。


「講堂はもういい。中庭の三番のカメラをメインに回せ！　四番と五番は地上から別アングルでおさえろ。七番は三階の渡わたり廊ろう下かで待機」


「トリオ漫才の続きは？」


「もういいよ。どうせあれ以上の笑いはねえから」


「それよりさっきの謎の男性について何かコメントはないんですか？」


「そんなの後だ、後！」


　右京の催さい促そくで画面が切り替かわり、モニターに現在の中庭の模様が映し出される。


　ガガガガォン！


　直後、マシンガンのように連続した破は裂れつ音が鳴り響き、巨きよ体たいが画面を横切って吹ふっ飛んでいった。





　掌しよう打だに渾こん身しんの勁けい力りよくを込めて放つ必殺技を鳩尾みぞおちに食らった不ふ動どう秋あき嵩たかは、地面と平行に一〇メートル近くも吹っ飛ばされ、校舎の外がい壁へきに脳天から激げき突とつした。


　常識で考えれば間違いなく一発ＫＯ、悪くすれば命に関かかわる大おお怪け我がである。しかし勝利の期待を抱かせる間も与あたえず、秋嵩は何事もなかったかのように起きあがってきた。頭をぶつけた壁かべの方に穴が開いている。


（やはり正面からでは無理か……怪物め！）


　氷ひ室むろ那な智ちは内心舌打ちしつつも顔には出さず、端たん然ぜんと構えをとる。


　謎の仙せん人にん・東ひがし方かた流りゆう玄げんから〈神威カムイの拳けん〉の手ほどきを受けたとはいえ、那智の格かく闘とうスタイルは神しん武ぶ館かん骨法のままである。それも当然のことで、那智が伝授されたのは〈神しん気き〉を練るための特別な呼吸法だけであり、新しい技については何ひとつ流玄から教わっていないからだ。これはザキやハルも同様だが、入門して日が浅いからというのが理由ではない。


　そもそも〈神威の拳〉の正体はその名に反して拳けん法ぽうではなく純然たる気功法（内ない丹たん術じゆつ）であり、いわゆる武術としての技がひとつもないのだ。


　その真しん髄ずいは『神気を練る』というただ一点に集約され、体内で生み出されるパワーをどう武術に応用するかはまったく個人の自由裁量に依よる。同門であるはずの南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうと草くさ[image: ]なぎ静しず馬まの使う技にまるで共通点がないのはこのためだ。


　特別な呼吸により生じる神気は『天・月・雷いかづち・山・風・火・水・地』の八つの属性に分かれ、これは当人の体質により決まっている。


　那智の神気の属性は『天』──すなわち性質は〈光〉。流玄曰いわく「極きわめれば手からビームが出せる」らしい。遠当てや百歩神拳の類たぐいなのだろうが、那智はマンガチックな荒こう唐とう無む稽けいすぎる技に真ま面じ目めに取り組むつもりはなかった。


　光というワードに象しよう徴ちようされる性質として那智が最初にイメージしたのは『速さ』だった。


　神気を飛び道具ではなく体たい捌さばきに応用して瞬しゆん時じに懐ふところに飛び込み、接近短打を得意とする神武館流掌法の間合いに持ち込む。その戦法を実現するために鍛たん錬れんを重ね、今日という日に合わせて完成させた神速の歩法──その名は〈ターボ・ラヴァー〉。


「うるぁぁぁぁぁっ！」


　秋嵩が猛もう然ぜんと那智に飛びかかり、タックルを仕掛ける。しかしその両腕は那智の残像を突き抜ぬけ、空を抱いた。


　秋嵩の右後ろに瞬時に移動した那智は、脇わき腹ばらの下を狙ねらって肘ひじ鉄でつ砲ぽうを食らわせる。


　岩を叩たたいたような感かん触しよく。人体で最も硬い部位を、しかも神気を込めて打ち込んだにもかかわらず、ダメージは秋嵩の体表面で拡散して浸しん透とうしない。


（──ここも駄だ目めか！）


　秋嵩が腕うでを薙なぎ払はらう。那智はすでに大きく後方に飛び退のいて攻こう撃げき範はん囲い外がいに逃のがれていた。


　ＫＯＧトリオも静馬と同様に〈神威の拳〉の修行は一〇年以上積んでいる。入門したばかりの那智とは神気の量がケタ違ちがいなのは当然だった。だが那智は〈神威の拳〉を学ぶ以前に京きよう極ごく刹せつ羅らと対戦した際、敗北を喫きつしたとはいえ刹羅に深手を負わせている。充じゆう溢いつした神気が肉体を強化するといえども決して不死身ではない。必ず付け入る隙すきはあるはずだと那智は信じていた。家伝の〈神威の拳〉の遣つかい手てであるという慢まん心しんこそがその隙だ。


　しかし──と、那智は視線を秋嵩から外し、その向こうにいるもう一人の強敵に注意を払った。久く遠おん七なな瀬せは涼りよう子こたちと闘たたかっている。那智はＫＯＧの二人を相手にすると宣言したものの、実際には秋嵩一人で手て一いつ杯ぱいの状態である。


「しゃらくせえええっ！」


　秋嵩が開いた両手を地面に押しつけた。両の掌てのひらから神気が波は紋もんを描えがいて放射されると、敷しき石いしが散さん弾だんのように飛び出して那智を襲おそう。


　砕けた敷石の飛礫つぶては那智の残像を突つき抜けた。一瞬の内に那智は秋嵩の鼻先に移動している。肘鉄を顔面に食らうより先に、秋嵩は手をついた姿勢から地面を蹴けり、頭から突っ込んだ。


　おおっ、と観客が歓かん声せいを上げる。


　巨体ごとロケットのごとく飛び出した秋嵩の頭突きは、またもや那智の残像を貫つらぬいて空から振ぶりした。俯うつぶせになった秋嵩が顔を上げようとすると、後頭部を摑つかまれ、地面に顔を押しつけられる。秋嵩の背中に乗った那智は、頸けい椎ついを摑んだ右手から必殺の神気を放った。


〈ワン・ショット・アット・グローリー〉──!!


　ガガガガガォン！


　五連の発勁が束になって叩き込まれる撃げき音おんが響ひびき、秋嵩は顔面から地面にめり込んだ。





　那智の闘いぶりをつぶさに観察しながら、涼子は舌を巻いた。


　魔ま人じん化して常識外れのパワーアップを遂とげている秋嵩と対等に渡り合うだけでも驚きよう嘆たんに値あたいする。〈ターボ・ラヴァー〉は直線的な移動しかできないようだが、猪ちよ突とつ猛もう進しんしか能のない秋嵩が相手なら先読みされる心配もないだろう。


「──こら、よそ見しない！」


　雛ひな乃のの警告が飛ぶより先に、涼子は右足を一歩引いて身体を開いた。唸うなりを上げて飛来した銀色の鎖くさり分ふん銅どうがすぐ脇を通過していく。分銅が弧こを描いて首を鎖で絡からめ取らんとするが、涼子は頭を引っ込めながら側転してそれも避よけた。七瀬が舌打ちして鎖を手元に引き戻もどす。涼子が後方に飛び退くと、コンマ数秒遅おくれで地面から二本の鎖分銅が飛び出した。


　七瀬は雷の神気を通すことで一〇本の鎖分銅を同時に操あやつっている。一本や二本戻したところで油断はできない。雛乃とあずみは七瀬に攻撃を試みていたが、鎖に触ふれれば電撃で痺しびれるうえ、間合いの広さは圧あつ倒とう的てきで近寄ることさえできずにいた。林りん檎ごが機き関かん銃じゆうで射撃するも、身体に巻き付いた鎖が鉄てつ壁ぺきの鎧よろいとなって銃弾を防いだ。


　七瀬はフンと鼻で笑う。


「秋嵩！　雑ざ魚こに構うんじゃないよ。どうせこいつらの実力じゃあたしらを倒たおせやしないんだからね」


『──ＮＯ！　ソンナコトアラヘ～ンデ!!』


　素すっ頓とん狂きような声とともに拳こぶし大だいの黒い玉が数個、上から降ってきた。七瀬の足元に転がった黒い玉には白いドクロがプリントされており、短い導火線が激しく燃えている。


「ハッ、今どきこんなマンガみたいな爆ばく弾だんが……」


　あるわけがない、と七瀬が嘲あざ笑わらいながら蹴け飛とばそうとしたその時、爆弾が炸さく裂れつした。


　耳をつんざく轟ごう音おんとともに紅ぐ蓮れんの火柱が上がった。衝しよう撃げき波はで中庭に面した窓ガラスが割れて破片が飛び散る。


　爆発が起きる直前に涼子は飛び出してまず雛乃を蹴り倒し、あずみを押おし倒して一いつ緒しよに地面に伏ふせていた。破片とともに爆風が背中を撫なで、辺りに火薬臭くさい煙けむりが充じゆう満まんした。


『ニョ～ホホホ……メリケン忍にん法ぽう〈乱らつ破ぱ発はつ破ぱ〉のテイストはイカ～ガ？』


「口ん中がザリザリするのよ！」


　雛乃が顔を上げて猛もう抗こう議ぎし、つばを吐はいた。顔は煤すすだらけ、ドリルカールの髪かみの先も一部が焦こげてチリチリになっている。明らかに火薬の配合がおかしい。


『Ｙａｈｏｏ！』


　未いまだ晴れない爆ばく煙えんの中に降り立つ人ひと影かげがあった。青地に白い星を散らせた忍しのび装しよう束ぞくに身を包み、鮮あざやかな紅白の縞しま模も様ようのマフラーを首に巻いた怪あやしすぎる男である。頭ず巾きんで顔を隠かくしているが、にやけた目は碧あおく眉まゆは金色、覆ふく面めんを押し上げる鼻の高さは隠しきれない。


「といやっ！」


「はい！」


　続いて二人のくノ一が降り立ち、メリケン忍者の両脇に並んだ。ツーテールに結ゆった髪はもとより容よう貌ぼうも双ふた子ごのようによく似た美少女である。ただし右側に立つピンクの忍装束にターコイズ・ブルーのマフラーをしたくノ一はノリノリだが、左側の藍あい色いろの忍装束にシルバーのマフラーのくノ一は照れくさそうにモジモジして一歩下がっている。それに気付いたピンクのくの一が口を尖とがらせる。


「ちょっとお姉ちゃん！　ここはバシッて決めなあかんとこやのにモジモジせんとって」


「そんなん言われても無理よ。だってこの衣装めっちゃ恥はずかしもん」


　藍色のくノ一はそう答えると忍装束の裾すそを手で押さえる。衣装はやたら丈たけが短く、太ももも露あらわな超ちようミニスカ仕様である。姉の方がいくぶん肉付きがいいためなおセクシーだ。


　狂くるった衣装のメリケン忍者は雛乃たちにかしずく従者のように片かた膝ひざをついて一礼した。


「ハーイ、マイ・ディア・ナデシコガールズ！　桶おけ川がわ有あり馬ま温泉スパーガーデン？」


「『お怪け我がはありませんか』くらいちゃんと言えるでしょ！」


　雛乃は立ち上がるなり十じつ手てで忍者の顔を薙ぎ払った。頭巾が飛び、キッチリ七三に分けたブロンドと。軽けい薄はくそうな人なつこい笑みが露わになる。一部の生徒たちがアッと声を上げた。外人の顔に見覚えがあったからだ。


『おお～っとこれはいけません！　呼ばれてもいないのに推参したのは誰だれかと思えばエセ外人忍者のケイン・バーネットと……オマケの二人は誰ですか？』


『花か京きよう院いん綾あや音ねと姉の香か澄すみだな』


　右京が即そく答とうした。名前を聞いても大半の生徒はピンとこないらしく小首を傾かしげている。


『このケイン・バーネットという男、本職が泥どろ棒ぼうでペテン師という紛まぎれもない犯罪者ですが、噂うわさによるとななな～んと！　お嬢じよう様学校に教師として潜もぐり込んでいるそうですよ!?　あからさまな陰いん謀ぼうの臭においしかしませんが……右京さん、実際どうなんでしょう？』


『生徒の大半が政治家や金持ちの子女だからな。秘密を握にぎって裏で取引すれば甘あまい汁しるの吸い放題の美お味いしい職場さ。また彼は日本人以上に古き良き日本を愛する男だし、今や絶ぜつ滅めつ寸前の大和やまと撫子なでしこの護まもり手として働くことも自分の仕事の内だと考えている。ただまあ……目的さえ正しけりゃ何をやってもいいってのが忍者式の思考だから信用しないに越こしたこたぁないがね』


『なるほど。他よ所その学校に行ってくれてやれやれといったところですね。ところでケイン・バーネットといえば〈南雲先生の友達にはロクなのがいない説〉の起源として有名ですが、その説の裏付けに一役買っているドクターはどう思われますか？』


『傑けつ物ぶつを理解できる者もまた傑物のみというわけじゃよ。ところでＫウォーズのルールで爆殺はアリなのかね？　自家製爆薬ならＯＫという抜け道があるとも思えんが』


　村むら雨さめの指し摘てきで、呆ぼう然ぜんとしていた生徒たちがざわめき始める。爆発の衝撃に度ど肝ぎもを抜かれ、怪しすぎる外人忍者の闖ちん入にゆうに気を取られてそこまで考えが回らなかったのだ。


　爆心地には大玉のスイカがすっぽり収まりそうな穴が幾いくつも開いていた。しかし七瀬の姿は見あたらない。人一人が影も形もなくなるほどの威い力りよくはないはずである。ではいったいどこへ消えたのか──？


　だが雛乃にとっては七瀬よりも目の前の外人忍者の方が重大事らしかった。


「こんなところまで何しに来たのよ!?」


「ナデシコガールをお守りするのがニンジャの使命デース。それにライブ劇場は誰でもフリーに参加ＯＫのはずデッシャロ？」


「そんな忍ぶ気ゼロのイカレた扮ふん装そうの忍者がいるか！」


「花魁おいらんがチェーンソー振ふり回してる時点で時代考証もへったくれもないでショー？」


　異常な格好の外人に正論で返された雛乃は返答に詰つまってグギギと歯は軋ぎしりした。


（ライブ劇場に自じ称しようアルセーヌ・ルパンの曾ひ孫まごが狙うほどのお宝なんてないから、単純に時代劇ごっこに混ざりたいだけなんじゃ……）


　ケインに裏はなさそうだと思いながらも、係かかわり合いになりたくない涼子はあえて口を出さずに静観している。


「金きん髪ぱつ碧へき眼がんの外人忍者がパーティーに加わるなんて時代劇として斬ざん新しんすぎるのよ！　とにかく却きやつ下かよ却下！」


「ショーガナイデスネー……」


　意外にあっさり折れるかと思われたケインは懐ふところから一枚の紙を取り出して雛乃の鼻先に突きつけた。


「ソレデハお助け代としてこれだけイタダキマース」


「……何で二〇万も払わせられなきゃなんないのよ!?」


「実費とサービス料込みネ。ほとんどが忍法〈発破フミフミ〉に使った火薬代アルヨ」


「急に中国人風のカタコトになったところで通らないわよ！　流りゆう暢ちように話せるくせにわざとらしい……それに忍法の名前がさっきと違う！」


　不毛な言い争いが続いている今が好機と、涼子は棺かん桶おけに駆かけ寄った。四次元の武器庫から〈紫し電でんの薔ば薇ら〉に対たい抗こうしうる武器を取り出そうというのだ。具体的にどんな武器なら勝てるのかまるで想像がつかないのだが、とりあえず何か出てくるだろうという根こん拠きよのない期待を抱いだいて蓋ふたに手を掛かける。


　ガタンッ。


　涼子が手を触れた瞬しゆん間かん、棺桶の蓋がひとりでに持ち上がった。内側から押し上げられたのだと知って背筋に悪お寒かんが走る。直後、棺桶と蓋の隙すき間まからボロボロの包帯を巻かれたミイラの右手が伸のび、涼子の着物の胸むな元もとをつかんだ。


「ひっ!?」


　思わず身を引くと、着物の上前が引っ張られて懐に収めていたソルバニアの青い石がこぼれ落ちた。ミイラの手はその石を素す早ばやくつかみ取り、棺桶の中に引っ込む。


　カリ……コプ……


　棺桶の中から聞こえてくるのは、石を口に含ふくみ、飲み下すような音──


　次に何が起きるのかと注視していると、だしぬけに頭上から銀色の鎖が襲ってきた。涼子と林檎は飛び退のいて避さける。数条の鎖は棺桶に巻き付き、持ち上げて宙ちゆう吊づりにした。頭上を仰あおぎ見た涼子は、校舎の間に蜘く蛛もの巣すよろしく張り渡わたされた鎖の上に立つ七瀬の姿を発見した。


　爆心にいた七瀬は身体中が煤だらけで髪も焦げて逆立っているが、それはまるで昔のコントの爆発オチを思い出させる様相で、肉体的に深刻なダメージを受けているようには見えない。ケインの作った爆弾はそこそこの威力はあったはずだが、おそらくレイハの魔ま法ほうによる保全プログラムの干かん渉しようによって減げん殺さいされたのだろうと涼子は思い当たった。


「この棺桶ん中に山ほど武器が仕し舞まってあるんだろ？　どんなカラクリかは知らないけど、こいつさえ取り上げちまえば……」


　七瀬は獰どう猛もうな笑みを浮うかべかけたが、その表情はすぐに驚きよう愕がくに引きつった。


　轟ごうッ！


　棺桶から青黒い炎ほのおが噴ふき出す。


　熱気を伴ともなわないガスバーナーの如ごとき勢いの炎は、棺桶を縛しばって宙吊りにしている四本の鎖くさりを飴あめのように溶とかしていく。やがて鎖が溶よう断だんし、落下した棺桶は足の方を下にして地面に突つき刺ささるようにして直立した。


『おおっと、これは何だ～～ッ！　黒い炎が噴ふん出しゆつしている！　棺桶の中は地じ獄ごくとつながっているのか～～ッ!?』


　バダム！


　棺桶の蓋が扉とびらよろしく開き、全身に地獄の炎を纏まとったミイラがゆっくりと歩み出てきた。その異様な姿に、観戦していた生徒たちの間から怯おびえた声が漏もれる。


　ミイラが右手を前に突き出す。その手に握られているのはコウモリを模した鉄の板だった。ミイラは鉄のコウモリを腰こしに巻いたベルトのバックルに取り付けると、プロペラのように勢いよく回転させた。


　ギュォォォォォォン!!


　大型バイクのエンジン音の如き咆ほう哮こうが轟とどろく。ミイラの全身を覆おおっていた青黒い炎が回転する鉄のコウモリに吸い込まれ、目も眩くらむ虹にじ色いろの輝かがやきを放った。


　ミイラは今度は左手を前に突き出した。その手には銀色のドミノマスクが握られている。全体の形状はバックルと同じく翼つばさを広げたコウモリである。


『デュワッ！』


　奇き妙みような掛け声とともにミイラがマスクを顔面に装着すると、全身が目ま映ばゆい閃せん光こうに包まれ──一瞬の間にミイラの姿はその場からかき消えた。


「──フヒャヒャヒャヒャヒャ～ッ！」


　上の方からふざけた哄こう笑しようが聞こえてくる。涼子は正直視界に入れたくなかったが、この状じよう況きようでは無視するわけにもいかず、渋しぶ々しぶ顔を上げた。


　七瀬が校舎の間に張り渡した鎖の上に、炎のように揺ゆらめく黒いマントに身を包んだ異形の人影が立っていた。


「天が呼ぶ、地が呼ぶ、風が呼ぶ──地獄の使者と人の言う！」


　ブワサッ、とマントを翻ひるがえす。


　縦にスリットの入ったコウモリを模した形のバイザー。


　巨きよ大だいな毒サソリそのものでできた胸の甲かつ冑ちゆう。


　鎧よろい竜りゆうの頭ず蓋がい骨こつでできた肩かたのプロテクター。


　角の生えた小こ鬼おにの骸がい骨こつの意い匠しようが施ほどこされた籠こ手てとブーツ。


　腰のベルトのバックルには〈蛇へび遣つかい座〉のシンボルが緑色に輝いている。


「時代の呼び声に誘さそわれて──〈ヘルマスカーＤ〉！　燦さん然ぜんと復活!!」


　大おお見み得えを切ると、全身に走る血管のようなラインに真しん紅くの光が走った。


　ヘルマスカーＤはレイハが地球に来る以前に大だい門もん高校を危機から救った英えい雄ゆうだが、その存在を知っている者はほんの数名にすぎない。しかしその見るからに邪じや悪あくな魔界風味のコスチュームとは裏腹な生粋きつすいのエンターテイナー気質は名乗り口上だけで十二分に伝わったらしく、生徒たちは『よく分からないがとにかく楽しませてくれそうな奴やつが現れた』と即そく座ざに理解し、歓かん迎げいと期待を込めた喝かつ采さいを送った。


「き、貴様……デルモンテ＝嘉か門もん！　何しに来やがった!?」


　詰きつ問もんする七瀬に、Ｄは黒い唇くちびるに不敵な笑みを浮かべた。二本指を立てて顔の前で揺らす。


「汝なんじは二つの間ま違ちがいを犯している。吾わが輩はいはデルモンテ某なにがしとかいうナイスガイとはまったくの別人である。そして〈Ｋウォーズ〉に参戦するのに誰だれに断る必要もあるまい。愚ぐ問もん！　まさに愚問!!」


　Ｋウォーズへの参戦表明とは、すなわち宣戦布告と同義である。


『これは意外！　棺桶から現れた怪かい人じんは〈ヘルマスカーＤ〉を名乗る……どう見ても仮面を被かぶったデルモンテ＝嘉門です！　とはいえストリート・バイパーズのデルモンテ＝嘉門自体が白しろ塗ぬりのメイクで素顔を隠かくしている人物なので、どちらにせよ正体不明であることに変わりはありません。明らかに二度手間と思われますが──右京さん、彼の正体について何かご存じですか？』


『知ってるけど、マスクマンの正体をバラすほど俺も野暮じゃねえよ。それよか先に言っとくことがある』


『何でしょう？』


『あいつは他の連中を差し置いてワンマンショーにしちまうから油断すんなってこと』


　右京の警告を聞いて狼狽うろたえたのは那智をはじめとするバイパーズの面々である。静馬ならまだ相手に花を持たせつつ闘たたかうが、デルモンテ＝嘉門は相手が誰だろうとお構いなしに見せ場を全部独りでさらっていくタイプだった。


「イロモノに構ってるほどこっちも暇ひまじゃないんだよ！」


　七瀬は両手の鎖分銅を放ち、Ｄの身体からだに巻き付けた。Ｄはマントごと両りよう腕うでを雁がん字じ搦がらめに拘こう束そくされて棒立ちになる。


「出てきて早々で悪いけど退場願おうかね……食らいな！」


　バチィ！


　鎖が電光の茨いばらを帯びた。〈紫電の薔薇〉がＤを直ちよく撃げきし、プロテクターの表面に火花が散る。鎖に一瞬触ふれただけでもダメージを受ける電撃を盛せい大だいに浴びながら、しかしＤは薄うす笑わらいを止めない。


「ククク……吾輩のスーツは絶ぜつ縁えん体たいだ。この程度の電撃で倒たおそうなど笑止！」


「そうかい？」


　七瀬はＤを捕ほ縛ばくしている鎖を左手で束ね、右手から新たな鎖を繰くり出した。鎖分銅を鞭むちとして使い、絶縁体のスーツで防ぼう御ぎよされていないＤの顔面を狙ねらう。


「──〈魔眼光殺法イーヴル・メーザー〉！」


　Ｄの両眼を覆うバイザーから稲いな妻ずま状の光線がほとばしった。


　薙なぎ払はらうように放射された光線は眼前に迫せまった鎖分銅を粉ふん砕さいし、自分を縛っている鎖の束を、さらには互たがいの足場になっている鎖をも切断する。Ｄと七瀬は中庭に降り立った。


「ぬがあああっ！」


　那智の攻こう撃げきでダウンしていた秋嵩が跳はね起き、Ｄに猛もう然ぜんとタックルを仕し掛かけた。


「──チェンジ！〈ザーク・ボーガー〉!!」


　地面に突き立ったままの棺桶がＤの掛け声に応じて動き出した。自動的に蓋が閉まり、下から二本の足が、左右からは腕が伸びる。手足といっても水道管のフレキシブル・パイプのように自在に曲がる筒つつの先にゴム毬まりが付いているだけの極きわめてシンプルなデザインである。


　秋嵩が棺桶ロボに頭から突っ込んだ。


　ドゴォン！


　ザーク・ボーガーは秋嵩の突とつ進しんを正面から受け止めた。林檎が持ってきた時は古びた腐くさりかけの木製だった棺桶は、Ｄの復活後には鋼鉄製に変化している。それでも蓋の表面が凹へこんだところを見ると秋嵩のパワーも凄すさまじい。


「うおおっ!?　棺桶から手足が生えてロボに!?」


「それよりビームだろビーム！　マジスゲえ威い力りよくだったぜ」


「あれもどうせレイハの魔法で作ってるイリュージョンだろ？」


「いやいや、ガチバトルのＫウォーズなんだからヒーローショーはやらないと思うぞ。それにあいつだけ魔法のリソースを独どく占せんできるのはおかしい」


「まかさモノホン!?　モノホンのスーパーヒーローなのか!?　限りなく怪人に近いというか見た目は怪人そのものだけど」


　興奮した生徒たちが騒さわぎ立てる。Ｄが目から発射する怪光線も、ギミック満まん載さいのスーパーカラクリ棺桶〈デルザーク〉も涼子にとっては既き知ちの代しろ物ものだが、初めて目にする者にとっては衝しよう撃げき的てきだった。


　敵対する七瀬が受けた衝撃度は一いつ般ぱんの生徒たちのそれとは少々異なっている。目め眩くらましの奇き術じゆつを多用していた以前のデルモンテ＝嘉門とはひと味もふた味も違ちがうということに気付いたからだった。


「デルモンテ……あんたもアタシらと同じで以前のままじゃないってことかい？」


「言ったはずだぞ。吾輩は地獄からの使者ヘルマスカーＤ──それ以上でもそれ以下でもない」


「だったらこっちも本気を出さなきゃなんないねえ！」


　七瀬の両の瞳ひとみが金色に輝いた。全身に電光が走り、赤い髪かみが逆立つ。ボンデージスーツの表面に無数の鋭するどいトゲ状のスパイクが生え──否いな、スパイクは衣装からではなく、七瀬の身体から直接生えてきていた。さらに一部のスパイクが蛇のように伸のびて鎖分銅に変化する。魔人化した七瀬は身体のどこからでも鎖を生成できるらしい。


「どーすんのよこれ!?　ただでさえ手がつけられないのに、ますますパワーアップしやがったわよ!?」


　雛乃が非難の目をＤに向ける。


「モーマンターイ！　ワタシにムワ～カセナサ～イ!!」


　自信満々のケインが懐ふところからまたぞろ小型爆ばく弾だんを取り出した。それを七瀬にではなく自分の足元に叩たたき付ける。


　ボフッ！


　地味な音とともに爆弾が炸さく裂れつし、濃のう厚こうな白い煙けむりが一気に広がった。


　やがて煙が薄うすれて視界が開けると、ケインたち忍にん者じやトリオの姿は地上から消えていた。他の誰も動いていない。


「……ハーイ、ナデシコガールズ？」


　その声が聞こえてきた方向──つまり上方に目を向けると、ケインたち三人は仲良く空中に逆さ吊づりになっていた。鎖でみっちり縛り上げられ、ジタバタもがいているが逃のがれられそうにない。ケインは顔つきだけは涼すずしげなまま雛乃に呼びかける。


「ブリーズ、ヘルプミー」


「ヘルプミーじゃねえわよ！　何がどうしてこうなったわけ!?」


「単純に煙に紛まぎれて逃にげようとしやがったから、とっ捕つかまえてふん縛じばっただけよ」


　七瀬の台詞せりふに、涼子たちはほんの一ミリでもケインに期待した己を恥はじた。七瀬は鎖を操ってケインを締しめ上げ、つぶれたヒキガエルのような呻うめき声を上げさせる。


「爆弾で黒コゲにされた恨うらみは忘れちゃいないんだからね」


「そいつらの処しよ刑けいは思う存分楽しんでもらうとしても……やっぱり素直に通してくれそうにないわね」


　涼子の〈月の眼グラムサイト〉は七瀬が浅い地中に張り巡めぐらせた鎖の結界を見み抜ぬいていた。くノ一姉妹はともかくケインでさえ簡単に捕まるくらいだから涼子たちではとても脱だつ出しゆつはおぼつかないだろう。


　涼子は横目でＤを見た。Ｄと棺かん桶おけロボが七瀬と秋嵩を抑おさえてくれればチャンスがあるかもしれない──その胸算用を察してかＤが口を開く。


「吾輩、女同士のケンカに手を貸すほど無ぶ粋すいな男ではない」


「どういう意味!?」


「デルザーク──ドライ！　ゼクス！　ノイン！　カムヒアー!!」


　Ｄの召しよう喚かんに応じて、雛乃とあずみの真後ろに地中からデルザークが出現した。それぞれの蓋ふたには〈[image: ]〉と〈VI〉のナンバリングがある。驚おどろく間もなく棺桶の蓋が開き、中から伸びてきた何本もの黒い手が二人を捕とらえて中に引きずり込んだ。


「ちょっ……」


　制止しようと伸ばしかけた涼子の手首を、影かげ絵えのように立体感のない黒い手がつかんだ。さらに幾いくつもの手が背後から涼子の肩を、足をつかんで身体を持ち上げ、後ろに出現した〈[image: ]〉番のデルザークに引きずり込む。


「うわっ！　なに!?　ギャ──ッ!!」


　棺桶の蓋が閉じられ、視界が闇やみに閉とざされる。得体の知れない何かが体中を這はい回るようなくすぐったい感かん触しよくに襲おそわれた後、引き込まれた時と同様の唐とう突とつさで再び蓋が開き、棺桶の外へ放ほうり出された。


「な……何だってのよ!?」


　自分と同じように棺桶から出てきたらしいあずみの姿を見て、涼子は我が目を疑った。さっきまで源平合戦の時代の姫ひめ武む者しやの格好をしていたあずみは、エナメルの光こう沢たくのある純白のボンデージ風ドレスに着き替がえていた。両手には同じ素材の長手て袋ぶくろを着け、ブーツも太ふと股ももまである。ハードなデザインながら艶あでやかでなおかつ清せい楚そな印象があり、なかなか似合っていた。


「か……格好いいじゃない」


「あなたこそ」


　指し摘てきされて初めて、涼子は自分も着替えていることに気付いた。セーラー服とロングコートを組み合わせたようなデザインで、黒いエナメル素材らしいことを除けば制服の冬服とイメージはそう違わない。


　雛乃も当然着替えているはず──と思い目を向けると、手間取っているのか〈[image: ]〉番のデルザークはガタガタと震ふるえている。やがて蓋が開き、雛乃が吐はき出された。


「むぐ～～っ!!」


　地面に倒れた雛乃はどうしたことか、くぐもった唸うなり声をあげてのたうち回っている。よく見てみると、雛乃はセクシーな革のキャットスーツに着替えていたが、手て枷かせ足あし枷かせをはめられたうえ、ボールギャグで口を塞ふさがれていた。


「……何な故ぜ？」


「無む駄だな抵てい抗こうをするからだ」


「じゃあ仕方ないわね。あずみ先せん輩ぱい、二人であの女怪かい人じんに立ち向かいましょう」


「もが～～～～ッ待ちなさいよ!!」


　雛乃の呻き声に字幕が付いた。〈月の眼〉の能力は便利は便利だが涼子自身にも制せい御ぎよできないため時々鬱うつ陶とうしくなる。


「主役を差し置いて目立とうとしないって誓ちかうなら自由にしてあげてもいいけど？」











[image: ]








「むぎ～～～～ッいつたい何の権利があつて!?」


　二人のやりとりを見ていたあずみは、Ｄに歩み寄ると花のような笑顔を見せて言った。


「雛乃さんの縛いましめを解いてさしあげて」


「よろしい」


　Ｄはあっさり承しよう諾だくして指をパチンと弾はじいた。途と端たんに拘束具が消え、自由の身になった雛乃は跳ね起きて涼子に詰つめ寄る。涼子の鼻先に人差し指をグリグリと突つきつけ、


「もがももまあなたとはひひももっふひ一度じつくりははひはう話し合うひふほーは必要がはりほうへありそうね!?」


「猿さるぐつわを外してからしゃべったら？」


　ボールギャグを外してさらに文句を言おうとする雛乃を横に突き飛ばし、涼子自身も後ろに跳とぶ。わずかに遅おくれて複数の銀色の槍やりが二人のいた場所に殺さつ到とうした。二人を背中に庇かばうように白い影が飛び出し、紅あかい光が一いつ閃せんすると、銀の槍は切断されて地面に散らばる。


　この白い影の正体は無論のこと霧きり林ばやしあずみである。新たに手にした武器は得意の長物である薙なぎ刀なた──しかしその刀身は真紅に燃えて熱気を放っている。この赤熱化した刃はが七瀬の鎖くさりを溶よう断だんしたのだ。


「参ります」


「ハッ、しゃらくさいんだよ！」


　七瀬はタイミングと軌き道どうをずらして複数の分銅を矢や継つぎ早ばやに放った。襲い来る銀色の流星雨に対し、あずみは左右の足を踏ふみ変え、身を翻ひるがえしながら薙刀を振ふるう。一見して身体からだのバランスを崩くずした酔すい歩ほのごとき頼たよりない足運びだが、その実、相手に読めないトリッキーな動きで攻こう撃げきを躱かわしつつ、∞の軌道を描えがいて走る絶え間ない連続攻撃により近寄るものすべてを斬きり払はらう結界を作り出す。


　霧林流奥おう義ぎ〈鵆ちどりの舞まい〉──涼子とのＫファイトでの初はつ披ひ露ろうからはるかに威力を増した攻防一体の必殺技は七瀬の鎖分銅をことごとく打ち落とし、次第に間合いを詰めていく。


　七瀬は数打ちゃ当たる式に繰くり出していた鎖分銅を引っ込め、倍ほどの太さのある鎖分銅を両手から一本ずつ伸ばし、大きく振りかぶった。放つ寸前、あずみの足元の地面から複数の鎖が飛び出す。


「くっ──」


　鎖は触しよく手しゆのように太ふと腿ももまで這い上って絡からみ付き、あずみをその場に釘くぎ付づけにした。風を裂さく唸りを上げて二本の鎖分銅が頭上から打ち下ろされる。あずみは薙刀で斬り払おうとしたが太い鎖は切断しきれず、柄つかに巻き取って防ぐ形になった。


「かかったね！」


　太い鎖を電光が走る。しかし電撃はあずみのコスチュームの表面を伝わって地面に流れ落ちた。Ｄと同じく絶ぜつ縁えん素材でできているのだ。


「吾わが輩はいが着替えさせた理由を考えもせずにひとつ覚えの電撃とは愚おろかなり！」


「そうかい!?」


　七瀬は新たにもうひと組の太い鎖を生成して叩き付ける。涼子が大小の二刀流で薙刀に巻き付いた二本の太い鎖に斬りつけ、雛乃が片手用の小型チェーンソー二刀流であずみの両足を縛しばり付けている地面から生えた鎖を切断して救い出した。二人の持つ武器の刃も薙刀と同様に赤熱化しており、細い鎖なら触ふれただけで泥どろのように斬れる。


「こっちは三人がかりだけど、そっちも千手観音みたくホイホイ鎖を出せるんだから五分ってことでいいわよね？」


　涼子が大た刀ちの切っ先を七瀬に向けながら断りを入れる。絶縁コスチュームにより電撃が無効化されているため七瀬の圧あつ倒とう的てきな優位は崩れていた。しかし七瀬に恐おそれる様子はなく、面めん倒どうくさそうに口元を歪ゆがめた。


「三人で足りるとでも!?」


　七瀬は生成した鎖を両りよう腕うでにコイル状に幾重にも巻き付け、直径三〇センチ、先せん端たんまでの長さ一メートル近くもある巨きよ大だいなドリルを作り上げた。雛乃がチェーンソーで斬りかかると七瀬は左手のドリルを高速回転させて受け止めた。


　ガガガガッ！


　凄すさまじい火花とともに鎖の破片が飛び散る。しかしドリルそのものを砕くだくには至らず、雛乃は回転の勢いに抗こうしきれずに押おし返された。あずみも同時に突きかかるが、薙刀をドリルに巻き取られそうになってたたらを踏んだ。


『おおっと、電撃を防ぐ衣装に着替えてもまだ逆転するには至らないようです！　それにしてもあの無限増ぞう殖しよくするチェーンは何なんでしょう!?　魔ま人じんになれば何でもありなんでしょうか？』


『その点についてはワシも気になるな。〈神威カムイの拳けん〉の生み出すエネルギーは魔法と相そう殺さいするという仮説を立てていたが、彼女の場合むしろ相乗効果でパワーアップしているようにも見える。納なつ得とくのいく説明を願いたいものじゃが』


『ソルバニア人や怪かい獣じゆうの場合は肉体も戦せん闘とう力も丸ごと魔法頼だよりだが、彼女は実体をベースにして魔法は補助に使っているだけだ。〈神威の拳〉の神気とソルバニウム力場は本来水と油だが、条件さえ揃そろえば並行して使えるさ。ただし相乗ってほどじゃない。せいぜい足し算だな』


『つまり変身しないで闘たたかうなら併へい用よう可能というわけかね？』


『まあ……半分正解かな』


　右京は明言を避さけた。ぼやぼやしていると余計な種明かしをされそうだと危き惧ぐした七瀬は声を張り上げる。


「秋嵩！　棺桶ごときにいつまで足止め食らってんだい!?」


　ザーク・ボーガーを相手に互ご角かくの押し相撲ずもうを続けていた秋嵩は、いったん離はなれて助走距きよ離りをとった。タックルを仕し掛かけようとした矢先、ザーク・ボーガーは自分の手で棺桶の蓋を開ける。四次元につながっていると思おぼしき棺桶の中からせり出してきたのはガトリング砲ほうをはじめとする数十門もの重火器の砲口だった。


　Ｄが芝しば居いじみた所作で左手を振り上げる。


「──薙なぎ払え！　地じ獄ごくの業ごう火かで!!」


　ヴオオオォォォォォン!!


　ガトリング砲が吼ほえた。重火器が一いつ斉せいに火を噴ふき、秋嵩を砲ほう弾だんの豪ごう雨うが襲う。


　しかし、秋嵩は怯ひるまずに両腕で顔面を防ぼう御ぎよしながら砲撃に耐たえた。それどころか足を前に運び、ジリジリと距離を詰めていく。


　チイン！


　跳ちよう弾だんを避けて跳び離れた那智は、秋嵩の異変に気付いた。秋嵩の両腕が金属の光沢を帯び、砲弾を弾いている。両腕だけでなく顔から胸──おそらくは全身の皮ひ膚ふが金属と化していく。


（これは……金こん剛ごう不ふ壊えの位か!?　いや違ちがう！　これが〈神威の拳〉であるはずがない！）


　文字通り鋼の肉体と化した秋嵩はもはや防御せずにザーク・ボーガーに近付き、鉄てつ拳けんで力任せに殴なぐりつけた。


　ガゴォン！


　ザーク・ボーガーの巨体が一撃で吹ふっ飛ばされて仰あお向むけに倒たおれた。分厚い装そう甲こうであるはずの棺桶の蓋が拳こぶしの形に陥かん没ぼつし折れ曲がっている。


「──〈魔眼光殺法イーヴル・メーザー〉！」


　Ｄのバイザーから迸ほとばしったビームが秋嵩に命中した。ビームは秋嵩の身体を貫かん通つうせず、放ほう水すい銃じゆうで噴ふん射しやされた水のように飛び散る。ビームの圧力に押し戻もどされたのはわずか数歩で、秋嵩が右手を突き出すと掌てのひらで易やす々やすと遮さえぎられた。


「返すぞ……うりゃああっ！」


　秋嵩は掌で受けているビームをつかんで投げ返した。Ｄはマントで防御する。


『うわっ、ビームを投げ返しましたよ!?　何で出来てるんですかあのビームは？　稲いな妻ずまなのか光線なのかそれ以外の何かなのかハッキリしませんが』


『高エネルギー励れい起き状態の流体じゃろうな』


　聞いたところで余計に分からなくなるだけの解説に耳を傾かたむける余よ裕ゆうは涼子にはなかった。全身魔法で武装しているＤは〈神威の拳〉に対して分が悪いらしい。七瀬と正面切って闘うのを避けたのはそのせいかもしれないが、秋嵩を抑おさえられないとなれば話は変わってくる。ようやく七瀬と互角に持ち込めそうなところへ秋嵩が加わっては元もとの木もく阿あ弥みだった。


　Ｄが思ったほどの脅きよう威いではないと判断したのか、危惧したとおりに秋嵩は七瀬に加勢しようとまっすぐ涼子たちの方へ向かってくる。その時、観戦している生徒たちの頭上を飛び越こえて、秋嵩の前に躍おどり出た人ひと影かげがあった──それも二つ。


「──〈ミスティ・ワールド〉！」


　光るカードが秋嵩の眉み間けんに命中すると、そのまま張り付いた。途端に秋嵩は方向転てん換かんし、涼子たちから遠ざかっていく。何事かと思って見ていると、秋嵩はてんで見当外れの方角に足を運びながら、憤ふん怒ぬに満ちた顔をこちらに向けた。


「クソッ……何で近寄れねえんだ!?　待ってろ、そこを動くんじゃねえ！」


　いわれのない罵ば声せいである。口ぶりからすると当人はまっすぐ歩いているつもりらしいが、足の方はぐねぐねと蛇だ行こうし、同じ場所を行ったり来たりしながら一向に近付いてくる気配がない。怒いかりにまかせて走り出すと、秋嵩は横を向いたまま校舎の壁かべに激げき突とつした。


　どうやら秘密はカード型の飛び道具にあるらしい。放ったのは茶ちや髪ぱつロン毛の男──〈アースシェイカーズ〉のハルである。


「突とつ進しんバカに曲がることを教えてやるたあ、お前も親切だな」


　ハルと一いつ緒しよに来たアフロの男──〈ワイルドアンセム〉のザキがニヤニヤしながら秋嵩に近寄り、神気を集めた右の拳を地面に打ち付けた。


「──〈クリスタル・ゲイザー〉!!」


　水の性質を帯びた神気が間欠泉のごとく地面から噴出し、秋嵩の巨体を浮うかせた。間欠泉は瞬しゆん時じに結けつ晶しよう化し、さらに爆ばく裂れつする。水晶の散さん弾だんを全身に浴びた秋嵩は高々と吹っ飛ばされ、頭から垂直落下して地面にめり込んだ。


「ふう～～やれやれ、どうにか間に合ったな。危あやうく出番がなくなるとこだったぜ」


　ザキは那智を一いち瞥べつし、次にＤに目を向けた。


「そういえば俺たちもすっかり出番をなくしてるわけだが……」


　今や観客と化している獅し子し倉くら達たつ哉やが思い出したように口を開いたが、後ご藤とう史し織おりに立てた食指を口を押し当てられて黙だまらされた。


「ヤブヘビ発言は慎つつしんでちょうだい」


「その通り。ここまでカオスな状態になったら素人しろうとには手出しできませんよ」


　黒くろ子こ姿でビデオカメラを回している大だい作さくが口くち添ぞえした。


「いつまでもイロモノにデカい面つらされちゃあ、古参バイパーズの名が泣くからな」


　口調こそ軽いが、Ｄに向けられたザキの目は闘とう志しに爛らん々らんと輝かがやいている。ザキとハルがここに来たのは涼子たちを助けるためではなく、Ｋウォーズに参戦するためだった。二人の目当ては那智と同じく静馬との勝負であり、それ以外はすべて邪じや魔ま者ものでしかない。二人から真っ先に片付ける相手として目されているＤは、身構えもせずに余裕の態度でフムと鼻を鳴らす。


「汝なんじらは吾輩の敵ではない──」


「言ってくれるじゃねえか」


　ザキはわずかに膝ひざを落として飛びかかる体勢になった。ハルの左手に神気の凝ぎよう結けつしたカードが現れ、食指と中指を揃えて伸のばし剣けんの形に突つき出した右手には神気の刃やいばが宿る。


　観戦中の生徒たちの間から悲鳴混じりの叫さけび声が上がった。


「後ろ！　後ろ──ッ！」


「なにぃ!?」


　二人が振ふり向くと、息を吹き返した秋嵩が起き上がってきていた。那智の必殺技を食らい続けてもケロリとしていた異常なスタミナと鉄てつ壁ぺきの防御力からすれば当然と思われたが、今度ばかりは様子が違っていた。〈クリスタル・ゲイザー〉の散弾を浴びた全身が傷付き、金属化した皮ひ膚ふに細かい亀き裂れつが走り、ところどころ剝はがれてさえいる。


「ぬるあああああ──っ！」


　秋嵩が雄お叫たけびを上げると、金属の肌はだが再生し、以前よりもさらに分厚い装甲が全身を覆おおった。握にぎった右の拳こぶしがみるみる肥大化し、角張った鉄てつ塊かいに変化する。驚きよう愕がくしているハルの脳天に、人の頭ほどもあるそのミートハンマーを打ち下ろした。


「────!!」


　ハルは右手の二指を突き出してそれを迎むかえ撃うつ。


　鉄塊を素す手での指先で受け止めれば瞬時に骨まで砕くだかれるが道理──しかし、砕けたのはミートハンマーの方だった。ハルの指先に宿る神気のナイフが、鉄塊を豆とう腐ふのごとく切り裂さいたのだ。


　右の拳を砕かれて怯む秋嵩に、ザキが躍りかかった。


「──〈ベノム・ストライク〉！」


　右足を高々と蹴けり上げると、神気の飛沫しぶきが噴き上がり、秋嵩の巨体を棒立ちにする。ザキは右足を蹴り上げた姿勢から左足で地を蹴り、空中で前転して両足の踵かかとを秋嵩の両りよう肩かたに叩たたき込んだ。踵から発した神気の楔くさびが装甲を砕き、蛇へびの毒どく牙がのごとく肉体深くに突き刺ささる。


「ぬぐう……」


　ザキが肩を蹴って離れると、秋嵩はよろけて二歩、三歩と後ずさった。その眼前に瞬間移動してきたように現れたのは氷室那智である。秋嵩は捕とらえようと両手を伸ばすが、那智はその腕うでの下をかいくぐり、鳩尾みぞおちに掌しよう打だを撃ち込んだ。


　──〈ワン・ショット・アット・グローリー〉！


　密着間合いから瞬時に放たれる技のため那智が技の名を口にする暇ひまはなく、心の声を涼子の〈月の眼グラムサイト〉が字幕として認識するのみである。


　バガォン！


　派手な爆ばく発はつ音とともに神気の衝しよう撃げき波はが巨体を貫つらぬくと、全身を覆っていた金属質の装そう甲こう皮膚が粉々に砕けて飛び散った。秋嵩自身も血だるまになって吹っ飛んでいく。


「おおっ、やった──ッ！」


　周囲から歓かん声せいが上がる。那智は油断なく反はん撃げきに備えていたが、倒れた秋嵩が白目を剝むいて完全に悶もん絶ぜつしているのを知って愕がく然ぜんとなった。ハルとザキは当然という顔をしているが、しばらく一対一で闘っていた那智にとっては信じがたい結果だった。何度も撃ち込んだ必殺技が今回に限ってはあまりにも手て応ごたえがなさすぎる。


『どうやらウリ坊ぼうは遂ついに退治された模様です！　アホみたく頑がん丈じようなのが取とり柄えだったのに、鉄の鎧よろいを身に纏まとったらかえって打たれ弱くなったように見えましたが──』


『打たれ弱く……？　なるほど……そうか、そういうことか!!』


　村雨がいきなり興奮して声を上げた。


『何がなるほどなんですか、ドクター？』


『ソルバニウム力場で構成された物体に通常兵器は通用しない。〈神威カムイの拳けん〉が生み出すエネルギーはその力場を無力化して破は壊かいできる。〈神威の拳〉の遣つかい手てでありながら魔法の力をも得るというハイブリッド化は本来矛む盾じゆんするわけじゃ』


『はいはい、それで？』


『つまり──うん？　そうなると……いや待て。結論は急ぐまい。もう少し様子を見てからにしよう』


『仮説もロクに立てられないんなら黙っててもらえますか？』


　中村に冷たくあしらわれて鼻白む村雨を、右京はニヤニヤしながら横目で眺ながめる。


『〈神威の拳〉が魔法に勝てるのは、チョキがパーに勝てるのと同じくらい簡単な話なんだがな……』


『高校生の頭でも分かるように説明していただけますか？』


『〈かむい〉と〈まほう〉をそれぞれ漢字で書けばすぐ分かる』


『漢字……ですか？』


　中村と村雨はものは試ためしと手元にあった紙にペンを走らせ──ほとんど同時にアッと声を漏もらした。


『……マジですか？　誇こ張ちようとかハッタリとか抜ぬきで!?』


『うん。大マジ』


『だとすると相そう殺さいするのはエネルギーの性質ではなく──』


　村雨は重大なヒントをつかみながらも、いまだ正解が見えずに独りごちた。





　秋嵩を下して意気揚あがるザキとハルはあらためてＤに向き直った。


「てめーがデルモンテだろうとヘルマスカーだろうと、やり合うのに変わりはねえ」


「勘かん違ちがいをするな」


　Ｄは大だい胆たんにも二人から視線を外し、空を見上げた。


「吾わが輩はいの敵は別にいる。汝らに構っている暇はない」


　つられて二人も訝いぶかしげな顔を空に向ける。七瀬の間合いから退いた涼子が顔を上げると、数十はあろうかという数の〈封ふう魔ま柱ちゆう〉が天を破って降ってくるところだった。


『来た～～ッ！　ソルバニアから次元の壁を突とつ破ぱして〈封魔柱〉の第二陣じんが現れました！　第一陣と合わせて〈サーガイア一〇八凶きよう星せい〉が──』


　中村の実じつ況きようを遮るように一条の閃せん光こうが空を走り、封魔柱に命中した。校庭に乗り上げた巨きよ大だい潜せん水すい艦かんアトラゴンからのレーザー砲ほう攻こう撃げきである。実体弾だんを撃つと流ながれ弾だまが市街地に落ちるため光学兵器により迎げい撃げきを試みたようだが、レーザーは封魔柱を破壊するどころか温めるほどの効果も見られなかった。


「デルザーク軍団、カムヒア──ッ！」


　Ｄの掛かけ声に応じて九基のデルザークが地中から筍たけのこのごとく出現した。林檎の持ってきた棺かん桶おけが変形したザーク・ボーガーと、涼子たち三人をそれぞれ着き替がえさせた三基と合わせて合計一三基となり、それぞれの蓋ふたには〈Ｉ〉から〈[image: ][image: ]〉までのローマ数字が刻印されている。


「──チェェェンジ！　〈ザーク・ドラゴン〉！　スイッチ・オン!!」


　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……


　一三基のデルザークがロケット噴ふん射しやで次々と垂直上じよう昇しようした。中庭は熱い水蒸気で真っ白になり涼子たちは白はく煙えんにまかれて右往左往する。デルザークは上空で連結合体し、直列で繫つながった九基が頭部から尻尾しつぽまでの長い胴どう体たいを、両サイドに合体した四基が扇おうぎ状じように展開して翼つばさを形作る。


　完成した〈ザーク・ドラゴン〉は翼を持った巨大な蛇の姿をしていた。マントを蝙こう蝠もりの翼に変えて飛ひ翔しようしたＤがドラゴンの頭部に降り立つ。


「放て！　〈ゲヘナの業ごう火か〉!!」


　ドラゴンの胴体から無数の機関砲の砲口とミサイルがハリネズミの如ごとく突き出し、一いつ斉せいに火を噴ふいた。ドラゴンの頭部にあたる棺桶も形だけでなく大きな顎あごを開いて紅ぐ蓮れんの炎ほのおの息を吐はき、頭の上に乗ったＤもバイザーから光線を掃そう射しやして封魔柱を迎撃する。


　アトラゴンの光学兵器をものともしなかった封魔柱はザーク・ドラゴンの攻撃を受けると次々と砕かれ、空中で爆散していく。Ｄの趣しゆ味みなのか封魔柱の持つもともとの性質なのか、爆発により飛散する破片はキラキラと七色に輝き、花火のように華はなやかで美しい。





　校舎の屋上に、その爆光を半身に浴びながら対たい峙じする大小二つの人ひと影かげがあった。


　大小、というのは双そう方ほうを相対的に比ひ較かくした表現にすぎない。なぜなら小さい方でさえ身長二メートルを超こえる巨きよ漢かんであり、大きい方に至っては三メートルに及およぶ常識外れの大巨人であったからだ。互たがいの距きよ離りは六メートルほど離はなれているが、常人とはスケール違ちがいのため一歩踏ふみ込めば攻撃が届く間合いだった。


　上空で起きた一ひと際きわ大きな爆発を合図に、慶一郎は右の掌てのひらに集めた黄金色の龍りゆう気きを放った。


「──〈神しん飛ひ拳けん〉！」


　顔面に向かって迫せまる神しん気き弾だんを、大巨人ウィラード・ゲイツは左の掌を正面にかざして受けた。ゲイツの左掌に触ふれた途と端たん、〈神飛拳〉はシャボン玉のように消えた。弾だん道どうを逸そらせたのでもなく、対たい抗こうする神気を発して相殺したのでもなく、虚こ空くうに吸い込まれたように手応えなく消えたのだ。慶一郎は左手で二発目、さらに右手で三発目を続けざまに放った。ゲイツは見えないガラスの壁かべを拭ふくように弧こを描えがいて左手を滑すべらせ、それらも同様に消し去った。二発目は胸を、三発目は臍へその下を狙ねらったものだが、ゲイツは避さけることなく左手を滑なめらかに動かしただけで応じている。


　ゲイツは五指を揃そろえた右掌を慶一郎に向けた。凄すさまじい圧力の神気を肌に感じた慶一郎は〈龍りゆう勁けい掌しよう〉をバリアにして真っ向から受けようとしたが、寸前で思い直して〈旋つむじ駆がけ〉で右方向に身を躱かわした。


　カッ！


　目も眩くらむ閃光が視界を白く染めた。


　本来は霊れい的てき視覚によってのみ捉とらえられる神気の輝かがやきは、太陽を直視したように網もう膜まくを灼やいた。慶一郎は〈龍勁掌〉で正面をカバーして目を保護する。


　再び視界が戻もどってくると、慶一郎が背にしていた階段の出口が破は壊かいされていた。破壊孔こうは掌の形に綺き麗れいにくり抜かれている。そのサイズは優に慶一郎が頭を下げずに出入りできるほど大きい。身体からだごと避けなければこの攻撃に全身を晒さらしていただろう。正面から〈龍勁掌〉で受けたとしても暴風雨の中で折おり畳たたみ傘がさを開く程度のことでしかない。


　ゲイツは大おお鷲わしの翼のごとく腕を広げて構え、愉たのしげに喉のどを鳴らした。


「クク……我が〈ソーラー・フィンガー〉をよくぞ躱したな」


「自分の神気でやられるような間ま抜ぬけになりたくはないからな」


　慶一郎は〈Ｖ－１エクストリーム〉での静馬とゲイツの対戦は見ていないが、ゲイツの技の仕組みはすでに理解していた。


　ゲイツの〈神威の拳〉は陰いんと陽、太極の神気を同時に操あやつる希け有うなものである。


　左手の〈ルナー・フィンガー〉の属性は〈月〉──相手の神気を吸収、反射する特性を有する。右手の〈ソーラー・フィンガー〉は慶一郎と同じく〈天〉の属性で、こちらは攻撃に特化している。先ほどの攻撃も左掌で吸収した三発分の〈神飛拳〉を右掌から撃ち出したもので、おそらくゲイツ自身の神気はまったく消費していない。ローリスク＆ハイリターンの極きわみである。迂う闊かつな攻撃はしっぺ返しを食らうだけだった。


（でかい盾たてだな……）


　ゲイツは巨体だけに的も大きいが、掌の面積も大きい。左掌を正面に突つき出しただけでほとんどの攻こう撃げきは無効化されてしまうだろう。遠距離攻撃が不可能となれば肉にく薄はくして直接拳けん脚きやくを叩き込むしかないが、かといって気軽にゲイツの手の届く間合いに踏み込む気にはなれなかった。三発の〈神飛拳〉を一度に吸収した〈ルナー・フィンガー〉の能力を警けい戒かいしたからである。


　性質からして無敵の盾であり、それ自体は攻撃には使われないと思いがちだが、果たしてそうだろうか？　否いな──接近戦を挑いどむ際に最も脅きよう威いとなるのがゲイツの左手だと慶一郎は直感していた。見立て通りの性能があるとすれば、身体に触れただけで蓄たくわえた神気を奪うばわれかねない。神気を吸われると同時に右手の攻撃を食らえば防ぼう御ぎよしきれずに致ち命めい傷しようを受ける。飛び道具が通用しないからといって近寄るのはなお危険な相手だった。


　静馬ならそれでもがむしゃらに立ち向かい、相手の反撃を誘さそって隙すきを作るところだが、慶一郎は急ぎも焦あせりもせず、泰たい然ぜんと構えてじっくりと気を養った。これだけの大物を相手に手数を弄ろうしたところで無む駄だに消しよう耗もうするだけだ。一撃必殺を期する他に勝機はないと承知していた。それはゲイツの側も同様である。


「──やはり〈シュヴァルツカステル〉が気になるか」


　慶一郎が攻せめあぐねていると見たゲイツは天を指さした。三メートルの高みにあるゲイツの顔を見上げると上空の〈逆さ魔ま城じよう〉がいやでも視界に入ってくる。


「お前の捜さがしている娘むすめはみずからの意志で魔界に身を投じた……その理由が分かるか？」


「本人に会って訊きいてみるさ」


「そうではない。この世では叶かなわぬ願いを抱いだいたがためだ。魔法の力とは、おのが生きる世界に絶望しながら、それでもなお渇かつ望ぼうを捨てられぬ魂たましいを救済するものだ。かの娘の願いはお前に叶えられるものではなかろう」


　ゲイツの目的がこちらの闘とう志しをかき立てることだと察した慶一郎は口をつぐんだ。


　魔素を体内に取り込んで魔人化すれば、みずからの欲ほつするままに肉体を変容させる力を得る。人間性を捨てて怪かい物ぶつと化せばもはやソドムだが、魔力と相反するはずの〈神威の拳〉を操るには人間の形を留とどめている必要があるらしい。ゲイツはもともと怪物じみた巨人だったが怪あやしげな刺青いれずみが体表を覆おおっていることを除けば以前と変わりはない。「魔素に満ちた結界内でしか活動できない」という本人の言を信じるなら、昨年の対戦で損そこなった身体機能を補助するために魔力を利用しているのだろう。


（すると──待てよ？）


　そこまで考えて慶一郎は大いなる矛む盾じゆんに気付いた。神気と魔素が相反するエネルギーであるなら、魔素によって支えられた肉体で神気を操れるはずがない。七瀬や秋嵩のように魔素を後付けの武装として身に纏まとっているのとは事情が異なるのだ。


（東方流玄はなぜやつに陰いん陽ようの神気を同時に操る気功法を教えた？　特異な才能を見み出いだしたからか？　あるいは、そうでなければならなかったのだとしたら──!?）


　慶一郎の顔に深い疑念が表れたのを見て取ったゲイツは、何を思ったか威い嚇かくするように尖とがった歯を剝むいて笑みを浮うかべた。


「思い出したぞ。あのシズマという小こ僧ぞうが言っていたな。このウィラード・ゲイツには致ち命めい的てきな弱点があると……そしてナグモ、貴様ならばすぐにそれを看破するだろうともな」


「ハッタリだな」


「今思えばその通りだが、それを聞いて口車に乗らざるを得なかったのも事実だ。このゲイツにブラフを仕し掛かけるとは、貴様の教え子だけあってなかなか肝きもが太い」


「『瓢ひよう簞たんから駒こま』という諺ことわざを知っているか？」


　ゲイツは東洋の諺には疎うといらしく答えない。


「唐とうの時代のある仙せん人にんは白馬を駆って日に数万里を走り、休きゆう憩けいする時には乗馬を瓢簞に納めたという。『瓢簞から駒』とは、思いがけないところから有り得ないものが出てくることの喩たとえだ。転じて、冗じよう談だんで言い出したことが事実になってしまうという意味で使われる」


　これだけ丁てい寧ねいに説明されれば、いかに血の巡めぐりの悪い生徒でも何を言わんとしているのかは理解できる。


「草[image: ]の出任せが本当になったな。『致命的な弱点』とやらはすでに見つけたぞ」


　それを聞くなり、ゲイツは弾はじかれたように呵か々か大笑した。


「それは重ちよう畳じよう！　そうでなくてはここに来た甲か斐いがないというものだ」


　ゲイツの神気が高まると、凍いてつく凜りん冽れつの陰気と灼けつく焦しよう熱ねつの陽気が同時に慶一郎の肌はだを撫なでた。真空の宇宙空間では太陽光線が当たっている日向ひなたの面は灼しやく熱ねつ、日ひ陰かげは極寒と聞くが、生身でそれを味わうに等しい心ここ地ちであろうか。


　ゲイツは翼のように広げた両手をゆっくりと胸の前に持ってきて、腕うで全体で大きな球を抱くようにして掌を近付けた。右手の〈ソーラー・フィンガー〉から放射される神気が左手の〈ルナー・フィンガー〉により取り込まれ、身体を通って再び右手に戻る。


　自分で自分の掌しよう力りよくを出し入れしてどうしようというのか──答えを探さぐる間もなくゲイツは五指を広げ、両手を組み合わせた。両手がガッキと磁石の如く吸い付くと、神気が右手から左手へと凄まじい勢いで流れはじめる。単に体内を神気が巡っているだけかと思いきや、神気の総量が幾き何か級数的に膨ふくれあがっていく。両手を合わせたことで体内に粒りゆう子し加速器のごとき増ぞう幅ふく回路が出来上がっているらしい。


「ならばこの〈エクリプス・フィンガー〉──破ってみせい!!」


　膨ぼう張ちようする超ちよう高圧の神気のうねりが大気を震ふるわせる。飛び道具として放つにせよそのまま撃うつにせよ、触れただけで五体が砕くだけ散るほどのパワーである。屋上の床ゆかは圧力でひび割れ凹へこみ、ゲイツの頭上には渦うずを巻く星雲のような気流が激しく立ちのぼる。


（〈蝕エクリプス〉──上から見れば皆かい既き日につ蝕しよくか金きん環かん蝕しよくか……どちらにせよその中心は虚うつろな闇やみか）


　慶一郎は両手に集めた龍気を胸の前で合わせて圧縮した。魔素濃のう度どの増した空間では神気は可視化され、龍気は太陽の黄金色に輝く。


「──〈天てん覇は龍りゆう凰ほう……」


　本来であればそのまま撃ち出すところを、両手の拇ぼ指しと食指を合わせ、他の三指を組んだ指鉄でつ砲ぽうの形にして突き出した。


「……指し弾だん〉!!」


　極限に高まった神気同士が激げき突とつし、屋上に太陽が落ちたような閃せん光こうが膨れあがった。





「むう!?　この光は──」


　ザーク・ドラゴンの頭の上に立つヘルマスカーＤは、反射的にマントで身体を覆って光を防いだ。神気の閃光を浴びたマントは紙のように焼け焦こげる。空中で光に曝さらされた封ふう魔ま柱ちゆうのいくつかが蒸発した。ドラゴン自体も光を受けた側面の砲ほうが溶とけ、翼つばさの端はしが炭化して砕け散る。


　光がひとまず弱まると、Ｄは焦げたマントを翻ひるがえして周囲を見回した。しかしすぐに真上から押おし潰つぶされるような風圧を感じ、顔を上げる。


　──轟！


　紅ぐ蓮れんの炎ほのおを纏まとった巨きよ鳥ちようが頭上を西から東へと横断した。羽ばたきひとつで近くの封魔柱が次々と燃え砕ける。しかし〈火の鳥〉の目的は封魔柱の迎げい撃げきではなかった。瘴しよう気きを纏った黒い巨鳥が東から現れ、空中で激突する。二羽は互いに紅蓮と漆しつ黒こくの羽根を散らしながら交差した。


　競泳のクイックターンよろしく空中で急激な方向転てん換かんをする〈火の鳥〉に対し、黒い巨鳥は羽ばたいて上じよう昇しようし、鋭するどく旋せん回かいして〈火の鳥〉を迎むかえ撃つ姿勢を見せる。Ｄは巨鳥に三本の足があるのを見てとった。


「──八や咫た烏がらすか！」


　三本足の巨大烏──〈八咫烏〉は大きく羽ばたき、黒い瘴気の烈れつ風ぷうを叩たたき付けてきた。〈火の鳥〉は烈風に羽毛を散らしながらも突とつ進しんしたが、Ｄの乗るドラゴンはその煽あおりを食らっただけで耐たえきれずに連結が解除され、一三基のデルザークに分解して落下する。


「わーっ、落っこってきた！」


　次から次へと起きる超ちよう常じよう的な光景を呆ぼう然ぜんと眺ながめていた涼子たちは泡あわを食って逃にげ惑まどった。落ちてきた棺かん桶おけが中庭に次々と突き立ち、少し遅おくれて穴だらけのマントを翼のように広げたＤが舞まい降りてくる。


「合体棺桶ドラゴンが一発でバラバラに!?」


「派手な登場のわりにやられる時はあっさりだな」


「脆もろい……」


「強いんだか弱いんだかハッキリしてもらいたいもんだ」


　観戦している生徒たちは口々に不満を述べるが、涼子はむしろＤとデルザークの頑がん丈じようさに舌を巻いた。封魔柱が蒸発するほどの神気を浴びてわずかなダメージで済んでいるのはやはり本体が生身の人間故ゆえだろうか。傷付いたＤのコスチュームとデルザークは周囲に充じゆう満まんした魔素を吸収してみるみる修復されていく。


「まだ来るぞ！」


　生徒の一人が空を指さす。見上げると、〈火の鳥〉と〈八咫烏〉がもつれ合いながら落ちてくるところだった。二羽は地面に激突する寸前で左右に分かれ、〈八咫烏〉は空中に留とどまり、〈火の鳥〉は地面に降りたった。


　紅蓮の羽根をまき散らして〈火の鳥〉の姿が消える。代わってそこに現れたのは草[image: ]静馬だった。〈八咫烏〉の方も漆黒の羽根を散らして正体を現し、涼子とバイパーズの面々は呻うめくように声を漏もらす。色素の抜ぬけきったガラスのような銀ぎん髪ぱつに血色の悪い肌の美青年──チーム〈ナイツ・オブ・ゴールド〉のリーダー、京極刹羅の姿を認めたからだ。


「怪物トリオが勢せい揃ぞろいしやがったか……まあ一人は倒たおしたからいいが」


　呟つぶやいたザキはギョッとして眉まゆをひそめた。完全にＫＯしたはずの秋嵩がむくりと起き上がり、両りよう腕うでを上げてウーンと伸のびをしながら大口を開けて欠伸あくびをした。


「あ～あ……よく寝ねたぜ」


「てめーはそのまま寝てやがれ！」


「あんだと!?」


　秋嵩は乾かわいて皮ひ膚ふにこびり付いた血をボリボリ搔かきながら立ち上がる。毒気の抜けた顔をしているところを見ると、復活したのは魔力ではなく〈神威カムイの拳けん〉の超回復力によるものらしい。


　その場にいるほぼ全員の視線が静馬に集中した。魔人化したＫＯＧ──ことに京極刹羅と真っ向勝負できる者といえば静馬をおいて他ほかにはいない。威い勢せいのいい啖たん呵かで闘たたかいの火ひ蓋ぶたを切ってくれることを期待したバイパーズの面々は、まさか、という顔になった。


　静馬は空中戦でも後生大事に手放さなかったギターを構え直し、弦げんを弾はじいた。


　ギュオオオォン！


　神気を乗せた音色は真紅の波は紋もんを宙に描えがいて響ひびく。


　それを聞くなり涼子の胸は高鳴り、熱い衝しよう動どうが全身を駆かけ巡めぐった。それは他の生徒も同じらしく、いきなり最高潮とばかりに熱ねつ狂きようする。露ろ骨こつにしかめっ面つらをしているのは七瀬と秋嵩で、真紅の波紋を浴びるたびに二人の身体からだのあちこちから火花が散っている。


　手元に光が灯ともったのに気付いて目を落とすと、涼子の持つ二刀の刀身が炎を帯びていた。静馬の〈火の鳥〉の一部が刀に宿ったのだ。いまだ正体は判然としないが、他の〈神威の拳〉の遣つかい手ての発した神気を借りる能力が発現したものらしい。那智が現れた時に同じ現象が起きなかったのは借りられるほどの余よ剰じようパワーがないということか。


　好機とばかりに涼子は七瀬に斬きりかかった。七瀬は両腕のドリルを突つき出して二刀を迎え撃つが、銀の鎖くさりを集積したドリルは燃える刃はとぶつかると炎えん天てん下かのソフトクリームのごとくやすやすと切り裂さかれ、砕け散った。


「マジかい!?」


　青ざめて真後ろに跳とんで逃げる七瀬に、涼子は二刀を交差させて振ふるい、刀身に帯びた炎を放つ。Ｘ字に飛んだ炎は七瀬の胸に炸さく裂れつし、身体から触しよく手しゆのごとく生えている鎖を一いつ掃そうした。この一いち撃げきで神気を使い切ったため追撃を断念して後退しようとすると、七瀬を援えん護ごするためか刹羅が左手を振るい、瘴気の烈風を起こした。


　ギャイイ──ィン！


　静馬の放った音勁が瘴気とぶつかり打ち消す。涼子が退ひくと、静馬と刹羅の真っ向勝負となった。ギターの演奏だけでは足りないと静馬は声を発したが、その途と端たん、ギターの音色ともどもかき消される。涼子たちは耳に綿を詰つめ込まれたような奇き妙みような感覚と、無音であるにもかかわらず鼓こ膜まくを圧あつ迫ぱくされる不快感に思わず両耳を手で塞ふさいだ。


　校舎内の実じつ況きよう席にいる中村が自分の耳を押さえながら大声で訊きく。


『こ、こっちまで耳がキーンってなってきたんですけど……これはいったい何が起きてるんですか!?』


『静馬の出してる音を刹羅が消してるんだ。音のエネルギー自体は相そう殺さいされないから可か聴ちよう音は消えても音圧は変わらん』


『むうう……逆位相の音波を出して消音しているというのか？　生身の人間にそんな真ま似ねが可能なのかね!?』


『魔ま人じんになる前から出来たぜ。〈凶まがツつ風かぜ〉の遣い手で、しかも天才だからな』


『右京さんはどうして平気なんですか？』


　中村に問われて右京は自分の耳を指さす。右京の両耳はすでに耳みみ栓せんで塞ふさがれていた。


　静馬と刹羅の勝負に新たな音色が加わった。ザキが自前のベースを持ち出して参戦したのを見て、ハルもケースからサックスを取り出した。一度経験済みのため演奏に神気を乗せるコツもつかんでおり、呼気を使うサックスは弦げん楽がつ器きよりもその点で有利だった。


　音色が二つ増えて動どう揺ようするかと思いきや、刹羅はそれに対しても一分とかからず対応し、逆位相の音を生み出して打ち消した。


「むう……ならば！」


　Ｄは地面に落ちて立った状態のデルザークの蓋ふたに手を触ふれると、


「ど～こ～でもザ～ク～！」


　わざと間延びした掛かけ声ごえとともに蓋を開け、暗黒の深しん淵えんとなっている棺桶の中に手を突っ込むと、中学生と思おぼしき小こ柄がらな少女の襟えり首くびをつかんで引っ張り出した。


「やぁん！　なに!?　何なの!?」


　少女は縮こまって周囲を見回し、自分をぶら下げているのが怪かい人じんだと知ると血相を変えて怯おびえた。少女を見知っている生徒たちが声をかける。


「ミサティー！」


「青あお木き……じゃなくて来く留る間ませんせー！　なんで棺桶の中から出てくんの～!?」


　Ｄが棺桶から取り出したのは女子中学生ではなく、今週だけ二年Ｂ組の担任に復帰した来留間美み沙さ緒お（旧きゆう姓せい青木）であった。Ｄは美沙緒を地面に下ろすとデルザークを横よこ倒だおしにした。デルザークの底から脚あしが伸びて腰こしの高さに持ち上がり、側面から鍵けん盤ばんがせり出す。裏側に西洋風地じ獄ごく絵え図ずの描かれた蓋は斜ななめに開いた状態で固定された。鍵盤は二段あり、ナチュラル・キーは黒、シャープ・キーは白と現代の一いつ般ぱん的てきなピアノの鍵盤とは配色が逆になっている。


「今度はピアノだかオルガンだか……デタラメすぎるにも限度があんだろ！」


「その前にサラッと『どこ○もドア』になったことに突っ込めよ」


「なにせ四次元棺桶だからな。しょうがない」


　生徒たちはもはやＤが何をやっても驚おどろかない状態になっている。


「え……演奏すればいいの？」


　Ｄに促うながされて美沙緒は棺桶が変形した楽器の前に立ち、おっかなびっくりな手つきで鍵盤を押した。


　ヂョ──ン……


　ピアノともオルガンとも異なる弦の音色が響く。驚いた美沙緒は両手を使って演奏してみる。ただのピアノ練習曲が音色のせいで華か美びなバロック調に聞こえた。


「これってチェンバロね!?」


　二段ある鍵盤に戸と惑まどいつつも美沙緒は練習を始める。ほどなくして楽器を担かついだ一団が人ひと垣がきを割って入ってきた。


「俺ら抜きでやろうなんて冗じよう談だんキツいぜ！」


　ジージャンこと小こ関せき遼りよう二じ率いる学園祭用バンド〈ダイモン・オールスターズ〉の面々である。消えた美沙緒が中庭に瞬しゆん間かん移動したことを野外スクリーンで知って駆けつけたのだ。瞬またたく間まにドラムセットが組まれ、静馬の周囲にロックだかジャズだかよく分からない編成のバンドが出来上がっていく。涼子は不安を覚えてＤに耳打ちする。


「〈神威の拳〉の遣い手でもないのに楽器を増やしただけじゃ意味ないんじゃないの？」


「いかにも」


　Ｄは両手で印を結んでデルザークに命令を送った。五基のデルザークがザーク・ボーガーに変形し、駆け足で移動しはじめる。一基は静馬の背後に回り込み、他の四基は両りよう翼よくに陣じん取どると手足を引っ込めて立つ。背後に回ったデルザークからコードが伸び、ダイモン・オールスターズの楽器につながる。どうやら中央の一基はパワーアンプになったらしい。両翼の四基の表面に円形の穴が開き、振しん動どう板ばんが現れる。


「ワン、ツー、スリー、フォー！」


　ドラムの合図でダイモン・オールスターズの演奏が始まった。


　ドォン！


　スピーカーとなった四基のデルザークから、増ぞう幅ふくされた音波ビームがＫＯＧに襲おそいかかる。七瀬と秋嵩は耳を押おさえてのたうち回り、これまで涼すずしい顔をしていた刹羅でさえ歯を食いしばり、苦痛の色を浮うかべた。それでもそれぞれの楽器を解かい析せきし、次々と音色を消していく。


『そろそろ本気で耳を塞いだ方がいいな』


　右京が耳栓の上から両手で左右の耳を押さえた。それを見た中村と村雨も耳の穴に指を突っ込む。


　刹羅の消音能力によりすべての楽器の音が消えた──その直後、


　爆！


　凄すさまじい大音量の不協和音が轟とどろき、全校を揺ゆるがした。刹羅の処理能力の限界を超こえた途端、まるでダムが決けつ壊かいしたかのように、消されていた音すべてがいっぺんに戻もどってきたのだ。それぞれの楽器は逆位相の音波をぶつけられて順次消されていったため、静馬に合わせるどころか各自がてんで勝手に演奏している状態であり、リズムさえ揃そろっていなかった。同時に鳴らせば聞くに堪たえない盛せい大だいなノイズと化すのも道理である。爆発的な音の暴力に耐たえきれずに目を回して卒そつ倒とうする生徒たちが続出した。演奏している当人たちも耳をつんざく衝撃にたまらず手を止める。美沙緒は失神して鍵盤に突っ伏ぷした。


「じゃかあしゃ～～～～っ!!」


　静馬がザキとハルの方に振り向いて怒ど鳴なった。


「お前ら……オレと刹羅のタイマンやぞ！　呼んでもないのになに勝手に参加しとんねん!!」


「てめーが負けそうだから助けてやってんだろーが！」


「お前とは音楽性が合わへんねや！」


「そういう問題じゃねえ～～!!」


　静馬とザキの口くち喧げん嘩かを止めたのは、嵐あらしの気配を思わせる急激な気圧の低下だった。


　怒いかり心しん頭とうに発した風ふ情ぜいの刹羅が両手に風を集めて大気を圧縮している。耳にした生徒がバタバタと倒れるほどの不協和音を消すために、今まで刹羅は一人でそれを聞かされていたのだ。頭にくるのもむしろ当然といえた。


「やかましいぞ、貴様ら──」


　刹羅が両手を突き出すと、二本のどす黒い竜たつ巻まきが放たれた。さして広くもない中庭に暴風が荒あれ狂くるい、洗せん濯たく機きの中のように攪かく拌はんされる。ロボ形態に変形したデルザークが地面にアンカーを撃うち込んで踏ふん張り、竜巻に吹ふき飛ばされそうになるバンドメンバーや生徒たちを救助しようとマジックハンドを伸のばす。


「お姉さま、危ない！」


　雛乃があずみの背中を諸もろ手て突づきして涼子の方へ押しやった。ザーク・ボーガーの腕うでにつかまっていた涼子はあずみの二の腕をつかんで引き寄せる。


「うわっ!?　うわっ、きゃああ～～っ！」


　悲鳴に振り向くと、竜巻にのまれた雛乃の足が地面から離はなれていた。


「雛乃さん!?」


　あずみが手を伸ばすがわずかな差で届かない。雛乃は空中を泳いで地上に戻ろうとしたが所しよ詮せんは悪あがきで、抵てい抗こうむなしく木の葉のように宙に巻き上げられた。刹羅の竜巻は魔法のイリュージョンではないため安全性は保障されておらず、三階程度の高さから真っ逆様に落ちれば軽い怪け我がでは済みそうにない。しかし荒れ狂う暴風の中で助けに行ける者など──


　目を開けているのも辛つらい竜巻の中、空中の雛乃に飛びつく影かげがあった。


　三階の窓から飛び出したその人影は、獲え物ものを襲う鷹たかの勢いで雛乃を捕とらえると、凄まじい上じよう昇しよう気流に逆らって垂直落下した。着地すると地じ響ひびきとともに足元から神気の水みず飛沫しぶきが上がる。


　すっかり目を回していた雛乃は、自分が助かったことに気づくまで数秒を要した。しかし命の恩人の正体を知ると、にわかには信じられないという顔つきになる。


「……お、お父様……!?」


「怪我はないか？　我が娘むすめよ」


　大門高校校長・藤とう堂どう鷹たか王おは腕の中の娘に芝しば居いがかった大おお仰ぎような口調で語りかけた。


　藤堂校長はライブ劇場に最終ボスとして登場する予定だったため髷まげを結ゆい、金糸銀糸で刺し繡しゆうされた鷹が舞まう豪ごう華か絢けん爛らんなマントを和服の上に羽織った和わ洋よう折せつ衷ちゆうの衣装を身につけている。花魁おいらん風の雛乃の着物の数倍は派手で悪あく趣しゆ味み極きわまりない。


　藤堂父おや娘こは竜巻の中に立っているが、まるで水中に居るかのように風の影えい響きようを受けていない。涼子は目を凝こらしてようやく藤堂の身体からだを神気の渦うず潮しおが包み込んでいることに気付いた。雛乃と同じように吹き飛ばされた生徒数名が藤堂の放った神気の渦に乗って軟なん着ちやく陸りくしている。


「Ｋウォーズに参戦するのは自由だ。しかし我が校の生徒にまで危害が及およぶとなれば見過ごすわけにはいかん」


　藤堂は左手に雛乃を抱かかえたまま指を鷹の爪つめの形にした右手を振ふり上げた。


「──〈波は濤とう掌しよう〉！」


　鷹爪手を振り下ろすと、神気の高波が風を切り裂さいて文字通り怒ど濤とうの勢いでＫＯＧに襲いかかった。秋嵩は立ったままでは耐えられずに地面に四よつん這ばいになり、七瀬は秋嵩の首に鎖くさりを巻いて命いのち綱づなにする。二階の高さに浮かんでいる刹羅には直ちよく撃げきしなかったが、飛沫を浴びた風の結界が削けずられた。


〈波濤掌〉は単発では終わらず、第二波、第三波と間断なく重ねられ、七瀬と秋嵩はついに踏ん張りきれずに押し流された。刹羅が小竜巻で二人を拾い上げ、空中に退たい避ひさせる。


『何ということでしょう！　我が校の誇ほこるラスボスが御おん大たいみずから出しゆつ陣じんです!!　自分抜ぬきで盛り上がりすぎたのを見てこのままでは出番がなくなると危き惧ぐしたのでしょうか!?』


『うん、それ正解』


『それにしてもあの京極刹羅の竜巻をものともしないとは！　これは……いわゆるアレですね!?』


『まあそうだな。ベタすぎるが……』


『うん？　アレというのは……もしかしてコレのことかね？』


『そう。ソレです』


『うむ。まさにアレじゃな～』


　実じつ況きよう解説席の誰だれ一人として「能ある鷹は爪を隠かくす」という諺ことわざを口にしたがらないのは、ダジャレ成分を含ふくむのはもちろん、何より校長を褒ほめたくない一心からだった。


　刹羅が藤堂に向けて烈れつ風ぷうの刃やいばを飛ばした。しかし分厚い神気の波動に阻はばまれ、海に石を投げ込むがごとく威い力りよくを減げん殺さいされて当人まで届かない。対する藤堂も空中の刹羅には攻こう撃げきが届かないらしく、互たがいに攻せめ手を欠く様子である。


「……チッ、こいつは厄やつ介かいな助っ人だね」


「次から次へと雑ざ魚こばかり増えやがる。チマチマやってる場合じゃねえぜ。なあ刹羅よう！」


　地上戦で敗退した七瀬と秋嵩が刹羅をたのむ。静馬が再びギターを構えるのを見た刹羅は、二人に頷うなずいた。


「俺たちの真の力を見せる時が来たようだな」


「やるのかい!?」


「ああ……合体だ」


　──轟！


　刹羅の生み出した黒い竜巻がＫＯＧの三人をのみ込み、その姿を覆おおい隠す。より強力な風の攻撃を警けい戒かいして静馬たちは身構えたが、予想に反して竜巻はすぐに収まった。


　しかし──その竜巻の中から現れたものを目まの当たりにして、その場にいた全員が言葉を失った。


　そこには身の丈たけが三階に届こうかという巨きよ人じんがそびえ立っていた。


　光を反射しない、空間を切り抜いた人型の穴にも見える漆しつ黒こくの巨体。体表を走る青く明めい滅めつする光のラインから読み取れる胸の起き伏ふくは女のように丸みを帯びているが、全身の輪りん廓かくは厳いかつい男のそれである。腕は四本あり、手前の一いつ対ついは女の、奥おくの一対は男の腕で、どちらも筋肉質で逞たくましい。背中から生やしたカラスの翼つばさは広げれば一〇メートル近くにもなる。三角形の頭部は昆こん虫ちゆうに似て、両側に巨大な紅あかい複眼を備えている。


　ＫＯＧの合体である証あかしに、巨人の体表にはＫＯＧの三人の顔がレリーフのように露ろ出しゆつしていた。額には刹羅、胸には七瀬、腹に秋嵩と縦に並んでいる。


『がっ……合体です！　ＫＯＧの三人が合体変身しました!!　こ、これは……』


『いわゆるソドム化じゃな。三さん位み一体というのも珍めずらしいが、明確に人体をモチーフにしたソドムは初めて見る』


『いかにも三倍って感じがしますね！』


　藤堂が〈波濤掌〉を放った。波の高さは合体魔ま人じんの脛すねのあたりまできたが、強力な瘴気の風のバリアーを破れず、本体に直撃しない。秋嵩が歯を剝むいて哄こう笑しようする。


「まずは俺にやらせろ！　こんな雑魚ども蹴け散ちらしてやるぜぇぇぇっ！」


　巨人が変身しはじめた。男の両腕の付け根が腰こしまで下がって腕が前ぜん肢しに、元の下半身が後ろに延びて足が後こう肢しになる。下半身がサイで、上半身が翼の生えた女のケンタウロスといった風情だ。秋嵩の顔の両側──サイの肩かたのあたりから一対の長い角が伸びる。この巨体で突とつ進しんして角で突つかれてはただの人間などひとたまりもない。


「──チェェェェンジ！　〈ザーク・ライガー〉！　スイッチ・オン!!」


　Ｄの掛かけ声ごえで一三基のデルザークが上昇し、空中で連結合体した。今度はドラゴンではなく猫ねこ科の大型四足獣じゆうタイプである。着地したザーク・ライガーは金属的な咆ほう哮こうを上げると、頭の周囲にある小こ振ぶりの鬣たてがみを襟えり巻まきのように展開し、そこから熱線を放射した。


　むき出しの顔面に熱線を浴びた合体ＫＯＧはわずかに怯ひるんだが、すぐに反撃に転じた。広げた翼から無数の羽根手しゆ裏り剣けんを発射して放熱板を粉ふん砕さいし、熱線放射を止めると、突進して二本の角を突き立てる。角からの放電を食らってザーク・ライガーの動きが止まった。


「このポンコツが～～ッ!!」


　秋嵩は後肢で竿さお立だちになり、ライガーを高々と持ち上げてから勢いよく地面に叩たたき付ける。ライガーの合体が解除され、分ぶん離りしたデルザークが四方に吹っ飛んだ。


「ええっ？　もう終わり!?」


「早えーよ！　勝てとは言わねえけど、せめて一分くらい保もたせろよ！」


「咬かませ犬にもほどがあるだろ」


　生徒たちの不評を耳にしたＤはただちにデルザークに命令を下した。


「──チェンジ！　〈ザーク・ティーガー〉！　スイッチ・オン!!」


　地面に散らばったデルザークが集まり、積み木のように箱形に組み合わされる。両サイドに合体した四基の棺かん桶おけの下部から無限軌き道どうがせり出して本体を支え、最上段の棺桶からは太い砲ほう身しんが伸びる。名前はティーガー（タイガー）だがライガーとは違ちがい、明らかに生物モチーフではない。


「戦車か？　戦車のティーガーか!?」


「あの形はケーニッヒス・ティーガーだな」


「ヤークト・ティーガーにも見えるぞ」


「パーツが少ねえのにそんな細かい区別がつくほど似せられるか」


「レゴブロックかよ」


　ドゴォン！


　ザーク・ティーガーの主砲が火を噴ふいた。しかし合体ＫＯＧは発砲の寸前にひょいと真横に跳とんで射線を避さけており、砲ほう弾だんは校舎の二階を貫かん通つうして大穴を開けた。


　ティーガーは敵を捕ほ捉そくしようとするが、いかんせん敵が近すぎるうえに旋せん回かい速度があまりにも遅おそい。合体ＫＯＧは簡単に横に回り込んで二本の角をティーガーと地面の間に差し込み、フォークリフトよろしく持ち上げてひっくり返した。不様に腹を見せたティーガーは無限軌道を出している棺桶を短い足のようにジタバタさせるが起き上がれない。


「おいおい、今までで一番弱いぞ!?」


「鈍どん亀かめめ。所詮戦車ごときでは怪かい獣じゆうの相手にならんというわけか」


「可愛かわいい……ティーガーのくせに」


　およそ敵ではないとティーガーを無視した合体ＫＯＧは、他の敵に目を向けた途と端たんに背後から砲ほう撃げきを受けた。風のバリアーを纏まとっていたために直撃はしなかったものの衝しよう撃げきにたたらを踏ふむ。


「なん……だと!?」


　腹に顔があるため秋嵩は頭部の複眼から得た視覚情報で背後を視し認にんし、攻撃してきたのがひっくり返したはずのティーガーだと知って驚きよう愕がくした。ティーガーは無限軌道を脚あしに変え、四足獣形態に変形している。ライガーと異なるのは全体に小型で、背中にティーガーの砲ほう塔とうを載のせているところである。


　主砲が再び火を噴き、踏み換かえようとした右前肢を撃うった。合体ＫＯＧが膝ひざをついたところへティーガーは素早く背後から近寄り、後肢に嚙かみつきながら至し近きん距きよ離りから背中の主砲を撃ち込む。


「いででででっ！」


「何やってんだい!?　さっさとこっちにコントロールを寄よ越こしな！」


「そっちはそっちでやりゃいいだろ！」


　七瀬は舌打ちすると、上半身を捻ひねって女の腕うでをティーガーに向けて伸のばした。銀色のドリルアンカーとして撃ち出された五指がティーガーに刺ささり、さらに電撃が襲おそう。これには耐たえられずに合体が解除され、一三基の棺桶に分ぶん裂れつして散らばった。


　秋嵩は地面に転がった棺桶を後肢で蹴飛ばす。


「ケッ、手間取らせやがっ……」


「とおりゃああああっ！」


　ドゲシッ！


　余よ所そ見みしていた秋嵩の顔面に静馬のドロップキックが突き刺さった。紅ぐ蓮れんの爆ばく炎えんが合体ＫＯＧを包み、アフリカ象を優に超こえる質量の巨体が尻しり餅もちをついて地じ響ひびきをあげる。


『けっ……蹴りました！　蹴りやがりました！　草[image: ]静馬、デカブツ相手に遠えん慮りよもへったくれもない跳び蹴りだ～～!!』


　身長八メートルを超える巨体となると人間の感覚でいえばもはや建築物である。二階の高さにある秋嵩の顔に蹴りを食らわせた跳ちよう躍やく力はもとより、一撃で尻餅をつかせた威力は観客を熱ねつ狂きようさせるに十分すぎるインパクトだった。
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「合体やと!?　ゲッター○ボやあるまいし！　デタラメなんはデルやん一人で十分や」


「うるせえ！　今日という今日はてめえを轢ひき潰つぶす!!」


　秋嵩は鼻血を流しながら巨体を起こす。静馬は犬歯を剝むいて獰どう猛もうに笑った。


「オレを潰すやと？　フン、やれるもんならやってみい！」


「おう！　そこを動くなよ、てめえっ!!」


　圧あつ倒とう的てきな質量をもって静馬を押おし潰そうとした合体ＫＯＧは、しかしその寸前で足を止めて竿立ちになった。静馬の身体からだが巨大な火柱に包まれたからだ。紅蓮の火柱の中から、合体ＫＯＧに匹ひつ敵てきするサイズの巨人が現れる。物質化寸前まで密度を高めた神気の炎で形作られた真紅の巨人だ。


　燃える炎の長ちよう髪はつをなびかせた巨人は、合体ＫＯＧの腰から突き出た二本の角つの槍やりをつかんだ。灼しやく熱ねつの神気に触ふれた角は沸ふつ騰とうし、たやすく溶よう断だんされる。


　巨人の中から静馬の声が朗々と響ひびいた。


「この〈威風霊斗イフリート〉の技はな、ゲイツ用に仕込んどいたとっときやぞ!?　こんなとこで使わせやがって……覚かく悟ごせえや!!」


　突き回し蹴りが腰に──秋嵩の顔面にヒットする。四足獣形態は人間相手には圧倒的だが同じサイズの巨人との格かく闘とうにはまるで向いていなかった。七瀬がいまいましげに叫さけぶ。


「アイ・ハブ・コントロール！」


「ゆ……ユー・ハブ・コントロール」


　秋嵩が追従して主導権が七瀬に移ると、前肢になっていた男の腕が上半身に移動し、下半身も人型の二本足に戻もどった。


「……いかん！」


　中庭から生徒たちに退たい避ひするよう指導していた藤堂は、真正面から激げき突とつしようとする二体の巨人を見て眉まゆをひそめた。


「敵は一体化しているとはいえ〈神威カムイの拳けん〉の使い手三人分だ。対等のサイズになったとしてもパワーまで同等とは限らんぞ」


　それを聞いたザキがハルと那智の方を向き、


「よし、ならいっちょ俺たちも合体するか！」


「できるか！」


「そんなこと言ってる場合か！　ここは危ない!!」


　巨人同士の殴なぐり合いが始まり、踏み潰されそうになった那智たちは慌あわてて離はなれた。


　男と女の四本腕になった合体ＫＯＧは外側の男の腕でパンチを繰くり出しつつ、内側の女の腕からチェーンを伸ばして炎の巨人を捕ほ縛ばくしようとする。白く輝かがやく巨人の掌てのひらはとりわけ高熱を発しており、身体にチェーンを巻き付けられても手で触さわるだけで飴あめのように溶とけて千切れた。


　ドズン！


　ＫＯＧの右ストレートを巨人が左掌で受け止めた。拳をつかんで握にぎると、鋼鉄と化している拳を溶かして指がめり込んでいく。ＫＯＧが出した左手を巨人が右手で受け、互たがいに指を組み合わせて力比べに応じる。掌を通して電撃が放たれるが、神気の炎でできた巨人には伝導しないのか効果はなく、掌の発する高熱とパワーに押されてＫＯＧの左腕がねじり上げられた。


『さあ～いよいよ大変なことになって参りました！　合体怪獣と炎の巨人の壮そう絶ぜつな取っ組み合いが始まっております！　校内異種格かく闘とう技ぎ大会として始まったはずの〈Ｋウォーズ〉ですが、どうしてこんなことになってしまったのでしょうか!?』


　巨人は力比べでＫＯＧを圧あつ倒とうしつつ、相手の胸に向けて口から火か焰えんを噴ふきつける。


「うわっ、熱ちちちっ！」


　風のバリアーがあるため直撃はしないものの高熱に炙あぶられた七瀬はたまらず怯んだ。


『あの剝き出しの顔って、これ見よがしに弱点ですよね!?』


『あんなのを相手にすることは想定しておらんじゃろうからな。ところであの炎の巨人は神気の力場だけで身体を維い持じしているようじゃが、〈神威の拳〉の遣つかい手て同士の闘たたかいでは神気の総量よりも密度の高さの方が重要だと聞く。あそこまでスケールアップするパワーがあるなら人間サイズに圧縮した方がよほど有利なのではないかね？』


『対等で殴り合いをしたいがための巨大化だからな。実は縮める方がコントロールが難しくて大変なんだ。あの技は修行が進むほど小さく強くなる』


『なるほど、体外に神気を放射する場合は高密度を維持することが困難なのじゃな？　一種のオーバーロード状態で神気の出力を飛ひ躍やく的てきに上げる一方、人型に圧縮する制せい御ぎよを同時にこなす必要がある……するとフェニックス形態の方が見た目は派手でも、神気の密度そのものはそう高くないということか』


『ははあ、何やら難しそうですが見たところ全然楽勝ムードじゃないですか？』


『そいつはどうかな……』


　風のバリアーが強まり、巨人の吐はく火焰が押し戻された。ＫＯＧが翼つばさを広げ、羽根手しゆ裏り剣けんを撃ち出す。身体に刺さっても瞬しゆん時じに燃え上がるため当初は無視した巨人だったが、羽根手裏剣の飛ぶ量が増え、無数の漆しつ黒こくの羽根が炎でできた身体を覆おおい始めたところで異変に気付いた。体表に触れた黒い羽根は燃えると同時に炎の熱を奪うばい、幾いく重えにも重なることで燃えることなく完全に押さえ込んでしまう。相手を押していた手を放して慌てて払はらい落とそうとするがもはや手て遅おくれだった。巨人は瞬またたく間まに全身をびっしりと羽根で覆われ、苦しげによろめいた。七瀬は腕から極太のチェーンを生み出して巨人に巻き付け拘こう束そくする。


　合体ＫＯＧの額に顔を出している刹羅が低く呟つぶやいた。


「……アイ・ハブ」


「ゆゆゆ、ユー・ハブ！」


　刹羅が主導権を握ると、頭部や腰こし、踵かかとから小こ振ぶりの翼が生え、風のバリアーが強化された。男の腕の肘ひじから手首の間に螺ら旋せん状の襞ひだが伸び、スクリューの如ごとく回転を始めると、黒い風が吸い込まれ超ちよう高圧に圧縮されていく。台風に匹敵するエネルギーが両腕に集まり、プラズマ化して閃せん光こうを発した。


「──〈ヨミドノアカラシマカゼ〉」


　両腕を突つき出すと、プラズマをまとった二つの黒い竜たつ巻まきが炎の巨人に襲いかかった。逆回転する二つの竜巻が歯車の如く嚙み合う空間は、鋼鉄でさえ微み塵じんに粉ふん砕さいする風の破は壊かいエネルギーの坩る堝つぼ──


〈ヨミドノアカラシマカゼ〉によって真っ先に壊こわれたのは巨人を拘束したチェーンだった。自由になった巨人が二つの竜巻を両手で真正面から受け止めると、火の粉が飛び散りシャワーのように降り注いだ。巨人の手が烈れつ風ぷうの刃はにかき氷よろしく削けずられているのだ。砕くだかれた手はすぐに再生するが竜巻の威い力りよくは衰おとろえず、じりじりと押されていく。やがて竜巻は巨人の掌を砕き、手首を、肘を、上じよう腕わんを、そして肩かたを砕いた。


　荒あらぶる風が止やんだ。巨人が背にしていた校舎の壁かべが〈ヨミドノアカラシマカゼ〉の余波で抉えぐられ、拳大の破片がこぼれ落ちる。


　両腕を失った巨人が膝を屈くつした。炎が輝きを失い、輪りん廓かくがぼやけていく。


　神気の力場が完全に消失し、その場には生身の静馬が残された。静馬は二つの竜巻が作り出す真空の断層に全身を切り刻きざまれ、身に着けた服はほとんど形をなしていない。傷から噴き出す血潮がたちまち足元に血だまりを作る。炎の巨人のボディそのものが分厚いバリアーとなっていてさえこのダメージである。生身で食らえば骨まで砕かれて影かげも形もなくなっているところだ。


　暴風が過ぎ去った後の中庭は──寂せきとして声もなかった。


　静馬の敗北以上に、合体ＫＯＧの圧倒的な破壊力を目まの当たりにして衝しよう撃げきに魂たま消げ、恐きよう怖ふに凍こおり付いたのだ。


　しかし──と、静馬を凝ぎよう視ししていた涼子は思った。


　一見してズタボロの惨さん状じようを呈ていしてはいるが、静馬の拳は固く握りしめられたままで、その眼光はいまだ炯けい々けいとして鋭するどく刹羅をにらみつけている。巨人化の技が破られただけで静馬自身はまだ負けたとは思っていない。〈ヨミドノアカラシマカゼ〉を破る手があるのかどうかは分からないが──否いな、それがあろうとなかろうと、静馬が自分から負けを認めるはずがなかった。


「終わりだ……」


　刹羅は冷たく言い放つと、再び両腕のスクリュー・アームに〈凶まがツつ風かぜ〉を集め始める。


　動かない静馬に、もはや観念したかと生徒たちが息を呑のんだその時──沈ちん黙もくを打ち破る哄こう笑しようが響いた。


「フハハハハハハッ！　〈ナイツ・オブ・ゴールド〉──敗れたり!!」


　その声の主は、乱雑に積み上げられた棺かん桶おけの山の上に立つヘルマスカーＤだった。


　自信満々に拳を振り上げるＤの姿に、生徒たちの痛ましいものでも見るような視線が集まる。ＫＯＧが本気を出す前から一いつ蹴しゆうされていた咬かませ犬のピエロに今さら活かつ躍やくの余地があるのか──誰だれもがそう思った。観客の想おもいを知ってか知らずか、Ｄはマントを翻ひるがえし、左手の指を一本立ててアピールする。


「大門高校の諸君！　今一度、吾わが輩はいにワンモア・チャンスを！　そして力を!!」


　パチン、と指を弾はじく。


「チェェェェンジ！　〈ザーク・リトル・リトル〉！　スイッチ・オン!!」


　Ｄが足場にしている棺桶の山が盛り上がった。四つの棺桶が大きな塊かたまりを形成し、その下に八つの棺桶が放射状に接続された。空気を注入されたように全体が膨ふくらんでやや丸みを帯び、八つの棺桶はアコーデオンよろしく蛇じや腹ばら状に伸のびていく。


「何だろう、あの形──」


「丸い頭に八本足……タコか？　タコなのか!?」


「しかしなぜに〈リトル・リトル〉……？」


　いったい何の勝算があってタコ型なのか。生徒たちは一様に怪け訝げんな顔でＤの行動を見守った。


『ドラゴンにライガーにタコ──確かに陸海空それぞれに対応したクリーチャーがモデルのようですが、タコはずいぶん普ふ通つう……というかかなーりショボイのでは？　まあ、それを言っちゃうとライガーだってライオンとトラの雑種ですが』


『ありゃタコに見えるがタコじゃねえ』


『イカには見えませんけど』


『ポセイドンの代わりに出したんだ。深海に所縁ゆかりのある神がモデルに決まってるだろ』


　頭にＤを乗せたザーク・リトル・リトルがふわりと地面から浮うき上がった。ロケット噴ふん射しやでも重力制御でもない。地面の下から現れた巨大な黒い影によって持ち上げられたのだ。


　おおっ、と周囲から声が上がる。ザーク・リトル・リトルを頭に戴いただいた黒い影は全身がぬらぬらと光る鱗うろこに覆われており、人間によく似た太い四し肢しを持っていて二本足で立ち上がった。両腕には鋭い爪つめを備え、背中にはコウモリに似た羽根が生えている。ザーク・リトル・リトルの頭部ブロックの両りよう脇わきに開いた穴に、金色の虹こう彩さいを持つ眼球が現れた。


「カ……カリメロ!?」


「邪じや神しん様だ！　我が校の守護神を召しよう喚かんしやがった!!」


「するとあの棺桶部分は増加装そう甲こうか？」


　アーマードカリメロの身長はおよそ六メートルほどで、合体ＫＯＧの胸の辺りの高さである。しかし横よこ幅はばは倍ほどもあるため質量でいえは一・五倍ほどに見える。邪神は足を引きずるように重々しく歩を進めてＫＯＧに近寄っていく。


「ちょっと待て……棺桶の装甲なんてあの怪かい獣じゆうの攻こう撃げき力の前には紙も同然じゃないか!?　それにカリメロだって基本はアトラクション用だし」


　邪神の威容に興奮した生徒たちも、こと現実の戦せん闘とう力という点ではさして期待できないと気付いてまた不安な顔に戻もどった。


「うへっ、何か気持ち悪いのが来たよ!?」


「ま～たあのイカれたお面野や郎ろうか。弱っちいくせに面めん倒どうくせえ……今度こそミンチに変えて二度と刃は向むかえねえようにしてやれ！」


　七瀬と秋嵩の声に、刹羅も合体ＫＯＧをカリメロの方へ向けた。もはや静馬を脅きよう威いとは見ていないという態度の表れである。カリメロの頭部と触しよく手しゆに被かぶさったデルザークの増加装甲の上に両腕を組んで仁王立ちするＤは、迎げい撃げきの態勢をとるＫＯＧを前にしても不敵な笑みを絶やさない。七瀬が呆あきれて口を出した。


「何のつもりか知らないけど、刹羅がその気になりゃあんたなんか二秒で木こっ端ぱ微み塵じんだからね!?」


「それは吾輩の身を案じての言葉かな？」


「誰がてめえみたいな変なのの心配なんかするか！　痛い目に遭あいたくなきゃあさっさと失うせやがれっつってんだよ！」


「その要よう請せいには従いかねる。汝なんじらを止めるのは吾輩に与あたえられた使命でもあるのでな」


「まさか勝てるつもりかい!?」


「いかにもexactly！」


　Ｄが右手を振り上げると、カリメロの人間で言えば耳の下辺りにある漏ろう斗とから真っ白の煙えん幕まくが噴射された。タコ墨すみならぬ白しろ墨すみである。濃のう厚こうな白煙はまるでミルクのように視界を白く染め上げた。伸ばした自分の手の指先が見えなくなるほどの濃こさだが、毒性はないらしく吸い込んでも息苦しさは感じない。


　ゴトンッ。


　重い物体が近くに落ちる気配に涼子は目を凝こらす。肉眼ではまるで見えないが、〈月の眼グラムサイト〉の霊れい的てき視覚には地面に立つ一基のデルザークが見えた。蓋ふたに刻まれた数字は〈[image: ][image: ]〉である。さっそくＫＯＧの攻撃でバラバラにされたのかと思ったがそうではなかった。一三基合体のはずが一基余ったとか忘れていたというのも考えにくい。


　不ふ審しんに思っているとデルザークの側面から長い棒が伸びた。直径二〇センチほどのそこそこ太い棒で、手で持つためのハンドルがデザインされている。ちょうど棺桶をヘッドにしたハンマーのような形だが、こんな大物を生身で扱あつかえるのは慶一郎かゲイツくらいだろう。観察しているうちに〈デスマッシャー〉と字幕が出た。正式名めい称しようがあるということは、どうやらデルザーク自体を武器として使用するためのモードらしい。


（でも何でこんな物をここに……まさか、これを使えってこと!?）


　涼子は辺りを見回し、那智の姿を見つけると駆かけ寄って腕うでをつかんだ。視界のきかない中でいきなり捕つかまった那智はギョッとするが、涼子は構わず耳打ちする。


「ちょっとこっちに来て。手を貸して」


　視界を覆っていた白い煙幕が急速に後退した。合体ＫＯＧのスクリュー・アームが換かん気き扇せんのように風を吸い込み、白煙は巨きよ人じんの腰の辺りまで下がった。


「この何てことない煙幕が奥おくの手かい!?」


「これはちょっとした演出だ」


　ザーク・リトル・リトルの各部が発光し、白煙に乱反射した。照明を当てられた白煙は虹にじ色いろに輝かがやき、まるで雲海の上に浮かぶステージのように幻げん想そう的てきな光景を作り出す。


「アーマー・キャスト・オフ！　〈デスパレート・フォーム〉!!」


　Ｄはベルトのバックルに埋うめ込まれた魔ま力りよくの源たる〈蛇へび遣つかい座ざ〉のシンボルをつかみ、強ごう引いんにむしり取った。途と端たんに全身のプロテクターに亀き裂れつが走り、爆はぜて砕け散る。マントとスーツは無数のコウモリに分ぶん裂れつして飛び去った。顔を覆うバイザーまでもが砕け、デルモンテ＝嘉門の素す顔がお──ただし悪魔風の白しろ塗ぬりメイクを施ほどこした顔──が露あらわになる。


　観戦している生徒たちとともに、相対しているＫＯＧトリオもその変身には度ど肝ぎもを抜ぬかれた。地じ獄ごくの使者の戦闘服の下から現れたのは、燕えん尾びスタイルの純白のタキシード姿だったからだ。


　カリメロの触手が三本揃そろって前方に突つき出された。その先せん端たんは合体ＫＯＧの胸むな元もとまで届いている。Ｄはカリメロの頭の上から跳び、触手の架かけ橋はしの上を走った。刹羅は即そく座ざに〈ヨミドノアカラシマカゼ〉を発動しようとしたが、その時初めて、スクリュー・アームが固体とも液体ともつかない白い石せつ膏こうのような物質で固められていることに気付いた。カリメロの噴射した煙幕の成分が圧縮され硬こう質しつ化したのだ。


　刹羅が動どう揺ようしたことで合体ＫＯＧの反応が鈍にぶった。Ｄが自分に向かってくることに気付いた七瀬は、自分の担当である女の腕のコントロールを取り戻し、Ｄを捕とらえようと手を伸ばすも、それを予期していたカリメロの他の触手が絡からみついて止めた。女の腕の表面から無数の鎖くさり分ふん銅どうが飛び出してＤに襲おそいかかる。全力疾しつ走そうするＤは間かん一いつ髪ぱつでそれらを躱かわし、七瀬の目の前に躍おどり出た。右手につかんだ〈蛇遣い座〉のシンボルを七瀬に叩たたき付けんとして振りかぶる。


「我が愛を受け取るがいい──〈ハンドレッド・クリムゾン・グローリー〉!!」


　ここまで近寄られると顔だけを露ろ出しゆつしている七瀬には文字通り手も足も出ない。


（殺やられる──!!）


　反射的に固く目をつぶった七瀬だったが、しばらく待っても何の攻撃も受けなかった。止めていた息を吸うと、濃厚な甘あまい香かおりが鼻び腔こうをくすぐった。あまりにも場ば違ちがいな花の香りに驚おどろき、恐おそる恐おそる目を開ける。


　視界いっぱいにビロードの光こう沢たくの濃のう紅色が広がった。


　七瀬はしばし呆ぼう然ぜんとなり、それが花の色だと理解するのに数秒を要した。目の前にあるのは、ひと抱かかえもある薔ば薇らの花束であった。


「な……何よ、これ？」


「クリムゾン・グローリー──それがこの薔薇の名だ」


　花束を捧ささげ持つＤが囁ささやくように答える。


　七瀬は花束をつぶさに観察した。すべての薔薇は完かん璧ぺきに咲さいていて、見れば見るほど溜ため息いきの出る美しさである。濃厚なダマスク香こうに酔よいつつ花の数を数えてみると一〇〇本あった。いかにも必殺技らしい響ひびきを持った〈ハンドレッド・クリムゾン・グローリー〉とは正しく『一〇〇本の薔薇の花束』を意味していた。


「久遠七瀬──汝はこの薔薇よりも美しい」


　Ｄのこの一言により、全校に未み曾ぞ有うの衝撃が走った。


　今、この時、


　この場所で、


　このシチュエーションで、


　このタイミングで──それを言うのか、と誰だれもが愕がく然ぜんとして我が耳を疑った。


　そして何より、ここまでの一連の行動がすべてこの一言のためだったと知り、Ｄの正気を疑った。


　どよめく周囲には目もくれず、Ｄは続ける。


「あの日〈Ｖ－１エクストリーム〉で汝とタッグを組んだ時、吾輩はすでに運命を感じていた。ともに魔ま界かいに身を置く立場となった今でも、我が想おもいはいささかも冷めてはいない──否、この薔薇のように咲き乱れている」


　この怪かい人じんは正気ではないかもしれないがどうやら本気らしい。我が慢まんできずに口を開いたのはすぐ下にいる秋嵩だった。


「おいおいおいおい！　何をぬけぬけと口説いてやがんだ？　状じよう況きようが分かってんのか!?　頭がアホなのか!?　おい七瀬！　間違っても真に受けんじゃねえぞ。どうせ何かたくらんでるに違いねえ……なあ、聞いてんのか!?」


　秋嵩の言葉は七瀬の耳には届いていたが、右から左へと素通りしていた。Ｄと視線を絡み合わせたまま、時間が止まったように固まっていたからだ。


　やがて、七瀬は薔薇を散らしたように頰ほおを紅あかく染めてはにかんだ。


「バ……バカ、何言ってんだい」


　合体ＫＯＧの体表に顔だけ出している状態なので顔を背そむけることも隠かくすこともできず、七瀬は拗すねた子供のように唇くちびるを尖とがらせてひたすら恥はじ入るしかない。


「……おい待て！　まさかまんざらでもないとか言うんじゃねえだろうな!?　そんな白塗りの変な奴やつ相手に!?　気は確かか!?」


「うるさいんだよ！　黙だまってな!!」


　ＫＯＧの女の腕が動いて、臍へその辺りにある秋嵩の顔を蚊かでも潰つぶすように引っぱたいた。


「我が想い──受け取るがよい」


　Ｄは片かた膝ひざをついて跪ひざまずき、あらためて七瀬に花束を捧げた。


　七瀬は熱い眼まな差ざしでＤを見返す。


　花束を受け取るためには手を出さねばならないが、それは合体ＫＯＧのものではなく自分自身の手によってである。自分の手を使うということは、すなわち合体を解除することに他ほかならない。


　ピキッ……ピシッ。


　合体ＫＯＧの胸──七瀬の顔の周囲の漆しつ黒こくの皮ひ膚ふに、青白く光る亀裂が走った。亀裂は七瀬を中心に放射状に広がっていく。


「何考えてんだ！　てめえだけ抜けるつもりかよ!?　刹羅、何とかしやがれ！」


　刹羅が男の手をＤに向けると、内側にある女の腕が肘ひじでガードしてそれを妨ぼう害がいした。三さん位み一体の魔神の内部での葛かつ藤とうが露わになったその時──涼子の声が響いた。


「──これを使うのよ！」


　ガガガォン！


　何かが弾はじけ飛ぶ音がした直後、靄もやのように地表数メートル辺りまで覆おおった白い煙幕を突き破り、炎ほのおの巨人が立ち上がった。


　カリメロが頭を伏ふせ、触手の上のＤもろとも下に沈しずむ。


「──え!?」


　意表を突かれた七瀬が顔を上げる。巨人が右手につかんだ棺かん桶おけのハンマー〈デスマッシャー〉を真横から叩き付けた。


　ドゴォン！


　亀裂の入っていた合体ＫＯＧの胸をハンマーが砕くだき、中にいた七瀬を達だる磨ま落としの要領で外へ叩き出した。カリメロが触手を伸のばし、放ほうり出された七瀬の身体からだを空中でキャッチする。


「なっ……こん、な……!?」


　刹羅の青白い顔が紙のように白くなった。七瀬を失ったことで女の腕を含ふくむ合体ＫＯＧの胸から腹にかけての部位がごっそり消しよう滅めつし、ボリューム過か剰じよう気ぎ味みの上半身を支えきれずに不安定になる。


「うらああああっ！」


　炎の巨人がハンマーを投げ捨て、ソドムの額にある刹羅の顔に右ストレートを打ち込んだ。同時に左膝を秋嵩の顔に叩き込む。巨人は頭をつかんで俯うつぶせに引き倒たおすと、背中を踏ふみつけ、漆黒の翼つばさに手をかけた。


　メリッ……ブチ！　ゴキ、ボギィ!!


　腱けんが断だん裂れつし、関節が砕ける凄すさまじい音が鳴り響く。


　二枚の翼を肩かたの肉ごとむしり取り投げ捨てると、炎の巨人はいったん離はなれた。七瀬を欠いた合体ソドムも立ち上がるが、もはや刹羅の作り出す〈凶まがツつ風かぜ〉のバリアーがなければ巨体を支えられないほどのダメージである。


　炎の巨人は右手を顔の前にかざした。全身の炎の熱量が上がり、輝きが増す。


「おおっ、あの型は!?」


「アレをやろうってのか！」


　バイパーズの面々は巨人が放とうとしている必殺技を察して声を張り上げた。


　静馬の咆ほう哮こうが上がる。


「ごおおおおおぉぉぉぉぉ──────っつい！　〈炎の虎とら〉じゃあぁぁっ!!」


　右腕を薙なぎ払はらうように振ふり抜くと、黄金色の炎の塊かたまりがぶちまけられた。


　烈!!


　スケールアップ版〈炎の虎〉は〈凶ツ風〉のバリアーを貫かん通つうし、ソドムを巨きよ大だいな火柱に包み込んだ。巨人はさらにその火柱の中に踏み込み、〈焰ほむら舞まい〉で肩から体当たりしつつ突き上げ、とどめに炎と一体化して〈火の鳥〉に転ずる。


　甲かん高だかい叫さけびとともに〈火の鳥〉が天に舞い上がり、火の粉を散らして消え去った。


　激しい上じよう昇しよう気流により中庭に立ちこめていた白い煙えん幕まくはすっかり晴れた。


　炎の巨人とソドムがともに消えた地上には、ボロ雑ぞう巾きんと化した刹羅と秋嵩を両りよう脇わきに抱えた静馬が立っていた。


「おお……」


　生徒たちは歓かん声せいを上げかけたが、急に勢いを失い、中ちゆう途と半はん端ぱな溜息に変わった。地上にいるボロボロの格好の静馬たち三人と、カリメロの頭の上にいる七瀬を抱えたＤの姿を目にして、そこに何か釈しやく然ぜんとしない構図を見て取ったからである。


『合体ソドムは敗れ、草[image: ]静馬の勝利──のはずですが、えーと……この絵え面づらは何なんでしょう？　地上にいる人が敗者で、カリメロの上にいる人が勝者みたいな雰ふん囲い気きが出てますが』


『見たまんまだろ』


『なかなかの連れん携けいじゃったな。三段合体の二段目を狙ねらうのは作戦として理に適かなっている』


『しかしこれは……ある種のハニートラップでは？』


　邪じや神しんの頭の上でお姫ひめ様さま抱だっこされている七瀬は、両手に持った薔薇の花束からＤに視線を移した。その目には疑ぎ惑わくの色がある。


「この花束は作戦の一部？」


「ソドムを倒すこと、そして汝なんじを傷付けないこと──その両方を実行するにはこの方法しかなかった。だが吾わが輩はいはそのために虚きよ言げんを弄ろうするような恥ずべき真ま似ねは何ひとつしていないぞ」


　Ｄの言葉にブレはない。七瀬は変わり果てた姿のチームメイトを一いち瞥べつすると、Ｄにニッコリ微笑ほほえみかけた。


「だったら、いいよ」


　その台詞せりふを聞いた生徒たちの間からようやく歓声が起こった。しかし男子の過半数はブーイングである。


「いいのかよ!?」


「何という手の平返し……」


「あんな花束ひとつで仲間を裏切るとは……安い！　安すぎる！」


　その野次を聞き咎とがめた周囲の女子が猛もう然ぜんと抗こう議ぎする。


「分かってないわね！　女はね、自分のことを一番可愛かわいいって言ってくれる人がいいんだから」


「一〇〇本の薔薇を贈おくって愛の告白なんて……あれこそロマンチックの王道よ！」


「相手があんな怪人でもか？」


「そうよ！　あれ以上の正解はないわ!!」


「マジですか……」


　女子のＤに対する評価の異様な高さに、男子の多くは納なつ得とくしかねる顔つきだった。


　カリメロから分ぶん離りしたザーク・ボーガーが四機やってきて、完全ＫＯされた刹羅と秋嵩を手分けして運んでいく。棺桶ロボに運ばれていく様子は実に縁えん起ぎの悪い光景だった。


　涼子は静馬の背後へ駆かけ寄った。季節が夏に逆ぎやく戻もどりしたように暑いのは先ほどの闘たたかいの余波だけではなく、静馬自身が放射している熱気のためだった。


「大分やられたみたいだけど、怪け我がは？」


　無言で振り向いた静馬を見て、涼子は軽く噴ふいた。苦虫を一〇〇匹ぴきくらい一度に頰ほお張ばって嚙かみつぶしているような顔をしていたからだ。普ふ段だんの静馬ならこんな顔になる前に暴れ出しているところだが、それができないからこその究極的不ふ機き嫌げん顔である。


「おい……あれ、どっから持ってきた？」


　静馬は地面に突つき立っている〈デスマッシャー〉を指さした。


「白い煙幕が出た後、目の前に落っこちてきたのよ」


「……それを何でオレんとこへ寄よ越こした!?」


「こんなもの普通の人間が振り回せるわけないでしょ？　Ｄが口説いている間に奇き襲しゆうするために用意したんだろうと思って」


「そやから何でオレが使わなあかんのや!?」


「だからあんた以外に──」


「よう見てみい！　カリメロに手が何本あると思う!?」


　静馬に言われて涼子はカリメロに目を向けた。カリメロの身体は人間に近いので腕うでは二本ある。しかしタコに似た頭からヒゲのように生えている触しよく手しゆを含めると──


「……いっぱいあるわね。それが？」


「手が余っとるのにオレがハンマー使う必要はないやろ。自分で使つこうたらええ話や！」


「でも久遠七瀬を油断させる作戦だったろうし、奇襲するには……」


　そこまで言って、涼子は自説に説得力がないことに気付いた。ハンマーを使って七瀬を合体ソドムから叩たたき出すなら、カリメロは絶好の位置にいた。しかも身体のほとんどは煙幕で隠れていたのだ。自分でハンマーを使っても何の問題もない。むしろカリメロ自身が使った方が成功率は高そうだ。


「つまり……何が言いたいわけ？」


「あのアホ、女ぶっ飛ばす役目をオレに押おしつけよったんや！　自分が嫌きらわれたないばっかりにな!!」


　ようやく涼子は静馬が怒いかり狂くるう理由に合が点てんがいった。確かにありそうな話ではある。


「考え過ぎじゃないの？　カリメロじゃあのハンマーを振り回すほどのパワーがないのかも知れないし、あんたに花を持たせたのかも……」


「あれが花に見えるんか!?」


「花ってのは喩たとえで言ってんのよ。だいたいあんたにハンマーを送ったのこいつだし」


　不意に自分に飛び火したので那智は泡あわを食った。〈ワン・ショット・アット・グローリー〉でハンマーを吹っ飛ばしたのは事実である。しかし煙幕で静馬の居場所は那智には見えず、飛ばす方向やタイミングまですべては涼子の指示に従っただけだ。さんざん神気の炎を燃え上がらせたくせに不完全燃焼な仏ぶつ頂ちよう面づらの静馬が那智に迫せまる。


「お前か!?　ハンマーをオレに寄よ越こしたんは」


「た……確かに、あれを送り届けたのは僕ぼくだが、彼女に頼たのまれてやっただけだ」


「何や、お前はアレか？　涼子に頼まれたら何でもやるんか？　涼子が死ねっちゅうたら死ぬんか!?」


「それとこれとは話が違ちがう！」


「たいして違わへんやろ！」


「ああ～もう！　ガタガタうるさいのよ、あんたは!!」


　涼子の剣けん幕まくに静馬はわずかにたじろぐ。


「だったらハンマーが飛んできても使わなきゃ良かったでしょ？　何で使ったのよ!?」


「そんなもん……お前が使えて言うたからやないか」


「何それ？　あたしが言ったら何でもやるの？　あたしが死ねって言ったら死ぬわけ？」


「それとこれとは話が違うやろ」


「じゃあ、ウンコ食えって言ったら食べるわけ？」


「それは……誰だれのウンコかによるやろ」


「うわ。ど変態ね、あんた」


「お前の質問がおかしいんやろが！　もうええ!!」


　涼子と口論したところで埒らちが明かないと悟さとった静馬は、Ｄに向かって吼ほえた。


「こんな勝ち方、オレは納得いかんのじゃ！　勝負や！　オレと勝負せえ!!」


「フム……申し訳ないがそれは辞退する」


　Ｄはデルザークを木馬に変形させ、七瀬と相乗りした。木馬の下から伸のびた棒をカリメロが触手でつかみ、緩ゆるやかに上下させながら時計回りに動かしていく。どうやらメリーゴーラウンドのつもりらしい。


「魔ま法ほうのタネも尽つきた。吾輩は今からマイハニーとイチャイチャするのに忙いそがしい」


「おい、待てやコラ──ッ！」


　待っていればやがて戻もどってくるメリーゴーラウンドを追いかけていく静馬の背中を見送りながら、涼子は『悪あがき』という言葉の意味をかみしめた。


『どうしたことかコメディリリーフとヒーローの立場が完全に逆転している様子ですが』


『だから見せ場を奪うばわれないように気をつけろっつったんだ』


『男は引き際ぎわが肝かん心じん──とは、昔の人もよくぞ言ったもんですねえ』


『戦せん闘とう力が純じゆん粋すいな魔法のみでは〈神威カムイの拳けん〉の威い力りよくには勝てないからな。妥だ当とうな……』


　野外スクリーンの画像が突とつ如じよ乱れ、人形じみた美少女の無表情な顔が画面いっぱいに大映しになった。白磁の肌はだにガラスの髪かみ、見開かれた真紅の瞳ひとみ──イクサノミコのレイハである。


『全校生徒の皆みなさんにレイハの現状をお知らせします』


　カメラがズームアウトし、レイハの座すわる玉座スローンを中心としたＰＣ教室内の様子が映し出された。レイハをぐるりと囲む三六〇度スクリーンの外に黒い物体が蠢うごめいていた。立方体のブロックの集合がヌルヌルとした動きで積み上がっていき、次し第だいに人間のシルエットを形成する。大きなブロックが細かく分割されて複雑な形状に変化していくと、やがて黒いローブに身を包み、フードを目ま深ぶかに被かぶった小こ柄がらな人物がそこに現れた。レイハを取り囲むように東西南北の位置に一人ずつ、計四人いる。中村が慌あわてて訊たずねた。


『えーと、そこにおられる四人は……お知り合いですか？』


『サーガイア四神官です』


『というと……ぶっちゃけ「敵」ですよね？』


『はい』


『いつの間に侵しん入にゆうを許したんですか!?』


『〈封ふう魔ま柱ちゆう〉とともに四〇九六のパーツに分割された状態で送り込まれ、この場で再構築されました』


『なるほど……そうすると、つまりその……もしかして大ピンチですか!?』


『はい』


「ええええええ～～～～ッ!?」


　生徒たちはパニックに陥おちいり、意味もなく右往左往した。涼子は地じ団だん駄だを踏ふんで声を荒あらげる。


「冗じよう談だんじゃないわよ！　しょーもない怪かい獣じゆうと闘たたかってる間に本丸を攻せめられるなんて」


「しょーもないて言うな。それより南雲のアホはどうしたんや!?　あいつが最終防衛ラインとちゃうんか!?」


『そういえばソドム戦に気を取られてすっかり失念していましたが、南雲先生とウィラード・ゲイツの対戦はどうなったんですか？　え？　誰も……撮とってない!?　どうして押さえてないの!?』


『危険だから生徒のカメラマンは退たい避ひさせたんだよ。映像はアトラゴンの船外カメラが記録している』


『ともかく現状がどうなっているのか映してもらえるかね!?』


　画面が切り替かわり、アトラゴンのカメラが捉とらえている校舎の屋上のリアルタイム映像がスクリーンに映し出される。それを見た生徒たちは息を呑のみ、絶句した。


　屋上は、凄すさまじい爆ばく発はつが起きた後のような惨さん状じようを呈ていしていた。床ゆかには蜘く蛛もの巣すのように亀き裂れつが走り、ところどころ陥かん没ぼつしている。四階から続く階段の出入り口は給水塔とうもろとも完全に破は壊かいされ、瓦が礫れきで塞ふさがっている。屋上を囲う金かな網あみフェンスはすべて外側に押おし倒たおされ、爆発のエネルギーの大きさを物語っていた。


　すり鉢ばち状に凹へこんだ屋上フロアの中央に、ウィラード・ゲイツが立っていた。両手の指を組み合わせた腕を前方に突き出した姿勢のまま、彫ちよう像ぞうと化したかのように動かない。


『おや、南雲先生の姿が見えませんが……？』


『ゲイツの向いている先だ』


　右京の指示に従ってカメラがズームし、ゲイツの前方を映す。床には抉えぐられた跡あとのような溝みぞが屋上の端はしまで続いているだけで、慶一郎の姿はない。


『もっと先だ』


『でもこの先って……』


　言いかけた中村がアッと声を上げる。


　屋上の端よりさらに先──慶一郎はそこにいた。外に向かって折れ曲がった金網フェンスに身体からだを深くめり込ませている。砕くだけたコンクリートの粉ふん塵じんを浴びて全身が灰色になっていたためすぐには見分けられなかったのだ。慶一郎は目を閉じ、身体からは力が抜ぬけている。どうやら気絶しているらしい。


『これは……この状じよう況きようは……ゲイツが立っていて、南雲先生が倒れているということは……すでに勝負は──』


『勝負はたったの一いち撃げきでケリがついた。ガンマン同士の決けつ闘とうみたいにな』


　右京の言葉に、生徒たちは嘆たん息そくを漏もらした。しかし数秒後──溜ため息いきはどよめきに、そして大きな歓かん声せいに変わる。


　立ったまま動かなかったゲイツが崩くずれて膝ひざをつき、倒れていた慶一郎が身を起こしたからだ──





「くっ……」


　慶一郎は金網に半ばめり込んでいた上半身を抜き、両手をついて身体を起こした。


　身体の節々に痛みが走る。〈エクリプス・フィンガー〉の直撃は避さけたものの、その余波を浴びただけでも生半可なダメージではなかった。身体を起こしたものの膝に力が入らず、まるで別人の身体を借りているように感覚が朦もう朧ろうとしているため、ひとまず床に胡座あぐらをかいて座り気息を整えた。しばらく神気を養うと四し肢しに力がみなぎり、皮ひ膚ふの感覚がはっきりしてくる。十分に神気を練ってから大きく息を吐はき、ようやく目を開いた。


　盛大に破壊された屋上の光景と、膝をついたゲイツの姿が目に入った。


　ゲイツは組んでいた手を解き、床に手をついて上体を支えていた。両りよう腕うでは痙けい攣れんして震ふるえ、不規則に肩かたを上下させている。呼吸は乱れきっており、すでに神気を練ることはできない。


　ゲイツの皮膚に描えがかれた奇き妙みような紋もん様ようの刺青いれずみが鼓こ動どうを打つリズムで動いていた。胸の中心に向かって寄せては返す波のように。


　慶一郎はゲイツの胸の中心にちょうど指が二本入るサイズの孔あなが穿うがたれているのを見て、自分が賭かけに勝利したことを確認した。


「ハッタリでは……なかったな……」


　ゲイツの言葉はひどくか細く、震えていた。


「いつ……見み抜ぬいた？」


「ただの推測だ……確信はなかった」


　慶一郎の声は自分で驚おどろくほど出ていなかった。咳せき払ばらいをひとつして、


「弱点があるとすれば一いつ箇か所しよしかない。それは身体の中心線上のどこかで──おそらく〈[image: ]だん中ちゆう穴けつ〉の位置だろうとな」


　人間の体内には気と血のエネルギーの流れる経路が網あみの目めのように走っていて、それらが交わるポイントが鍼しん灸きゆうなどで重視されるツボ（経穴）である。[image: ]中穴もそのひとつで、正中線と左右の乳首を結んだ線が交わる位置にある。


「お前は魔法の助けがなければ満足に動くこともできないと言った。魔法の助けなしには神気を練ることもできないが、体内に神気が生じれば魔法の助けを失ってしまう。右半身と左半身で陰いん陽よう双そう極きよくの神気を同時に操あやつるのは、その矛む盾じゆんを解決するためだ。神気が互たがいに相そう殺さいし合うことで体内に神気の力がゼロになるポイントを作り、そこに魔ま力りよくの源を置けばいい──」


「……慧けい眼がんだな」


　ゲイツは苦く悶もんの表情を嚙かみ殺して笑みを浮うかべた。


「だが、それが分かったところで〈エクリプス・フィンガー〉を破れるはずがない……」


「そうだな。あれは攻こう撃げき態勢に入りながら同時に自分の弱点も隠かくす。最強の矛ほこと最強の盾たてを兼かねる技だ……ただし、それも構えている間に限っての話だ」


「確かに……どんな技であれ、攻撃の瞬しゆん間かんは防ぼう御ぎよは手て薄うすになるだろう。だが付け入るほどの隙すきは──」


「〇・三秒はあったさ。体感で計れば案外余よ裕ゆうのある時間だ。もちろん正面から攻撃しても打ち負けるから、それなりの工く夫ふうはしたがね」


　慶一郎の言う工夫は二つあった。本来は身の丈たけほどもある巨きよ大だいな神気の塊かたまりを飛び道具として放つ〈天てん覇は龍りゆう凰ほう拳けん〉のパワーを二本の指先に集中し、針のように細く束ねて撃うったこと。もうひとつは自分から仰あお向むけに倒れ、床の高さから仰ぎよう角かくをとって狙そ撃げきしたことだ。


　超ちよう高圧の神気のビームは放たれた〈エクリプス・フィンガー〉の下をくぐり、精確にゲイツの胸の中央──[image: ]中穴を抉った。


　仰向けに倒れたのはカウンター攻撃と同時に〈エクリプス・フィンガー〉の直撃を避ける行動だったが、完全に避けられたわけではない。巨大な手に押し潰つぶされるような圧力を全身に受け、そのまま背面で床を抉りながら引きずられて金網フェンスに叩たたき付けられたのだ。神気でガードしていたとはいえダメージは骨肉ばかりか内臓にまで達していた。


　完全に避けるには真上に跳とんで空中から撃つしかなかったが、それでは[image: ]中穴を狙ねらえる角度が限られるうえ、跳ぶのがわずかでも早いとそれを見てからゲイツに腕を上に向けられ、空中で無防備に技を食らう他ほかなくなる。相討ちのリスクを冒おかしてでもゲイツが必殺技を放つ寸前まで待って仰向けで躱かわす以外に勝利の目算が立たなかったのだ。


「見事だ……」


　ゲイツは両手の指を胸に突つき立て、みずから左右に引き破って孔を広げた。〈封魔柱〉の核かくと同じ青白く光る拳こぶし大だいの球体が露あらわになる。〈天覇龍凰指し弾だん〉に撃ち抜かれた球体には大きな亀裂が入り、弱々しく明めい滅めつしていた。


「それを得た代だい償しようにソルバニアの手先になったか」


「……それは違ちがう。貴様との勝負は私自身が望んだことだ」


「分からんな。高校の用務員に勝ったところで何がある？　俺と勝負しても失うものこそあれ得るものはないぞ。それともケチなプライドのためか」


　ゲイツは喉のどの奥おくでゴロゴロと岩を転がすような音をたてた。笑ったらしい。


「貴様は自分がどれほどの男か分かっていない……この世には凡ぼん俗ぞくの物差しで測れぬものが数多あまたある。その価値を認める者のみが知りうる世界がな。最高のそれを手に入れた貴様自身がその価値を認めぬのは……フフ、皮肉なものだ」


「言いたいことは分からんではないがな……俺は勝負のための勝負には興味がない」


「ならばひとつ訊きこう。南雲慶一郎……貴様にとっての敵とは何だ？」


「さあな。誰だれかは知らんが、これから闘たたかうことになる相手のことだ」


　ゲイツは慶一郎にとっては自分もまた排はい除じよすべき障害のひとつにすぎないと理解したのか──納なつ得とくとも失望とも、あるいは憐あわれみとも受け取れる、複雑な表情を浮かべた。


「いずれヴァルハラで会おうぞ──」


　ゲイツは胸の封魔石に手を掛かけ、えぐり出そうとする。


　その時、全身に刻きざまれた刺青に異変が起きた。増ぞう殖しよくした刺青の紋様が身体を伝わって床に広がり、瞬またたく間まにゲイツを中心として直径数メートルの円形の魔ま法ほう陣じんが描かれる。


「これは──!?」


　慶一郎は自分の身体の下から血のように紅あかい光のラインが伸のび、魔法陣に繫つながるのを見た。紅いラインはその一本だけではなく、他の方向から何本も床を走って魔法陣に集まってくる。繫がるラインが増える毎ごとに魔法陣全体が輝かがやきを増していく──
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「先生があの状態じゃレイハを助けるのは無理よ！」


「私についてきたまえ」


　藤堂が率先して校舎に向かうと、一人の青年が行く手に立ちはだかった。二は〇た歳ち前後の風ふう貌ぼう怪あやしからぬ青年で、教員でも生徒でもない。身体にぴったりフィットした黒いツナギの上に赤いブルゾンを羽織っている。


「そこを退どいてくれるかね？」


「うーん……悪いけど、それは無理」


　青年はすまなさそうに肩をすくめた。


「つまり通さないつもりかね？　君は何者だ!?　バイパーズの一人か？」


　藤堂の問いに、青年はブルゾンの胸にプリントされた獅し子し座ざのシンボルを指さした。


「獅子座の男──〈レグルス〉とでも名乗っておくか。他にもレオとかリオンとか、レオナルドとか好きなように呼んでもらっても結構。中ちゆう華か風ふうに『小獅王シヤオシーワン』、和風に『獅子丸』ってのも悪くない」


「ふざけているのかね？」


「いたって本気さ。俺ってどうしたわけか不ふ真ま面じ目めな男なんじゃないかってよく誤解されるんだけど……どうしてかな？」


「その軽口が原因ではないのかね」


「あちゃ～、やっぱり？」


　レグルスは藤堂の皮肉にも意を介かいさず、頭を搔かいて苦笑いした。ノリの軽さと人ひと懐なつこさについ警けい戒かい心が緩ゆるみそうになるが、この男が敵であることは明らかだった。


「校長！　そいつは人間じゃありません。ソルバニアから来た魔人です！」


〈月の眼グラムサイト〉で男の正体を見破った涼子が指し摘てきする。涼子の方を見たレグルスは、優やさしげに目を細めて微笑ほほえんだ。涼子は奇妙に思ったが、断じて見覚えのない男である。


「そうなのかね？」


「ご明察の通り」


「ならば力ちから尽ずくで押し通るしかないようだな。下がりたまえ、諸君！」


　藤堂は〈波は濤とう掌しよう〉の構えをとった。神気の波動に巻き込まれるのを恐おそれて生徒たちは遠巻きに見守る。


　レグルスは指抜きグローブをはめた左手を握にぎって前に突き出した。刀の鯉こい口ぐちを切るような動作で親指を立てると、握った手の中から金色に光る柄つかが伸びる。その柄を右手でつかみ、両手を左右に広げていくと、半はん透とう明めいの金色をした滑なめらかな刀身が現れた。


　キィン────


　優美な弧こを描く刃はが涼すずやかな金属音を響ひびかせる。


　レグルスは右手に持った刀を８の字を描いて軽々と振ふり回し、肩に担かついでピタリと止めた。武器の形こそ鍔つばの小さい日本刀だが、用法は中国武術の刀法を思わせる。


「武器を持ってて卑ひ怯きように思うかも知れないけどね、より安全に血を流してもらうためには必要なんだ」


　手の中から長い得物を取り出したマジックにすでに度ど肝ぎもを抜ぬかれていた生徒たちは、サラリと口にした言葉の奇妙さにはほとんど気付かなかった。相手が武器を手にしたことで遠えん慮りよは無用と心得た藤堂が右手を打ち下ろす。


「──〈波濤掌〉！」


　荒あら立だつ神気の大波が周囲に満ちた魔素を蒸発させながらレグルスに襲おそいかかる。


　その波なみ頭がしらが到とう達たつする直前、レグルスの姿がかき消えた。〈波濤掌〉は素す通どおりし、校舎にぶつかって鉄の扉とびらを軋きしませる。


「きゃああああっ！」


　女子の悲鳴が上がった。


　振り向いた涼子の目に、信じがたい光景が飛び込んできた。


　藤堂の胸が真一文字に切り裂さかれ、鮮せん血けつが噴ふん水すいのごとくほとばしっている。悲鳴の主は雛乃だった。仰向けに倒たおれる藤堂の身体からだを雛乃が抱だきとめて支えた。


　涼子の背筋に悪お寒かんが走った。レグルスの攻撃がまったく見えなかったからだ。右目の眼帯をむしり取り、〈月の眼〉の能力をフルに使ってレグルスの姿を捜さがす。


「──那智！　危ない!!」


　警告を発した時にはすでに手て遅おくれだった。涼子の右目には、肩かたを斬きられて倒れる那智の姿が未来の映像として捉とらえられており──実際、その通りの結果になった。


　気付くとレグルスが目の前に立っていた。右手に持つ刀の切っ先を涼子に向け、やや気き後おくれした顔で口を開く。


「女の子を傷物にしたくはないんだけどな。まあ……でも下手に動かなければ大だい丈じよう夫ぶ。この〈神威カムイの剣けん〉で斬られる痛みはほんの一いつ瞬しゆんだからね」


　直後、耳を塞ふさがれたように周囲の音が消え、レグルスの姿が青黒い残像を曳ひいて動いた。


　だしぬけに衝しよう撃げきが襲ってきた。涼子はぶつかってきた何かに押おし倒されて尻しり餅もちをつく。


「痛っ……」


　一瞬慌てた涼子だったが、タックルを仕し掛かけてきたのが静馬だとすぐに気付いた。のしかかってくる身体を押し退のけようとすると、左手にヌルリとした生温かい感かん触しよくがしてギョッとなる。見ると、静馬の肩をつかもうとした涼子の左手が真っ赤に染まっていた。


　血に塗まみれた左手の向こうの地面に、静馬の右みぎ腕うでがあった。


「……参ったな。これじゃまるで俺が悪者みたいだ」


　レグルスがそう言いながら、静馬の右腕を地面から拾い上げた。


　静馬の右肩からは止めどなく鮮血があふれ、涼子の身体を濡ぬらしていく──


　涼子は静馬の身体を抱き締しめながら、叫さけんだ。


「──レイハ！　お願い!!」





「──〈波濤掌〉！」


　荒立つ神気の大波が周囲に満ちた魔素を蒸発させながらレグルスに襲いかかる。


　レグルスはその場を動かず、〈神威の剣〉を逆手に持ち替かえて、波頭に対して刃を垂直に立てて受けた。刃に触ふれた神気の波は真っ二つに裂け、レグルスの身体を避さけて通りすぎる。


　涼子は藤堂の前に飛び出して制止した。


「タンマ！　ちょっとタンマ！」


「どうしたのかね？」


「いいからあたしの言う通りにして！　全員そこを動くな!!」


　涼子は周囲を見回し、最後に静馬を一いち瞥べつしてからレグルスに向き直る。レグルスは事情を理解しているらしく、刀を肩に担いだ楽な姿勢で待っていた。


「時間を九秒間、戻もどしたな？」


「……ええ。そうよ」


　中庭に居合わせた人間で、この会話を理解できる者は二人の他にはヘルマスカーＤだけだった。レイハの魔法による保険である。レイハは大門高校の敷しき地ち内にいる生徒及および関係者の脳を外部記き憶おく装置として利用して事象を記録しており、何らかの致ち命めい的てきな過ちが起きた場合に時間を最長で一三秒間だけ過去に戻すことが出来る。学園祭のためにリソースを割さいているため九秒間というのは現状での限界値であった。


「あんた……〈覚醒者アートマン〉ね？　だから光の速さで動ける。自分以外の時間を止めて動くのと同じ──」


「その名に俺が当てはまるかどうかは分からないが、能力としてはその通りだ。時間という水の流れから飛び出すトビウオのイメージだけどね」


　レグルスは意外にもあっさりと認めた。静馬の方に目を向け、


「〈覚醒者〉と呼ぶなら彼の方だよ。邪じや魔まをされるとは夢にも思わなかった。ああいうカッコイイことをされると……俺としてはちょっとジェラシーを感じてしまうなあ」


　静馬が身を挺ていして涼子を庇かばったことを言っているのだが、当の静馬自身はそのことを覚えていない。涼子はそれを少し勿もつ体たいなく思ったが、同じ事を二度と繰くり返させるわけにはいかなかった。


「何が望み？　校長を斬ったのは攻こう撃げきしてきたからだとしても、どうして那智を？　それにあたしを斬るの？」


「斬る斬るって人聞きの悪い。ちょっぴり血を流してもらいたいだけだよ」


「どうして血が欲ほしいの!?」


「誤解のないように言っておくけど、俺は吸きゆう血けつ鬼きじゃない。それと、その二人はもう斬る必要がないから斬らないよ」


「……なんで？」


「時間を戻したら何もかもチャラになると思ったら間ま違ちがいだ。時間を逆行しても因果律は逆転しない。時間を巻き戻したのは好ましくない事象が起きたからで、時間を戻せばその事象を表面上はなかったことにはできるが、『やり直した』という事実は消えることはない。すでに一度血を流したから、それで十分なんだ」


「よく分からない理り屈くつね」


「〈冥王の書アザナトウース〉はあらゆる事象を記録している。やり直す前のことも含ふくめてね。だから一度得た情報は再取得する必要はないんだ」


「情報……？」


「そう。あとは君の血だけだ」


「──!!」


　話の通じる相手だと思ったが、レグルスもそこだけは譲ゆずるつもりはないらしい。


　涼子はまず静馬を見て、次に木馬に乗って近くまで来ているＤに目を向けた。


「吾わが輩はいでは助けにならん。理由は言うまでもないと思うが」


　魔法で〈覚醒者〉を止めることはできない。拝おがみ暁人あきとのケースでは、Ｄは自分が扱あつかえるレベルを超こえる魔ま力りよくを使用して〈シュバルツカイザー〉を召しよう喚かんし、重力の井い戸どに捕とらえることでわずかな時間だけ足止めできたにすぎなかった。今日まで現世に復帰できなかったのも時空を歪ゆがめる大魔法を使用したその代だい償しようである。生身で時間の流れの外へ身を躍おどらせる〈覚醒者〉の能力はそれほどに圧あつ倒とう的てきなのだ。


　涼子はレグルスに視線を戻した。この男が斬ると言えばそれを防げる者はいない。まだ会話が成立して交こう渉しようの余地があるだけ拝暁人よりもはるかにマシな相手といえる。


「覚かく悟ごはいいかい？　まあ、血を流しても命に別状はないから心配しなくていい」


「噓うそでしょ!?　校長なんかバッサリ斬ってたじゃない」


　藤堂は自分が斬られたと聞いて思わず身体を探さぐった。もちろんどこにも怪け我がはない。


「斬ったけど殺しちゃいないよ。こう見えても活殺自在の〈生せい殺さつ与よ奪だつ剣けん〉の遣つかい手てだし」


「静馬はどうなの？」


「君を斬るはずのところへ割り込んできたからああなった。放ほうっておいても問題はなかったんだけどね」


「オレが何やと？」


　自分に関係のある話かと静馬がしゃしゃり出てくるのを、涼子は鋭するどい声で制止した。


「あんたはそこでじっとしてりゃいいのよ！」


「何やその言い草は!?」


「いいからすっこんでなさいよ。あと、これからこの男があたしに何をしても、そこから動くんじゃないわよ」


「そんなもん、何をするかによるわい」


「この男があたしを斬るのを邪魔するなって言ってんのよ！　分かった!?」


「なっ──」


　静馬は抗こう議ぎしようとしたが、涼子の目が本気なのを見て絶句した。周囲の生徒たちの間にも動どう揺ようと緊きん張ちようが走る。


「そろそろどうかな？」


「……いつでもどうぞ」


「いい子だ。じゃあ左手を出して」


　予防注射でもするような気軽な物言いである。レグルスに促うながされるまま、涼子は左手を差し出した。


　金色の光がほとばしり、〈神威の剣〉が一いつ閃せんする。


　涼子の左手首の動脈が切断され、鮮血が噴ふき上がった。


　痛みは一瞬で引いた。噴き出した血が地面に落ちた途と端たん、出血はピタリと止まる。右手の袖そでで手首の血を拭ふいてみると、赤い線がわずかに残っているだけで傷口は完全に塞ふさがっていた。


「どういうこと？」


「斬ると同時に生命エネルギーを送り込んで治す。これが殺さずに斬る〈生殺与奪剣〉の極意だ」


「じゃあ校長と那智も……」


「うん。放っとけばすぐに治るように斬った」


　レグルスは〈神威の剣〉を左の掌てのひらの中に納めた。左手のグローブに亜あ空間ポケットのような機能があり、そこからものを出し入れしているらしい。魔法ではなく未来の技術なのだろう。用を済ませたレグルスはＤに声を掛かけた。


「君のその便利な棺かん桶おけをひとつ貸してくれるかい？」


　Ｄが指を鳴らすと、ザーク・ボーガーが早歩きでやってきた。手足を引っ込めて棺桶形態に戻ると、レグルスはその蓋ふたを扉とびらのように開ける。


「そんじゃあ帰るよ」


「え？……あの、ちょっと待ってよ！」


「長居したいのはやまやまなんだけど、俺が地球上にいて能力を使うと、生態系にとって脅きよう威いとして認識されて〈覚醒者〉を刺し激げきしてしまうからね」


「そうじゃなくて、斬られてあげたんだからひとつだけ教えなさいよ。血を流したことに何の意味があるの!?」


「ああ、そのこと？　ソルバニアの魔王の復活に必要な鍵かぎなんだ」


　極めて重大かつ衝撃的なことをあっさりと告げられ、全員が石化した。レグルスは子供番組に出てくる体操のお兄さん的な健全かつ爽さわやかな笑顔で、


「──ザ・グッバイ[image: ]」


「待ぁてええええいっ！」


　駆かけ寄った静馬の目の前でレグルスは棺桶の中に消え、蓋が閉まった。デルザークはロケット噴ふん射しやで垂直上じよう昇しようし、遥はるか空の彼方かなたへ飛び去っていく。


「……どうするつもりや、このとてつもない緊急事態を……」


　噴射の突とつ風ぷうに煽あおられてでんぐり返しを打った静馬が、恨うらみがましい目つきで涼子を睨ねめ付けながら起き上がってくる。


「どこの誰だれとも知れんひょうろく玉相手に鼻の下伸のばしやがって……ホイホイ口車に乗せられた挙げ句が魔王の復活やと!?」


「誰が鼻の下を伸ばしたってのよ!?」


「鏡を見たことないんか？」


「あたしがあいつと愉たのしげに談笑してたように見えたんなら眼科か脳外科に行った方がいいわね」


「あら、私にもそう見えましたけど？」


　涼子の旗色が悪いと見て雛乃が口を挟はさんでくる。


「校長が斬きられたのを見てワンワン泣いてたくせに……」


「だ、誰が泣いたですって!?　根も葉もないデマを流すと承知しませんわよ！」


「あの～、すいません」


　黒くろ子この大作が前に出てきて発言した。


「邪魔者がいなくなったんですから、レイハを助けに行くのが先では？」


「忘れとった！」


　回れ右をして校舎に向かおうとした静馬は、足元の異変に気付いて足を止めた。足の下から血のように紅あかい光のラインが真まっ直すぐ伸びていく。それは静馬だけの異変ではなく、校長、那智、ザキとハル、ＫＯＧの三人、そして涼子の足元からも同様に地面の上を紅いラインが走り、それは校舎に達すると壁かべを伝ってさらに上へと伸びていった。





　屋上にいる慶一郎が見た、周囲から魔ま法ほう陣じんに集まってくる紅いラインは涼子たち──つまり今日、大門高校の敷地内で血を流した者たちの身体からだから出たものだった。紅いラインはゲイツの身体に入り込み、皮ひ膚ふを灼やきながら網あみの目め状に広がっていく。


　ゲイツの頭上に光のリングが煌きらめき、黒ずくめの四つの影かげが出現した。東西南北の位置に浮うかぶサーガイア四神官に囲まれた空間に一ひと際きわ大きな光の波は紋もんが生まれ、紅白の衣装に身を包んだ少女が転移してきた。レイハである。一見してレイハが四神官を従えているようにも見えるが、事実はその逆だった。四神官の発する光のリングがレイハに向かって逆転した波紋状に集束し、光の檻おりを形成している。その様子は校内の至る所に表示されているすべての野外スクリーンに映し出され、全校生徒が目の当たりにしていた。


『レイハより、皆みなさんに残念なお知らせです』


　捕ほ獲かくされてもあくまで動揺の見られないレイハの顔が画面にアップになる。


『魔王再臨の条件が揃そろいました。サーガイア四神官はレイハの持つプロトコルを利用して魔王を召喚します』


『プロト……何とかとは!?』


　中村が村雨に訊たずねる。


『コンピューター同士が通信する際に利用する約束事の集合じゃよ。日本語と英語では会話が成立せんのと同様に、同じプロトコルでなければ情報のやり取りはできない。ソルバニアにおいては魔王は行方ゆくえ不明で、居所も通信手段もないが、魔王の直属であるイクサノミコのレイハだけが専用のプロトコルを持っているのじゃろう。しかしこの場合は……よりプリミティブに〈神降ろしの儀ぎ式しき〉と言った方が適切かの。神と唯ゆい一いつ交信可能な巫み女こを媒ばい介かいにして、依より代しろに霊れいを降ろそうとしておるわけじゃ』


　四神官が両手を差し伸べると、光の檻の輝かがやきが増した。


　レイハの衣装が毛糸のセーターを解ほどくように端はしから分解していき、少年と見み紛まがう細い裸ら身しんが露あらわになった。衣装が消えると、続いて手足の先から皮膚がモザイク状に割れ、身体の中心に向かってクランク状に折れ曲がった亀き裂れつが広がっていく。


『因数分解が開始されました。間もなくお別れです』


　全校生徒から悲ひ嘆たんの声が上がった。


「冷静にそんなこと言われても！」


「何とかして逃にげて──ッ！」


「そうだ、今こそ我らが邪じや神しん様の力を示す時！」


　生徒たちの祈いのりが届いたのか、カリメロが校舎をよじ登ってレイハを救い出そうと触しよく手しゆを伸ばした。しかし魔法陣の発する光のリングに触ふれた途端、触手の先から白く染まり、ほとんど一いつ瞬しゆんのうちにカリメロの全身が石化する。校舎から落下したカリメロの巨きよ体たいは空中で塵ちりと化して飛散した。愕がく然ぜんとしている生徒たちに右京が忠告する。


『言い忘れたが、今あの魔法陣に触れたら即そく死しだからな。うっかり手を出さないように注意しろ』


『そういう大事なことは先に言ってください！』


　四神官の背中から、翼つばさにも見える青白い炎ほのおが噴き上がった。ローブが紙のように燃え上がり、フードに隠かくされていた正体が明らかになる。


　四人とも褐かつ色しよくの肌はだに漆しつ黒こくの髪かみ、緑がかった金色の瞳ひとみの持ち主である。レイハと同じ年とし頃ごろの子供に見える──否いな、よく観察してみれば背格好から容よう貌ぼうまでレイハにそっくりであり、ほとんどネガ反転させたような姿だった。


　レイハの四し肢しの付け根まで分解が進んだ。


『ここでレイハは消しよう滅めつしますが、レイハは全校生徒の皆さんの心の中に存在し続けます』


　感情を持たないはずのレイハが口にするには意外な言葉に生徒たちは胸を突つかれた。


　レイハは視線を下げ、正面にいる慶一郎を見る。


『それではケイ──後はよしなに』


「……ああ」


　慶一郎は紅い瞳を見返しながら頷うなずく。


　レイハの身体が正中面で左右に割れた。分解が一気に進み、人の形を失う。無数の文字列が螺ら旋せんに渦うずを巻き、上空の逆さ魔ま城じようと魔法陣を貫つらぬいて直立する光の柱となった。


　その直後──大門高校の敷しき地ち内にかけられていたすべての魔法が消失した。


　アトラクションや模も擬ぎ店てんはベニヤ板と段ボールで作られた本体を晒さらし、野外スクリーンも消滅する。二年Ｂ組の喫きつ茶さ店てんの内装は大部分が消えて元の教室に変わり、あずみと雛乃の衣装も元の白はく鳳ほう女学院の制服に、幼女艦かん長ちようタマちゃんもタマーラ・バラキレワに戻もどった。文字通りメッキが剝はがれるが如ごとく華はなやかな装そう飾しよくが取り去られた後には、まるで廃はい墟きよのように寂さびれた光景が残された。消えた野外スクリーンに代わり、普ふ段だんのＫファイトで利用されているテレビモニターに画像が表示される。隣となりの校舎から望遠で撮とられているライブ映像である。


　魔法陣の中で跪ひざまずいたゲイツの巨体が純白に染まっていく。皮膚も、髪も、眼球も、滑なめらかな磁器の質感に変化する。


　──ピキィン！


　乾かわいた音とともにゲイツの背中が割れ、血に染まった肉の塊かたまりがせり出してきた。


　折り畳たたまれていた肉にく塊かいがメキメキと軋きしみながら細長い腕うでのように左右に伸びていく。血肉を破って白い羽根が生え、腕を覆おおって翼に変えた。


　背中の割れ目が広がり、さながらサナギから成虫に脱だつ皮ぴするが如く、中からその翼の持ち主の上半身が起き上がってきた。筋肉組織や血管が露ろ出しゆつしたグロテスクな状態で、今まさにゲイツの細さい胞ぼうを素材に肉体が再構成されている最中であるらしい。


　やがて筋肉の表面を滑らかな皮膚が覆い、頭からは豊かな金きん髪ぱつが伸びる。


　空くう洞どうの殻からとなったゲイツの身体は砕くだけ散り、新たに誕生した神こう々ごうしい有ゆう翼よく人じんの全身が余すところなくさらけ出された。


　肉体は二は〇た歳ち前後の白人男性のそれである。身長は一九〇センチを超こえ、十頭身のゲイツほどではないものの頭身は高く、肩かた幅はばは広く、胸板は厚く、手足が長い。生徒の多くがミケランジェロ作のダビデ像を連想したが、共通しているのは若い肉体の美しさだけで、プロポーションを比ひ較かくしてみればおよそ似ているとは言い難がたい。太く長い首の上に載のった彫ほりの深い顔は中性的で、男性的な力強さと女性的な優美さの両方を兼かね備そなえていた。


　完全無欠──そう呼ぶことにいささかの躊ちゆう躇ちよも感じさせない、完かん璧ぺきな肉体である。


　四神官は目を見開き、喜き悦えつの笑みを浮かべる。後は頭上に天使の輪っかを戴いただくだけに見えるこの有翼人が、彼らの召しよう喚かんした〈魔王〉だというのか──


　有翼人の目ま蓋ぶたがピクピクと痙けい攣れんする。目覚めの瞬しゆん間かんを見み逃のがすまいとテレビモニターの前に身を乗り出した生徒たちは、思わぬものを目にして驚おどろきの声を漏もらした。


　有翼人の耳の辺りから、赤い滴しずくが一筋垂れて首筋まで伝い落ちた。


「……血が……？」


　その異変に気付くが早いか、有翼人の側頭部をドリルのように突き破って黒い角が生えた。角は槍やりの如く真っ直ぐに伸び、東西に位置していた二人の神官の胸むな板いたを貫き、背中まで貫かん通つうする。


　背中から生えた純白の翼が墨ぼく汁じゆうを落とした和紙のように黒く染まり、鋭するどいかぎ爪づめを備えた腕に変わった。その腕が有翼人の背後、北側にいた神官を捕とらえ、その身体に深々と爪を立てて串くし刺ざしにする。


　アルカイック・スマイルをたたえていた口元が残ざん忍にんに歪ゆがみ、ピラニア風の尖とがった歯並びを剝むき出しにすると同時に、開かれた目から電光がほとばしった。


『──〈真・魔眼光殺法デモンズ・メーザー〉!!』


　有翼人の両りよう眼めから発射された怪かい光線が南側にいた神官を直ちよく撃げきし、圧力により一〇〇メートル以上も彼方に飛ばされて爆ばく裂れつした。角に貫かれた二人と、爪に貫かれた一人も身体の内側から醜みにくく膨ふくれ上がって爆散する。


　斜ななめ上方に三メートル以上も伸びた二本の黒い角は、五〇センチほどに縮むとともに太くなると、羊のそれのように後ろ向きにとぐろを巻き先せん端たんを前に向けて固定された。


　背中の翼腕の指が伸び、その間に薄うすい膜まくが張った。ちょうどコウモリの翼と同じ構造である。しかしこれは飛ぶための変形ではなかったらしい。二枚の翼をカーテンのように使って全身を包み、数秒後──再び開いた時には着き替がえが完かん了りようしていた。


　蛇へび皮がわと思おぼしき身体にぴったりしたスーツの右半身は血のように暗い赤、左半身は冴さえた月夜の如き青である。胸には魔界の妖よう獣じゆうを石化させたような鎧よろいを着込み、同系のデザインの籠こ手てとブーツを装備している。腰こしには〈蛇へび遣つかい座ざ〉のシンボルを刻んだ煌びやかなチャンピオンベルトを巻いていた。コウモリの翼はそのままマントとして肩かたに掛かけている。


　顔には歌か舞ぶ伎きの隈くま取どりを連想させる儀ぎ礼れい的な戦せん闘とう用の化け粧しようが施ほどこされ、衣装に負けない派手さに加えて高貴かつ邪じや悪あくなイメージを際立たせている。いきなり怪光線を放った双そう眸ぼうは右目が金色、左目は銀色であり、白目にあたる部分は褐色であった。


　中村が弱り切った口調でおずおずと実じつ況きようを再開した。


『ええと……何と申しましょうか……ご覧の通り、ウィラード・ゲイツの中の人が途と方ほうもなくショッキングな登場を果たしたわけですが……その、正直に言っちゃってよろしいですかね？　特徴が多すぎて何から説明したものやら私わたくし、途方に暮れております。しかしこれだけは言えるでしょう……こんな格好をしておいて魔王じゃなかったら詐さ欺ぎだと！　……というわけでここから先の解説は右京さんにお願いします』


『とはいえ俺の口から紹しよう介かいするのも野暮だしなあ』


『他の誰だれにできるって言うんです!?』


『せっかくだし、ここは本人の口から聞こうぜ』


『どうやって!?』


　誰もが中村と同じことを思ったその時、魔王（仮）が動いた。


　マントで胸から下を覆い、すぐに翻ひるがえすと、その下から大門高校の冬のセーラー服姿の女子生徒が現れた。Ｋファイト報道スタッフの腕わん章しようを着けたおさげ髪がみの女子──広報部一年の樋ひ口ぐちである。


　樋口は自分の身に何が起きたのか、まったく理解していない様子だった。床ゆかに座り込んでいる慶一郎が正面にいるのを見て歩み寄ろうとしかけたところで、陥かん没ぼつした足元の床に気付き、左右を見て破は壊かいされた金かな網あみフェンスに驚く。


『樋口～～っ！　後ろ！　後ろ!!』


　中村の声を聞いて背後を振ふり向いた樋口は「ひいいっ」と情けない悲鳴を上げて後ずさった。魔王（仮）は黒い翼腕を伸のばして樋口を捕らえると、カメラに背を向けて何事か密談をする。話がまとまったらしくカメラに向き直った樋口に中村が訊たずねた。


『どうなりました？』


『ええと……ウィラード・ゲイツにはインタビューしたのに自分に来ないとは何事か、と抗こう議ぎがありました』


『では出演ＯＫということですね？　それではよろしくお願いします』


『は……はい！』


　見るからにガチガチに緊きん張ちようしている樋口は、震ふるえる手でマイクを魔王（仮）に向けた。ゲイツほどの身長差はないがブーツのヒールが高いため顔の位置は慶一郎と同じだった。


『まずは……その、おおお、お名前を教えていただけますでしょうか？』


『よかろう！』


　魔王（仮）が掲かかげた右手の指を鳴らすと、レイハの消滅とともに消えた野外スクリーンが復活した。Ｋウォーズ報道スタッフが撮さつ影えいしている家庭用ビデオカメラの映像をそのまま流しているのではなく、スクリーン自体は平面ながら表示される画像は高精細かつ立体的で、一目見ただけでモノが違うと思わせるハイクオリティ映像である。まるで本人を目の前にしているような存在感に生徒たちは威い圧あつされた。


『──我が名は〈ベルンハルト・ジーモン・アル＝ハザード〉！　魔法の発明者にしてソルバニアの魔天子！　そして宇宙に存在するあらゆる神々の天敵である!!』


　魔王（自じ称しよう）はノコギリ状に尖った歯並びを見せて高らかに哄こう笑しようする。笑いが収まるのを待ってから樋口は質問を続けた。


『ご職業は何を？』


『主に魔王としての公務をこなしている』


『魔王のお仕事といいますと……例えばどんなものがありますか？』


『魔法使いの資格審しん査さ及および魔法の使用認可だな。これだけは他の者には任せられん』


『申しん請せいすれば誰でも魔法使いになれるんですか？』


『神の創つくった世界に絶望した魂たましいが救いを求めれば、それがすなわち申請となる。そいつを魔法使いにするか否かはこの俺様が決めることだがな』


『審査は厳正ですか？』


『そんなものはその時の気分次し第だいだ』


　それを聞いて、中庭にいた生徒たちの視線がＤに集まった。


「何な故ぜ吾わが輩はいに注目する？」


「納なつ得とくいかねーことが多すぎるからだろ」


　七瀬がＤの脇わきを小こ突づきながら言う。生徒たちの気分を察して中村が質問をぶつけた。


『ヘルマスカーＤはずいぶんと優ゆう遇ぐうされているようですが？』


『あれは代行者エージエントとして契けい約やくを交かわした特例だ。魔力を行使しても暴走しない、純じゆん粋すいかつ人じん畜ちく無む害がいな人間でなければ俺の代行は勤つとまらん』


『なるほど……』


　レイハのおかげで魔法の魅み力りよくと危険性については今や全校生徒の知るところとなっている。レイハの魔法が校内限定だからこそ大事故に発展していなかっただけで、個人で自由に使えるようになれば最後、手の施しようのない事態になることは明白だった。魔ま力りよくを持つということは分不相応な大金を手にすることと同じで、際限なく夢が広がるのはいいが大たい概がいロクな結果にならない──そういう結論に至っている。それが分かっていてさえ抗こうしがたいのが魔法の魅力であり、Ｄが魔王の代行者として特別に任命された人間だとしてもやはり嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの的になるのは無理からぬことであった。


『ところでサーガイアの四神官を問答無用で葬ほうむり去ったのはどうしてですか？』


『神官風ふ情ぜいがこの俺様を召喚しようなんざ僭せん越えつにも程ほどがある。もっともあいつらはサーガイアの民たみの超ちよう自我を抽ちゆう出しゆつした代しろ物もので、情報生命体とも呼べないプログラムだ。殺したって死にゃあしねえが、見せしめは必要だからな』


『つまり、あなたを呼び出したこと自体が反逆行こう為いということですか？』


『俺がいなくて寂しかったってのは口実にすぎん。神官どもを操あやつって、この俺様に成り代わろうとしてる輩やからが裏に大勢いるのさ。俺がいなきゃ何も決められねえくせしやがって……後でそいつらには相応の仕置きはするがね』


『その反逆者の勢力というのは、ソルバニアからこの地球に魔物を送り込んできている張本人ですよね？　あなたが復活したからには、その問題はすぐにでも解決すると考えてよろしいのでしょうか？』


『さあて……そいつはどうかな？』


　魔王ベルンハルトはすっとぼけた口調で意地の悪い薄うす笑わらいを浮うかべる。


『レイハから断片的な情報は得ているだろうが、ソルバニアの民は地球人の末まつ裔えいだ。故ゆえあってソルバニア・コロニーはディラックの海を揺蕩たゆたいながら、〈冥王の書アザナトウース〉によって構築されたマトリクス内で新たな宇宙創造のためのシミュレーションを続けている。そのシミュレーションの完成如何いかんにかかわらず、ソルバニア・コロニーはいずれ本来の四次元宇宙に回帰し、この地球に帰き還かんすることが予言されている。約束したのは他ならぬこの俺だがね。しかし俺がちょいと雲くも隠がくれしている間に、その約束が果たされないんじゃねえかと不安に思う連中が出てきた。今、たまたま地球と薄皮一枚の距きよ離りまで近付いているのをいいことに、その予定を前まえ倒だおししようとしていやがる──』


『あなたはそれを防ぐ立場にあるわけですよね？』


『そこが問題よ。俺には魔王としてソルバニアの民の望みを叶かなえる責務がある。今はまだ帰還派はソルバニア全体のごく一部に過ぎないが、その大元となった不安は取り除かねばならん。魔素がこちらに送り込まれてきているのはマトリクス内の安定を保つための緊きん急きゆう措そ置ちでもあるし、それを止めさえすれば済むというような単純な話ではない』


『抜ばつ本ぽん的てきな解決が必要ということですね？　そういうことならソルバニアに戻もどっていただいてから事態を収拾し──』


『うん？　誰が帰ると言った？』


　魔王という肩かた書がきにもかかわらず気さくに答えてくれていたため徐じよ々じよに硬かたさが取れて緩ゆるみはじめていた樋口の表情がその一言で凍こおり付いた。差し出しているマイクがプルプルと震え始める。


『お前たち、俺をただのゲストだと思って適当にあしらうつもりでいるだろうが、そうはいかねえ。せっかく受肉したんだ。当分はこの地球に居い座すわるぜ？』


『居座るって……地球を観光して回るとか？』


『魔王が暇ひまつぶしにやることっつったら世界征服しかねえだろうが。まあ知っての通り核かくミサイルなんざハッキングし放題だから、その気になりゃ指一本動かさずに地球を五、六回丸焼きにできるがそれじゃつまらん。とりあえず身長五キロメートル程度に巨きよ大だい化した姿で世界の主要な大都市に現れて宣戦布告だな。どうせ無条件降こう伏ふくの要求には応じないだろうから、待ってましたとばかりに大怪かい獣じゆう＆怪ロボット軍団を世界中に送り込む。それでもう世の中てんやわんやの大おお騒さわぎって寸法よ』


『完全に昭和のノリじゃないですか！』


『そこそこ蹂じゆう躙りんしてやれば世界中の軍隊が反はん撃げきしてくるだろう。当然こっちは逃にげも隠かくれもしねえ。日本全土を魔界化して全世界を相手に大おお喧げん嘩かよ。こいつは忙いそがしくなるぜ～？』


　この魔王はテンションが上がるにつれてどんどん伝法な口調になってくる。


『その言い方だと、まるで我々も協力するみたいですが……』


『俺様の第一の手下になることに何か不服でもあるのか？　魔王復活の場に居合わせた幸運をたっぷり味わわせてやるぞ』


『質問があるんじゃが、ひとついいかね？』


　流れを無視してドクター村雨が口を挟はさんだ。


『ソルバニア人は地球人の末裔、つまり直系の未来人じゃろ？　この時代で世界征せい服ふく戦争を始めるとタイムパラドックスが生じることにはならんのかね？　それとも未来の歴史にはすでに事実として記されているのかね？』


『パラドックスが問題になるのは時間ではなく因果律に対してだけだ。俺が時じ間かん軸じく上の未来から来たとしても俺にとっての「今」は「現在」だし、この先に起きることはすべて因果律の上では「未来の事象」だ』


『つまり、今この現在から続く時間軸がソルバニアの存在する未来につながる必要はまったくないと？』


『その通り。俺様の行動は何ものにも縛しばられるものではない』


　ベルンハルトは魔王らしく尊大に胸を張った。


『まずは手始めとしてこの学校を我が居城として接収する。男共は兵士として怪獣に改造、もしくは脳のう髄ずいを取り出して怪ロボットに生体パーツとして組み込む。女共はハーレム入りだ。有り難がたく思うがいい』


「げええええ～～～～ッ!!」


　難しい会話は話半分に聞き流していた生徒たちも、この宣言には度ど肝ぎもを抜ぬかれた。


「……こ、ここまで分かりやすい悪党の文言がかつてあったか!?」


「清すが々すがしいまでの傲ごう慢まんさ……さすが魔王の肩書きは伊だ達てじゃねえ」


「ベルンハルト閣下ハンパねえッス！」


「だが待て、ハーレムだぞ!?　改造されるのは怪獣でも怪ロボットでも構わんが、ハーレムだけは認めるわけにはいかん！」


「不満なポイントそこかよ！」


「改造はちょっとな。ロボットは乗り込むタイプでお願いしたい！」


「俺はリモコン式のがいいな」


「装そう甲こうは超合金に限る。あと、やっぱりハーレムは羨うらやましすぎるので許せん！」


「戦果に応じて美女が選より取り見取りという褒ほう美びが出るのなら考えなくもないんだが」


「怪獣に改造されるなら飛行能力は外せないな」


「地底怪獣も捨てがたい……が、それはそれとして一人だけモテようなど言語道断！」


「改造されたらモテるとかモテないとか関係なくないか？」


「そうとも！　まだモテてないのに改造されてたまるか」


「いやらしい気持ちになるフェロモンの出る体質に改造してもらうというのは？」


「その手があったか！」


「そうまでしてモテたかったとは……しかしそれ、モテてると言えるのか？」


「お前ら改造される気満々かよ」


「警官よりちょっと強い程度の怪人じゃなくて、世界制せい覇はを狙ねらえるレベルの巨きよ大だい怪獣とかロボだぞ!?　男子一生の夢じゃないか」


「今どきの小学生男子でも持たないようなアホな夢は捨ててしまえ」


「あんたたち、まず先に地球のピンチを心配しなさいよ！」


「それ以前に我が校の危機だ。このままでは大門高校は全世界を恐きよう怖ふのどん底に陥おとしいれた悪魔の拠きよ点てんとして歴史に名を刻きざむことになってしまうぞ。それにあの魔王、地球を蹂躙するだけしておいて統治する気があるとは思えん。適当に侵しん略りやくを進めて人類が疲ひ弊へいしきったところで飽あきて帰ると見た」


「それは困る！」


「やり逃げ許すまじ！　二つの意味で！」


「魔王の手先となって地球防衛軍と対決するのも確かにロマンだが、地球のピンチということは……逆に考えればこれはヒーローになれるチャンスなのでは？」


「それはアレか？　いったん悪の手先となって超ちよう人じん的な力を手に入れるが、心までは売り渡わたさずまんまと逃げ出して正義の側に寝ね返がえるパターンだな!?」


「でもなあ……それって人間体から変身したり戻ったりできるタイプの話だろ？　怪獣とか怪ロボットに改造された後じゃ寝返ってもヒーロー扱あつかいされるかどうか怪あやしいもんだ」


「洗脳が解けて正気に戻っても結局助からない悲劇のパターンは勘かん弁べんだぜ！」


「しかし……俺たちはわざわざ洗脳されるまでもなく意志が弱いからな～。怪獣とかに改造された状態が思いのほか快適だったらどうする？」


「それはそれで馴な染じんでしまいそうだな。いや……たぶん、きっとあっさり馴染むぞ。ほぼ確実にな。賭かけてもいい」


「怪獣や怪ロボットには授業もテストもないからな。そういう形の就職もまあ……」


「ガッツのカケラもないわね。どんだけ日和ひより見みなのよ、この腐くされ高校の男共は！」


　男子たちの会話を耳にして大いに憤ふん慨がいする雛乃は、大門高校の生徒たちの気質を理解していなかった。ここでは日常的にＫファイトが行われているうえ、この一カ月余りの間にレイハの魔法とソドム退治のおかげで異常事態に慣らされている。自分たちの手に余ることは分かり切っているので深刻ぶったところでどうなるものでもない──という至し極ごく冷静な状じよう況きよう認識のなせる図太い態度である。とはいえ積極的にふざけているのはおおむね独り者の男子で、カップル同士は互たがいに離はなれまいと固く手を握にぎって寄り添そっている。魔王の手先となるも良しという意見も単に嫉妬から出たものだった。


「一度軍門に降くだってから謀む反ほんを起こすなんてまどろっこしいことなんてしないで、堂々と正面から闘たたかって打ち倒たおせばいいのよ！」


『ほ～う、威い勢せいがいいじゃねえか小こ娘むすめ』


　スクリーンの中のベルンハルトが雛乃に目を留め、いきなり翼腕を伸のばしてきた。雛乃の腰こしをつかんでそのままスクリーンの中に引きずり込むと、宙ちゆう吊づりにしたままスカートの上から尻しりをむんずと鷲わしづかみにする。


『ふむ、なかなかいいケツしてやがる』


『ギャ────ッ!!』


　雛乃はベルンハルトの顔面を蹴けろうとするが、頭の両側でとぐろを巻いた角がフェイスガードになってヒットしない。しかしあまりに抵てい抗こうが激しいのに腹を立てたらしく、ベルンハルトは雛乃の身体からだを裏返すと、背中の一点に食指を押し当てた。途と端たんに雛乃は顔を真っ赤にして笑い始める。


『ああっ、そこっ、ダメ！　イヒヒッ！　くすぐった……アヒャヒャヒャッ！　だからダメだって……ヒィィ～～ッ!!』


　見方によってはひどくいかがわしい光景である。雛乃は全身を痙けい攣れんさせてひとしきり笑い狂くるい、やがて力ちから尽つきて糸の切れた人形のようにグッタリした。


『……いかんな。間ま違ちがえた』


　ベルンハルトは雛乃をスクリーン越ごしに投げ返した。藤堂が受け取り、あずみが介かい抱ほうする。笑いすぎて崩ほう壊かい状態の雛乃の顔面をあずみがハンカチで隠してやる。


「さっそく校長の娘がキャッチ＆リリースされたぞ！」


「誤解を恐おそれずに言うなら、いいように弄もてあそばれた挙げ句にゴミのように捨てられたと見えたが……」


「つまりヤリ捨てか!?」


「ああ、あれは完全にヤリ捨てられたな」


『ええい、人聞きの悪いことを言うな！』


「だが間違えたって……何をだ？」


　奇き異いに思う間もなくベルンハルトは左の方に翼腕を伸ばした。別のスクリーンを通して今度はバラキレワを取り寄せる。


「どうして艦かん長ちようを!?」


『年功序列だ』


「年功序列!!」


『ハーレムの秩ちつ序じよを保つには必要なことだ』


「世界の秩序は破は壊かいする気満々のくせにハーレムの秩序を気にかけるとは……本気だ！　この魔ま王おう本気だぞ!!」


　しかしバラキレワも謎なぞの軍事組織に所属しアトラゴン隊を率いる軍人である。無論のこと唯い唯い諾だく諾だくとハーレム入りする女ではない。


『この悪魔め！』


　宙吊り状態からモーゼル・ミリタリーを抜き、魔王の顔面に向けて発はつ砲ぽうした。ベルンハルトは歯で挟み止めた銃じゆう弾だんをペッと吐はき出すと、


『なかなかの肝きもっ玉たまだな。タマちゃんだけに』


　目から怪光線を放ってバラキレワに浴びせかけると、百ひやく戦せん錬れん磨まの女艦長はたちまち天使のような美幼女に変身した。


『ククク……やはりこの姿が良い。愛いとしい奴やつめ』


　タマちゃんを抱だきしめると、頰ほおに口づけし、さらに頰ずりする。


『痛っ！　角が！　角がゴツゴツ当たんのよ！』


　魔王はただでさえ物々しい衣装を着込んでいるため、抱きつかれた方はたまらない。バラキレワはジタバタするが、幼女の力ではいかんともしがたい。


「うおおっ！　我々がやりたくてもできないことをああも易やす々やすとやってのけるとは！」


「どこまでもやりたい放題か！　何という羨ましさ……」


「つーかあの姿に変えるんなら年功序列関係なくね？」


「あの調子で誰だれでも一番可愛かわいい盛さかりの頃ころに自由自在に変身させられるとしたら……魔王のハーレム最強すぎる！」


　ベルンハルトはさらに右の翼腕を伸ばし、来留間美沙緒を捕つかまえた。


『キャ～～ッ、ダメよ！　私こう見えても人妻だからハーレムなんてダメ～～ッ!!』


『ならば一〇歳ほど若返るがよい』


　魔王が怪光線を美沙緒に浴びせると、スーツがセーラー服に変わる。美沙緒の通っていた中学校の冬服らしい。しかし──


「ミサティーが若返った……のか？」


「いや待て。全然変わってないぞ!?」


「つまり一〇年前から成長してないってことか！　童顔にもほどがあるだろミサティー」


「制服のスカートの丈たけ長えな～。時代を感じるぜ」


「あんたたちフシ穴ね～若いだけあってお肌はだがツルツルなのよ～逆に言うとアブラギッシュなんだけど～」


　中庭のスクリーンの前に駆かけつけてきたのは菱ひし沼ぬま奈な々な子こである。美沙緒が捕まったのを知るなり、刹羅と秋嵩の手当てを放ほうり出して来たらしい。


「こら～魔王～！　ミサキチなんて成長不良少女より先にハーレムに入れるべき人材がここにいるでしょ～!?」


　周囲の生徒たちは血相を変えた。魔王に直接クレームをつけたのも驚おどろきだが、口ぶりからしてハーレムに入るのもやぶさかではないらしい。自分より先に美沙緒がお取り寄せされたことに腹を立てたのか、それとも何か勝算があってわざと魔王に近付こうというのか──生徒たちの読みは当然ながら前者である。それを見み抜ぬいたかベルンハルトはフフンと鼻を鳴らすと、美沙緒を送り返して、代わりに別の若い女性を取り寄せた。スーツ姿で一見して教職員のようだが、大門高校の生徒たちにとっては馴染みのない顔だ。それを見た奈々子は地じ団だん駄だを踏ふむ。


「え～、どうして巴ともえなのよ～!?」


「……ね、姉やん!?」


　静馬が漏もらした言葉を聞いて、生徒たちはスクリーンの中の女性──草[image: ]巴と静馬を交こう互ごに見た。


「草[image: ]君のお姉さん!?」


「意外というか……あんまり似てないわね」


「ん？　草[image: ]の姉貴って、確かジージャンの彼女じゃねえの？」


　生徒たちの視線はその場に居合わせたジージャン教師こと小関遼二に集まった。恋こい人びとが魔王に捕まっているにもかかわらず、何な故ぜか小関は顎あごに手を当ててニヤニヤしている。静馬に歩み寄り、肩かたをポンと叩たたくと、


「よーし静馬……お前、ちょっと行ってあの魔王を倒たおしてこい。そんで俺とお前の二人でハーレムを半分こしようぜ」


　ニヤニヤしていたのはハーレムの横取りを考えていただけらしい。


「ダメだこの教師！」


「魔王よりもフリーダムな大人が身近にいたとは……知ってたはずなのに忘れてた」


　小関のたくらみはスクリーンを通して筒つつ抜ぬけだったらしく、巴は魔王に抵抗することも忘れて小関をにらんだ。


『遼二、自分で助けに来たらどうなの！　生徒が見てるのよ!?』


「バカ野や郎ろう。男ってのはな、いつだって夢を追いかける少年の心を忘れないもんなんだ」


『ハーレムのどこが少年の夢よ!?』


「いい大人ならそんな夢持たねえだろ」


『屁へ理り屈くつを～～』


　巴の教え子である泉いずみ谷や万かず騎きら四よツつ葉ば中の面々は、校内の別のスクリーンでそのやり取りを見ていた。


「あんないい加減な人が彼氏だと草[image: ]先生も苦労するわね」


「再来年には我々の担任になるかもしれんと考えると恐ろしいな。この高校の校風も問題だが」


「ここで魔王をどうにかできないと進学どころじゃないと思うんだが」


「あんなのナギーがやっつけるに決まってんじゃん！」


「やっつけるのはいいとして……その前に確認してもらわないとな」


　鳴なる海みの言葉に『何を？』とは誰も訊きかない。想像を絶する事態が展開されているとはいえ、自分たちがここにいる理由を忘れてはいないからだ。


『ちょっと戻もどしてくれる？　あのバカ引っぱたいてくるから』


『それが魔王にものを頼たのむ態度か』


『魔王のくせにケチくさいわね。放さないってんならちょうどいいわ。ひとつ訊きたいことがあるんだけど』


　居直った巴は宙吊りの状態ながらも魔王に対して臆おくすることなく対等な口をきいた。


『私の生徒の鬼おに塚づかさん──鬼塚美み雪ゆきさんの行方ゆくえをご存じ？』


『俺の知らない〈魔法使い〉は存在しない。当然、把は握あくしているが』


『あの子を帰らせて。あなたのやっていることは未成年者略取及および誘ゆう拐かいに該がい当とうするわ』


『俺は魔力を与あたえただけで、それをどう使うかは〈魔法使い〉次し第だいだ。あの娘むすめがこの世界から姿を消したのは俺が連れ去ったのではなく、あくまで当人の自由意思による選せん択たくだ。呼び戻したいのなら本人を説得するんだな』


『じゃあ本人をここに連れてきていただけます？』


『遺い憾かんながらそれは不可能だ』


『どうして!?』


『いかなる魔法によっても叶かなえられない願いというものが、ただひとつだけある。それはすでに叶えられている願いだ』


『じゃあ……鬼塚さんはここにいるのね!?』


　巴は辺りを見回したがやはり美雪の姿はない。魔王が天を仰あおぐのを見て空に目を向けると、魔法によるレンズ効果で上空の逆さ魔城の一部がズームアップされた。窓際に立つ白いローブを着た人ひと影かげが見えるが、フードを被かぶっているためしかとは確認できない。かろうじて少女らしいと分かるだけだ。


『娘はあのシュバルツカステルに幽ゆう閉へいされているわけではない。他ほかに行くべき場所がないから身を寄せているにすぎん。お前たちの元へ帰りたければいつでも帰れるし、それどころか望みさえすれば一いつ瞬しゆんで宇宙の果てまで飛んでいくことすら可能だ。だが、そうしないのはもちろん──当人がそれを望まないからだ』


『その理由は……？』


『この魔王の関知するところではない』


　口ぶりからして知っていても教えるつもりはないらしい。静馬が訴うつたえるような目で小関を見る。


「お前のヘイマーは？」


「さっきのアレでつぶれてもうた」


　静馬のギターは〈ヨミドノアカラシマカゼ〉を食らった際に破壊されていた。


「……しょうがねえな」


　小関は歯を見せてニッと笑い、自分のテレキャスターを肩から外してぶっきらぼうに突つき出す。静馬はそれを引っつかむと、涼子に止める隙すきを与えずスクリーンに飛び込んだ。


　全校生徒が見守る前で静馬は魔王と対たい峙じした。しかし静馬はベルンハルトを一いち瞥べつしただけで、上空の逆さ魔城を見上げる。剛ごう胆たんにも目の前の魔王を無視する腹だ。


『おい、ゲイツの中の人！　ここでオレの邪じや魔まはせえへんやろな!?』


　静馬は小関のギターを抱いてかき鳴らした。ギターはアンプに接続されていないが、刹羅との対戦を通じて静馬は今や神気と同調させて音を増ぞう幅ふくする技をマスターしていた。己自身をアンプと化し、神気の波動にギターの音色を乗せる。その曲調は誰もが予想していた熱く激しいロックでなく、速はや弾びきを織り交ぜながらも哀あい切せつな響ひびきのあるミドルテンポのバラードだった。







　カラッポの巣箱　跡あとさえ残さず


　飛び去った青い鳥は　何ど処こへ


　置き去りの俺たち　ただ空を仰ぎ


　舞まい戻り青い鳥よ　教えてくれ


　独りになりたかったのか　それとも独りだったかい


　自由になりたかったのか　それで自由になれたかい


　見上げる空は　輝かがやいて


　見下ろす世界は　色あせていたとしても


　帰る場所さえ　忘れてしまう前に


　聞かせてくれ　お前の歌を


　響かせてくれ　心の声を







　およそケンカ番長のものとは思えない甘あまく伸のびやかな歌声が響く。


　神気に乗せた声とギターの旋せん律りつは聞く者の身体からだに浸しん透とうし、否いや応おう無しに胸を震ふるわせる。


　美雪を呼び戻すための歌だと理解しながら、涼子は乗り切れない自分を感じていた。


（静馬の歌は優やさしい……けど、それだけじゃ──）


　二番を歌おうとした矢先、艶つややかな泣きのギターを金属的な悲鳴が切り刻きざんだ。


　魔王がマントの中の暗黒空間から巨きよ大だいな弦げん楽がつ器きを引きずり出し、バラキレワと巴を放して自由になった翼腕と自前の両りよう腕うでを合わせた四本の腕で爪つま弾びくのに加え、ドリル状の角をバイオリンの弓のように使って弦げんを擦こすって奏でている。楽器はギロチンと血染めのノコギリを合体させ、さらに毒どく蛇へびとコウモリを融ゆう合ごうした邪じや悪あく極きわまるデザインで、三本のネックと四二本の弦を持つキメラのようなギターである。本来は持ち替かえの手間をなくすためのマルチネックだが、ベルンハルトはこの二本のギターとベースにドラムまでもが合体した楽器を一人で鳴らしていた。その音色は無数の錆さびたナイフが空間を切り裂さいて乱らん舞ぶするようで、もはや楽器というより凶きよう器きに近い。











[image: ]








　魔王のデスヴォイスが耳を突き刺さす。







　俺様　生まれも育ちも闇やみと静せい寂じやくの国ヨッツンハイム


　処女の生き血を産うぶ湯ゆに使い


　性はジーモン　名はベルンハルト


　人呼んで地じ獄ごくの皇太子


　アル＝ハザードと発しやす







　ベルンハルトの歌は自己紹しよう介かいの口上から始まった。







　生きながら地獄に堕おちた亡もう者じやども


　救いが欲ほしいのか？　慰なぐさめか？　それとも力か？


　我が声を聞け　我を崇あがめよ　我を讃たたえよ


　永遠を授けよう　すべては魂たましいが求むるままに





　錆び付いた正義の剣けん　断罪の力もはやなく


　偽いつわりの愛の言葉は　お前の心を干からびさせた


　絶望が世界を覆おおう時　最後に来たるべき者よ


　腐くさった地球を打ち砕くだけ　醜みにくき素す顔がおを暴あばき出せ


　破は壊かい！　破壊！　破壊せよ！





　真実が美しいとは限らない


　それでも欲しいのか？　目を免そらす　それも自由だ


　我と共に来たれ　共に戦い　共に滅ほろぶべし


　永遠の闇に抱いだかれ　すべての魂に祝福を





　地獄の業ごう火かに焼かれても　燃え尽つきぬ黄金を見たか


　偽りの愛に背を向け　お前はそれを求めるがいい


　絶望に満ちた世界から　最後に旅立つ者よ


　腐った大地を焼き尽くせ　灰かい燼じんの中から拾い出せ


　焼しよう却きやく！　焼却！　焼却せよ！







　魔素の波動に乗せて発される凄すさまじい音圧が静馬の五体を軋きしませる。







　すべてを破壊し尽くしても　砕かれぬものだけが真実


　すべてを焼き尽くした後に　残されたものだけが黄金


　正義でも愛でも救えないなら　もはや悪しかないだろ


　悪を！　悪を！　悪を！　悪を──







　最後のシャウトは静馬を物理的に圧あつ倒とうし、元来たスクリーンの向こうに吹ふき飛ばした。


「静馬!?」


　介かい抱ほうしようと近寄った涼子は思わず手を引っ込めた。静馬の全身が異常な熱気を放射している。自前の〈炎ほのおの虎とら〉による熱ではなく、ベルンハルトの歌とキメラギターの音のエネルギーを全身に浴びたためだ。静馬はギターを置いて地面を這はいずり、中庭の噴ふん水すいに頭から飛び込んだ。ジュウッという音とともに水蒸気が上がる。


「あっちィ！」


　地面に置き去りにされた自分のギターに触ふれようとした小関が跳とび上がった。ジージャンを脱ぬぎ、発火寸前まで加熱されたギターを扇あおいで冷ます。


　中庭の生徒たちのほとんどは静馬の様子を気にも留めなかった。魔王の歌声にすっかり魅み了りようされて熱ねつ狂きようしていたからである。近くにいた那智は不思議そうな顔で数秒間静馬を凝ぎよう視しし、やがてハッと我に返った。無意識のうちに頭上に突き上げていた右の拳こぶしを、左手でつかんでゆっくりとおろす。


「い……いけない！　あんな邪悪な内容の歌なのについ夢中に……」


　那智は涼子と大作に協力して三人で噴水の中から静馬を引きずり出した。ひとまず熱は下がっていたが全身に火ひ膨ぶくれができている。炎の神気の遣つかい手てが火傷やけどを負うなど洒落しやれにもならないが、逆に考えれば静馬でなければ炭化していたともいえる。


『歌合戦で大火傷とはどういうカラクリですか!?』


『よく分からんが、おそらく魔王の歌の出力が大きすぎてフォノンメーザーにでもなったんじゃろう』


『なるほど。それにしても草[image: ]君の歌は甘かったですね～。まるでサクランボのハチミツシロップ漬づけのように甘ったるくてもう……対するベル様の歌声はガツンとハートに響きましたね。私もハーレムに入ってもいいかな～なんて思っちゃいましたが……一応私も候補に含ふくまれるんでしたっけ？』


　ベル様呼ばわりされても魔王は気にせず答えた。


『選えり好みはなしだ。仲間外れを作っちゃ可か哀わい相そうだろ』


『さすが魔王！　何という太っ腹……いや、博愛精神の持ち主でしょう！』


　歌の魔力で興奮している中村はベルンハルトを無む闇やみに褒ほめちぎる。しかしもともとマインドコントロールを目的とした歌ではなかったためか少し経たつと多くの生徒が正気に戻もどり、悪を賛美する歌に心しん酔すいしていた自分に愕がく然ぜんとなった。


　静馬の火傷が重いのを見て、涼子は奈々子を呼んだ。


「菱沼先生！　手当てを……じゃなくて、救急車をお願いします！」


　その時、上空から中庭に棺かん桶おけが降下してきた。つい先ほどレグルスを運び去っていったものと同じ番号のデルザークである。ロケットを逆ぎやく噴ふん射しやして制動をかけつつ軟なん着ちやく陸りくすると、棺桶の蓋ふたが開いて若い男が降り立つ。レグルスが戻ってきたのかと思いきや、中身は別人だった。


　白いロングコート──というより長ランに近い形のジャケットを着た長身の男である。滑なめらかなエナメル風の銀白色の生き地じでできたコートには胸むな元もとで十字に交わる太い真しん紅くのラインがあり、聖職者の装しよう束ぞくといった印象があった。黒い長ちよう髪はつをオールバックにした東洋系と思おぼしき若い男で、ミラータイプのバイザーをかけているため目元は分からないが、すっきりと通った鼻筋に薄うすい唇くちびる、細ほそ面おもての輪りん廓かくと容よう貌ぼうは整っている。素顔はかなりの美形だと思われる。男は迷いのない足取りで涼子の方に向かってくる。気け圧おされた生徒たちは率先して男のために道を空けた。


「あ……あんた誰だれ？」


「レグルスに頼たのまれて来た」


　答えのようで答えになっていない。しかしその言い分を真に受けるならソルバニアの魔人であることは間ま違ちがいなかった。レグルスの名を聞くなり、気絶していたはずの静馬が起き上がり、涼子を脇わきに押しやってコートの男と対たい峙じした。火膨れで右目が開かないため左目で男をにらむ。


「な……何やお前は？　やんのか!?」


　コートの男は無言で右の拳こぶしを突つき出した。静馬は左掌てのひらでそれを受け止める。


　ブシュウッ！


　拳を止めた静馬の左手が沸ふつ騰とうしたように蒸気を発した。コートの男は一歩踏ふみ込むと、静馬の鳩尾みぞおちに左のボディブローを打ち込む。数歩後退した静馬は、下腹を押さえて身体を折った。全身からもうもうと湯気が上がり、皮ひ膚ふが爛ただれてみるみる黒ずんでいく。


「あわわ……し、静馬さん!?」


　大作は静馬の全身が泥どろのように溶けてしまうのではないかと心配して慌あわてた。しかし皮膚の爛れは間もなく止まり、まるで松の古木のようなゴツゴツとした質感になった。


「むう……うぐぐ、ぬがあああっ！」


　静馬は獣けもののような唸うなり声を上げると、両手で顔面を搔かきむしった。かさぶたのように乾かわいて固まった皮膚が剝はがれるのを見て周囲から悲鳴が上がる。しかし、その下から現れたのは瑞みず々みずしく艶つややかな赤しやく銅どう色いろの肌はだだった。


「痛っ！　痒かゆっ！」


　全身がむず痒いらしく、静馬は文句を言いながら身体中を搔きむしって硬こう化かした皮膚を剝がしていく。日焼けのしすぎで皮が剝むける現象はよくあるが、それが極きよく端たんになった──いわば蛇へびやトカゲの脱だつ皮ぴに近い。身体に張り付いた厚手の全身タイツを破りながら脱いでいるようなものだった。涼子はコートの男に尋たずねる。


「静馬に何をしたの!?」


「代謝機能を促そく進しんして皮膚を再生した。浅い傷ならついでに治る」


　男の言う通り、静馬の火傷はすっかり回復しているようだった。上半身の皮を剝き終えた静馬はズボンに手を突っ込んだ。


「おおっ……パンツの中、エラいことになっとる！」


「皮を投げるな！　汚きたねえだろ」


　皮膚が再生した後に残ったかさぶた状の皮のほとんどは老ろう廃はい物ぶつ──要するに垢あかである。それを投げつけられて逃にげ惑まどうザキたちを横目に、涼子は少し静馬から距きよ離りを取りながら質問を続ける。


「どうしてこんなことを……？」


「それが仕事だ」


　涼子はあらためて男の姿を見た。銀白色の服に真紅の十字──


「……もしかして赤十字の人!?」


「ドクター・カストルと呼べ」


　そう名乗った男の服の胸にはローマ数字の〈II〉に似たシンボルがあった。


『また見知らぬ来訪者が現れたようですが……右京さん、彼は何者なんですか？　それにさっきのレグルスと名乗る謎なぞの人物の正体についても教えてもらってませんが』


『彼らがここに現れるってのは物もの凄すごくスゴいことなんだが、口で説明しようにも伝わらねえからなあ……』


『そこをなんとか』


『さっきのレグルスは本人が言った通りに〈獅し子し座ざの男〉だ。ドクター・カストルは〈双ふた子ご座ざの男〉。そしてベルンハルトは──』


『ん？　待ちたまえ。ベルンハルトというのはドイツ語の名前じゃが』


『フランス語になるとベルナール、他のヨーロッパ系だとベルナルド……』


『英語ではバーナードになるな。バーナード星といえば地球から三番目に近い恒こう星せいで──つまり魔王は〈蛇へび遣つかい座ざの男〉というわけじゃな!?』


『何を納なつ得とくしているのか分かりませんが、星座と何の関かかわりがあるんです？』


『レイハが起動する際に現れるシンボルが〈蛇遣い座〉のそれじゃった理由がこれで説明できる』


『なるほど……他ほかには？』


『それだけじゃが？』


『だったら黙だまっててください。右京さん、解説の続きをお願いします。双子座の人は敵なんですか？　味方なんですか？』


『赤十字の人だから助すけ太だ刀ちは期待しない方がいい。その代わりと言っちゃなんだが、たいていの怪け我がは頼まなくても治ち療りようしてくれる』


『火傷を簡単に治しちゃいましたからね。どの程度の怪我までなら大だい丈じよう夫ぶなんですか？』


『〈銀星神医〉の異名を持つ男だ。手足の一本や二本は朝飯前。最悪、首から上さえ残ってればセーフだから安心していい』


『どんだけ名医なんですか!?　でもそんなに凄すご腕うでだと、手術後に法外な治療費を請せい求きゆうされそうですが』


『いやいや……もっと別の心配をした方が良さそうじゃぞ』


『何をですか？』


『これから起こるんじゃろ？　神の手を持つ名医が必要になるほどの事態がな』


　ざわっ……


　村雨のコメントを聞いて、全校生徒に戦せん慄りつが走った。


　合体怪かい獣じゆうが大暴れし、レイハを犠ぎ牲せいにして魔ま王おうが復活しただけでも十分すぎる異常事態なのに、それらをさらに上回る災害に巻き込まれることになるのか──何が来るのかと警けい戒かいし、息をひそめて周囲を見回していた生徒たちの間からアッと声が上がった。


　魔王を映し出しているスクリーンの映像の中に、のっそりと立ち上がる人ひと影かげがあった。


　身長二メートルを超こえる、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる巨きよ漢かん──南雲慶一郎である。





「フン……ようやく復活か。この魔王をさんざん待たせやがって、何様のつもりだ？」


　ベルンハルトは忌いま々いましげに鼻を鳴らし、牙きばを剝いて毒突いた。


「余興のおかげで退たい屈くつはしなかったはずだがな。こっちは耳みみ障ざわりな騒そう音おんで迷めい惑わくしたが」


　慶一郎はこれ見よがしに小指で耳の穴をほじった。魔王の歌のエネルギーは静馬に集中していたため直ちよく撃げきを受けたわけではないが、それでも神気で全身を防ぼう御ぎよしていなければ余計なダメージを被こうむっていたところだ。


「おかげで気息が乱れて回復が二分ほど遅おくれたぞ」


「少し急せかしてやっただけだ。いつまでも死んだフリが通用すると思われちゃかなわんからな」


　二人の会話はスクリーンを見ている観客全員が聞いていた。魔王の台詞せりふは、樋口や中村のインタビューにフランクに答えたことをはじめ、静馬との歌合戦等々の行こう為いはすべて慶一郎の回復を待つ間の暇ひまつぶしに過ぎなかったことを示し唆さしている。


「ベルナール・シモンだかバーナード・サイモンだか知らんが……」


「ベルンハルト・ジーモンだ」


「本物の魔王なら名前はどうでもいい。お前に訊ききたいことがある。答えてもらうぞ」


　魔王に対する慶一郎の物言いに、生徒たちの間に静かな驚おどろきと興奮が波のように広がっていく。大門高校の守護神は、何が現れようと決して動じることがない。それが魔ま女じよっ子だろうとソドムだろうと──魔王であっても同じことなのだ。


「鬼塚美雪はお前と契けい約やくして魔法使いになった……この世界から去ったのもあの子の意志かもしれん。だが、それをただの家出で片付けるわけにはいかん。烈飛鈴リ・ーフエイリンが拉ら致ちされているからな」


『その通りよ。飛鈴を返しなさい！』


　二年Ｂ組の教室内に開いているスクリーン越ごしに烈玲凰レイフアンが訴うつたえた。


「確かに、烈飛鈴は自分の意志で行方ゆくえをくらませたわけではない。花はな嫁よめに会いたいか？」


　慶一郎に異論があるはずもない。ベルンハルトが天に向かって右手の指を鳴らすと、シュバルツカステルから目ま映ばゆい光の柱が降りてきた。まるで光が凝ぎよう結けつして物質化したように美び麗れいなクリスタルの階段と玉座スローンが魔王の背後に出現する。そこに腰こし掛かけているのは純白のドレスに身を包んだ飛鈴だった。


『おお、飛鈴先生だ！』


『うわ～、綺き麗れい──』


『うむ、あれこそまさに九龍カオルーンの花嫁だな』


『飛鈴姉様～～ッ！』


　生徒たちの声に混じって芍花シヤオフアと苺花メイフアの双ふた子ごの黄色い声も聞こえてくる。しかし飛鈴は夢見るような表情で視線を宙に漂ただよわせたままで無反応である。


『──あれが飛鈴先生やと!?』


　怪け訝げんそうな声は静馬のものだった。


『オレにはどうもそうは見えへんねやけどな。涼子、お前はどや？』


『ドレスは何色に見える？』


『そんなもん決まっとるやろ。真っ黒や』


『あたしの右目には白と黒の両方に見えるわ』


『グレーっちゅうことか？』


『白いドレスを着ているのは飛鈴先生よ。でも黒いドレスを着ている時は──』


『美雪ちゃんに見える──そういうことやな!?』


　その言葉を聞いたとたん、玉座に腰掛けている飛鈴の姿が黒いドレスを着た少女に一いつ瞬しゆんで変わった。目を凝こらして見ても、そこにいるのは鬼塚美雪に間違いない。


「それは何だ!?　幻まぼろしを見せて騙だまそうというのか？」


「魔王にクレームを付けるんじゃねえよ。見たまんまの姿さ」


　ベルンハルトは階段を上って玉座の傍かたわらに立つと、美雪のおとがいをつかんで顔を左右に動かした。見る角度で絵が変わるホログラムのように白いドレスの飛鈴と黒いドレスの美雪に交こう互ごに入れ替かわって見える。


「どうして二人に見える？」


「二人いるからさ。ご覧の通り、現状、鬼塚美雪と烈飛鈴は重なって存在している。花嫁だけ帰すというわけにはいかんなあ」


「なら二人とも返してもらうまでだ」


「そいつは断る」


　ベルンハルトは美雪／飛鈴の肩かたに腕を回して抱だき寄せると、先せん端たんが二ふた股またに割れた特大の蛭ひるのような青黒い舌を伸のばして花嫁の頰ほおをベロリと舐なめた。


「絶望に沈しずむ魂たましいは極ごく上じようの甘かん露ろ──味わい尽つくさぬうちに手放すなんて勿もつ体たいない真ま似ねができるか」


　魔王の口が耳まで裂さけ、尖とがった歯がずらりと並ぶ歯は茎ぐきを剝き出しにして笑った。最初に現れた神こう々ごうしい姿からは想像もつかない邪じや悪あくな笑みだ。


　慶一郎は無言で一歩、階段に向かって足を踏ふみ出した。


「おおっと、動くんじゃねえ──」


　ベルンハルトの右手に魔素が集まり、ソフトボール大の暗黒の球体となった。爪つめを弾はじいた火花により点火され、オレンジ色の火球となって撃うち出される。


「──〈ファイヤー・ボール〉！」


　火球は慶一郎の目前で軌き道どうを変え、二つの校舎を結んでいる渡わたり廊ろう下かに着ちやく弾だんした。


　ボグオォン！


　紅ぐ蓮れんの爆ばく炎えんが膨ふくれ上がり、二〇名以上の生徒もろとも渡り廊下が崩くずれ落ちる。悲鳴とともに瓦が礫れきが落下する音が響ひびき、粉ふん塵じんが辺りに広がった。


　あちこちから上がる絶ぜつ叫きよう。


　パニックに陥おちいり逃げ惑う生徒たち。


　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす静馬や涼子たち──


　それらの様子がスクリーンにつぶさに映し出される。


　粉塵の白い煙けむりが薄うすまると、山をなした瓦礫の下した敷じきになった生徒たちの惨さん状じようが明らかになった。涼子はドクター・カストルに目を向けたが、〈銀星神医〉は顎あごに手を当て思案顔のまま動かない。


　──ガサッ。


　破は壊かいされた渡り廊下のコンクリート塊かいのひとつがひょいと持ち上がり、潰つぶされたはずの男子が顔を出した。


『……あれ？』


　その男子は優に五〇キロはあろうかというコンクリート塊を軽々と持ち上げ、脇わきに押し退のけた。瓦礫の山のあちこちから同様にして生徒たちが這はい出てくる。


『どうなっとんねん？』


　静馬が駆かけ寄ってひと抱かかえもある破片を持ち上げようとすると、すっぽ抜ぬけたように勢い余って尻しり餅もちをついた。


『……か、軽い！　発はつ泡ぽうスチロールみたいになっとるぞ!?』


『ウソでしょ!?』


　涼子も試ためしに手て頃ごろなコンクリート片を拾ってみたが、見た目は重そうでも二本の指だけで簡単に持ち上げられるほど軽く、殴なぐられても痛くも痒かゆくもないほど柔やわらかい。崩れる渡り廊下と一いつ緒しよに落ちてきた生徒たちも破片が逆にクッションになって全員が怪我ひとつしていなかった。


『……う、右京さん、これはいったい……？』


『魔法で破壊すると同時にコンクリートや鉄骨の組成を緩かん衝しよう材ざいに変化させたんだ』


『なっ……何ということでしょう！　あの〈ファイヤー・ボール〉の半分は優やさしさで出来ていたとは!!　ビバ、魔王！』


　渡り廊下にいた生徒とその友人たちは抱き合って無事を喜び合っているが、周囲の多くはあまりに衝しよう撃げき的てきな出来事を目まの当たりにして立ちすくんでいた。


「ククク……今のは名めい刺し代がわりの挨あい拶さつだ」


　ベルンハルトは尊大に胸を張る。


「復活早々につい目から怪かい光こう線せんなんて品のない技を使っちまったが、魔法使いたるもの、まずは〈ファイヤー・ボール〉でご機き嫌げん伺うかがいするのが常道ってもんよ。とはいえ普ふ通つうに撃つのも芸がないし、わざわざカストルに見せ場を作ってやるのも業ごう腹はらだ。『お約束は守る』『度ど肝ぎもも抜いてみせる』──両方やらなきゃならねーのが〈魔王ラスボス〉のつらいところだな」


　口調こそ軽いが、言葉の意味するところを悟さとった生徒たちに笑顔はない。ベルンハルトが本気で闘たたかえば流ながれ弾だま一発で多数の死傷者が出ることは明白で、しかも慶一郎の方にはそれを気にする余よ裕ゆうはないのだ。名医が必要になる事態とはつまりこういうことである。


「さて、と……南雲慶一郎。お前の質問には答えた。今度はこの魔王の問いに答えてもらうぞ」


　慶一郎は油断なく気息を整えて神気を養いながら無言で頷うなずく。


「お前の目的はこの二人を取り戻もどすことだろう？　それだけのために、ゲロっちまいそうな恐きよう怖ふに耐たえながらこの魔王と闘う必要はないと思うがね」


「……何が言いたい？」


「俺と手を組め。そうすれば世界の半分をくれてやろう。この二人もお前のものだ──実に明朗かつ簡単な話だろ？」


　校内が水を打ったように静まり返り、二秒の空くう隙げきの後に一気に騒そう然ぜんとなった。


『ええええ～～っ！』


『な、な、なぁにィィィ──ッ!?』


『闘って勝たなくても美女と世界の半分が……!?　濡ぬれ手てに粟あわじゃねえか！』


『いや待て、これは罠わなだ！　「はい」と答えた途と端たんにレベル１に戻されるぞ』


『夢オチエンドじゃないのか？』


『そんなことより魔王と南雲先生が組んだら鬼おにに金棒どころか最終兵器……もう誰だれにも手がつけらんねえぞ!?』


『──南雲慶一郎！』


　烈玲凰の鋭するどい声が響いた。


『せっかくだからもらっときなさい！　もらった世界の半分が手に余るようなら、私に預けてくれればいいから』


　目が＄マークになっている玲凰に、傍そばにいる双子はドン引きしている。


『これはひどい』


『菱沼先生と同じレベルじゃないか』


『スケールがデカい分だけ余計に質タチが悪いな～』


　ただでさえ利に聡さとすぎる成金根こん性じようが露ろ呈ていし始めていたこともあり、大半の生徒からの評価もだだ下がりだった。


「生まれたての子犬じゃあるまいし」


　慶一郎は玲凰を冷ややかに一いち瞥べつし、魔王に向き直った。


「さあ、返答やいかに？」


「当然断る。どちらもそもそもお前の所有物じゃない。それをくれると言われてもな」


「フン……愚おろかな！」


　ベルンハルトがマントを翻ひるがえすと、暗黒の魔素が瘴しよう気きとなって吹ふきつけた。瘴気は慶一郎の身体からだに触ふれる前に神気に灼やかれて蒸発する。


「どうあってもこの魔王に挑ちよう戦せんするつもりか……ならばルールを決めねばならんな」


「お前にそんな権利があるのか？」


「あるとも。忘れたのか？　〈Ｋファイト〉では挑戦を受ける側に対戦の日時、競技内容と勝利条件、及および報ほう酬しゆうを決める権利が認められている」


「Ｋファイト……だと!?」


「この学園祭の〈Ｋウォーズ〉でも基本は同じだ。違ちがうとは言わせんぞ」


　生徒たちの目がまず静馬に向かい、次に藤堂校長に集まった。スタッフから渡されたマイクで藤堂がＫファイト実行委員会代表としてのコメントを発表する。


『確かにベルンハルト君の言う通りだ。〈Ｋウォーズ〉は対外試合がメインとなるため、校外からの参戦者に優先選せん択たく権が与あたえられる。対戦競技の形式と、勝利条件を提示していただこう』


「対戦形式は使用武器及び魔法無制限の自由格かく闘とう。勝利条件は自力回復による生命維い持じ不能レベルまでの肉体破壊。このベルンハルトは不死身だが、細さい胞ぼうの再生能力を超こえるダメージを与えられれば敗北と見なす。つまり肉体再生には魔法を利用しない」


「つまり死んだら負けということだろう。わざわざルールで決めることもない」


「取り決めはもうひとつある。勝者に与えられる報酬だ」


「その二人はお前のものじゃないと言ったはずだが？」


「もちろん別のモノだ。この俺様を倒たおした者こそが〈Ｋウォーズ〉の優勝者──これに異論はあるまい？　だがその報酬を一人にのみ与えるほど俺もしみったれちゃいない。魔王を見事倒した暁あかつきには、この場にいる全員に褒美を取らせて進ぜよう」


　褒美と聞いて生徒たちは色めき立つ。


『魔王がくれる褒ほう美びって何だ？』


『金銀財宝とか、ありきたりなもんじゃねえよなあ』


『レイハの代わりに学園祭の続きを手伝ってくんないかな』


『そういや初日からこれだもんな。壊こわしたところは責任持って直してもらわないと』


　世界征せい服ふくの片棒を担かつがされそうになったり、ファイヤー・ボールで爆ばく破はされそうになったばかりのため、何となく生徒の要望もささやかなレベルに落ち着いている。


「ここは決戦の舞ぶ台たいとしては相応ふさわしくない。お色直しと洒落しやれ込こむか」


　招くように魔王が両手を差し上げると、上空の逆さ魔城──シュバルツカステルが急激に巨きよ大だい化した。今度は光学的な拡大ズームではない。城その物が崩ほう壊かいしながら落下して来ているのだ。


　城の影かげが頭上を覆おおい尽つくした次の瞬しゆん間かん──襲おそってきたのは上から押おし潰される衝撃ではなく、真下から突つき上げる震しん動どうだった。文字通り瞬またたく間まに、大門高校の敷しき地ちすべてが裏返ったシュバルツカステルと合体融ゆう合ごうしていた。慶一郎と魔王が対たい峙じしていた旧校舎の屋上は円形闘とう技ぎ場と化し、中庭にいた静馬や涼子たちはその闘技場を囲む階段状の城じよう壁へきの上に移動させられていた。美雪／飛鈴はクリスタルの玉座ごと貴き賓ひん席せきに移っている。


『おおーっと、これはどうしたことでしょう!?　つい今しがたまで特設スタジオにいたはずの私たちですが、いつの間にやらリングサイドの実じつ況きよう解説席に移動しています！』


　闘技場脇にあるトーチカのような実況席にアナウンサー中村と解説の右京、ドクター村雨らが陣じん取どっている　藤堂校長もちゃっかりその並びに連座していた。


『何しに来たんですか？』


『本気で不思議そうに訊きくのはやめてくれたまえ。Ｋウォーズ最終決戦をこの私が生徒に混じって立ち見などあり得ん』


『間に合ってるのに……』


　慶一郎は正面の魔王に注意を払はらいながら周囲を確認した。生徒たちは高い位置から観戦しているため飛び道具の撃ち合いになっても巻き込む危険は少ない。屋上では魔王と美雪／飛鈴の位置関係が気になっていたのでこれで心置きなく闘える。


「それで？　お前が勝った場合はどうなる」


「あれを見るがいい」


　ベルンハルトが天を指さす。先ほどまでシュバルツカステルがあった位置に、黒い球体が浮うかんでいた。魔城が消しよう滅めつしたことにより見えるようになったのか、新たに召しよう喚かんされた物体か、あるいは幻げん影えいなのかは判別できない。光を反射しない材質で、まるで空中に開いた黒い穴にも見えるが、表面に赤く光る甲こう骨こつ文字の帯がかかり、目玉のような模様が浮かんでいるため球体だと認識できる。


「あれは〈ペナント〉だ」


「ペナント……旗には見えないが」


「征服した山の頂に立てる旗と同じものだ。ペナントを地上に撃うち込めば、ソルバニア・コロニーがディラックの海から通常空間に帰き還かんするための道標となる。つまり地球とソルバニアが強力な因果で結ばれるわけだ。あれが落ちる前にこの俺を倒せないとどうなるか──説明するまでもないよな」


　ペナントと呼ばれた球体が空中を移動して太陽に重なった。陽光が遮さえぎられて皆かい既き日につ蝕しよくが起こり、大門高校を中心とした付近一帯が薄うす闇やみに包まれる。闘技場の周囲に篝かがり火びが焚たかれた。日差しがなくなったことで体感温度が二度ほど下がった。


『に……日蝕です！　白昼だというのに夕闇を思わせるこの暗さ！　この魔王を倒さぬ限り、もはや我々に二度と太陽は微笑ほほえまないのか～ッ!?』


「その通り！　〈約束の地〉への回帰を確実なものとすればソルバニアの民たみのイライラも解消されて皆みんなニッコリって寸法よ──すなわち！　これが！　俺の答えだ！　さあ、破れるか!?　や・ぶ・れ・る・か～～～～ッ!?」


　ベルンハルトの全身から高圧の魔素が黒い炎ほのおとなって噴ふき上がった。


　それに呼応するように慶一郎の神気が高まり、巨体が黄金色の光に包まれる。


『Ｋウォーズ最終決戦──レディ……ＧＯ!!』


　藤堂校長が手ずからゴングを打ち鳴らした。


　慶一郎の両手の間に集まった神気が星雲の如ごとく渦うずを巻いて圧力を高めていく。ベルンハルトは両手を左右に広げ、揃そろえた指先の軌き道どうで蛇へび遣つかい座ざのシンボルを描えがいた。最後に胸の前で両りよう腕うでを逆十字に交差させる。同時に慶一郎も両手を突き出した。


「──〈天てん覇は龍りゆう凰ほう拳けん〉!!」


「──〈ソルバニウム光線〉！」


　慶一郎の背せ丈たけに匹ひつ敵てきする黄金色の巨大神気弾と、青黒い魔素のビームが正面から激げき突とつした。ほとばしる異質なパワーの奔ほん流りゆうが闘技場の中央でぶつかり合い、発生した爆ばく風ふうが観戦している生徒たちのところまで吹きつけてくる。


　光と闇のビームはほぼ同時に消滅した。完全に互ご角かく──周囲からはそう見えたが、慶一郎には自分が撃つのを止めたからベルンハルトも照射を中断したのだと分かっている。


「やはり撃ち合いではケリがつかんか」


　そう言うと、ベルンハルトは自分から大おお股またに歩いて近付いてきた。確かに近寄らなければ有効打は期待できないが、それはむしろ慶一郎の台詞せりふであり、魔ま法ほう使つかいである以上格闘戦には応じまいという予想を裏切る行動である。内心怪け訝げんに思いつつ慶一郎も無造作な足取りで間合いを詰つめていく。


　互たがいの距きよ離りが二メートルを切った時、魔王のマントに変形していた翼よく腕わんが左右に広がった。真っ赤な飛ひ膜まくの内側に無数の目ま蓋ぶたが現れ、一いつ斉せいに開かれる。


「──〈ガンマー・フラッシュ〉!!」


　一〇〇の目が目ま映ばゆい閃せん光こうを焚いた。


　目を閉じていてさえ網もう膜まくを焼く光が閃ひらめいた瞬間、慶一郎はすでに背を向けていた。真後ろを向きながら身を沈しずめて足あし払ばらいを仕し掛かけ、魔王の両足を刈かる。足払いとはいえ並の人間なら両りよう膝ひざを砕くだかれる威い力りよくである。一いち撃げきを受けたベルンハルトの身体はその場で臍へそを中心として一八〇度回転した。


「〈飛ひ龍りゆう……」


「──〈真・魔眼光殺法デモンズ・メーザー〉!!」


　追撃を加えようとした寸前、逆さまになった状態の魔王の双そう眸ぼうから稲いな妻ずま状のビームが発射された。慶一郎は手で床ゆかを叩たたいて身体を浮かせてビームを躱かわし、錐きり揉もみを打ちながらベルンハルトの胸を蹴けって間合いを離はなす。〈魔眼光〉は床を薙なぐように走り、観客のいる城壁の一部を破は壊かいした。


『ううっ、目が……い、今の一連の攻こう防ぼうは何が起きたんですか!?　殴なぐり合うと見せかけていきなり目め潰つぶし的な攻撃とは……セコい！　なかなかのセコさですよ!?』


『安心したまえ。私にはすべてが見えている』


『グラサンがたまたま役に立っただけでしょうが』


『ところで今の光は六〇〇〇万一カンデラぐらいじゃったかのう』


『ベータカプセルくらいだろ』


　村雨は自前のセンサー付きゴーグルを、右京は溶よう接せつ用のサングラスをかけていたため無事だったが、中村同様にガンマー・フラッシュを直視してしまい目の不調を訴うつたえる生徒が続出し、ドクター・カストルが手当てして回っている。


「チッ、視力さえ奪うばっとけばやりたい放題だったのによ～」


　毒突くベルンハルトに向けて慶一郎は〈神しん飛ひ拳けん〉を撃った。魔王は避さけようともせず、神気弾はマントの表面で砕け散って何らダメージを与えられない。魔法によって特別な防ぼう御ぎよシールドが張られているわけではなく、ソドムと比ひ較かくして単純に魔素の密度が桁けた違ちがいなのである。


「ふうーん……まともにやり合ってもつまらんよなあ～」


　ベルンハルトは何やら悪わる巧だくみを思いついた顔になると、マントで全身をすっぽりと包んで黒い繭まゆと化した。その姿のまま慶一郎に向かって滑すべるように走る。


　慶一郎は引きつけてから右手で〈龍りゆう勁けい掌しよう〉を放った。敵の出方が予測できないため面の攻撃で迎むかえ撃つ腹だ。神気の衝しよう撃げき波はというべきこの攻撃を突とつ破ぱされた場合に備えて左手は空けてある。


　黒い繭は〈龍勁掌〉の衝撃波を受けて砕け、無数の黒い羽毛となって飛び散った。


（手て応ごたえが──ない!?）


　攻撃は真後ろから来た。針のように鋭するどく一点を狙ねらってくる殺気。慶一郎は身体を開き半身になって躱す。寸前まで慶一郎が立っていた場所に踏ふみ込んできた黒い影が右手を突き出す。それに左の掌を合わせて受けると、魔素の衝撃波が撃ち込まれてきた。


　ガガガガガォォン!!


　黄金色と暗黒の二色の波は紋もんが幾いく重えにも広がる。慶一郎と黒い影は互いに押し戻もどされて後退した。


『おおっ……あれ？　魔王が……って、ええ!?』


　中村が思わず実況を忘れてどもった。今しがた慶一郎と撃ち合った人物はベルンハルトではなかったからだ。身長は一八〇センチに届かず格かく闘とう家かとしては小こ柄がらで、筋肉の量にしても平均的、むしろスマートすぎるといえる。銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねをかけた秀しゆう才さい風の容よう貌ぼうで、二メートルを超こえる巨きよ漢かんである慶一郎とはとても対等に闘たたかえそうにない少年だった。


『ひ……氷室君──？』


　結ゆう城きひとみは闘技場で慶一郎と相対している少年と、自分の隣となりにいる人物を見比べた。城壁の塀へいの上を走ってやってきた静馬が大声で呼びかける。


『おい那智！　アレは何や!?　何でお前があそこにいてんねん？』


『誤解を招く言い方はよせ。だったらここにいる僕ぼくは誰だれだ？　言っておくが僕には双ふた子ごもいなければそっくりな兄弟もいない！』


　氷室那智は戸と惑まどいを隠かくせない顔で抗こう議ぎした。


　闘技場にいる少年は那智と瓜うり二ふたつである。違ちがいといえば本物よりも肌はだが浅黒く、眼鏡のデザインが角張っているところくらいで見分けがつかない。自分とまったく同じ姿をした人間を肉眼で客観的に見るという経験は想像以上に奇き妙みようかつ衝撃的だった。


『お前がホンモンってちゅうことは、あっちはニセモンか？』


『当然そうに決まってる』


『色黒っちゅうことは２Ｐ用やな。ダーク那智？　ブラック那智……そうか、アレがホンマの那な智ち黒ぐろか!!』


『何を納なつ得とくしてるのか分からないが……』


『あっちがやられたらお前も同じとこを怪け我がするとか、そういう呪のろいのドッペルゲンガー的なやつとちゃうやろな？』


『それは……まさか、そんなことでは困る！』


　心配になった那智は身を乗り出して闘とう技ぎ場じようを注視した。黒那智の姿が不意に搔かき消え、慶一郎の背後に瞬しゆん間かん的てきに移動する。〈ターボ・ラヴァー〉による神速の歩法だった。


『技までコピーしているのか!?　だったらさっきのも──』


　黒那智は〈ターボ・ラヴァー〉でジグザグの軌道を描えがき、再び慶一郎に密着する間合いに飛び込むと、必殺の掌打〈ワン・ショット・アット・グローリー〉を撃ち込んだ。


　ガガガォン！


　慶一郎は〈龍勁掌〉で受けるが、死角から襲ってくる手口に完全には対応しきれず、防御的に使うだけで反はん撃げきを返せない。


（この歩法……秘宗拳の迷めい踪そう芸に似ている!?　いや、蜘く蛛もの巣すの上を走るような軌道が似ているだけか。動きはそれほど複雑じゃない）


　黒那智の〈ターボ・ラヴァー〉は直線的な機動しかできない。しかし常に相手の追撃を躱しつつ死角に入り込む動きになるため、敵からすると追えば逃にげていくのに気が付くと肉にく薄はくされているという奇妙な状態に陥おちいらせる幻げん惑わく技である。


『クソッ、思たより粘ねばるやないか！　チョコマカ逃げ回りやがって』


　静馬は黒那智が慶一郎を翻ほん弄ろうしているのが気に食わないらしい。ヒット＆アウェイは那智の基本戦法だが、黒那智はおよそ考え得る最も効率的な立ち回りをしている。那智は観戦しながら『この瞬間、自分ならこう動く』と考えた通りの行動をなぞる偽にせ物ものに、まるで自分がコントロールしているような錯さつ覚かくを覚えながら、同時に理性では必死に否定していた。おそらく立場が入れ替かわったなら那智には同じようには動けないだろう。理想的な動きとは恐きよう怖ふを克こく服ふくし肉体の性能を限界まで引き出してこそ可能なものであり、戦闘機械ならぬ生身では呼吸が、筋肉が、神経が──何より精神が保もたない。


　数合の打ち合いの後、黒那智が回かい避ひ行動に移った瞬間、慶一郎の姿が霞かすみのようにかき消えた。


『いけない！』


　那智は慶一郎に動きが読まれたのを悟さとって思わず声を上げた。


　同じ神速の歩法である〈旋つむじ駆がけ〉で〈ターボ・ラヴァー〉の移動先に先回りした慶一郎は、軌き道どう変へん更こう間ま際ぎわの隙すきを狙って正面から掌打を叩き込んだ。射界深度の浅い〈ワン・ショット・アット・グローリー〉と〈龍勁掌〉では釘打ちバンカー機と散さん弾だん銃じゆうほどの違いがある。正面から神気の衝撃波を浴びた黒那智は身体からだごと浮うかされ数メートルも吹ふっ飛ばされた。


『ああ～……って、違うのよね？　ね？』


　那智本人がやられたわけではないと知りながら訊たずねるひとみに、那智は曖あい昧まいに頷うなずいた。とりあえず呪いではないらしいので肉体的なダメージはないが複雑な気分だった。


　黒那智の身体が黒い羽毛の渦に包まれ、姿が変わる。今度はアフロヘアのストリート・バイパーズ──ワイルドアンセムのザキだった。


『うおっ、誰だ？　あのハンサムは!?』


　わざとらしく驚おどろきの声を上げたのは本物のザキである。偽物はアフロヘアの両りよう端たんが微び妙みように尖とがっていた。


「──〈クリムゾン・ゲイザー〉！」


　黒ザキが拳を床に叩き付けると、鮮せん血けつを思わせる深しん紅くの魔素が間欠泉の如く噴ふん出しゆつし、瞬時に結けつ晶しよう化した。慶一郎は攻こう撃げき範はん囲いを見切って躱したが、黒ザキは突つき蹴りで結晶を砕き、破片を広範囲に撒まき散らした。魔素が結晶したナイフのように鋭い散弾が慶一郎を襲おそう。神気の発勁で急所を防御するも、肩かたや脛すねに突き刺ささる。


『なにぃ!?　そんな使い方が？』


　ザキが呻うめくように言った。〈クリスタル・ゲイザー〉には結晶を爆ばく発はつさせる派生技があるが、破片は主に上方向に飛ぶため、あくまで初弾を当てた上での追撃が主な使い途みちである。蹴り砕いて水平方向に破片を飛ばす裏技はザキも思いつかなかったらしい。


　黒ザキが空中前転から両足をＶ字に伸のばして浴びせ蹴りを仕掛けた。踵かかとからは魔素の毒どく牙がが伸びている。必殺の踵落とし〈ベノム・ストライク〉──慶一郎の両肩に突き立てられるはずのその毒牙は、寸前で止まった。慶一郎が両手でガッキと受け止めたのだ。


　慶一郎はつかんだ黒ザキを脳天から床に叩き付けた。黒ザキは身体を反らせて床に手をつき、足を振ふって慶一郎の手から逃のがれるとバク転で後退し、追撃してくる慶一郎にカウンター狙いの〈クリムゾン・ゲイザー〉を放つ。追撃を一いつ拍ぱく遅おくらせ攻撃を外させた慶一郎は、〈クリムゾン・ゲイザー〉が結晶化した瞬間に〈双そう龍りゆう勁けい〉を撃うった。


　バギィィン！


　今度はさっきとは逆に、砕かれた結晶が黒ザキに襲いかかった。結晶化しているとはいえ元が魔素であるため神気の衝撃波で大半が消しよう滅めつしたものの、黒ザキは破片を全身に浴びて吹き飛ばされる。


　三度、黒い羽毛が舞まい、黒ザキの姿が変わった。今度はパンクロッカー風の男だ。


『やっぱり俺か。だけど相手がアレじゃちょっと荷が重いな』


　ハルが独りごちる。黒ハルは肩が尖っているところが本物と違うが微妙な差でしかない。


　解説席の村雨が口を開いた。


『澁しぶ澤さわ君。ひとつ質問しても構わんかね？』


『あんたの考えてることはだいたい合ってるよ』


『そうか。やはりな……む？　合っているというのはどこまでの話かね？　こう見えてもワシは一度に様々な可能性を考こう慮りよしとるんじゃが』


『だからだいたい合ってるっつったんだよ』


『ふむう……するとベルンハルトが生まれた時代は案外そう遠くない未来ということになるが──』


『何なんですか!?　誰にも分からないコメントを垂れ流しにしないでください！』


　中村がたまりかねて口を挟はさむ。


『いやなに、魔王がどうして他の〈神威カムイの拳けん〉の遣つかい手てに変身できるのかと質問しようとしたんじゃが、ワシの想像通りなら、魔王は復活に際して彼らの流した血を得ているからその遺伝情報を基もとにしているのじゃろう。しかし問題は、どうしてそもそも〈神威の拳〉の遣い手の血を必要としたのかという点じゃ。魔王を復活させるにはその依より代しろとなる器うつわ──つまり肉体を用意せねばならん。〈神威の拳〉の遣い手たちの遺伝情報がそれに利用されたということは、血けつ縁えんで言えば案外近い世代だとも考えられる。しかしそれとは別の可能性もある。魔王は単純に直系の子孫ではなく、遺伝情報を合成することで人工的に生み出されたハイブリッドなのかもしれん。そして……』


『よく分かりました。続きは後でお願いします』


　長々と仮説を聞かされた挙げ句に結論が出ないというパターンに飽あき飽きしている中村はさっさと見切りをつけて切り上げた。だいたい分かればもう十分なのだ。


　闘とう技ぎ場では黒ハルが慶一郎に攻こう撃げきを仕し掛かけていた。魔素をトランプカードのサイズに圧縮し飛び道具として連射する。慶一郎が神気の発勁で迎げい撃げきすると、カードは派手な爆発を起こして視界を遮さえぎった。一発あたりの威い力りよくは低く、牽けん制せいと目め眩くらましが主な使い途らしい。


　爆ばく煙えんの向こうに追加のカードを放とうとしている黒ハルの姿を認めた慶一郎は、〈神飛拳〉を撃った。飛び道具を消しつつ黒ハルを攻撃するつもりだったが、神気弾は黒ハルの左に大きく逸それて床ゆかに着弾する。


「────!?」


　右に回り込んだ黒ハルが五枚のカードを水平に掃そう射しやした。右手で空間を薙なぎ払はらい、神気の防ぼう御ぎよ壁へきを作ってカードを誘ゆう爆ばくさせる。余よ裕ゆうをもって迎撃したはずが、防壁をすり抜ぬけた一枚が右の腿ももを掠かすめた。痒かゆみに似た痺しびれが走る。


（何だ……!?）


　慶一郎の勘かんが異変を告げていたが、その正体が分からない。間合いを詰つめようとすると、黒ハルは右方向に逃げていく。〈ターボ・ラヴァー〉のように幻惑する歩法を用いている様子がないにもかかわらず、一向に距きよ離りが縮まらなかった。


『どうしたことでしょう？　南雲先生の動きが妙みようです！　何かの作戦でしょうか？』


『いや……あれは本人も気付いていないようだが』


　不ふ穏おんな空気の中、本物のハルだけがニヤニヤ笑いを浮かべている。


　黒ハルが両手を使って一〇枚のカードを放った。跳ちよう躍やくして躱かわそうとするが、避よけきれずに三枚も食らってしまう。慶一郎は背筋に氷柱つららを差し込まれたような悪お寒かんを感じた。数こそ多いが特別に速くもなく、決して避けられない攻撃ではない。慶一郎は意を決して〈旋駆け〉を使い、カードを使われる前に拳の届く間合いに捉とらえようとした。


「──なっ!?」


　黒ハルに向かって一直線に近付いたはずが、相手の姿は視界から消えていた。


　直後──真後ろに蹴けりを出したのは本能の為なせる業わざだった。


　ガッ！


　クリーンヒットはしなかったが人間を一人蹴り飛ばした感かん触しよくがあった。同時に刃は物もので脹ふくら脛はぎを切られた鋭するどい痛みが襲う。黒ハルの右手の魔素のナイフで切りつけられたのだ。


『おおっと、今のは危なかった！　高速移動して敵に背中を向けたのは、わざと隙を見せて攻撃を誘さそう手だったのでしょうか!?』


（自分から背中をさらした……俺が!?）


　中村の実じつ況きようが事実なら、敵に接近するはずがその横を素す通どおりしたことになる。致ち命めい的てきな何かが起きていることは間ま違ちがいない。


　慶一郎は目を閉じ、右手の指を弾はじいて鳴らしてみた。その瞬間──すべてが理解できた。


（そういうことか！）


　目を開き、黒ハルを正面に捉える。カードを放つ構えを見せた瞬間、カウンターで〈神飛拳〉を撃つ──およそ七五度右前方に向けて。


　ドゴォン！


　まったくの無警戒だった黒ハルは〈神飛拳〉の直撃を受け、もんどり打って倒たおれた。


『あっちゃー、バレちまったか』


　本物のハルが苦笑いを浮かべる。観戦している生徒の大半は何が起きたのかすら理解できずに戸と惑まどった。


『これはどういう……』


『あのカードを飛ばす技は〈ミスティー・ワールド〉──破は壊かい力は大してないが、食らうと五感の方向感覚が狂くるう。カス当たりでも少しずつ左にズレていくんだ』


　右京がここぞとばかりに解説する。教えると簡単に対応してしまうため今までだんまりを決め込んでいたのだ。慶一郎がカラクリに気付いたのは、右手の指を鳴らした音が前方から聞こえてきたからだった。


　慶一郎は全身から神気を閃ひらめかせ、身体に張り付いた魔素のカードを焼き尽つくした。〈ミスティー・ワールド〉の効果が消え、世界が右に七五度回転して元に戻もどる。


　黒ハルは羽毛の渦うずに包まれ、四度目の変身を果たした。その直後──生徒たちの間にこれまでの比ではない大きなどよめきが起こった。


『な、な、なぁにぃぃぃぃ──っ!?』


『げえっ！　あれは……まさか、えええ？　そんな──』


『こんな対戦カードありなのかよ！』


『こいつは問題……いや予想外！』


　生徒たちは嘆なげいているのでも憤いきどおっているのでもない。むしろ多くが驚きと期待で目を輝かがやかせ、笑顔になっていた。そこに現れたのは誰だれあろう、藤堂鷹王（偽にせ）その人だったからである。姿形はそのままだが全体的にモノトーンのカラーリングになり、サングラスが三角形に尖っていていかにも悪人っぽい。中村が興奮して叫さけんだ。


『南雲先生！　この敵は速そつ攻こうで──有う無むを言わさず瞬しゆん殺さつでお願いします!!　見せ場を作ってやろうなんて優やさしさは必要ありませんから！』


　どういうわけか藤堂校長が実際に強いのは困るらしい。


（それにしてもずいぶんな言われようだな）


　慶一郎は思わず藤堂が不ふ憫びんになったが、もとより手加減するつもりはない。


「──〈暗黒波は濤とう掌しよう〉!!」


　黒藤堂が高く振り上げた右手を打ち下ろすと、黒い魔素の高波が襲ってきた。慶一郎は反射的に両手を正面に突き出し〈双龍勁〉で対たい抗こうする。黒い波濤は黄金色の光の圧力に押おし戻されることなく左右に分かれた。


『それはいかんぞ、南雲君！』


　本物の藤堂の声が響ひびく。その警告通り、波濤は初段では終わらず二重三重と連続して繰くり出された。一撃ごとに波は高くなり、威力も上がっていく。対する〈双龍勁〉は一撃の威力はともかく持続性では劣おとり、慶一郎は身長を上回る高波の圧力に耐たえきれずに押し流された。


『いけませんよ南雲先生！　わざと転ぶのは禁止です!!』


　校長の技で二メートルを超こえる巨きよ漢かんが小枝のように転がされるなど事実として認めないつもりらしい。しかし中村の口ぶりからすると慶一郎が校長に気に入られたくてやられたフリをしていることになり、それはそれで貶けなされていることにはならないか。


　立ち上がろうとした慶一郎の足が取られた。〈波濤掌〉の大波は去ったが、闘技場の床一面が足首ほどの深さの魔ま素その流体で覆おおい尽くされている。本物の神気を魔素に置き換かえているとはいえ凄すさまじいエネルギー総量である。体内の神気を充じゆう実じつさせればダメージは受けないが、行動は大おお幅はばに制限されることになる。


　水かさが膝ひざの辺りまで増した。黒藤堂が自分の作り出した高波にサーファーのように乗りながら突っ込んでくる。


「──〈黒浪衝角Ｂ・Ｗ・Ｒ・Ｒ〉！」


　黒藤堂の乗る波の先が尖とがっていた。足元の魔素が固体化してサーフボードになっているのだろう。体当たりを食らえばただでは済まない。慶一郎は足元に神気の発勁を撃うち、爆ばく圧あつで魔素の流体を吹ふき飛ばすと、コンマ数秒だけ露ろ出しゆつした床を蹴って跳躍した。突とつ撃げきを躱し、空中から〈神飛拳〉を三連射する。黒藤堂は右へ左へ華か麗れいにターンして避けると、着地寸前を狙ねらってジャンプした。
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　ガキィン！


　鋼鉄が打ち合うような撃音とともに空中で火花が散った。慶一郎は錐きり揉もみをうって背中から水面に落ち、黒藤堂はわずかに姿勢を崩くずしながらも悠ゆう々ゆうと着水する。どちらが優勢かは誰の目にも明らかである。中村は隣となりに座すわっている藤堂を非難した。


『いい歳とししてサーファー気取りですか!?　いい加減にしてください！』


『私に直接言われてもな。それにサーファー気取りと言うが、こう見えても若い頃ころは湘しよう南なんでずいぶんやんちゃをしたものだよ。しかし〈波濤掌〉はともかく、あの波乗りの技はここ二〇年来披ひ露ろうしていないはずだが──』


『そんなことより弱点は？』


『……弱点!?』


『本人なら弱点くらい分かるはずですよね!?　さっさと南雲先生に助言してくださいよ』


『私はこの技を出して負けたことがない。とくに弱点はないと思うが……あったとしても自分の口からは教えられんな』


『地球の命運がかかってるのにケチケチしてる場合ですか!?』


『私の偽にせ物ものごとき、南雲君には実力で破ってもらわねばな。そうでなくては地球の命運など任せられるものか』


　校長にあるまじき男らしい台詞せりふに、生徒たちも思わず感かん歎たんの声をあげた。その中に一人、苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔で、握にぎった拳を震ふるわせている女子がいた。藤堂雛乃である。隣にいるあずみが気付いて声をかけた。


『どうなさいました？　雛乃さん』


『いえ、その……何な故ぜか無む性しように腹が立ったもので』


『それは何に対しての？　お父様の力が悪魔に利用されていること？　もしや……娘むすめである自分があの技を教わっていないことについてかしら？』


　あずみの言葉は本人も自覚していない胸の裡うちを言い当てたようで、雛乃はハッとして顔を上げた。


『雛乃さんはお父様を毛け嫌ぎらいしておいでだから否定したいところでしょうけれど、こう明白に見せられては認めないわけには参りませんわね。心配なさらずとも、父を誇ほこりに思うことはごく自然な感情です』


『だから……余計に苛いらつくんですよ』


　雛乃は耳まで赤くしてそっぽを向く。あずみはその理由を察して微笑ほほえんだ。


『そうですわね。せっかくお父様を認める気になったとしても……あの偽物の勝利を願うわけには参りませんものね──』


　闘とう技ぎ場に閃せん光こうとともに巨きよ大だいな水柱が上がり、慶一郎が立ち上がった。身に纏まとった黄金色の神気の光が周囲の魔素の海を押し退のけている。純じゆん粋すいに神気の出力を上げて対抗しているのだ。しかし黒藤堂は意に介かいする様子も見せず、再び〈波濤掌〉を繰り出して押し潰つぶしにかかる。凄まじい水圧に耐えながら、慶一郎はこの策では勝てないと悟さとった。


（岩をも砕くだく波に正面から力で抵てい抗こうしようとしても無む駄だだ……神気のバリアーを張ったところで身動きが取れないのでは早晩潰される。同じステージに立たねば──！）


　三つめの波濤が来た時、慶一郎はバリアーを解除して跳躍した。神気を足の裏に集中し、ミズスマシのように魔素の水面に立つ。それを見た黒藤堂はすかさず波乗り攻こう撃げきを仕し掛かけてきた。慶一郎は両手から神気を噴ふん射しやし、水面上を素早く滑すべって攻撃を躱す。


「……!?」


　Ｕターンして再度攻撃しようとした黒藤堂が表情を曇くもらせた。


　慶一郎の姿が消えていた。波濤は慶一郎の身長ほどの高さがあるが、波なみ頭がしらに乗っている黒藤堂の位置から見えないはずがない。刹羅のように飛ひ翔しようしたわけでもなかった。


　辺りを見回す黒藤堂を、真下から目ま映ばゆい光が照らした。


　轟！


　魔素の水面が沸ふつ騰とうし、黄金色の輝きが膨ふくれ上がり爆発する──それは〈天てん覇は龍りゆう凰ほう拳けん〉の閃光だった。


　慶一郎は水みず蜘ぐ蛛もの術で水面に立ち、〈黒浪衝角〉の攻撃を誘って躱かわした後、通り過ぎる波の中に潜もぐって身を沈しずめたのだ。


　魔素の波ならぬ〈天覇龍凰拳〉の光に乗った黒藤堂は空中に高々と打ち上げられた。サーフボード状に固まった魔素が盾たてとなっている間に横に跳とび、神気のビームの余波に身体からだを灼やかれながも直撃を避さけて宙に身を躍おどらせる。背中から黒い翼つばさを生やして滑かつ空くうし、着地するとその翼で身体を包んで黒い繭まゆと化した。


　やがて繭が綻ほころび、無数の羽毛に変じて飛散すると、主に女子生徒の間から黄色い悲鳴が上がった。


　身長一七五センチのすらりとした長身。一本気な性格を表すキリリと太い眉まゆに、炯けい々けいと光る涼すずしげな双そう眸ぼう。すっきりと通った鼻び梁りように、固く引き結ばれた口元。艶つややかな長い髪かみは高い位置で髷まげのように結ゆい、ポニーテールにしている。人目を惹ひく美び貌ぼうの持ち主ではあるが、美少女と言うよりは美人、美人と言うよりはハンサムと表現した方が当たっている。


　五回目の変身により現れたその姿は、紛まごう事なき御み剣つるぎ涼子であった。


　肌はだが褐かつ色しよくである以外は本物と外見的差異はないが、服装は少々風変わりだった。


　大門高校の冬服のセーラー服に籠こ手てと脛すね当あて、額の鉢はち金がね、板いた札ざねの袖そで等の小具足に相当する簡易な防具を装備し、その上に派手な金きん箔ぱくを施ほどこした陣じん羽ば織おりを着ている。武器は腰こしに差した打うち刀がたなと鎧よろい通どおしである。〈サムライガール〉でなければ〈セーラー侍ざむらい〉と呼ぶしかない出いで立たちで、雛乃が百万言を費やして罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べそうだ。


『ちょっと待てえ！』


　静馬が抗こう議ぎの声をあげた。


『何でお前が出てくんねん！　順番から言うたらオレと違ちがうんか!?』


『……あ、あたしに言うんじゃないわよ！』


　涼子は自分と寸すん分ぶん違たがわぬ偽物が現れたことに動どう揺ようしていた。今までは他ひ人と事ごとだったので無責任に面おも白しろがっていたが、いざ自分がその立場になってみるとひどく居い心ごこ地ちが悪く、落ち着かない気分になった。魔王の気まぐれでどんな恥はずかしい行動をしたとしても止められないのだ。


『分かってないですねえ、静馬さん』


　大作が横から口を挟はさんだ。


『魔王が静馬さんに変身したら、困ったことになるじゃないですか』


『困ったことやと……!?』


　顎あごに手を当てて思案顔になった静馬は、すぐにポンと手を打った。


『……そうか！　オレに変身して闘たたかったら南雲のアホに勝ってまうやんか！　それはアカン。確かにアカンわ～』


　静馬は一人で勝手に納得したが、涼子には大作の考えが読めていた。魔王が静馬に変身して慶一郎にボコボコにされたら、それはそれで赤あかっ恥ぱじだから困るだろう──そう思っていても言わないところが大作の悪わる賢がしこいところで、それをポジティブにしか受け取らないのが静馬のある種の美点だ。


『そやけど涼子、お前〈神威カムイの拳けん〉は使われへんやんか。南雲相手にどうやって闘うつもりや』


『だからあたしに訊きかれても困るって言ってるでしょ？』


『お前が負けたら飛ひ天てん流の敗北やぞ。鉄てつ斎さいのジジイが黙だまってへんやろ』


『そんなことは……その、だって偽物だし……』


　涼子はその言い訳が世間の常識では通用しても武術家には通じないことに気付いて愕がく然ぜんとなった。むしろ偽物だからこそ慶一郎に対して遠えん慮りよなしに実力が出せるとも言える。


　黒涼子がゆっくりと抜ばつ刀とうする。青みを帯びて冴さえ冴ざえと光る刀身はまるで氷だった。


「何のつもりか知らんが……どんな姿に変わろうが手加減はしないぞ」


　慶一郎は速そつ攻こうで仕留めるつもりで〈神飛拳〉を撃つ。黒涼子が円月殺法の如ごとく刃やいばで弧こを描えがくと、黄金色の神気弾は刀身に吸収された。


「──なにっ!?」


　黒涼子が刀を上段から振ふり下ろす。間合いは五メートル以上離はなれているが、慶一郎は反射的に体を開いて横に身を躱した。


　ブォン！


　刀身から迸ほとばしるように伸のびた光の刃が、慶一郎の胸先のわずか数センチ横を通過した。


「これは!?」


　黒涼子が続けて刀を水平に振るう。光の刃が膝を薙なぐ軌き道どうで走り、慶一郎は高度の低い側転宙返りで避けた。二回の攻撃で刀身に宿った光が弱まり、黒涼子も下段の構えで静止する。相対する慶一郎の構えに余よ裕ゆうがなくなったのを見て、観客は騒そう然ぜんとなった。


『な……何が起きたのでしょうか!?　今のは……ビームサーベルですか!?』


『南雲君の飛び道具を吸収して光の剣けんに変えたように見えた。御剣君は対ソドム戦でも南雲君や草[image: ]君の神気を借りて木刀にコーティングしていたから、その応用なのだろうが……これほどの能力を持っていたとは予想外だ』


『彼女は〈神威の拳〉の遣つかい手てじゃないはずですよね!?』


『ん？　誰だれがそんなことを言ったんだ？』


　右京の言葉に藤堂と中村が凍こおり付く。


『するとあれも〈神威の拳〉だと？』


『他人の神気を借りられる段階で気付けって話だろ。彼女の能力は〈月〉の属性だ。〈天〉の光を反射して輝かがやくのはお手の物さ』


『しかし……そういうことなら〈ナイツ・オブ・ゴールド〉のメンバーを相手にしても互ご角かくに闘えたはずではないのかね？』


『彼女の能力は〈覚醒者アートマン〉によって無理矢理に目覚めさせられたものだから、自分の意志では完全にはコントロールできない。〈月の眼グラムサイト〉のオマケみたいなもんだ』


『能力ではなくむしろ後遺症と言った方が正しいようじゃな』


　村雨が何故か嬉うれしそうに生き生きとしゃべり出す。


『ＮＫ細さい胞ぼうたる〈覚醒者〉が〈月の眼〉の能力を利用するためだけに彼女の潜せん在ざい能力を引き出した。その用さえ済んでしまえば本来は必要なくなるわけじゃが……』


『一度オンにしちまったものはもうオフにはできない。〈覚醒者〉からすれば個人なんてのは使い捨ての駒こまにすぎないから、後々の生活に支障が出ようが知ったこっちゃねえって話だ』


『何だか酷ひどい話ですねえ』


『しかし偽物の方は使いこなしているようだが？』


『そりゃあ中身が魔王だからな。肉体そのものは現在の彼女と同じだが、完かん璧ぺきなチューニングで潜在能力をフルに発揮するくらいできて当然だろ』


『つまり本物以上ということかね!?　だが南雲君は以前〈月〉の属性の敵と対戦した経験がある。神気の攻撃が跳はね返されるなら、それさえ使わなければ──』


『それで互角と言えるかな？　潜在能力を引き出しているということは、おそらくアレも最大限に使えるはずじゃが……』


　慶一郎は気息を整え神気を養った。〈神飛拳〉が簡単に吸収されるからといって、まったくの素す手でで闘えるほど飛天流は甘あまくない。ここは発想を逆転し、一いつ瞬しゆんで吸収しきれないほどの巨大なエネルギーをぶつける手だ。しかし今日すでに三発もの〈天覇龍凰拳〉を撃うっている。他の属性の神気に比べて圧あつ倒とう的てきなエネルギーゲインのある〈龍りゆう気き〉だが、一日に四発も撃つのは初めてのことだ。


　神気が充じゆう実じつし、発射態勢に入ったその時、黒涼子が動いた──動きの兆きざしを見せない歩法で気付いた時にはすでに踏ふみ込まれていた。下段から摺すり上げてくる切っ先が耳元を掠かすめ、返す刀で左ひだり肩かたを浅く斬きられる。ゾクリと悪寒が走ったのは肝きもを冷やしたせいばかりではない。刃が掠めただけで蓄たくわえていた神気の一割が奪うばわれていた。


　刀身が再び輝く。剣の間合いの外に後退した慶一郎を光の刃が薙いだ。


　ギィン！


　慶一郎の胸が真一文字に切り裂さかれる。観客から悲鳴が上がった。


　しかし神気の圧力を上げて防ぼう御ぎよしたため、Ｔシャツと皮一枚を斬られただけでどうにか耐たえている。慶一郎は両手を広げ、〈双そう龍りゆう勁けい〉で広こう範はん囲いを攻こう撃げきした。黒涼子は刀を一回転させて真円を描かき、放射された神気のすべてを刀身に吸収する。


（こちらの手の内が読まれている！）


　慶一郎は追撃のために踏み込んでくるのを予測して〈双龍勁〉を出したのだが、黒涼子はその場に留とどまり円月殺法で吸収している。しかも見てから反応したのではなく、わずかながら〈双龍勁〉よりも先んじていた。〈月の眼〉の未来予知能力と考えて間ま違ちがいない。本物の涼子の特とく殊しゆ能力は不安定で、その日の体調にも大きく左右されるためおよそ当てにできる代しろ物ものではないが、完全にコントロールできるとなると話は別だった。飛天流剣術、未来を見る〈月の眼〉、そして神気を反射する〈月〉の属性──これほど恐おそるべき組み合わせがあろうか。


　慶一郎は瞬時にいくつかの対たい抗こう策を考案し、そのすべてを捨てた。敵に行動を読まれている以上、裏をかくことは不可能だった。例えば〈旋駆け〉で虚きよを突つこうにも移動先を予知されていてはどれだけ速く動いても意味がない。


（いや、待てよ……）


　慶一郎ははたと思い直した。黒涼子は〈天覇龍凰拳〉の発射態勢に入ったとたんに攻撃してきた。ならば──やはり「吸収しきれないほどのエネルギーをぶつける」という発想は間違っていなかったのだ。〈天覇龍凰拳〉は巨きよ大だいな飛び道具で、しかも弾だん速そくは限りなく光速に近い。撃ってしまえば避けることはまず不可能な攻撃だが、発射寸前には隙すきが生じる。黒涼子がそれを見み逃のがすはずもなく、普ふ通つうに撃とうとしても必ず邪じや魔まが入る。


　結局のところ八はつ方ぽう塞ふさがりとも思えるが、腹を決めた慶一郎の心は軽くなっていた。


（龍気を吸収するならいくらでも喰くらうがいい。反射して攻撃に使おうが、こっちは構わずぶちかますだけだ）


　慶一郎は〈神飛拳〉を撃った。黒涼子は刀身でそれを吸収するが、それを攻撃に転用されるより先に続けて二発目、三発目を撃つ。神気弾を吸収するごとに刀身の輝きが増し、光の剣が肥大化していく。五発目を吸収した時にはもはや刀の刀身は見えず、電柱サイズの光の柱と化していた。もはや扱あつかえる神気の容量の限界に達したのか、黒涼子は強ごう引いんに仕し掛かけてきた。巨大な光の剣を大上段から叩たたき付けてくる。


　慶一郎はあえてそれを避さけようとせず、落ちてくる刃の真下に踏み込んだ。


「──南雲流〈真・無刀取り〉！」


　刃は渡わたり五メートルを超こえる極ごく太ぶとの光の剣を、頭上に差し上げた両りよう掌てで挟み止める。


「おおおおおっ！」


　パキィン！


　ガラスのように澄すんだ音とともに光の剣が半ばから折れた。慶一郎は折り取った半分を水平に振り抜ぬいて攻撃し、黒涼子は残った半分の光の剣でそれを受ける。光の剣は相そう殺さいしてともに砕くだけ散ったが、黒涼子はすべてを無効化できずに余波で鎧よろいが砕け、セーラー服が破れて諸もろ肌はだを脱ぬいだ。サラシを巻いた胸むな元もとが露あらわになる。


　勝機は今しかなかった。慶一郎は神速の歩法で拳こぶしの届く間合いに踏み込む。黒涼子が振り下ろす刀を下から受け、柄つか頭がしらを叩いて真上に吹ふっ飛ばす。無印の無刀取りの技だ。


　黒涼子が肩からぶつかるようにして胸に飛び込んでくる。直後──左の脇わき腹ばらに氷を押おし当てられたような感かん触しよくがあった。いつの間に抜かれたのか、鎧通しの分厚い刃が突き立てられている。黒涼子は刀を飛ばされることまで予期していたらしい。筋肉を装そう甲こうと化す硬体術で刃の侵しん入にゆうを防ぐが、防御に用いている神気を奪われ鎧通しの刃が強化されるため何秒も保もたない。慶一郎は涼子の肩をつかんで押し戻もどし、それ以上の刃の侵入を防いだ。


　ブズリ──と骨肉の断たたれる音とともに、黒涼子が顔を上げて慶一郎を見た。その両りよう眼めは驚きよう愕がくに見開かれている。


　打刀が黒涼子の背中を貫つらぬき、鳩尾みぞおちから切っ先が突き出していた。


　無刀取りで真上に飛ばされた刀が切っ先を下にして落ちてきたのだ。そうなるように飛ばしたのは慶一郎だが、牽けん制せいにでも使えればと布石を打ったまでで、涼子の背中を貫いたのは半分は偶ぐう然ぜんだった。〈月の眼〉が捉とらえる未来の映像はあくまで自分の目に映るものだけで、真上から降ってくる刀までは予知できなかった。


　慶一郎は黒涼子の身体からだを突き放した。脇腹に数センチ食い込んでいた鎧通しが抜ける。


　黒涼子の身体がぐらりと揺ゆれ、女子生徒たちが悲鳴を上げる。しかし大きく身体が傾かたむいたところからバネのように戻って直立すると、ニンマリと微笑ほほえんだ。


「──なぁ～んつって」


　身体を貫かん通つうした打刀が魔ま素そに分解され、黒涼子の全身を黒い羽毛の渦うずが包む。


　やがて羽毛が飛び散り、魔王の六回目の変身が完かん了りようした。しかし慶一郎は一瞬、それが何なのか理解できずに戸と惑まどいを覚えた。目の前に鏡が置かれたとしか思えなかったからである。


『で……出た！　とうとう出ました！　禁断の同キャラ対決です!!』


『いや、よく見たまえ。少し違うぞ。違い和わ感かんがある……どこが違うのかよく分からんが』


『私にはまったく同じに見えますが』


『むしろそれがおかしいところじゃな。面めん対たい称しようになっとるぞ？』


　村雨に指し摘てきされても生徒たちの多くは理解していないようだった。面対称──つまり鏡像である。遺伝情報を元にしたクローン体ではなく、何が狙ねらいなのかわざわざ左右反転（正確には前後反転）した姿で作り上げたのだ。


　慶一郎が右足を引いて左半身を前に出した半身に構えると、鏡慶一郎は左足を引いて右半身を前に出した半身に構える。しかもその動きは完全に慶一郎とシンクロしており、わずかな遅ち延えんもない。鏡像にした理由はすぐに理解できた──要するに嫌いやがらせだ。


「──〈神しん飛ひ拳けん〉！」


　慶一郎が右手で黄金の神気弾を撃つと、鏡慶一郎は左手で蒼あお黒ぐろい魔素弾を撃つ。神気弾と魔素弾はちょうど中間地点で衝しよう突とつし、相殺して消しよう滅めつした。完全に同じ威い力りよくである。予想通りなので観客の方に驚おどろきはなく、納なつ得とくのため息が漏もれただけだった。


『技の名前を言わないとはどういうことだ？　常識的に考えて〈暗黒神飛拳〉だろ!?』


『名前の長さが違うとその分だけタイミングがずれるからじゃないのか？』


『しかし鏡像ってことはどんな技を出しても正面からぶつかるだけでクロスカウンターにすらならないな。殴なぐり合っても拳同士がぶつかるだけだし……』


『自分で自分を殴ればいいんじゃねえの？　そうすりゃ頑がん丈じような方が勝つ！』


『お前賢かしこいな』


『バカか。魔王の再生能力ハンパねえだろうが』


『じゃあどうするよ!?』


　生徒たちが思いつくようなことはおおよそ慶一郎も考えていた。完全にシンクロしている限り普通に攻撃しても無む駄だなことは分かり切っている──ならばどうするか？


　慶一郎が左に動くと、鏡像も同じ方向に動いた。慶一郎はそのまま加速し、闘とう技ぎ場の端はしに向かって全力疾しつ走そうする。闘技場を囲む塀へいの手前で跳ちよう躍やくし、トーチカ型の実じつ況きよう解説席の屋根の上に着地する。並行して走っていた鏡像も同じように跳躍したが、そこにはトーチカが存在しないため着地できず、そこから一段奥おくにある生徒たちの観戦している城じよう壁へきの壁かべに激げき突とつした。


　すかさず慶一郎は闘技場に飛び降りて戻った。シンクロを狂くるわされた鏡像は遅おくれて戻ってくる。着地を狙って〈神飛拳〉を撃つと見事に直撃し、鏡像は吹き飛ばされて塀に激突した。


『何という頭脳プレーでしょう！　この実況席がわずか数メートルながらアリーナに張り出している地形の差を利用してシンクロを切るとは！』


　中村は興奮した口調でまくし立てたが、同キャラ対決の意外な幕切れに生徒たちは拍ひよう子し抜ぬけしていた。もっと壮そう絶ぜつな撃ち合いの総力戦を期待していたからだ。


　鏡慶一郎が立ち上がる。その姿を見た生徒たちが騒さわぎ出した。


『お……おい、あれ……』


『何だ？　あの光ってんのは』


　神気弾の直撃を受けた鏡慶一郎の身体に異変が生じていた。右みぎ肩かたに鈍にぶい銀色に光る部分がある。まるでそこだけが金属で出来ているような──


　慶一郎は神気弾を再度撃った。黄金色の爆ばく発はつが広がる。鏡慶一郎は一歩も動かずに耐えたが、上半身の右半分が銀色に変わって──否いな、表層を覆おおっていた皮ひ膚ふが剝はがれてその下にある金属の本体が露わになったのだ。


『たっ、たっ、たっ……』


『ターミネーターのような金属の骨格とは少々趣おもむきが異なるな。南雲君をそのまま機械に置き換かえた、サイボーグというかロボットというか……』


『メカじゃよ、メカ！　偽にせ物ものといえば「メカ○○」と相場は決まっとるじゃろ。あの装甲はさしずめスペースソルバニウム製かのう』


『それこそ昭和のノリじゃないですか！』


　鏡慶一郎の足元から黒い炎ほのおが上がり、全身を包み込む。その炎で服と皮膚が焼け落ち、銀色に輝かがやくボディが完全にさらけ出された。藤堂の言う通りターミネーター風のスケルトンではなく、鍛たん造ぞうされた鉄板の外装をリベットで固定したレトロな作りのスチームパンク風のアンドロイドである。オレンジ色の目は般はん若にやに酷こく似じした怒いかりの表情で、口くちの端はしは吊つり上がり、剝むき出しにした歯を思わせる縦スリットが入っている。上じよう腕わん横には真っ赤な刻印で『ＭＫ１』とあるが、おそらく〈メカ慶一郎〉の省略だろう。


　鏡像改めメカ慶一郎──ＭＫ１は両目から虹にじ色いろの怪かい光こう線せんを発射した。慶一郎は神気を込めた掌てのひらで受けるが、圧力に押されて後退する。ＭＫ１は揃そろえた指先から超ちよう小こ型がたミサイルを連射し、胸のシャッターが開いて現れた謎なぞのルビーからイナズマ状のレーザーを放射した。


　たちまち闘技場を閃せん光こうと爆発が覆う。フィンガーミサイルはそのサイズに反して着ちやく弾だんすると巨大な爆ばく炎えんを上げるが、照準はデタラメもいいところで一発もまともに命中せず、三発のうち一～二発が観客のいる城壁の方まで飛んでいく。流ながれ弾だまに吹き飛ばされる生徒が続出し、校内は阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化した。


『何だあの大量殺さつ戮りく兵器は!?　これのいったいどこがＫファイトだよ！』


『いや待て、これは〈Ｋウォーズ〉だ』


『だからか！』


『誰だれが上う手まいこと言えと……』


『いいからとにかく奴やつを止めろ～！』


　慶一郎は神気弾を発射直後のミサイルにぶつけてＭＫ１の周囲を爆炎に包んだ。その隙に接近を試みるが、ＭＫ１は足の裏からロケット噴ふん射しやで急きゆう上じよう昇しようし、高速飛行しながら怪光線とミサイルを雨あられと降らせる。高度が上がったことでミサイルはさらに広こう範はん囲いにバラ撒まかれ、対岸の火事と見物していた生徒たちももれなく巻き込まれた。比ひ較かく的てき喜んで見えるのは仕事ができたドクター・カストルだけだ。


　一応ホーミングしているのか性能的にまっすぐ飛ばないのか不規則な弾だん道どうを描えがくミサイルが涼子たちの方にも飛んできた。〈月の眼グラムサイト〉で弾道を予知した涼子が手しゆ裏り剣けんを飛ばして迎げい撃げきするが、爆発の炎と風はロケット花火サイズとは思えない威力である。


　状じよう況きようを見かねた七瀬がＤの脇わきを小こ突づいた。


『あんたの上司だろ？　どうにかしてやれば？』


『デルザークを使ってもいいが……間ま違ちがいなく火に油を注ぐ結果になるぞ』


『どうなんのさ？』


『吾わが輩はいの魔力は魔王の賜たま物ものだ。デルザークをけしかけても簡単にコントロールを奪うばわれてしまう。それどころかこれ幸いと一三基のデルザークと合体し、巨きよ大だいロボとなってさらに大暴れするのがオチだな』


　それを想像した七瀬はゲンナリした顔になる。


『……さすがはあんたの上司だけのことはあるわ』


『ここで助けを求めるなら、むしろ汝なんじの──！』


　流れ弾が数発飛んできたのを見て、Ｄは七瀬を庇かばってマントで防ぼう御ぎよした。飛来したミサイルは不意に上方に巻き上げられ、観戦している生徒たちに影えい響きようのない高度で爆発する。その爆炎に照らされて、空中に立つ人ひと影かげが見えた。白銀の髪かみに紅あかい目、青白い肌はだ色いろをした白子アルビノの青年──黒いインバネスを羽織ったその姿は京極刹羅であった。


　刹羅は両手から黒い竜たつ巻まきを繰くり出し、闘技場上空を飛び回っていたＭＫ１にぶつけた。竜巻に捕とらえられたＭＫ１は錐きり揉もみ状態になり、木の葉のように翻ほん弄ろうされる。


『七瀬！　あいつをチェーンで捕つかまえろ』


　野太い声が飛ぶ。七瀬は言われるままに両手の鎖くさり分ぶん銅どうを繰り出し、ＭＫ１に巻き付けた。さらに鎖を通して電撃を放って動きを止める。


『そいつをよこしな！』


　横からごつい腕うでが伸のびてきて七瀬の手から鎖を奪った。現れたのは不動秋嵩である。秋嵩は捕ほ縛ばくしたＭＫ１を力任せに振ふり回した。


『調子こいて暴れてんじゃねえ────ッ!!』


　ハンマー投げの要領で遠心力を加えて放ほうり投げると、ＭＫ１は闘とう技ぎ場じようの真ん中に突つき刺ささるように墜つい落らくした。七瀬は刹羅と秋嵩を交こう互ごに見て、


『あんたたち……何で復活してんのさ!?』


『よく分かんねえけど男前のドクターが治してくれたんだ』


『むっ……いかんぞ！』


　Ｄが闘技場を指さした。起き上がったＭＫ１が明らかに恨うらめしそうな顔で七瀬たちの方を見ている。両腕を持ち上げると肘ひじを折り曲げ、上腕の中からガトリング砲ほうの砲身が現れた。太ふと腿ももに内蔵されていたサイロが開き、大型ミサイルの弾頭がせり出す。流れ弾ではなく必殺武器による狙そ撃げき態勢である。


　ブォォン！


　ガトリング砲の砲身が回転をはじめる。しかし続いて発射された砲弾はあさっての方角に外れた。背後から組み付いた慶一郎がＭＫ１を仰のけ反ぞらせたからだ。


『お前の相手はこの俺だろ？　余よ所そ見みはいかんよなあ』


　慶一郎はＭＫ１の首に腕を回して締しめ上げた。気管や頸けい動どう脈みやくを絞しめる技ではない。頸けい椎ついを破は壊かいして首をねじ切る殺人技である。


「ビビビ……ピガ────!!」


　ＭＫ１のオレンジ色の目が苦しげに点てん滅めつする。やがて鈍い破は砕さい音とともに火花が飛び散り、頭部がもぎ取れた。太いコードで胴どう体たいと繫つながっている首がダラリと垂れ下がる。金属ボディのそこかしこから煙けむりが上がるのを見て危険を察した慶一郎が離はなれると、数秒遅れてＭＫ１は大爆発を起こして砕くだけ散った。


　ひとまず危機が去ったことで胸を撫なで下ろした中村が右京に訊たずねる。


『いったい何の勝算があってロボット教師Ｋだったんですか!?　普ふ通つうに同キャラ対決してれば良かったものを……』


『まあアレだな。コピーと見せかけたロボットにカリカチュアナイズすることで、南雲慶一郎が闘たたかうためだけの戦闘マシンに等しいってことを揶や揄ゆするメッセージを込めた──悪ふざけ？』


『結局悪ふざけかい！』


　広がった爆炎が渦うずを巻いて収縮した。飛び散ったＭＫ１の破片が魔ま素そに分解され吸い寄せられていく。魔素の渦が消えると、魔王ベルンハルトが再び姿を現した。


「──さ～て、たっぷり余興を楽しんでもらったことだし、そろそろ本気を出してもいい頃ころ合あいだよなあ？」


　ベルンハルトの左手から蒼あおい炎が、右手から紅い炎が噴ふき上がる。左手の炎の中から革と骨で装丁された大判の本が、右手の炎の中から漆しつ黒こくの刃はを持つ大たい剣けんが出現する。それぞれが恐おそるべき力を秘めた魔道書であり魔剣であることは見れば分かった。


「〈冥めい王おうの書アザナトゥース〉そして〈魔王剣シュバルツカイザー〉──この二つが我が魔力の源だ。冥王の書は智ちを、魔王剣は力を司つかさどる」


　二つの魔道器が再び炎と同化し、掌に吸い込まれた。左手の甲こうには〈冥〉、右手の甲に〈魔〉と金色の文字が浮うかび上がる。蒼と紅の炎がそれぞれ半身を灼やくと、物々しいプロテクターとマントが消しよう滅めつし、身体からだにぴったりフィットした左右色いろ違ちがいの蛇へび革がわのスーツ姿になる。魔法使いから軽装の肉にく弾だん戦せんモードにチェンジしたということらしい。


「たかが人間風ふ情ぜいがこの魔王に楯たて突つこうなんざ片腹痛い──」


　ベルンハルトは見み得えを切るように腰こしを落とし、慶一郎に背中を見せた。手の甲と同じ書体ででかでかと漢字が刺し繡しゆうされている。


「この背中に担かついだ〈悪〉一文字、恐れぬならばかかってきやがれ！」


　いかにも静馬が好みそうな──つまり極きわめて時ア代ナ錯ク誤ロなノリで啖たん呵かを切る。魔王であるうえに地球に災いをもたらそうとしているのは明らかなので今さら主張するまでもないのだが、どうせ格好をつけたくてやっているだけなのだろう。


「お前が悪党だろうと善人だろうと、敵なら倒たおすだけだ」


　善悪の判断もしなければ恐きよう怖ふの感情もない、まるで戦闘機械のような物言いだと我ながら思い、慶一郎は微かすかに苦笑を浮かべた。


　ベルンハルトは両手の甲の文字を見せつけるように持ち上げ、


「宣言しておく。俺がこれから使う技は、右手と左手でそれぞれひとつずつだ。それ以上は必要ない。目から怪光線もなしだ」


　つまりその二つの技を破れば慶一郎に勝ち目があると言いたいらしい。


「まずはこれ──〈イェンザイツ・アイ〉!!」


　ベルンハルトが左手から黒い球体を生み出し、慶一郎に向けて押し出すように放った。


　暗黒球はシャボン玉のようにゆっくりと空中を漂ただよいながら近付いてくる。単純な魔素の塊かたまりではない。その表面には極めて細かい模様が蠢うごめいている。何らかの術であることは間違いなかった。


　どのタイミングで避よけるかあるいは迎撃するか──慶一郎が逡しゆん巡じゆんしたその時、暗黒球が瞬しゆん時じに巨大化し、円形闘技場を丸ごと呑のみ込んだ。そして次の瞬間には急激に縮小し、慶一郎を直径三メートルほどの球体の檻おりに閉じこめて宙に浮かび上がる。球体を構成しているのは無数の微び細さいな文字の集合体のリングで、神気の発はつ勁けいによって内側から攻こう撃げきするが破壊できるのは表層だけで、幾いく重えにも重なった檻は一撃では貫つらぬけない。


「そして次がとどめの──〈クロイツェン・シュナイダー〉!!」


　ベルンハルトの右手、揃えた二本の指先から黒い光の刃が伸びた。その指を右から左へ、さらに下から上へと走らせ逆十字を切る。


　ザシュッ！


〈冥界の卵イエンザイツ・アイ〉に捕らえられた慶一郎の身体が十字に切り裂さかれ、球形の檻の中が真紅に染まった。卵が割れるように檻が解除されると、慶一郎の身体とともに大量の鮮せん血けつが闘技場の床ゆかにぶちまけられる。


「どうだ？　俺様の必殺技の味は？」


　ベルンハルトは左手を耳に添そえて聞き耳を立てた。


「ふむ……断だん末まつ魔まの悲鳴くらい聞かせてもらえるかと思ったが、こりゃ即そく死しかな？　手加減はしたはずだが──」


　沈ちん黙もくしていた生徒たちがか細い声を上げる。


　血の海の中から慶一郎が立ち上がった。


　しかしそれは闘う意志のある者の動きではなかった。二本の足で立ち上がりはしたものの、その表情は夢遊病者か幽ゆう鬼きの如ごとく生気がない。十字に切り裂かれた胸から零こぼれる血にすでに勢いはなく、もはや流れ尽つくした後にも見えた。


『アホか！　なんで立った!?　寝ねとけ！　勝ち目ないんやったら寝とけ!!』


　静馬の叫さけびが響ひびく。それは全校生徒の想おもいを代弁していた。


「ほう、立ったか……だが、どうやら死にきれんだけのようだな。ならば！」


　ベルンハルトは二発目の〈冥界の卵イエンザイツ・アイ〉を放った。今度は素す早ばやく飛んで慶一郎の身体を包み込む。魔王が完全に息の根を止めようとしているのを知り、生徒たちは悲鳴を上げた。


「さらばだ──〈クロイツェ





　ドゴォン！





　ベルンハルトの背中の〈悪〉の字を、慶一郎の右みぎ腕うでが突き破った。


　その手に握にぎられているのは魔王の心臓である。


　掌てのひらから放射される黄金色の龍りゆう気きに灼かれて魔素の血が沸ふつ騰とうする。


　ベルンハルトのダメージはその一撃だけではなかった。


　頭部の角は砕け、顔面は完全に粉ふん砕さいされ脳のう漿しようを飛び散らせている。


　右腕は根元からもぎ取られ、左腕も原形を留とどめていない。


　満まん身しん創そう痍い──そう呼べるレベルはとうに超こえ、破壊し尽くされた肉につ塊かいと化している。


　頭上に突き上げた右の拳こぶしが太陽の如く輝かがやく。目ま映ばゆい閃せん光こうとともに魔王の肉体は爆ばく裂れつ四散した。


『……ええと……今、何が起きましたか？』


　たっぷり数十秒後──最初に口を開いたのは中村だった。


『もしかして私、途と中ちゆうから気を失っていたんでしょうか？　肝かん心じんな場面を見み逃のがしてしまったようなんですが……何があったんですか、校長!?』


『私の方こそ教えてもらいたいな。魔王がとどめを刺そうとした次の瞬間には勝っていた……そう見えたが』


　それを聞いてざわめきはじめた生徒たちも異口同音だった。


『ドクターはいかがです？』


『同じじゃよ。しかし何が起きたのかは説明できる』


『聞かせてください！　今すぐに！』


『話は簡単でな。あまりに速すぎて見えなかったというだけのことじゃよ』


『速いって……どれくらいですか？』


『おそらく限りなく光の速さに近い。〈覚醒者アートマン〉とはそういうものじゃろ、澁澤君？』


『まあね』


『本当なんですか、右京さん!?』


　中村は右京の存在を思い出して勢い込んだ。


『具体的に何が起きたか説明できるんですね!?』


『口で説明するだけでいいのか？』


『……と、言いますと？』


『説明するより実際見た方が早いだろ。ビデオでな』


『ビ……ビデオが見られるんですか!?　光の速さで動いたのに!?』


『当たり前だろ。〈冥王の書〉はすべての事象を記録してるんだからな』


『だったら早く見せてください！　どこで見られるんですか!?』


『ほら、そこだ』


　右京が指さしたのは闘技場だった。視界の端はしに『ＶＴＲ』の表示が出たとたん、闘技場の光景がおよそ二分前に戻もどった。瀕ひん死しの慶一郎が二発目の〈冥界の卵イエンザイツ・アイ〉を喰くらい、ベルンハルトが〈クロイツェン・シュナイダー〉を放とうとしたその瞬間──時間の表示が時分秒から一千万分の一秒単位に切り替かわる。


　全身に龍気の輝きを纏まとった慶一郎が〈冥界の卵イエンザイツ・アイ〉を手刀で割って外に出た。そのまま青い残像を引きながらベルンハルトに歩いて近付いていく。慶一郎は完全に静止しているベルンハルトの右手をつかむと、腕を折り曲げ、指先から伸のびた黒い光の剣を使って肩かたから切断した。右腕を投げ捨てると今度は左腕を砕いて魔ま王おうの武器を両手とも使用不能にする。


　ここからは完全に一方的な撲ぼく殺さつだった。


　右の爪つま先さきを踏ふみつけて動かないように固定しておいて、やりたい放題に技を叩たたき込む。


　鉄てつ拳けんで魔王の角を砕き、顔面を砕き、頭ず蓋がい骨こつを破壊したところで、一八歳未満お断りのシステムが発動したらしくベルンハルトの身体全体にモザイクがかかる。


　超ちよう高こう速そくの世界のため無音だが、通常の時間の流れの中であればさぞやおぞましい破砕音が聞こえてくるであろう、凄すさまじい拳と蹴けりの連打、連打、連打──


　一〇〇発を超える打撃の後、渾こん身しんのアッパーカットが魔王の胸むな板いたを貫き、心臓を抉えぐり抜ぬく。





　──〈神威カムイ無む限げん闘とう舞ぶ〉!!





　涼子の〈月の眼グラムサイト〉にはその覚かく醒せい必殺技の名が見えていた。リアルタイムで慶一郎の動きを認識できた者は涼子を含ふくめてこの場に数名しかいない。とはいえ涼子自身が光速で動けるはずもなく、圧縮された情報をいっぺんに受け取ることになり、認識するとともに強きよう烈れつな目め眩まいに襲おそわれている。


　見る者の脳に直接投とう影えいされたビデオが終しゆう了りようし、闘技場の光景は今現在のものに戻った。


　ベルンハルトを倒した慶一郎は立ち尽くしていた。〈覚醒者アートマン〉の力を使った者に人としての意識が残っているのかどうか──それは〈月の眼〉をもってしても分からない。


　爆ばく発はつで飛び散った光の粒りゆう子しが、闘技場の中央に集まっていく。光の粒子が星雲のように渦うずを巻くその中心に人の形が浮かび上がり、やがて、歌か舞ぶ伎きの連れん獅じ子しを思わせる金色の牡ぼ丹たん模様の入ったド派手な衣装を着た男が現れる。


「──祝着である！」


　ばっ、と煌きらめく金銀の扇せん子すが開かれ、紙かみ吹雪ふぶきが舞まう。どこから打ち上げられたものか上空には大量の花火が飛び交かった。


「よくぞこの魔王を倒した！　いや、まさに祝着至し極ごく！」


　そう祝辞を述べたのは誰だれあろう、魔王ベルンハルト自身であった。今しがた無む惨ざんに撲殺されたはずの魔王が無傷でしれっと復活したことに生徒たちは驚おどろき慌あわてふためく。しかし魔王は何を気にする様子もなく、極きわめて上じよう機き嫌げんだった。


「さて、さっそくだが約定を果たそう。ここにいる者ども全員の願いを叶かなえて進ぜる」


　扇子を袖そでの中に引っ込めたかと思うと、代わって銀色の棒状の物を取り出した。二〇世紀の地球人の常識と照らし合わせて、それは金属バットとしか思えない形をしている。ベルンハルトはバットの先を東の空へ向けて掲かかげた。どう見ても予告ホームランである。


　慶一郎は魔王の存在に気付いて顔を向けたが、もはや限界らしく一歩も動けない。


「貴様ら一人残らず──星になるがよい！」


　ベルンハルトはバットを構えると、一本足打法で振ふり抜いた。





　カキィン！





　その場にいた全員が耳元でジャストミートの音を聞き──流星の勢いで彼方かなたに吹ふっ飛ばされる感覚を味わった。





　　　　☆





　ドバチャアン！


　静馬は頭から真っ逆さまに水の中に落ちた。


「うわ！　ちべてっ！　ちべて……!!」


　水深はひどく浅く、手を伸ばせばすぐ底に着いた。顔を上げてみると公園の噴ふん水すい──というよりは人工の滝たきか泉に近い場所である。しかも見覚えがあった。バイパーズの主戦場のひとつ、池いけ袋ぶくろ中央公園である。


「冷た……く、ない？」


　泉に頭からダイブしたため全身びっしょり濡ぬれていたが、別に寒くはなく、むしろ気持ちいいくらいだった。どうしたことか真夏のように気温が高く、水温もぬるく感じる程度だったからだ。


　静馬は立ち上がって周囲を見た。昼下がりらしくサラリーマンの姿が多い。ずぶ濡れの静馬を指さして笑っているＯＬらしきグループもいるが、とくに奇き異いの目を向けられているとは感じない。ほぼ真上にある太陽が容よう赦しやなく照りつけ、立っているだけで肌はだがジリジリする。これだけ暑いと泉に飛び込む少年の一人や二人、いたところで驚くには値あたいしないのだ。


「さっきまでけっこう肌寒かったような気が……」


　そう呟つぶやいて、静馬は訝いぶかしげに首を捻ひねった。『さっき』とはいつのことなのか、どうしても思い出せない。しかし今が夏であることに拭ぬぐいようのない違い和わ感かんがあるうえ、自分がどこからどうやってここに来たのかも覚えていなかった。


「打ち所が悪かったんかな～」


　両手で頭をさすってみるが、とくに痛むところもなく、コブができている様子もない。


　静馬はあらためて公園内を見回した。見知った顔はない。夕方ならともかくこの時間帯にはバイパーズも来ないので当然と言えば当然である。


　公園を眺ながめるうち、静馬の中で名状しがたい違和感が大きくなっていった。


　何かが違ちがう。自分が知っている公園とはどこかが違っている。しかしどこが──？


　空気の匂においか、蟬せみの声か、石いし畳だたみの感じか？　それとも──


「……分からん！」


　しばらく考えても答えが出ないので、静馬は悩なやむのをやめた。日ひ陰かげを求めて足を運び、ふとゴミ箱が気になって近寄る。雨に濡れてボロボロになった週刊誌をつまみ上げる。ベテランタレントの若い頃ころの写真が表紙に使われていた。何周年記念号とかの復刻版だろうか。思った以上にばっちいので中は読まずにゴミ箱に戻した。


　夏バテと時差ボケがいっぺんにきたような身体からだのだるさを覚えたので休もうと思ったが、寝ね心ごこ地ちの良さそうな日陰のベンチはどれも埋うまっていた。公園の時計を見ると一二時三七分。もうしばらく空きそうにない。


　親切心に訴うつたえて譲ゆずってもらおうと、ベンチに横になりスポーツ新聞で顔を覆おおっていびきをかいているセールスマンらしき男に近寄り、無ぶ遠えん慮りよに覗のぞき込んだ。静馬の存在に気付く気配はない。そのうちに、静馬はあることに気付いて眉まゆをひそめた。スポーツ新聞をむしり取ると、ベンチを蹴け飛とばして中年男を叩き起こす。


「おい、起きろやオッサン！」


　昼寝を中断させられた男は驚いて飛び起きた。静馬はその間ま抜ぬけ面づらの鼻先にスポーツ新聞を突つきつける。


「何やこの新聞は？　何でこんなモン持っとるんや？　どこで買うてきた!?」


「え～……？」


　静馬の剣けん幕まくに気け圧おされながらも、男は質問の意味が分からずオロオロした。


「何って、駅の売店で売ってる普ふ通つうの新聞……」


「ちゃうやろ！　そんなワケあるかい！　こんな古い新聞、持ち歩いてどうしようっちゅうんや!?」


「古い……？　買ったのは今日だけど」


「あくまでシラを切るつもりやな？」


　静馬は新聞を自分の背後に隠かくした。


「よっしゃ、そんなら訊きくで。今日は西せい暦れき何年何月何日や!?　言うてみい！」


「西暦？　えーと……一九八四年の八月十七日だけど」


「ね……年号で言うたら!?」


「昭和五十九年──」


「しょうわ……ごじゅうきゅうねん～～ッ!?」


　静馬はスポーツ新聞の一面を確認した。確かに昭和五十九年八月十七日号である。紙は新しく、知識がないのですぐには確認できないが中の記事も昭和っぽい。季節が夏なのも、公園の様子が普段と違って見えたのもそれで説明ができる。


「つまりこれはアレやな……間違いなくあのパターンや……」


　静馬は力余って新聞を破りながら、叫さけんだ。


「オレは……〈時をかける番長〉や!!」
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　♯１　DEPARTURE TIME




　パァン！


　頰ほおに感じたのは熱さと、痛み。


「あんたなんかに私の何が分かるってのよ！」


　胸に突き刺ささるのは氷の言葉。


　大だい作さくの頰を打った少女は、ナイフで滅めつ多た刺ざしにするように罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせる。


「あんたなんてお利口なだけのガキのくせに！　犬みたいに尻尾しつぽ振ふって寄ってこられても迷めい惑わくなのよ！　あんたに構って私に何の得があるって言うの!?」


　剣幕に立ちすくみながら、大作は強い既き視し感かんを覚えた。


　ＪＲの線路をまたぐ人ひと気けのない陸橋の上には大作と少女の二人きり。


　空は今にも降り出しそうな鼠ねず色みいろの分厚い雲に覆われている。


　五月七日──ゴールデンウイークの最終日。


　憤ふん懣まんをぶちまける少女の険しい顔は脳のう裏りに焼き付いているそのままだった。形のいい柳りゆう眉びをひそめ、切れ長の目をつり上げていても美び貌ぼうは変わらない。


　少女は二つ年上の従姉いとこ。都内でも有数の進学校のトップで、何でも人並み以上にこなすクール・ビューティな才女。


　しかし今、改めて見る少女──神かみ矢や小さ夜よ子この顔は怒いかりに満ちているというより、むしろ悲痛の色が勝っていた。


（ああ……そうか──）


　大作は小夜子が自分を嫌きらっているわけではないと理解した。自分の非力さをなじっているのだ。確かに大作はただ小夜子を慕したい求めるだけで、小夜子の支えになろうなどとは思いもしなかった。小夜子がそれを欲ほつしていたからこそ大作に辛つらく当たったことも──


「これからはもう家の中でも私に馴なれ馴なれしくしないで。いいわね!?」


　小夜子が背を向けて去ろうとする。大作は焦あせり肝きもを冷やした。記き憶おくの通りなら、このまま二人の間には決定的な溝みぞが生じることになる。大作を遠ざけたことで小夜子はますます孤こ独どくを深め、やがてみずから悲劇の引き金を引くことになる。


（いけない──！）


　小夜子が足を止めた。


　大作は、自分が小夜子の手をつかんで引き留めたことに驚おどろいていた。


　これは記憶の中の一場面のはずだ。ビデオを再生するように過去の記憶を追体験しているにすぎない。なのにリアルタイムに介かい入にゆうできるとはどういうことなのか──


「……放して」


「嫌いやです」


「放してって言ってるでしょ!?」


　小夜子が強ごう引いんに手を振り解ほどこうとする。大作は逃にがすまいとして放さない。振り向いた小夜子は右手を振り上げた。


　パァン！


　高い音を立てたのは小夜子の頰の方だった。平手打ちを食らわせたのは大作である。


「僕ぼくは小夜姉ねえの味方ですよ。味方から逃げてどこへ行くんですか？」


「あ、あんたなんか……」


　大作にビンタを食らわされるとは思っていなかった小夜子は酷ひどくショックを受けたらしく二の句が継つげない。大作自身でさえ自分の行こう為いに驚いているほどなので小夜子の動どう揺ようはなおさらだった。畳たたみかけるなら今だ──この状じよう況きようを客観視しているもう一人の大作が耳打ちする。


「僕の他に誰だれがいるんですか？　いつでも小夜姉の側そばにいて、小夜姉のことを一番に気にかけてるのは僕だけですよ。今までも……これからだって！」


「……だから何？」


「小夜姉は誰にも渡わたしません」


　それは恋こい心ごころの告白などではなく、一方的で自分勝手な宣言だった。小夜子はまた引っぱたこうとするが、大作は胸に飛び込むようにしてその手を空から振ぶりさせ、自分より背の高い小夜子を金かな網あみのフェンスに押しつけた。


「だい……──!?」


　文句を言いかけた唇くちびるをふさぐ。初めてのはずなのに、大作はまるで何度もそれをしているかのように唇の届く距きよ離りを覚えていて、貝を合わせるように隙すき間まなく重なった。足の間に膝ひざを割り込ませ、逃がさないように身体を密着させて唇を吸う。意外にふくよかな小夜子の身体の感かん触しよくも、肌の熱さも、鼓こ動どうの速さも、乱れる息づかいも──すべてが愛いとしい。


　雷らい鳴めいが頭上で轟とどろき、空の底が抜ぬけたように激しい雨が降り出した。


　それでも大作はキスを止めなかった。雨に塗まみれたくらいで止めるようでは小夜子を自分のものにはできない。次し第だいにわななきが収まり、小夜子が身体を預けてくる。その吐と息いきに切なげな声が混じるのを感じて大作はようやく唇を離はなした。


　小夜子の髪かみは雨に濡ぬれ、額に張り付いた前髪の先から滴しずくが頰を伝って顎あごの先からこぼれ落ちる。おそらく同じ状態の大作を見つめ返す小夜子の目は、初めて会った人を見るような驚きと恥はじらいに揺ゆれていた。大作が弟分でも幼い子供でもなく、男だとはっきり気付かされて戸と惑まどっている。


「こ……こんなのは……卑ひ怯きようよ」


「小夜姉、口を開けて」


「えっ……？」


　その発音の形に開いた口を再びふさぐ。今度は唇を吸う初うい々ういしい接せつ吻ぷんではなく、貪むさぼるように求める恋こい人びと同士が交かわすキスだった。両りよう腕うででしっかりと身体を抱だき締しめると、小夜子もぎこちなく応じながら震ふるえる手を大作の肩かたに置く。


　雨音がさらに強くなる。唇を離すと小夜子は蕩とろけたような表情で息を吐ついた。


　大作は手を引いて歩き出した。小夜子は抵てい抗こうする様子もなくおとなしくついてくる。


　急な豪ごう雨うのため道路は半ば川のようになっていた。水みず溜たまりを避さけて歩いても数分もすると靴くつの中まで水に浸ひたり、グシュグシュと音を立てる。人ひと気けのない住宅街に足を向けた大作は、迷いのない足取りで何度か角を曲がり、やがて一いつ軒けんの屋や敷しきの門前で足を止めた。
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　優美なデザインながら長らく手入れされていないのか錆さびの浮ういた鉄製の門の向こうには、まるで時間の流れに取り残されたような古びた洋館が建っていた。塀へいや館やかたの外がい壁へきは半ば蔦つたで覆おおわれており、一見して幽ゆう霊れい屋敷を思わせる陰いん気きな雰ふん囲い気きがある。


　しかし大作の胸に広がったのは温かい懐なつかしさだった。初めて来る場所なのに、大作はこの洋館をよく知っていた。空いている方の手で門を押し開き、敷しき地ち内に足を踏ふみ入れる。小夜子は洋館の不気味さに尻しり込ごみしたようだが、大作が遠えん慮りよなく入っていくので手を引かれるまま後に続いた。


（僕が憶おぼえていても、中の人は僕のことは知らないだろう……でも、きっと──）


　大作は玄げん関かん前まで来ると、扉とびらの脇わきにあるボタンを押した。ジリリリ、と古めかしいブザーの音が扉の向こうで響ひびく。


『はぁ──い、ただいま～！』


　明るい女の声が応こたえた。ほどなくして磨すりガラスの向こうに明かりが灯ともり、観かん音のん開びらきになっている扉の片方が開いた。応対に出たのはサンダルをつっかけた二は〇た歳ちくらいの女性である。アップにした髪を赤いバンダナでまとめ、袖を肩までまくったＴシャツにジーンズ姿。その上からホルスタイン柄がらのエプロンを着けている。古い洋館のお手伝いさんにしてはラフな格好である。目め尻じりの下がった柔にゆう和わな印象の美人で、背せ丈たけは小夜子よりも高く女性としては大おお柄がらな方だろう。しかし何より、エプロンの下に小玉スイカを二つ隠かくし持っているとしか思えない胸のボリュームが圧あつ倒とう的てきだった。


　巨きよ乳にゆうのお手伝いさん──春はる花かは、濡れ鼠ねずみ状態の大作と小夜子を見て目を丸くし、次いで二人のつないだ手に気付いてニッコリと微笑ほほえんだ。


「雨宿りね？　どうぞ入って～」


　春花は二人を玄関に招き入れると、小走りで奥おくに向かい、大量のタオルと洗せん濯たくカゴを持って戻もどってきた。二人はタオルで髪を拭ふき、水を吸った靴下を脱ぬいだ。屋敷は外観こそ洋風で床ゆかも板張りだが、玄関で靴を脱いで上がる和わ洋よう折せつ衷ちゆうの造りである。さすがに内装は古こ色しよく蒼そう然ぜんとしていて、どことなくカビ臭くさいような独特の臭においがした。屋敷の主人は学者か蒐しゆう集しゆう家らしく、そこかしこに美術品や本が無造作に置かれている。掃そう除じは行き届いていて埃ほこりっぽい感じはなかった。


「ボイラーに火を入れといたからシャワーを使って。着き替がえはこっちで用意するから、脱いだ服はカゴに入れておいてね」


　いきなり見知らぬ屋敷に招き入れられ、シャワーを勧すすめられた小夜子はまごついて大作を見る。大作は素知らぬ顔で、


「ここは遠慮しなくていいんですよ。それにこのままだと風か邪ぜ引いちゃうし」


「……そ、そうね。じゃあ、お言葉に甘あまえさせていただきます」


「いーのいーの。今は私の他ほかには誰もいないから、ごゆっくりね～」


　そうにこやかに答えて、春花は急に思い出したように訊たずねた。


「そういえば大きなお風ふ呂ろとは別にシャワー室があるんだけど、どうする？　一いつ緒しよでいいならバスタブにお湯を張るけど？」


　二人は赤い顔を見合わせた。


「じゃあ一緒で……」


「別でお願いします！」


　慌あわてて口を挟はさむ小夜子に、春花は悪戯いたずらっぽく笑って顔を覗のぞき込む。


「こういう時は背中の流しっこするのがいいのにね。ふふ～ん、照れちゃって！」


　何な故ぜか二人の関係を正しく把は握あくしているらしい春花の態度に、小夜子は反論もできずに顔を伏ふせた。





　　　　☆





　雷鳴と、窓を打つ雨音で大作は目を覚ました。


　目を開けても明かりは見えない。頭から被かぶっている毛布から顔を出すと、外はすでに夜だった。


　遠くで閃ひらめいた雷光が窓から差し込み、和室にすれば六畳じようほどの部屋と、傍かたわらで一糸纏まとわぬ姿で眠ねむっている小夜子の裸ら身しんを照らし出した。お下げに結ゆわれていた髪は解かれ、白いシーツの上に広がっている。大作は小夜子に身を寄せると、網もう膜まくに焼き付いた白い胸の谷間に頰ほおを埋うずめた。小夜子も無意識に腕を回して大作を抱き締める。小夜子の胸は春花には及およばないものの十分に柔やわらかく、甘い体たい臭しゆうは頭の芯しんを痺しびれさせた。


　二人がいるのは洋館の二階の一室だった。熱いシャワーを浴びた二人は、リビングで春花からブランデー入りのホットミルクをご馳ち走そうになった後、この部屋に案内された。それから何時間が経たったのか憶おぼえていない。記憶にあるのは肌はだが融とけ合うような抱ほう擁ようと、絆きずなを確かめ合うように交かわした愛あい撫ぶと、目が眩くらむような喜びだけ──


　心ここ地ちよい疲ひ労ろうと安らぎに包まれた大作の中に、再び激しい衝しよう動どうが甦よみがえり、蛇へびのように鎌かま首くびをもたげた。もっと小夜子とつながりたい。一日中でもこうして肌を合わせて睦むつみ合っていたい──大作は心底そう望んだが、それが叶かなわぬ願いであることを、もう一人の自分は知っていた。


　自分と小夜子には辿たどり着くべき未来がない。


　自分ではこの誰より愛しい人を幸せにできない。


　こうして関係を結んだとしても、それも一時だけのこと。


　小夜子の伴はん侶りよとなるべき人間がどこにいるのかは知らない。だが、少なくとも自分がそれに相応ふさわしくないことだけは確かなのだ。


　ただ一夜だけ、抱き合うだけの縁えにし──それが運命。


　大作は唇を嚙かんだ。身を裂さくような苦しみと未練を覚えつつ、小夜子の腕の中からすり抜け、ベッドから降りる。


（行かなくては……）


　断続的に閃く雷光以外の明かりはなくとも、大作は部屋の中の様子が手に取るように分かった。ここは大作の部屋だった。正確には、正しい歴史の流れの中において大作が使っていた部屋だ。物の配置も変わっていない。廊ろう下かに続く扉の側に小さなドレッサーがあって、着替えもそこにおいてある。大作は下着を身に着け、ハンガーに吊つるしてある服に手を伸のばした。


（これは──）


　大作は手に取ったブレザーの生き地じを撫なでた。自分が現在通っている──小夜子と同じ高校の制服ではない。もっと安価な出来合いの生地だが、馴な染じむ手て触ざわりがある。


　大作は音を立てないように注意してそっと部屋を出ると、廊下で制服のズボンを穿はき、シャツとブレザーに袖そでを通した。こみあげてくる嬉うれしさが、別れの寂さびしさを少しだけ和やわらげる。


　吹ふき抜けになっているリビングに人気はなかった。春花は出かけたらしい。キッチンを覗くと鍋なべにポトフが作り置いてあり『バイトに行ってきます。おなかが空すいたら温めて食べてね』と春花からのメモ書きが添そえてあった。食しよく欲よくをそそられたが、生あい憎にくと食べている暇ひまはない。


　玄関には履はいてきたものとは別の、しかし大作の足にぴったりサイズの靴が用意されていた。多少のぬかるみや水みず溜たまりをものともしない防水性能の高いトレッキングシューズである。それを履き、コウモリ傘がさを片手に洋館を後にする。轟く雷鳴に首を縮こまらせながら豪雨の中を小走りに駆かけると、十分足らずで目的の場所に着いた。


　赤あか羽ばねの外れにある小さなイタリアンカフェ〈リサリサ〉──その軒のき先さきの、畳たたみ一畳にも満たないスペースに丸テーブルと椅い子すを置き、一人オープンカフェを気取っている男がいた。黒いスーツの上下にソフト帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶり、赤いシャツに白ネクタイという昔の映画かドラマに出てくるギャングを思わせる風ふう体ていである。長身瘦そう軀くで肩かた幅はばが広く、長い足を少し窮きゆう屈くつそうにテーブルの下で組んでいる。


　大作が歩を緩ゆるめてカフェの前を通り過ぎようとすると、黒いスーツの男は右手を弾はじいて銀色に光るコインを飛ばしてきた。それを予測していた大作はコインを顔の前でキャッチし、男の前に歩み寄る。男の傍かたわらには小こ振ぶりの黒板がイーゼルで立て掛かけられている。そこに書かれているのはカフェのメニューではなく、占うらないの値段表だった。


『失うせ物・尋たずね人びと……一〇〇〇円より


　もうけ話……………三〇〇〇円より


　明日あしたの話……………入荷待ち


　昨日の話……………品切れ


　耳寄りの話…………五〇〇円　　　』


　大作は丸テーブルに男が飛ばして寄よ越こした五〇〇円玉を置いた。


「〈耳寄りの話〉をひとつ」


「俺おれと付き合うとロクなことにならん。だが俺を無視シカトするともっと酷ひどい目に遭あう」


「その話ならもう知ってますよ」


「……チッ、可愛かわいげのねえ」


　そう吐はき捨すてると黒スーツの男──〈星ほし詠よみ右う京きよう〉こと澁しぶ澤さわ右京はソフト帽のつばを指先で突ついて持ち上げ、大作を見た。少々ひねくれた印象のある白はく皙せきの美青年といった風ふう貌ぼうの持ち主である。


「……初めまして、ですよね？」


「この時点じゃあな」


「でも僕のことは会う前からご存じですよね？　だって……」


　二人は同時に天を指さした。


『──星は何でも知っている』


　声がハモる。大作は屈くつ託たくなく笑ったが、右京は不ふ愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らした。


「初対面のくせに馴なれ馴なれしいんだよ」


「未来から来たんだからしょうがないじゃないですか」


「俺とは無関係な人生を歩もうとしておいて今さら友達面づらか」


「僕の行動はすべてお見通しのくせに、わざとらしく拗すねないでくださいよ。この制服だって用意してくれたんでしょ？」


　大作が着ているのは大だい門もん高校の制服だった。本来この時点での大作にとっては存在すら知らない高校である。こんな物を用意できる人間は右京以外にはあり得ない。


「状じよう況きようは理解してるんだろうな？」


「ええ。たぶん……いえ、間ま違ちがいなく、僕が過去に飛ばされたのはソルバニアの魔ま王おうの仕し業わざです。今日という日に飛ばされたのは、僕がこの時点からのやり直しを望んだからで……魔王が言っていた『願いを叶える』という約束はちゃんと果たされてるわけです」


「……で、ここへは何しに来た？」


「知ってるのにわざわざ訊きくんですか？」


「お前の口から直接聞きたいのさ」


「もちろん元の時代に戻るためですよ。右京さんならその方法を知ってるはずですよね。と言うより右京さん以外には不可能だろうし」


「そうかい。で……何な故ぜ、元の時代に戻る必要がある？」


「え？」


　予想外の質問に大作は虚きよを突かれた。基本的に何でもお見通しの右京に隠し事はできない。逆に言えば説明無用で理解してもらえるので、ここに来さえすればトントン拍びよう子しで話が進むものと思いこんでいたのだ。〈星詠み〉で大作のことを知っているとはいえ、必ずしも味方というわけではないのか──？


　にわかに不安を覚えた大作に、右京は揶や揄ゆする口調で続ける。


「お前の願いは『神矢小夜子と添そい遂とげる』ことだろ？　ヤリ捨てとは感心しねえな」


「人聞きの悪いこと言わないでくださいよ」


「事実だろうが」


「僕だって彼女と一緒にいたいのはやまやまですけど……このまま付き合ったとしても、たぶん僕らは駄だ目めになります。それくらい分かってるんでしょ？」


「爛ただれた関係でも何もないよりゃマシさ」


「何が言いたいんです？　もしかしてこの時代からやり直すのが正解なんですか？」


「人生に正解なんかねえよ。幸せかどうかは本人の主観だからな」


　つまりこのまま小夜子の傍そばに留とどまり、大門高校に転校しない道を選せん択たくするのも自由だと言いたいらしい。人生をやり直す機会を捨てて元の時代に戻もどるだけの理由があるのかと確認しているのだ。


　右京の問いの意味を知って大作は迷った。確かに──未来の記き憶おくを持った今の自分なら間違いを正せるかもしれない。ある意味、〈星詠み〉で未来の事象を予知している右京に近い立場にあるともいえる。


「でも──今ここにいる僕は……噓じゃないですか」


　大作は絞しぼり出すように言葉を紡つむいだ。


「本当の僕は……小夜姉に引っぱたかれて罵ののしられても、何もできずに見送るしかなかった。その後ここを通りかかったところで右京さんに五〇〇円玉をぶつけられて……心ならずもおかしな冒ぼう険けんに付き合わされることになって、静しず馬まさんと出会って、それから──いろいろ経験した結果、今の僕が在るんです。この一年半の経験をなかったことになんてできませんよ」


　今目の前にいる右京が大作を知っているとはいえ、それは〈星詠み〉で得た知識にすぎない。実際に共に過ごした時間は、そんな知識を超こえた重みがあるはずだ。これからの時間を小夜子と共に過ごすということは、右京との時間を捨てることでもある。


「それに……美み雪ゆきちゃんと飛鈴フエイリン先生のことも気になるし、他のみんながどうなってるのかも──」


　そこまで口にして、大作は自分が重大な見落としをしていたことに気付いた。魔王の言葉が本当なら、自分だけが過去に飛ばされたわけではなく、学園祭で大門高校に居合わせた人間全員が同様の目に遭っていると考えるのが当然だった。


「やっと気付いたか。お前一人が元の時代に戻ったところで何にもなりゃしねえんだよ」


「僕はどうすればいいんですか!?」


「教えてやってもいいが……覚かく悟ごはできてるんだろうな？」


　右京は大作のよく知っている冷ややかな表情を浮うかべた。とんでもない無理難題を押おしつけてくる時の顔だ。


「……少し考えさせてもらっていいですか？」


「そんな時間はねえよ。分かってるだろ？」


「やっぱり!?」


　大作はやれやれと肩かたをすくめた。いくらごねたところで結局はやらざるを得ない──それが右京が大作に与あたえる課題だった。しかし今回ばかりはそれが嬉しい。間違いなく正しい道に戻ってきたという実感があった。


「大作、お前に任務を与える。お前にしかできない仕事で、手間と時間は少々かかるが、そう難しいことじゃない」


　右京はテーブルの下に置いてあった革張りのトランクを取り、テーブルに載のせて開いた。中から取り出したのは一冊の手帳である。


「こいつは名めい簿ぼだ。一九九六年十一月三日に大門高校の学園祭に居合わせた人間全員の分がこれに載っている」


　手帳を受け取った大作は適当なページを開いてみた。中はすべて手書きで、名前と所属、外見の特とく徴ちよう、住所等のメモが書き留められている。手帳自体は新しいもので、ごく短い時間で一冊丸ごと書かれたらしい。


「これ、全部右京さんが？」


「死ぬほど面めん倒どう臭くさかったがな。おかげで腱けん鞘しよう炎えんになりかけた」


「名簿ってことはつまり……」


「全員回収するんだよ。お前がな」


「一人で!?　何百人もいるのに!?」


「始める前から弱音を吐はくやつがあるか。四の五の言わずに旅立ちやがれ若造が。餞せん別べつならちゃ～んと持たせてやる」


　次にトランクから取り出したのは革製のケースだった。底面が正方形に近い縦長の箱形で、肩や首に掛けるためのベルトが付いている。スナップボタンを外してケースの上面から前面がつながった部分を開くと、縦に並んだ二つのレンズが露あらわになる。


「二眼レフじゃないですか！」


　ケースの中身は黒い革張りのアンティークな箱形のカメラだった。二つのレンズは下が撮さつ影えい用、上がファインダー用で、レンズ外周の歯車で連動してピントを合わせる構造になっている。


「こいつは一九五〇年に発売された『リコーフレックス・モデル[image: ]』の前期型だ。二眼レフの一大ブームを起こしてカメラの普ふ及きゆうに貢こう献けんした名機だ」


「シンプルでかっこいいですね」


　二眼レフは触さわったことはないが、カメラ好きの大作は子供のように目を輝かがやかせた。


「このカメラを使って名簿の人間を撮影しろ。そうすれば回収したことになる。撮影可能枚数は無限だからフィルムを入れ替かえる必要はない。撮とった画像はこのアルバムに加わる──つまり現像も不要だ」


　右京はトランクから革の装丁のアルバムを取り出した。


「最新型のデジカメよりも便利じゃないですか。もしかして魔法のアイテムですか？」


「そんなようなもんだ。あと、もうひとつ大事な機能があるんだが……とりあえず試ためし撮りしてみろ」


　リコーフレックス[image: ]を渡わたされた大作はベルトを首に掛け、カメラをヘソの高さに構えてみた。ケース込みで縦横一〇センチ余り、高さは二〇センチほどのコンパクトなサイズで思ったほどは重くない。意外にもカメラ本体は新品同様だった。初めての二眼レフだが、まるで手が覚えていたかのように操作法が頭に入ってきた。上うわ蓋ぶたを開き、畳たたみ込まれている四枚のファインダーフードを上げる。上からファインダーを覗のぞくと、レンズから入ってきた光を一枚のミラーで反射しているために左右が反転した像になっている。構図を決めるのにコツが要いりそうだが、それも含ふくめたレトロな味わいに大作は夢中になった。


　右京がカフェでウェイトレスのバイト中の春花を呼んだ。先ほどからドアのガラス窓越ごしにこちらを窺うかがっていた春花は嬉き々きとしてやってきて、被ひ写しや体たいになることを承しよう諾だくした。


「イエ～イ、右京さんとツーショット～」


　右京の左ひだり腕うでに抱だきついてはしゃぐ春花をファインダーに捉とらえる。大作は怪け訝げんな表情になり、被写体の二人とファインダーを交こう互ごに見比べた。左右に移動してアングルを変えてみると、大作の疑念はますます膨ふくらんだ。


「右京さん……このカメラはどうなってるんですか？」


「どう見える？」


「春花さんが平べったく見えます」


　まったく奇き妙みようなことに、ファインダーを通して見た春花は薬局の店頭でよく見る宣伝用の等身大ポップのように平面的だった。カメラを三さん脚きやくに固定すれば普ふ通つうに撮れそうだが、少し動かしただけではっきりと違い和わ感かんが生じる。


「つまりそういうことだ。名簿に載ってる人間以外は奥おく行ゆきがないように見える。ファインダーを覗けば撮るべき被写体かどうか判別できるってわけだ」


「なるほど……」


「ねえ、早く撮ってよ～」


　春花にせがまれて大作は慎しん重ちようにピントを合わせてシャッターを切り、フィルムを巻いた。アルバムを開くと冒ぼう頭とうのページに記念すべき一枚目が貼はられている。六×六センチ判のため出来上がった写真は正方形である。暗い場所で撮ったので周辺は黒くつぶれ気味、コントラストとシャープネスは低いが階調は豊かで、五〇年近く昔のカメラとは思えない綺き麗れいなカラー写真だった。春花も思った以上に良く撮れている。


「使い方は分かりました。大門高校に行けばだいたい撮れますね。ああ、でも一年生はまだ中学生だから四よツつ葉ば中に行かないと」


「残念ながらそう簡単な話じゃない」


「ああ、今日は日曜でしたっけ!?　じゃあ明日あしたか……」


「だから今の大門高校へ行っても無む駄だだっつってんだよ」


「どうしてですか!?」


「じゃあ訊くがな。今現在、お前がいるのは何年何月何日だ？」


「ええと……一九九五年の五月七日です。右京さんと出会った日ですからちゃんと覚えてますよ」


「飛ばされた連中が全員この時代に揃そろってると思うか？」


「そんなのとうぜ──」


　当然だと答えようとして、大作は右京の言わんとしていることが自分の認識と微び妙みようにズレているらしいと気付いた。


「え!?　じゃあ……ええと……どういうことです？」


「お前にとっての『今』は他の連中にとっての『現在』じゃねえってことさ。この時代にいるそいつらを撮っても全員平べったいままだ」


「じゃあ学園祭当日まで待つんですか？」


「その時点はお前にとって過去だぞ。待っても無駄だ」


「つまりその……勿もつ体たいぶらずにハッキリ言ってもらえますか？」


「名簿に載ってる人間がそれぞれ飛ばされた時と場所へ追っかけてって撮るに決まってんだろ。いちいち言わせるんじゃねえよ」


　恐おそれていた通りの答えを突つきつけられ、大作は目め眩まいを覚えた。


「それって……何というか……果てしない旅になりそうなんですが……そうだ！　今よりも過去に飛ばされた人はどうするんです!?　タイムマシンでもないことには撮りに行けませんよ？」


「安心しろ。それも用意してある」


　不意に自動車のエンジン音が轟とどろいた。カフェの前の通りは一方通行の狭せまい路地である。大作が軒のき下したに避ひ難なんすると、路地を突とつ風ぷうが駆かけ抜ぬけた。それに遅おくれて閃せん光こうが走り、一台の自動車が現れて目の前で停止した。黄色の車体のサイドに白黒のチェック模様の帯が走り、屋根の上には表示灯が載っている。どう見てもアメリカ風のイエローキャブである。


「ハァ～イ、乗ってく～？」


　左ハンドルの運転席から軽けい薄はくそうな顔を出したのは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの白人だった。


「ああっ！　あなたは……呼んでもいないのにしゃしゃり出てきて、場を荒あらすだけ荒らした挙げ句、不利だと悟さとるなり自分だけ逃にげようとしたもののあっさり捕つかまり、いつの間にか存在を忘れられた──ケイン・バーネット！」


「ＯＨ！　過ぎたる鼻はな緒おオヨビデナイデース」


　おそらく「過ぎた過去は水に流して」的なことを言いたいのだろうが、もはや原形を留とどめないほど間ま違ちがいすぎているので指し摘てきするのも面倒臭い。カメラを向けてファインダーを覗くと、生意気にもケインは立体的だった。


「訊ききたくないんですけど……どうしてタクシードライバーになってるんです？」


「タクシーの運転手になるのがミーのユメだったのネ～」


「一二〇パーセント噓うそですよね？」


「仲良くやれ。長い付き合いになるんだからな」


「まさかこれに乗るんですか!?」


　大作はイエローキャブを指さした。


「自動車型タイムマシンって……分かりやすい丸パクリじゃないですか！」


「ノンノン、これは完全オリジナルのタイムタクシーね。通つう称しようタムタク」


「キムタクみたいに言わないでください。だいたいこの人、本職は泥どろ棒ぼうですよ？　泥棒の運転するタクシーに乗るなんて身ぐるみ剝はいでくれって言ってるようなもんじゃないですか」


「ノー！　ドロボーチガーウ！　ジャパニーズ『クワイトー』ネ！　ミステリアス・シーフ!!」


「そうやってわざとらしくカタコトのフリするところが面倒臭いんですよ！　日本語ペラペラのくせに！　普通にしゃべってくださいよ、普通に!!」


「マジでアー・ユー・フオーリアル!?」


「マジですよフオーリアル！」


「フ～……」


　ケインはオーバーに肩をすくめて嘆たん息そくした。


「普通にしゃべると格好良くなっちまうけど、それでもいいかい？」


　素すっ頓とん狂きようなインチキ外人口調が、いきなりベテラン声優が吹ふき替えたように感情豊かな語り口に変わる。そのあまりの落差に大作は恐れをなした。アメリカ人にしては流りゆう暢ちようなどというレベルを超こえており、もはやプロ級である。大作はケイン・バーネットがペテン師でもあることを思い出した。日本人を相手にカタコトで詐さ欺ぎができるわけがない。ネイティブ並みどころか複数の声こわ色いろを使い分けることすらできるだろう。


「なんなら河内かわち弁べんと茨いば城らき弁が使えるけど」


「余計なスキルを披ひ露ろうしたいんなら、大おお塚つか芳よし忠ただか山やま寺でら宏ひろ一かずが吹き替えた陽気なアメリカ人風でお願いします」


「おっと、そいつはナイスアイデアだ。オーケー、さっさと乗りな」


　吹き替え風にしても流暢すぎて噓くさいことに変わりはなかったが、当人は芸達者なところを披露できて満足らしい。大作は右京の用意したトランクと共にイエローキャブの後部座席に乗り込んだ。外からドアを閉めようとする右京に慌あわてて訊たずねる。


「右京さんは一いつ緒しよに来てくれないんですか!?」


「必要なことは手帳に書いてあるだろ。それにこの世界は居い心ごこ地ちがいい。俺はしばらくのんびりさせてもらうぜ」


「じゃあ、その……小夜子さんは──」


「気にしたところでしょうがねえだろ。お前がいなけりゃこの世界の時間は動かない」


　右京がドアを閉める。大作は窓を開けて食い下がった。


「時間が動かないって、どういう意味です？」


「この世界をオーダーしたのはお前だ。主役が中座してるのに話が勝手に進むわけがないだろ？　どういう仕組みかはいずれ分かることだが……別の時間に行ったらその世界のマスターを見つけるんだ。でないとお前の仕事は終わらん」


「マスター……って!?」


「お客様、シートベルトをお着けください」


　言うなりケインがタクシーを発進させる。右京とその隣となりで手を振ふる春花の姿が凄すごい勢いで遠ざかった。


「さーて、それじゃ行き先を決めちゃうよ～」


「僕が決めるんじゃないんですか？」


「なあに、カタいこと言いなさんな」


　ケインはダッシュボードに組み込まれた小型のスロットマシン風の機械のレバーを引いた。西せい暦れきと年月日を表示するリールが回る。西暦は四桁けたの数字、月は英語の略りやく称しようの三文字、日は１から31までの数字がひとつのリールになっている。


「何が出るかな～何が出るかな～ルルルルンルン、フフフフ～ン」


「ちょっと待ってくださいよ。まさかそれ……行き先を知らずに回してるんじゃないでしょうね!?　西暦九九九九年とかデタラメな数字になったりしませんよね？」


「細けえこたぁいいんだよ！」


　チーン。


　リールが止まり、六桁の数字が表示される。


『1997／14／FEB』──一九九七年の二月十四日。それを見た大作は眉まゆをひそめた。


「未来……!?　それもやけに近い未来じゃないですか。そんな時代に誰だれが？」


「そんなの行けば分かるさ。んじゃま、レッツラゴー！」


　ケインが思い切りアクセルを踏ふみ込み、急加速してシフトレバーを〈Ｔ〉に入れた。前方に光のトンネルが現れ、周囲の風景が吹っ飛んでいく。この時──猛もう烈れつな加速によりシートに身体からだを押しつけられながら、大作が感じていたのは前ぜん途と多難な予感だけだった。


















　♯２　真昼の月




　一九八四年八月十七日──午後三時。


「……ここは今も昔もたいして変わらへんな」


　板いた橋ばし区く大だい門もん。鳥居の前に立った静しず馬まは、高い木々に挟はさまれた古い石段を見上げながらつぶやいた。物もの珍めずらしさからしばらく池いけ袋ぶくろ近辺を散策した後、ヒッチハイクしたトラックの荷台に乗って高たか島しま平だいらに到とう着ちやくしたのがついさっきのことである。


　気温は三五度近くあった。容赦ない陽ひ射ざしを浴びた静馬の赤しやく銅どう色いろの肌はだには玉たまのような汗あせが浮ういている。本来暑さは平気な方だが、静馬はガラにもなく軽い目眩を覚えていた。


「クソッ……なんやクラクラするわ。これは多分タイムトラベルの悪あく影えい響きようやな。もしくはトラックの荷台の上で日光浴しすぎたせいか……どうせヒッチハイクすんのやったら冷れい房ぼう完備のリムジンにしとくんやった」


　静馬は犬のように舌を出して荒あらい息を吐はき、顎あごの先から滴したたる汗を手の甲こうで拭ぬぐうと、石段を上りはじめた。木々の日ひ陰かげになっているためか思いのほか涼すずしく、境けい内だいに着く頃ころにはいくぶん気分も良くなっていた。


　拝はい殿でんの屋根や社務所を見回してから視線を水平に戻もどすと、そこに一人の女性の姿を見つけた。白い上衣に朱しゆ袴ばかまの巫み女こ衣装に身を包み、竹たけ箒ぼうきを手に石いし畳だたみを掃はき清めている。


（美み雪ゆきちゃん──？）


　反射的に声をかけようとして思いとどまる。後ろ姿の印象が似ているだけで明らかに別人だった。身長は一六〇センチ以上あり美雪よりもずっと高い。身体つきから考えても妙みよう齢れいの女性である。腰こしのあたりまである豊かな黒くろ髪かみを白い和紙で束ねている。


　巫女は来訪者に気付いて顔を上げると、上品に会え釈しやくした。静馬もペコリと礼を返す。年の頃は二〇代前半。派手さはないがいかにも巫女さんらしい清せい楚そな印象の大和やまと撫子なでしこである。


　静馬は一直線に歩み寄り、巫女に声をかけた。


「訊きたいんやけど、あんたこの神社の巫女さんか？　バイトやのうて専属の」


「ええ、そうですけど……何の御ご用ようでしょうか？」


　変身しかけの狼おおかみ男おとこのような風ふう貌ぼうと体格の静馬を前にしても、巫女は気け圧おされた風もなく物もの腰ごし柔やわらかに答えた。


「この神社の神かん主ぬしの鬼おに塚づかっちゅう家に、とても高校生には見えへん男が居てるやろ」


「あら、あなた……慶けい一いち郎ろうさんのお友達？」


「オ……オトモダチやと～!?　誰があのアホと友達や！」


　いかにも慶一郎と親しげな巫女の口ぶりに、静馬は思わず声を荒げていた。巫女は不思議そうに小首をかしげる。


「大門高校の生徒の方では？」


「何で分かったんや」


「だって……」


　巫女に指をさされて、静馬は自分が大門高校の制服を着ていることを思い出した。男子のスラックスはさして特とく徴ちようがある方ではないが、いつも見ているので見分けがつくのだろう。すると大門高校の制服はこの一二年間代わり映えしていないらしい。


「確かにオレは大門高校の生徒や。ついでに言うたら同じクラスでもあるけどな。立場がゼンゼン違ちがう」


「立場……？」


「オレは生徒で、あいつは教師や」


「教師……!?　慶一郎さんが？」


　今度こそ巫女は訳が分からないという表情になった。頭の上に大きな『？』マークが点てん滅めつしている。


「説明したところで信じられへんやろけどな……オレは一九九六年から来たんや。未来の世界では南な雲ぐものアホが生意気にも教師になってて、ムカつくことにオレは生徒なんや」


「慶一郎さんが教師って……本当に!?」


　巫女はさっきと同じような台詞せりふを繰くり返した。静馬が未来から来たことよりも、慶一郎が教師になっているという話の方に驚おどろいているらしい。巫女は慌てた様子で辺りを見回すと、「こちらへ」と静馬を誘さそって拝殿の脇わきにある通用口から中へ入った。植え込みの間を抜ぬける細い裏道は鬼塚家の庭に通じている。静馬にとっては勝手知ったる馴な染じみの道である。しかし庭はよく手入れされていて、池の隅すみには夏水すい仙せんが白い花をつけていた。


「父を呼んで参ります。こちらでお待ち下さい」


　巫女はそう言い置いて鬼塚家に隣りん接せつする飛ひ天てん道場の方へ向かった。静馬は遠えん慮りよ無く縁えん側がわに腰こし掛かけるとさっそく靴くつを脱ぬぐ。慶一郎の気配がないのをいいことに、一〇秒後にはゴロ寝ねして完全にくつろぎモードになっていた。縁側の板いた敷じきが冷たくて心ここ地ちが良い。


　ほどなくして、静馬は何者かの視線を後頭部のあたりに感じた。素す早ばやく振り向くと、小さな影かげが障しよう子じ戸どの向こうに隠かくれた。網もう膜まくに残されたのは、赤い着物を着た、おかっぱ髪の幼女の姿──


「……座ざ敷しき童わらしか？」


　思わず口に出したがそんなはずもなかった。障子戸をつかんだ手が残っていて、やがて恐おそる恐る幼女が顔を出す。その面おも差ざしを見るなり静馬は飛び起きた。


「美雪ちゃん……!?　美雪ちゃんやないか！」


　静馬は膝ひざで歩いて近寄り、美雪を抱だき上げた。一二年前の美雪の身長は八〇センチほど、体重は一〇キロあるかどうかという軽さである。二歳児の美雪が静馬を知っているはずもないが、怖こわがって泣き出しそうな様子はなく、つぶらな瞳ひとみをびっくりしたように見開いている。市松人形のような美雪を片手で抱きながら、静馬は餅もち肌はだの頰ほおを指でつっついた。


「何や知らんけどごっつい久しぶりやなあ。まあ未来のことやさかい覚えてへんやろけど……南雲のアホがどこ行ったか知らへんか？」


「な……ぐぅ……？」


「南雲や、南雲。下の名前は慶一郎」


「けーたん！　けーたん！」


　慶一郎の名を聞いたとたん、美雪は大喜びしてはしゃぎだす。


「──おい、そこの貴様！」


　美雪の声を聞いて庭に駆かけ込んできた作さ務む衣え姿の男が、鼓こ膜まくに突つき刺ささる鋭するどい声を発した。美雪がビクッと身体を震ふるわせてしがみついてくる。


「大声出すなや。美雪ちゃんがビックリしてもうたやないか。ジジ……」
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　美雪をあやしてから男の方に目を向けた静馬は、訝いぶかしげな顔つきになった。声には聞き覚えがあったが、当人の姿が記き憶おくと食い違っている。現れた男は五〇前後の壮そう年ねんで、後ろに垂らしている髪には多少白いものも混じってはいるが黒々としていた。鷲わし鼻ばなと鋭い双そう眸ぼうはそのままだが、肌の色つやもいいため枯かれた印象がなくエネルギッシュだ。


「ん～……ジジイと呼ぶにはちょっと若いかなあ。さりとてオッサンっちゅうのも微び妙みようなとこやし」


　一二歳若返った鬼塚鉄てつ斎さいの姿を前にして、静馬は年寄り扱あつかいしたものか迷って空いている方の手で顎の先を搔かいた。そのふてぶてしい態度が気に障さわるらしく、鉄斎のこめかみに太い血管がくっきりと盛り上がる。


　遅おくれてやってきた巫女が二人の間に入り、美雪に優やさしく話しかけた。


「美雪ちゃん、こっちへいらっしゃい」


「やら！」


　巫女が抱き上げようとすると、美雪は拒きよ否ひして静馬のシャツをつかんだ。


「モテる男はつらいなあ」


「やーら！」


「どっちやねん!?」


「う～！」


　美雪は台詞が気に入らなかったのか静馬の髪を引っ張った。


「はいはい、嫌いやなのね。分かったけど、お父さまの御用があるから、こっちに来てね～」


　優しく諭さとされた美雪は今度は素直に静馬の腕うでから巫女の胸に移る。その姿を見た静馬は、卒然とある事実に気付いた。


「おい、ジジイ！」


「誰がジジイだと!?」


「孫ができたらジジイやろが！」


　静馬は鉄斎の抗こう議ぎを即そく却きやつ下かした。


「小こ僧ぞう、貴様……わしが誰か知っておるのか!?」


「知っとるわい。鬼塚鉄斎やろ。飛天流剣けん術じゆつの師し匠しようで、姫ひめ川かわ雷らい蔵ぞうに毒ぶす島じま天てん堂どうと三人合わせて人間凶きよう器きトリオや」


「むう……どうしてそんなことまで知っている？」


「オレは未来から来た男やからな。そらもう何でもお見通しや」


「未来から来たという確たる証しよう拠こはあるのか？」


「そんなことよりオレの質問の方が先や！」


　静馬は両手を使って美雪と鉄斎を交こう互ごに指さし、


「美雪ちゃんに……鉄斎のジジイやろ？　するとあんたは──もとい、この別べつ嬪ぴんさんは何者や？」


　三番目に指をさされた巫女は、静馬と同じように美雪と鉄斎に交互に目をやった。


「私は美雪の母親で、鬼塚鉄斎の娘むすめの──美み咲さきと申します」


「お……お母はん!?　美雪ちゃんの!?」


　静馬の驚きよう愕がくぶりを見た鉄斎は胡う散さん臭くさそうに鼻にシワを寄せる。


「未来から来たなら何でも知っているのではないのか？」


「会うた人間やったら知っとるわい。初対面やったら当然初めましてやろが」


　そう言い返しながら静馬は、美雪を抱く美咲の姿を複雑な表情で眺ながめた。


　美雪と鉄斎を知っていて、鬼塚家の間取りや飛天道場の中のことまで熟知しているのに美咲に会ったことがないというのは我ながら不自然であり、そこを突っ込まれるのは具合が悪い。静馬が会っていないのは一二年後には鬼塚美咲が存在していないからだが、それを悟さとられるわけにはいかなかった。


（こらアカン！　迂う闊かつに口滑すべらしたらエラいことになんぞ？　とはいえ露ろ骨こつに口ごもったりしたら怪あやしまれるしな……よっしゃ、ここはもう勢いで誤ご魔ま化かすしかない！）


　一いつ瞬しゆんの内に考えをまとめると、居間の方を顎あごでしゃくって指し示した。


「立ち話も何やし、いったん座すわって落ち着こやないか。お前の家や遠慮すんな。オレは客やからな。冷やっこい麦茶と葛くず餅もちでもよばれよか」


　静馬は勝手に居間に上がり込み、畳たたみの上にどっかとあぐらをかいて座った。鉄斎は胡う乱ろんなものを見る目で静馬をにらみつつ座敷に上がり、上座を占しめる。夏なつ風か邪ぜをひいているという美雪を襖ふすまを挟はさんだ隣となりの部屋に寝かしつけると、美咲は注文通りに冷えた麦茶と葛餅を持ってきた。静馬はそれらが目の前に置かれた直後に平らげ、さらに麦茶のお代わりを要求した。ピッチャーの半分を飲んだところで、ようやく人ひと心ごこ地ちがつく。


「やっと涼しなってきたわ。ご馳ち走そうさん」


「落ち着いたところで話を聞こうか。一九九九年から来たそうだが？」


「ちゃうちゃう。一九九六年や」


「中ちゆう途と半はん端ぱな……」


「知らんがな。そやったら逆に訊きくけど今は何年や？」


「昭和五十九年。西せい暦れきで言えば一九八四年だ」


「ほれ見い、五十九も一九八四も、言うたら中途半端な数字やろが。ちなみに一九九六年は平成八年やからな」


「平成？」


「昭和の後の新しい年号や。昭和六十四年は一週間しかなかった」


「つまり昭和天皇は五年後に崩ほう御ぎよするというのか!?　貴様──滅めつ多たなことを口にするものではないぞ」


「五年後やのうてもいつかは死ぬやろ。昭和が一〇〇年も二〇〇年も続くとでも思とんのか」


　これは静馬の言い分の方に理がある。興奮したところで始まらないと悟ったか鉄斎はムウと唸うなって黙だまり込んだ。


「そや！　証拠やったらあるで」


　静馬はズボンのポケットから小銭入れを出し、五百円玉をつまみ出して畳の上に置いた。白銅の高額貨か幣へいの裏面に刻印された年号は『平成二年』である。


「五百円玉ならうちにもありますよ」


　美咲ががま口から五百円玉を取り出して隣に並べる。こちらの年号は『昭和五十九年』で、今年製造されたためまだピカピカである。鉄斎は二つの硬こう貨かを両手に持ち、重さや硬かたさを比べてみた。


「この平成と書かれた方が年代的に新しいはずだが、傷が多くて古く見えるな」


「そら作られてから六年経たっとるさかいな」


「本物のようだが……試ためしに割ってみるか」


「アホか！　今のオレのほとんど全財産やぞ！」


　現在の静馬の所持金は六一二円だった。電車やバスに乗るどころか缶かんコーラ一本飲むにも決断がいる財政状じよう況きようである。静馬は慌あわてて鉄斎から五〇〇円玉を取り返した。


「他ほかに何か証拠はないのか？　未来から来たのならお前しか知らないことがあるだろう」


「オレしか知らんことか……そや、今年は一九八四年やろ!?」


　静馬はポンと手を打ち、とっておきの情報をリークするように身を乗り出し、口元に手を添そえて言った。


「来年……一九八五年、阪はん神しんが日本一になる！」


　それを聞くなり鉄斎はカラカラと笑った。


「冗じよう談だんは休み休み言え」


「いやいや、マジなんやて！　忘れもせん四月十七日や！　甲こう子し園えん球場のあのバース・掛かけ布ふ・岡おか田だのバックスクリーン三連発を知らんのか!?」


「来年の話だろう。その話が本当だとしても知っているわけがあるまい」


「クソッ、そうか！」


　静馬は頭を搔きむしる。美咲が横から助け船を出した。


「スポーツのことでしたら、今年はオリンピックがありましたわ。一二年後なら開かい催さいされている年ですよね？」


「そや、アトランタオリンピックや！　今年はどこやったっけ？」


「ロサンゼルスです」


「ロス五輪か！　ロス五輪っちゅうたらアレや、開会式でビューンて飛んできたロケットマンやな。あれにはビックリしたわ。他は何があったっけ……カール・ルイスとか？」


「カール・ルイスは陸上の四つの種目全部で金メダルを獲とったそうですよ」


「まさに絶頂期やな。そやけどあいつ、アトランタでも金獲ってたで。確か走り幅はば跳とびやったと思うけど」


「一二年後も現役なんですか？　しかも金メダルなんて凄すごいですね」


「それも確認しようのないことだが……」


　鉄斎に指し摘てきされて弾はずみかけた話がとたんにしゅんとなる。


「一二年後から来たということは、今日現在のお前は幾いくつだ？」


「五つか六つやな。小学校にも入ってへんわ」


「家族は？」


「うちはオトンもオカンも世界中を飛び回っとるさかいな……五歳ゆうたらオレは奈な良らか？　ちゃうわ、たぶん枚ひら方かたやな」


「枚方……大おお阪さかか」


「確認しよ思たらできんこっちゃないで。新幹線代は出してもらわなあかんけど」


「そこまでしてやる義理はない」


　静馬が未来から来たという確証がなかなか得られないことに、鉄斎は苛いら立だちを覚えて鼻を鳴らした。


「そもそも……未来からどうやってこの時代に来た？」


「それがよう分かれへんねん。気いついたら池袋の公園におったんや……たぶんタイムスリップの悪あく影えい響きようで前後の記憶が飛んどるんやろ。しかしまあ、どうやって来たかはこの際問題やない。大事なんはここへ来た目的や！」


「その目的というのは何だ？」


「南雲に決まっとるやろ！」


　静馬が大声を張り上げると、美咲は隣の部屋の美雪を気にするように襖の方を一いち瞥べつする。


「慶一郎さんは高校の先生になっていると伺うかがいましたけど……」


「信じられんな。それこそ悪い冗談だ」


「正解やジジイ。あんなもんが高校の教きよう壇だんに立つという事態がもうすでにありえへん。日本の教育現場の荒こう廃はいの象しよう徴ちようや。神の悪ふざけ以外の何でもないわ」


「それで、慶一郎に会ってどうする？」


「会うてどうする……やと？　当然、ボッコボコにしたるわい！」


　静馬は見えない泥どろ人形を両手でつかんで握にぎり潰つぶす仕草をした。ハンバーグを仕込む要領で両手の間を往復させた後、畳にビタ──ンと叩たたき付け、爪つま先さきでグリグリと踏ふみつける。


「──こうや！」


　静馬が犬歯を剝むくと、美咲は気き遣づかわしげに口元に手をやり、対照的に鉄斎は「ほう」と目を光らせた。


「とりあえず一週間は血のションベンが止まらへんようにしたるわ」


「それは願ってもない。是ぜ非ひやってもらいたいものだが」


「他ひ人と事ごとみたいに言うてる場合ちゃうぞ、ジジイ」


　静馬は鉄斎に膝ひざでにじり寄り、拳こぶしの先で畳をコツコツと叩いて説教した。


「お前があの恩知らずのロクデナシの唐とう変へん木ぼくを野放しにしたせいで、後の世にどんだけの災いを招いたか分かっとんのか!?」


　美咲が表情を曇くもらせ、おずおずと訊たずねる。


「あ、あの……慶ちゃんが何を──」


「ケーちゃん!?　ケーちゃんて!?　そんな風にチヤホヤして甘あまやかすからつけ上がるんや！　そんなことやから未来の地球は大変なことに……」


「その災いって、ノストラダムスの大予言的な何かですの？」


「そんなようなもんや」


　まるで地球が未み曾ぞ有うの大災害に見み舞まわれたような静馬の口ぶりに、信じやすい質たちなのか美咲は沈ちん痛つうな面持ちになる。個人的な意い趣しゆ返がえしが目的なのに勢いであたかも慶一郎討とう伐ばつが全人類の願いのように言い換かえたことを、静馬は心の中だけで反省した。


「しかしまあ安心せえ。何のためにオレが一二年もの時を遡さかのぼって来たと思う!?　一九九六年にはあのアホは二九や。二九から一二を引いたら幾つや？」


「わざわざ引かずとも今の歳としを言えばよかろう。一七だ」


「そう、一七！　それが大事なとこや。南雲はオレより先に生まれるという卑ひ怯きようかつ姑こ息そくな手段で勝っただけや。この時代やったらお互たがい同い年やからそうはいかん！　しかもあのアホはまだ〈神威カムイの拳けん〉をマスターしてへん。つまり図ずう体たいがデカいだけで脳のう味み噌そツルツルの原始人と一いつ緒しよや。野生のゴリラも同然!!」


「待て。野生のゴリラは相当に強いぞ」


「ゴリラがなんぼのもんじゃい。こっちは文明人や！　ホンマやったらあと一〇年ほど遡ってガキの時分に行ったってもええけど、それやと弱いもんイジメになってまうよってな。対等の条件でタイマン張ったうえであの腐くさりきった根こん性じようを叩き直したる!!　どや？　この草くさ[image: ]なぎ静馬の溢あふれんばかりのフェアプレー精神！　未み来らい永えい劫ごう語り継つがれるレベルの紳しん士しっぷりやで」


　静馬は自画自賛したが、自分だけ〈神威の拳〉をマスターしている分かなり有利であることは巧こう妙みように伏ふせておいた。


「とまあ、そういうこっちゃ。そろそろ南雲を出してもらおか」


「ふうむ……」


　鉄斎は渋じゆう面めんを作り腕うで組ぐみした。美咲も目を伏せる。


「あ奴やつなら、このところ家に顔を出しておらん」


「これまでにも一日二日家を空けることはよくありましたが、今日でもう五日です。どこで何をしているのやら……電話ひとつかけてきてくれませんし。ちゃんとご飯を食べているのかしら……」


「行き先に心当たりはないんか？　女のとこへ転がり込んどるとか」


「さあ……彼女ができたという話も聞きませんし、仲の良いお友達が誰だれかも──」


「保護者のくせにゼンゼン監かん督とくできてへんやんけ！」


『ぐぎゅるるるるるる～……』


　怒ど鳴なったら腹の虫が盛せい大だいに鳴いた。葛くず餅もち程度では腹の足しになるどころかむしろ空腹感を煽あおられただけだ。


「よっしゃ！　そういうことやったら、南雲が帰ってくるまでここで待たしてもらおやないか。三食昼ひる寝ね付きでな」


「厚かましい客だな。お前に食わせる飯などないぞ」


「ゴリラ用のエサがあるやろが。南雲のアホに行く予定の栄養を横取りして万ばん全ぜんの態勢で倒たおす！　敵の兵へい站たんを攻せめるんは兵法の基本や」


「その兵站とはうちの台所だろうに」


「ケチくさいやっちゃのう」


「何だと!?」


　平成八年版の鉄斎なら有う無むを言わさず真しん剣けんをすっぱ抜ぬいて斬きりつけてくるところだが、昭和五十九年版鉄斎は血の気こそ多いもののまだ分別があった。


（ヌルい反応や。まだまだ青いな）


　背筋が凍こおるような鋭するどい殺気を叩き付けてこないので静馬からすれば少々物足りない。


「しゃあない。メシと風ふ呂ろと寝ね床どこを賭かけて勝負や、ジジイ！」


「勝負だと!?　フン……小こ僧ぞう！　飛天流剣けん術じゆつに敵かなうつもりか」


「先に言うといたる。一二年後のお前はこのオレに一勝もしてへんぞ」


「よかろう。表へ出ろ！」


　立ち上がってにらみ合う二人を、美咲はオロオロしながら見守っている。





　　　　☆





　池袋中央公園──


　かつての巣す鴨がもプリズンの跡あと地ちは、今や東洋一の高層ビル・サンシャイン60とともに市民の憩いこいの場として賑にぎわっていた。しかしそれも昼間に限った話で、日が落ちたとたんに人ひと気けが減り、高い木々に囲まれていることもあって賑わう街とは隔かく絶ぜつした物もの寂さびしい雰ふん囲い気きになる。公園は太平洋戦争の戦犯が処しよ刑けいされた場所に当たるとされ、開園して間もない頃ころから心しん霊れいスポットとして有名になっていた。


　夕ゆう闇やみ迫せまる人ひと影かげまばらな公園に、蛍けい光こうイエローのラインの入った銀色のパーカーを着た若者たちが入ってきた。北東と北西にある入り口から入ってきたパーカーの一団は総勢二〇名を超こえ、公園に居合わせた一いつ般ぱん人を威い圧あつして追い出しながら公園の奥おくへと進む。やがてジャグジーの前に集合すると扇おうぎ状じように人ひと垣がきを作った。その中心にあるのは一脚きやくのベンチ──そこにやや窮きゆう屈くつそうに横たわる大おお柄がらな男がいた。真夏だというのにフードを被かぶった若者たちは一様にひどく緊きん張ちようした面おも持もちで、両手を後ろに組み、視線は斜ななめ上方に向けてベンチの男を直接見ないようにしている。


　間もなく人垣が二つに割れ、スーツ姿の不景気そうな面つら構えの男がベンチの前に歩み出た。二〇代半ばと思おぼしき、五分刈がり頭に色黒の剽ひよう悍かんそうな男である。


　射るような眼まな差ざしをベンチの男に向けながら口を開く。


「若がお呼びだ。一緒に来てもらおうか」


「ンガ……」


　頭の下で組んだ両手を枕まくらに横になっているベンチの男は、わざとらしく鼾いびきをかいた。スーツの男は動じた風もなく続ける。


「首に縄なわをかけてでも連れてこいと仰おおせ付かっている」


「スピ～～、グルルル……」


「おい、まだ宵よいの口くちだ」


「人に気安く話しかけるんじゃねえよ。チンピラ風ふ情ぜいが」


　野太いが、まだ青あお臭くささの抜けない若い声が答える。


　ベンチの男は狸たぬき寝ね入いりをやめてのっそりと身を起こした。パーカーの人垣が気け圧おされたように半歩後ろに下がり、輪が広がる。


　座すわっていてさえ一目で分かる、巌いわおの如ごとき筋きん骨こつ逞たくましい巨きよ漢かんである。


　しばらく洗っていない汚きたないＴシャツに膝の破れたジーンズと浮ふ浪ろう者しや同然の格好だが、足元は頑がん丈じような軍用ブーツで固めている。手入れをしていない長ちよう髪はつは麻あさ紐ひもで結んでいる。身なりこそ粗そ末まつだが、それがかえって肉体の特とく徴ちようをより明確にしていた。手首は太く、大作りの顔を支える首はさらに太い。全身を鎧よろうのはアスリートの筋肉ではない。肉にく弾だん戦で敵を圧あつ倒とうするための筋肉である。しかしパーカーの一団を恐おそれさせているのは青年の肉体に秘められた暴力性ではなく、餓うえた野や獣じゆうを思わせる冷えた眼光だった。鋭い牙きばで喉のど笛ぶえを嚙かみ破り息の根を止めるべき敵か、あるいはいつでも好きな時に殺し喰くらえばいいだけの生きた肉にく塊かいか──そのどちらにせよ同じ人間に向けられた眼差しではなかった。


　ダン！


　ソールの分厚い軍用ブーツで石いし畳だたみを踏むと、地面に埋うまっていたレンガ大の敷しき石いしが真上に飛び上がった。青年が掌しよう打だでそれを弾はじき飛ばす。真まっ直すぐ顔に向かって飛来する敷石を、スーツの男は弧こを描えがくように上体を反らせて避けた。間かん一いつ髪ぱつで外れた敷石は背後に立っていたパーカーの若者の眉み間けんに当たり、一いち撃げきで昏こん倒とうさせる。


「……ボクサー崩くずれか。とんだ雑ざ魚こだな」


　スーツの男の体術を見み抜ぬいた巨漢は、興味が失うせたように吐はき捨てた。


「帰れ。ぶっ壊こわされたくなきゃあな」


「そうはいかん」


　元ボクサーの男は上着を脱ぬぎ、ネクタイを緩ゆるめた。


「どうせ傷害事件起こしてライセンスを剝はく奪だつされてヤクザの用心棒に落ちぶれたとか、道みち端ばたに落ちてる犬のクソよりくだらねー人生だろ？　無理してカッコつけんな」


「立てよ。小僧」


「立ってください、だろ？」


「頼たのめば従うのか？」


「俺おれは小僧じゃねえ」


「なら言い直そう。南雲慶一郎……俺と一緒に来い」


「断る」


　慶一郎はベンチに腰こし掛かけた姿勢からいきなり跳ちよう躍やくし、元ボクサーの用心棒を強きよう襲しゆうした。用心棒は両りよう腕うでのガードを上げ、サイドステップで大きく躱かわす。慶一郎はヤクザ者を無視してパーカー軍団に突とつ進しんした。人垣を作っている内の一人を無造作に選んで襲おそいかかると、フードをつかんで引き下ろし、視界を奪うばったうえで殴なぐりつける。


　パーカー軍団の第一の役目は慶一郎と用心棒の対決を人目から隠かくすことである。必要があれば数にものを言わせて慶一郎を取り押さえる手て筈はずになっていたが、慶一郎の方から襲ってくることは想定外であった。慶一郎は強きよう烈れつなフック一発でパーカー男を倒すと、馬乗りになって殴りつけ、さらにさっき飛ばした敷石を拾って顔面に打ち下ろした。


　身長一九五センチ超ちよう、体重一〇〇キロの巨漢に仲間がやられているのを目まの当たりにして、パーカー軍団は棒立ちのまま誰一人動こうとしなかった。慶一郎はもはやピクリとも動かない男の髪かみをつかんで、後頭部を石畳に何度も叩たたき付けた。頭が割れてフードの中が真っ赤に染まる。


「やめろ！　殺す気か!?」


　我に返った用心棒が止めに入る。背を向けている慶一郎に組み付こうとした瞬しゆん間かん、左の太ふと腿ももに激痛が走り慌あわてて飛び退のいた。見ると、バタフライナイフが突つき立てられている。パーカー男が持っていた物を慶一郎が秘ひそかに奪い、用心棒が不用意に近寄ってきたところへ振ふり向きもしないで逆手で刺さしたのだ。


　太腿に刺さったナイフに注意が向いたその隙すきを逃のがさず、慶一郎は攻こう撃げきを仕し掛かけた。用心棒はとっさにガードするが、慶一郎はお構いなしに手首を狙ねらって敷石で殴りつける。骨が砕くだける音とともに、用心棒の口からくぐもった悲鳴が上がった。左手に持った石で殴りながら右手で太腿に刺さったままのナイフの柄つかをつかみ、ねじって肉を抉えぐる。


「いぎぃぃぃぃっ!!」


　左足を引きずる用心棒に丸太のような蹴けりをくれて倒すと、慶一郎は一〇回ほど石で殴りつけて両腕を破は壊かいした。横たわる用心棒の頭をサッカーボールのように蹴り、顔面を踏ふみつける。すべての前歯が折れ、顎あごが砕けて人相が一変した。もはや親が見ても判別不能なほど変へん貌ぼうした用心棒の顔面を踏みつけながら、慶一郎はパーカー軍団に目を向ける。


「よし、お前ら……ぶっ壊されたい奴から前へ出ろ。一人ずつ始末してやる」


　言うが早いか手近の一人に血ち塗まみれの敷石を投げつける。慌てて避よけた隙に近寄り、最初の一人と同様にパーカーのフードを引き下げて視界を奪った。チームの団結を象しよう徴ちようするユニフォームである銀色のパーカーは慶一郎にとっては便利な取っ手にすぎなかった。フードを引き下ろしながら顔面に膝ひざを叩き込むと、パーカー男は背を丸めて顔を守ろうとする。その動きを利用して俵返しの要領で裏返しながら身体からだを担かつぎ上げ、脳天から地面に落とす。


「おぎっ」


　踏み潰つぶされたヒキガエルのような声が漏もれる。パーカー男の首はあらぬ方向に曲がり、手足は痙けい攣れんしてデタラメに動いた。側頭部を蹴り飛ばすと頸けい骨こつの砕ける音とともにその痙攣も止まる。


「……ううっ、うわぁぁぁぁっ！」


　一人が恐きよう慌こうを来きたして逃にげ出した。その後頭部に拳こぶし大だいの石が命中し、昏倒する。


「俺を迎むかえに来たのに逃げてどうする」


　慶一郎はすぐに追いつき、馬乗りに押おさえつけて石で滅めつ多た打うちにした。相手が格かく闘とう技ぎ経験者だろうと素人しろうとだろうと関係なく、スクラップになるまで攻撃の手を休めない。しかも周囲に何人居ようと構わず一人に集中する。そのやり口はケンカではなく、羊の群れの中から獲え物ものを選んで屠と殺さつする作業とほぼ同じだった。


　パーカー軍団でもリーダー格の三人が示し合わせて一いつ斉せいに襲いかかった。背後からナイフで突きかかるが、一人はカウンターの蹴りで吹ふっ飛ばされ、一人はバタフライナイフで逆に手首を切られる。最後の一人は手首をつかまれ、引き倒された挙げ句に自分の持ったナイフで顔面を切り刻きざまれた。


「いいナイフだな」


　ちゃちな作りのバタフライナイフより頑丈で刃は渡わたりも長いシースナイフを入手した慶一郎は、手の中で器用に弄もてあそびながらパーカー軍団に目を向けた。


「どうせすぐにぶっ壊れるだろうが──」


　そのナイフがどれほど荒あらっぽい使われ方をするのか──それを想像したパーカー軍団の間に戦せん慄りつが走った。





「ま……待った！」


「待てと言われたらそら待ったってもええけど──」


　池袋で血の雨が降っている頃、鬼塚家の縁えん側がわでも一方的な勝負が繰くり広げられていた。


「一回待つたびに飯のオカズが一品ずつ増えていくシステムやっちゅうことは分かっとるやろな？」


「分かっとる。いいから一手……一手だけ待て！」


「ほいよ」


　静馬は盤ばん上じようの駒こまを一手戻もどし、メモ帳に書いた勝敗表の『待った』の項こう目もくに一画加えた。


　二人の勝負といえば将しよう棋ぎと相場は決まっている。鉄斎は無類の将棋好きのため勝負を挑いどめば大喜びで乗ってくるが、一二年後と同様静馬の敵ではなかった。すでに静馬の四連勝で、鉄斎の『待った』の数も七つめである。


「この調子やと当分の間はＶＩＰ待たい遇ぐうやな」


　静馬は美咲の出したスイカにかぶりついて庭に種を飛ばした。長考の末に鉄斎が一手指す。静馬は盤面を見たが不利な形勢を逆転できるほどの妙みよう手しゆではない。次の一手を指せば鉄斎が再び『待った』をかけるのは目に見えていた。


「よし、ここでいっこハンデ付けたるわ。次の手は美雪ちゃんに指してもらお」


「なんだと!?」


　鉄斎は驚おどろいたが拒きよ否ひする顔つきではない。表情にこそ出さないが腹の中では大喜びしているに違ちがいない。静馬はあぐらをかいた膝の上で観戦している美雪に耳打ちする。


「美雪ちゃん、好きな駒動かしてええで。それともこれ使うか？」


　静馬は持ち駒の飛車を美雪の手に持たせた。


「それをパチーンやったったらええねん。どこでも好きなとこへな」


「うー……」


　二人が将棋を指す様子を間近で見ていた美雪は、見み様よう見み真ま似ねで飛車を盤上に置いた。駒の表裏も向きも間ま違ちがっていない。しかし──鉄斎と静馬の顔色が変わった。


「美雪ちゃん……アカンわ。そらえげつないで」


「むむむ……」


　鉄斎は盤を覗のぞき込んだまま固まってしまう。美雪の指した手は鉄斎の竜馬と玉将の両方を攻せめる形だった。放置すれば次が詰つみの手になるため玉将を逃がすか守りを固める必要があるが、そうすると鉄斎側の頼みの綱つなである竜馬を取られることになるため手足をもがれるも同然である。鉄斎の方で見切りをつけて投とう了りようしない限り、続けてもなぶり殺しの展開になるだけなので静馬の趣しゆ味みではない。


「夕ゆう餉げの支し度たくができましたよ」


　美咲が大皿に盛りつけた料理を何品も食しよく卓たくに並べはじめた。静馬は美雪を抱だき上げ嬉き々きとして食卓に向かうが、鉄斎の方は悩なやみ続けている。味み噌そ汁しるを椀わんに取り分ける手を止め、美咲が見かねて声をかける。


「お父様、続きは食事の後でなさったら？」


「アカンアカン、あの局はもう終しまいや。美雪ちゃんの手を『待った』するわけにもいかへんやろ」


「……フン」


　鉄斎はようやく観念して将棋盤から顔を上げた。


「小こ僧ぞう！　飯の後でもう一勝負だ」


「オレはかまへんけどな」


　席についた静馬は、食卓に並べられた茶ちや碗わんと箸はしの数に違い和わ感かんを覚えた。


「一膳ぜん多いけど誰だれのや？　旦だん那なが来るんか？」


「いえ、夫は……」


「慶一郎の膳なら下げろ。奴やつの分はこいつに食わせることになったからな」


「でも帰ってくるかも知れませんし」


「あのアホが帰ってきたら呑のん気きに飯食うてる場合やあれへん。顔を合わせたとたんに壮そう絶ぜつなバトルが始まるよってな。その前に早よ栄養とカロリーをオレに与あたえてくれんと。満腹のオレが腹ペコのゴリラを圧あつ倒とうするという筋書きや」


「腹を空すかせたゴリラの方がよほど危険な気もするが……」


「何やねんジジイ。事あるごとにゴリラの肩かたを持ちやがって」


「慶一郎さんはゴリラじゃありません」


　美咲は静馬を客としてもてなす一方で慶一郎の膳も下げるつもりはないらしい。美咲が贔ひ屓いきしているので鉄斎も強くは言わないようだった。


（案外大事にされとるやんけ。しかもこんな美人に……南雲のくせに！）


　静馬は心の中で舌打ちし、慶一郎打倒の決意を新たにした。


















　♯３　NO GOOD NEWS TODAY




　二月半ばにしては息も白くならない妙みように暖かい朝──大だい門もん高校に登校してきた城き戸ど来らい人とは下げ駄た箱ばこの前で立ちすくんだ。


「……何だこれ!?」


　上うわ履ばきを取り出そうとした手にベットリと黒い汁しるが付着している。靴くつ墨ずみに似たクリームのようだが臭においはほとんどない。不気味なことに上履きの中はそのクリームで一いつ杯ぱいになっていた。


「足首のところまですり切り一杯入ってるぞ……どういうこと!?」


　そのまま履くわけにもいかず、ひとまず来客用のスリッパを履いて給湯室に向かう。上履きに詰め込まれたクリームはお湯で溶とかして洗い流したが、自然乾かん燥そうには一日かかる。ストーブのそばに置いておけば早く乾かわくだろうが、そのために職員室に行くのは気が進まなかった。


「今日は体育館シューズで過ごすしかねえな……それにしても誰のイタズラだ？」


　新校舎の二階にある二年Ｂ組の教室に向かう。階段の手前で城戸の足が止まった。


「これは……何でバミってあんの？」


『バミる』とはテレビ業界用語で出演者の立ち位置を床ゆかにマーキングしておくことである。城戸の目の前──階段の手前の床に赤いガムテープで『Ｔ』とバミられていて、しかもマジックで『城戸』とはっきり書かれていた。つまりこの位置に立てという指示だ。


「完全に俺おれを名指ししてるよな、これは……」


　何が始まるのかは分からないが、芸人たるものネタ振ふりをされたからにはとりあえず乗っておくのが正解である。


「まあ立ったところで何があるわけでも──」


　Ｔマークに両足を揃そろえて立った直後、


　ドバァ～～～～～!!


　ドロドロした黒い液体が頭上から降り注いだ。火傷やけどするほどではないがそこそこホットな液体は急速に冷えて固まっていき、城戸を巨きよ大だいな黒い蠟ろう燭そくのような姿に変える。通りかかった男子生徒たちは恐おそれおののき、誰も助けようとしないまま周囲に人ひと垣がきを作った。


「んが────！」


　立ち往生していた城戸は両手を突つき上げて固まった表層を打ち破った。固まったのは表面だけで身体からだに近い部分はクリーム状のままである。城戸は顔を覆おおっているクリームを手で拭ぬぐい、視界と呼吸を確保した。


「ウフフフ……」


　不気味な含ふくみ笑わらいに階上を見上げると、逃げていく黒い人ひと影かげがチラリと見えた。黒いといっても逆光の暗さではなく墨を塗ぬりたくったような黒さだ。


（……うわ、キモ！）


　気持ちの悪さが先に立ったものの引いている場合ではない。城戸は犯人を追いかけようとしたが、階段に足をかけたとたんにクリームで滑すべって転倒し膝ひざを強打した。


「アタタタタタ！」


　のたうち回っているとクラスメイトの鵜う飼かいがやってきてグッと親指を立てた。


「おい城戸！　やったな！」


「やったって何をだよ!?　どう見てもこれはやられてる方だろうが！　だいたい何なんだよこのヌルヌルしたのは」


「そんなの舐なめてみりゃ分かるさ」


「口に入れて大だい丈じよう夫ぶなのか？」


　恐る恐る指についたクリームを舐めてみる。


「甘あまい……って、これチョコレートじゃねえか!!」


「今日は二月十四日だからな」


「この仕打ちはバレンタイン・デーだからか!?　バレンタインってハート型に貫ぬいた可愛かわいらしい手作りチョコとかを渡わたすのが普ふ通つうだろ!?　熱々の溶けたチョコを頭からぶっかけるってどこの国の風習だよ!?　成人の儀ぎ式しきか!?」


「それだけ好かれてるってことだよ」


「こんなことされたらむしろ嫌きらいになるわ！　罰ばつゲームでもかなり上級のやつだぞ？　だいたい食べ物を粗そ末まつにしちゃダメだろ？　視し聴ちよう者からクレームがついたらどうする？　後でスタッフが美お味いしくいただきましたってわけにもいかねえだろうし」


「お前がもらったんだからお前が食うんだよ」


「俺がかよ!?　全部で何リットルだよ!?　激太りするわ！」


　城戸は我ながら絶好調のツッコミだと内心自画自賛したが、鵜飼の反応は芳かんばしくなかった。


「お前さ……普ふ段だんからモテたいモテたいってうるさいくせに、女子からチョコもらっといてその態度はどうかと思うぜ？」


「これがモテてる姿に見えるか？　つーか、これやった奴って女子か!?」


「それは聖バレンタイン様の仕し業わざだな」


「何者だよその謎なぞの新キャラは？」


「クリスマスといえばサンタクロースだろ？　そんな感じでバレンタイン・デーにつきもののキャラだな」


「初めて聞いたけど」


「日本特有のキャラだからな。全身チョコでコーティングされた姿で『モテねえ子はいねーが～!?』って言いながら熱々のチョコを柄ひ杓しやくで撒まくんだ」


「秋田のなまはげかよ!?　しかもその感じだとモテそうにない男子を見れば誰だれ彼かれ構わずチョコをぶっかける怪かい人じんなんだが……誰が考えたんだよ!?」


「平ひら賀が源げん内ないって知ってるか？」


「江え戸ど時代のエジソンみたいな奴のことか？」


「土用の丑うしの日ひにウナギを食べる風習はもともとなかったんだが、夏場の売り上げ不ふ振しんに悩んだ鰻うなぎ屋やから相談を受けた源内が『土用の丑の日はウナギを食べて大ハッスル！』みたいなキャッチコピーを作ったらバカ受けして、それ以来定番になったって話がある」


「ふうん……で、その豆知識がバレンタインと何のつながりがあるんだ？」


「ああ？　つながってんだろうがよ！」


「いやいや、説明してもらわないと分からないというか……あと、その唐とう突とつに恐こわい感じになるのやめてもらえる？」


「だからさ、日本におけるバレンタイン・デーってのも土用の丑の日と同じで、お菓か子し業界がチョコレートを売るための宣伝に利用してるっていう面もあるわけよ」


「なるほど……って、おい！　それとこの状じよう況きようと、いったい何の関係があるんだよ？　もしかしてアレか？　聖バレンタイン様とやらはチョコレートの販はん売ばいを促そく進しんするキャラクターなのか!?」


「元々は都市伝説だったんだが、それを真ま似ねて実行する奴が出てきてから一いつ般ぱん的になったとかならないとか……」


「結局あやふやかよ！　どっちにしても正体不明なら怪人でほぼ間ま違ちがってねえし」


　廊ろう下かの先で悲鳴が起きたかと思うと、人垣が割れて全身チョコレート色の女が現れた。右手に持った柄杓で、左手に抱かかえた手て桶おけから熱々の液体チョコをすくって城戸の顔に浴びせかける。


「うわっ、熱い！　熱い！」


　城戸が両手で顔を覆うと、女は手桶ごとチョコを頭からぶちまけ、ケラケラと笑いながら逃にげていった。


「おのれ～逃がすかぁ！」


　城戸はチョコクリームに足を取られて盛大にこけつまろびつ、チョコ女を追つい跡せきする。追跡は意外にも容易たやすかった。女の方も全身チョコまみれなため廊下に焦こげ茶ちや色いろの足あし跡あとが点々と残されているからだ。足跡は廊下の突き当たりで左に曲がっている。渡り廊下を通って旧校舎の方へ向かったか、あるいは二階へ上がったか──


　城戸は急に止まろうとして足を滑らせ尻しり餅もちをついた。廊下の角からチョコ女が顔を半分だけ出してこちらを覗のぞいている。爛らん々らんと光る目に射すくめられ、城戸は膝が笑って立てなくなった。


（俺……何で追いかけたんだろ!?　追いついたところで恐くて近寄りたくないのに！）


　ニョキッ。


　廊下の角からチョコ女の片足が伸のびた。日本人離ばなれした長い足に見とれていると、チョコ女はいきなり全身を現した。城戸は思わず「わー」と間ま抜ぬけな声を上げてしまう。目の前に現れたチョコ女がチョコレートでボディペインティングしただけのほぼ全裸の姿だったからだ。


　聖バレンタイン様ことチョコ女はどう見ても日本人のプロポーションではなかった。一八〇センチを超こえる大おお柄がらな体格で、バストとウエストの肉付きのボリュームが尋じん常じようではない。小ぶりのメロンが二つ並んでいるようにしか見えないバストをぶるんぶるん揺ゆらしながら近寄ってくるのを、城戸はアングリと口を開けたまま呆ほうけたように眺ながめた。


　チョコ女が雌め豹ひようのごとく四よつん這ばいになり、たわわに実ったチョコ色のメロンが鼻先で揺れた。ダイナマイトなボディといい、少しタレ目がちで目鼻立ちがハッキリした派手な美び貌ぼうといい、少々オーバースケールなことを除けば全身これ城戸の理想を具現化したセクシー美女である。


『──触ふれていいのよ？』


　ぽってりした唇くちびるが動いてそう囁ささやいた──ように思えた。幻げん聴ちようだと頭の隅すみで思いつつも城戸の理性は吹ふき飛び、気付くと二つのメロンを両手でわしづかみにしていた。


　ズブッ。


　指がメロンの表面を突き破って沈しずむ。感かん触しよくが期待した『ムニュッ』ではないことに城戸の頭は混乱した。次の瞬しゆん間かん──二つのメロンが根元からもぎ取れ、美女の顔がドロリと溶けて崩くずれる。


「ぎゃわ～～～～～～ッ!!」


　突とつ然ぜんのホラー展開に悲鳴を上げる城戸の目の前で、チョコ女はチョコレートの肉にく襦じゆ袢ばんを脱ぬぎ捨すてて文字通り脱だつ皮ぴした。中から現れたのは、背は高いものの極きわめて起き伏ふくに乏とぼしいスレンダーな肢し体たいである。健康的な小麦色の肌はだとは真逆の、血管が透すけて見える青白い肌に、赤いハートマーク三つでできたビキニの水着がまるで似合っていない。同じくチョコレートの仮面の下から現れたのは地味な和風の顔だった。見覚えのあるウルフスタイルのショートヘアに眠ねむそうな目──


「は──波は多た野の！　お前か!!」


「……フッ」


　二年Ｂ組の図書委員、波多野樹いつきはにへらと薄うす笑わらいを浮うかべた。普段は顔色が読みにくく何を考えているか分かりづらい波多野だが、それは明らかに人を愚ぐ弄ろうしている表情だった。城戸はようやく自分が質たちの悪いドッキリの餌え食じきにされたのだと悟さとった。波多野は一流コメディアンを目指すと広言している城戸に事あるごとに頼たのんでもいない試練を課す笑いに厳しいストーカーである。


「波多野っ、お前……これは詐さ欺ぎだぞ!?　『ボン、キュッ、ボン』どころかウナギみてーなストレートボディじゃねえか！」


「…………」


　波多野はどこからかハート型チョコレートを取り出し、その表面にデコレーションに使うチューブ入りのホワイトチョコを絞しぼり出して文字を書いた。城戸は差し出されたそれを受け取り、読んでみる──『ぬか喜び』。


「わざわざ書かなくていいだろ！　何だよこの……言葉一つ加えただけなのに、母親からもらう義理チョコ以上のガッカリ感は!?」


「……召めし上がれ」


「久々にしゃべったな、お前……食べればいいんだな？」


　城戸は『ぬか喜びハートチョコ』をかじった。とたんに険しい顔つきになると、かじった跡あとの断面を観察し、鼻を近付けて臭においをかぐ。


「これ……中身カレーのルーじゃねえか！　しかも甘口だから微び妙みように辛からくねえし！　ただただ不ま味ずいだけだし!!」


「ウフフフフ……バーカバーカ！」


　波多野は珍めずらしく子供のような笑みを浮かべると、羽ばたくように腕うでを広げて妖よう精せい走りで駆かけ去った。


「ちょ、おま……ボキャブラリー満まん載さいのくせにその言葉のチョイスは何だよ!?」


「城戸君……」


　振ふり向くと、声をかけてきたのは知らない女子生徒だった。けっこう可愛い。三年生はほとんど来ていないので二年生だろう。


「これ、受け取ってくれる？」


　おずおずと差し出されたのはリボンの掛かかったハート型の赤い包みである。城戸は焦あせった。全身チョコまみれの状態で受け取っていいものか。しかし女子を待たせるほど城戸も野暮ではない。大おお慌あわてで右手を拭ふいて受け取る。


「……あ、ありがとう」


「開けてみて」


　クリームでぬるぬるしているのでたかがリボンを解ほどくにも手が滑すべる。苦労して包装紙を剝はがした直後、城戸の顔から表情が消えた。中身は予想通りにハート型のチョコレートだったが、表面にはホワイトチョコのメッセージの文字が書いてあった。


　──『ボケて！』


　城戸はチョコのメッセージと女子の顔を交こう互ごに見た。ついさっきまで無む邪じや気きに見えていた微笑ほほえみが今はひどく邪じや悪あくに映る。間違いなく波多野の差し金だった。城戸自身は天才的ツッコミのつもりであるうえ、すでに強きよう烈れつな罰ゲームを受けた後で全方位に突つっ込こみたい気分なのに逆にボケろというのか。


「ええ～っと、その……ちょこっと待ってくれる？　急用が──」


「チョコっと？」


「えっ!?　いや、違ちが……」


　図らずも駄だ洒落じやれになってしまったことに気付いて城戸は凍こおり付いた。それもバレンタイン・デーに全国で百万回は口にされるであろう最悪のオヤジギャグである。


　女子の顔にさっきの波多野と同じ蔑さげすみの表情が浮かんだ。


「サイテーね」


　城戸の胸にシンプルすぎる言葉のナイフを突き立てると、女子は踵きびすを返して立ち去った。本当に胸の痛みを感じながら、城戸はヨロヨロと立ち上がる。


「あの～、城戸先せん輩ぱい～？」


　今度は一年生らしい女子が近寄ってきた。城戸も顔を覚えている、校内でも指折りの美少女だ。


「城戸先輩ってユーモアのセンスがあって面おも白しろい人だな～って前から思ってたんです。私の気持ち、受け取ってください！」


　可愛かわいらしくラッピングされたプレゼントを差し出されて誰だれが断れるだろうか。不ふ吉きつな予感を全開で感じつつも受け取り、包装を開ける。出てきたのはやはりメッセージ入りのハートチョコだった。


『一発ギャグ』


　前よりはお題の範はん囲いが絞られているものの得意分野とは言いがたい。しかも全身チョコまみれでもやれる一発ギャグというと──


（これだ！）


　城戸はオットセイのごとく床ゆかにうつ伏ぶせに寝ねころんだ。


「エクレア！」


　チョコまみれの状態を逆手に取った一発逆転の大技である。しかし女子の反応は今一つだった。小首を傾かしげて苦笑いする。


「うーん……エクレアって言う割には背中の方にあんまりチョコがのってないのよね～」


「ええっ!?」


「残念、つまんなーい！」


　美少女は完全に興味を失った口くち振ぶりでスタスタと去っていく。正解が何だったのかと悩なやむ間もなく次の女子が現れた。


「城戸君、これ……」


「もうええっちゅうねん！」


　城戸は急に関西弁で突っ込むと、四つん這いのまま逃げ出した。すでにカラクリは理解していた。波多野の息のかかった女子がチョコをプレゼントする口実で次から次へと無茶振りをしてくるのだ。それもおそらくは今日一日中ずっと──


　城戸はゾッとした。イケてる女子からチョコをもらうのは夢だが、この悪夢はちっとも甘あま酸ずっぱくない。一日中これをやられ続ければ心が折れてしまう──というかすでに折れかけている。このバレンタイン地じ獄ごくから逃のがれるには首しゆ謀ぼう者しやの波多野を取り押おさえるしかなかった。


「うおおおっ、波多野～！　てめえ、どこ行きやがった!?」


　城戸はチョコ女を求めて駆け出した。





　　　　☆





「何なんですかね……これは？」


　二眼レフのファインダーから顔を上げた大だい作さくは、心底わけが分からないといった風に眉まゆをひそめた。タイムタクシーで一九九七年二月十四日の大門高校に来たはずだが、校内では授業そっちのけで得体の知れないバレンタイン・コントが展開されている。


　大作の目的は散り散りになった大門高校の生徒と教員の他ほか、学園祭に居合わせた人間全員をカメラに収めることである。校内には三年生を除く生徒のほとんどが揃そろっていて、大作は「これは楽勝だ」と大喜びしたが、リコーフレックス[image: ]のファインダーを覗いてみると立体的に見えるのは城戸と波多野を含ふくむ十数名だけだった。ファインダー越ごしでしか確認できない立体人間と平面人間にどんな違いがあるのか、今の大作にはよく分からない。


　教員の姿は一人も見えなかった。生徒も男子より女子の方が圧あつ倒とう的てきに多い。そして女子は全員が手作りチョコを用意して来ているらしい。ほんの三カ月先とはいえ一応未来の地球である。いったい何が起きているのか──カメラのレバーを回しながら振り向いた大作の視界の隅に、教室に駆け込む人ひと影かげがよぎった。軽い物音に床を見ると、金のリボンの掛けられた赤い包みが落ちている。今の人影が落とした物だろうか。


「ふうん……？」


　大作はすぐには拾わず包みを観察した。二〇センチ角の正方形でチョコレートにしてはやや大きめのサイズである。城戸の件からしてチョコに関かかわると災難が降りかかる仕組みかもしれないので油断はできない。しばらく待っても落とし主は拾いに来なかった。


「ジーッと見てないで、さっさと拾ったらどうなのよ!?」


　大作の背後から苛いら立だった声が聞こえてくる。相手がどんな様子かを想像しながら振り返ると、果たして声の主はその通りの姿で立っていた。


　藤とう堂どう雛ひな乃のが腕を組み、仁王立ちで大作をにらみつけている。何な故ぜか大門高校の冬服姿である。


「この落とし物は雛乃さんのですか？」


「そ……そうは言ってないわよ。でも見たところ高級なお菓か子しみたいだし、地べたに置きっぱなしだとバイキンが付くじゃない」


「だからさっさと拾って持ち主に届けた方がいいと？」


「そうよ！　それに拾得物を届ければ一割を謝礼としてもらえるかもね」


「誰かのためのプレゼントでしょ？　謝礼をもらおうなんてそんなセコい真ま似ねはしませんよ」


「どうでもいいから早く拾えばいいのよ！」


　雛乃は頰ほおを紅潮させて怒ど鳴なる。雛乃が落とし主なのは分かっていた。先ほど教室に駆け込んだ人影は木工用ドリルのようなクルクルカールの赤毛の持ち主だったからだ。


　大作は二眼レフのファインダーを開いて覗のぞき込んだ。雛乃を捉とらえながら左右に動くと、その姿は立体的に見える。


「ずいぶんとアンティークなカメラを持ってるわね」


　雛乃は床の包みとカメラの両方が気になるらしく落ち着きがない。大作は包みを拾うと雛乃に差し出した。雛乃は手のひらを突き出して受け取ろうとしない。


「どうして私に返すのよ!?」


「拾ったら持ち主に返すのがスジでしょう？」
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「だから私に返しても意味がないでしょ!?　あんたが拾ったんだから自分で持ち主を探しなさいよ」


「僕ぼくも忙いそがしい身なんで……」


「だったらネコババしていいわよ」


「雛乃さんにそんな権利があるんですか？」


「いいから持って行きなさいよ！」


「二度手間になるから？」


「そうよ。二度で……」


　言いかけた雛乃の顔色が赤くなったり青くなったりした。大作が承知でからかっていることにようやく気付いたのだ。


「何よ、バカにして！」


「雛乃さんは可愛いなあ」


　大作が破顔すると、雛乃は怒おこるに怒れず口をパクパクさせる。大作はすぐに笑顔を引っ込め、


「……でも雛乃さんと付き合うとなると、あの校長をお父さんって呼ばないといけなくなるからなあ」


「かっ、勘かん違ちがいするんじゃないわよ！　そういう意味じゃなくて……そう、時候の挨あい拶さつみたいなものよ。お中元やお歳せい暮ぼと同じよ！」


「豪ごう勢せいな義理チョコですねえ。後で静しず馬まさんにも分けてあげてもいいですか？」


「ちょっ……やっぱり返してくれる？」


　雛乃は慌あわてて大作の手から包みを引ったくった。


『おおっと藤堂雛乃、一度は神かみ矢や君の手に渡わたったチョコを取り返しました！　せっかくの一番乗りの権利を放ほう棄きしたということは、私にもチャンスが回ってきたということでありましょうか!?』


　女子の実じつ況きようアナウンスが廊ろう下かに響ひびきわたった。小型スピーカーを手に現れたのはＫファイト専属アナとして知られる放送部二年の中なか村むら環たまきである。


『時に一九九七年二月十四日。バレンタイン・デーはまさに女の決戦の日！　残る一年間の高校生活に悔くいを残すまじと、私も遅おくればせながら参戦を決意致いたしました！』


　中村は左手にスピーカーを持ち、右手にはプレゼント包装された小こ振ぶりな立方体の包みを載のせて歩いてくる。自分で自分の行動を実況している様子はなかなかシュールだ。


『──そうはいかないわよ、環！』


　今度は廊下の逆方向から別の声が聞こえてきた。こちらも大作にとっては馴な染じみの人物──初代Ｋファイト専属アナの藤ふじ島しま夏なつ美みである。


『おやおや、とっくに放送部を引退した藤島先せん輩ぱいじゃないですか。今日は何の御ご用ようで？』


『ここは先輩に道を譲ゆずってもらおうかしら』


『後はもう卒業を待つばかりなのに今いま更さらじゃないですか。有終の美を汚けがすこともないのでは？』


『後こう悔かい先さきに立たずと言うでしょう？　やらないで後悔するよりもやって後悔した方がマシだとも』


『なるほど、これもまた果か敢かんなるチャレンジ精神と申しましょうか。しかし事ここに至っては遅おそきに失したと申し上げるべきか……なにしろＫファイト専属アナとしてのキャリアは今や私の方が上ですからね～』


『バレンタイン・デーにそんなキャリアが何の役に立つと言うの？』


『では何かしら勝利の秘策を用意して来られたと？』


『秘策ですって？　そんなもの、手作りチョコ一つに想おもいのすべてを込めて挑いどむが女子の本ほん懐かい！』


『ははあ、それは崖がけっぷちのやけっぱちというやつですね。しかしここは情け無用の戦場です。先輩だからといって譲れるものではありませんよ』


『受けて立つというわけ？』


『いえいえ、決めるのは神矢君ですので』


『それもそうね』


　中村と藤島は大作に近寄ろうとしたが、その前に雛乃が立ちはだかった。二人の手からマイクを奪うばい取り、


「やかましいのよ、あなたたち！」


「あら、部外者の方に注意されるいわれはないわね」


「校長の娘むすめといってもここは都立高校ですからね～、それを笠かさに着て威い張ばられても……」


「誰だれが父親の七光よ!?」


　父親のことを持ち出されるのが何より嫌きらいな雛乃である。苦々しい顔になったがここでいきり立っては逆効果と悟さとり、二人にマイクを返す。


「悪いけど、神矢君に用事なら後にしてもらえる？」


「おおっと、なんと横暴な言い分！」


「そうよ。順番は守ってもらわないと」


「順番？　こういうのは早い者勝ちじゃなくて？」


「そもそもあなた、会員証はお持ち？」


「会員証……!?　何のこと？」


「これよ！」


　藤島は生徒手帳を水戸黄門の印いん籠ろうよろしく突つき出し、表紙の裏に挟はさんである会員証を見せた。『大作君を愛めでる会』の会員証──ナンバーは栄光の〈〇〇一〉である。


「当然、私も持ってます」


　中村の会員ナンバーは〈〇一三〉だった。雛乃は血相を変えて大作に詰つめ寄る。


「ファンクラブがあったなんて聞いてないわよ!?」


「自分から言うことでもないでしょう？　とくに公認もしてませんけど」


　大作は当然だと言わんばかりに肩かたをすくめた。


「だいたい僕は追いかけられるより追いかける方が好きなんですよ。ご存じの通り僕自身、涼りよう子こさんのファンクラブの筆頭だし、静馬さんの腰こし巾ぎん着ちやくとＫファイト実行委員会を兼けん任にんして毎日忙しいし……」


「だからこそ神矢君本人に直接アプローチできる機会は今日をおいて他ほかにないのよ！　邪じや魔ましないでくれる？」


「そういうことなら、なおのこと譲れないわね。非公認ファンクラブごときが何だというの？　この藤堂雛乃を出し抜ぬこうなんてちゃんちゃら可お笑かしくってよ？」


　闘とう争そう本能のスイッチが入ったのか雛乃は不敵に微笑ほほえんだ。きな臭くさい空気を敏びん感かんに嗅かぎ取った中村が再びマイクを手に実況を始める。


『おお～っと！　藤堂雛乃、我々の意向などお構いなしであくまで神矢君を独どく占せんするつもりか～～!?　まさに傲ごう岸がん！　まさにグラサン校長の娘!!　トードーニズムの正統継けい承しよう者と言えましょう！　この女の言い分を認めていいものか～!?』


「否いな！　断じて否！」


「冗じよう談だんじゃないわ！」


「お嬢じよう様さまだからって何様よ！　横暴許すまじ！」


　中村のアナウンスに応こたえてか女子生徒が大挙して押おしかけてきた。おそらくファンクラブの会員なのだろう。完全包囲された雛乃はしかし、不ふ遜そんな態度を崩くずさなかった。


「ふふん、この私を排はい除じよしたいのなら実力で挑んでくるのね。幸いこの高校には〈Ｋファイト〉という野や蛮ばんな風習もあることですし」


「Ｋファイト潰つぶしの張本人がＫファイトを利用しようというの？　恥はじを知りなさい！」


「そのＫファイトを存続させたのはあなたたちの選せん択たくよ。それを利用して何が悪い!?」


「ムキ────ッ!!」


「何て言い草よ!?」


　大騒そう動どうに発展しそうな状じよう況きようの中、渦か中ちゆうの大作は呑のん気きにファインダーを覗のぞいて周囲の女子生徒たちを観察した。


「ふう～ん、なるほど……」


　集まってきたファンクラブ会員の女子は全員が立体人間だった。理り屈くつはよく分からないが、どうやら大作目当てで来た人間はそう見えるらしい。


「はーい、注目～～っ！」


　大作は挙手して女子生徒たちの視線を集めた。その一声で口くち喧げん嘩かがピタリと止まる。


「これから記念写真を撮とるので外に出ます。全員行ぎよう儀ぎ良く並んでついてきてください」


　大作はおよそ一クラス分の女子生徒を引き連れて校舎を出た。集合写真を撮るのに適当な場所を探して辺りを見回した大作は、グラウンドの真ん中に立っている二つの人ひと影かげに目を留めた。片やチョコレートまみれの小太りの男子、片やスレンダーな肢し体たいにマイクロビキニのみという寒そうな格好の女子──城戸来人と波多野樹だった。


「やっと追いついたぞ……もう逃にげ場はない！　そこを動くなよ～」


　波多野に向かって突とつ進しんする城戸──しかし次の瞬しゆん間かん、その姿はかき消されたように見えなくなった。


「人が……消えた!?」


「何が起きたの？」


　それを目もく撃げきした女子たちも騒さわぎ始める。気になった大作は波多野のいる場所まで駆かけ寄った。雛乃たちも当然のごとく後に続く。


　近くまで来ると人間消失のトリックはすぐに知れた。波多野の手前数メートルのところに大きな穴が開いている。覗き込んでみると深さは三メートルほどもあった。城戸はまんまと落とし穴にはまったのだ。


「波多野～～ッ!!」


　チョコクリームのぬかるみに両りよう肘ひじと両りよう膝ひざまで浸つかりながら城戸が喚わめいた。駆けつけてきた鵜飼が落とし穴を覗き込み、『ドッキリ大成功!!』のプラカードを見せる。


「城戸！　ほら、これ！」


「ほらじゃねえよ！　ドッキリって言えば何でも許されると思うなよ！」


　波多野がカンペを出した。


『ボケて！』


「この状況でこれ以上何をボケろっつーんだよ!?」


「…………」


　波多野はいったん落とし穴の縁ふちから離はなれ、金属の筒つつを手に戻もどった。それが放水ノズルだと気付いた城戸は次に起きることを察知して悲鳴を上げる。


　ドバ～～～～ッ!!


　焦こげ茶ちや色いろの液体が城戸の頭上に降り注いだ。落とし穴はみるみる液体チョコレートで満たされていき──やがて城戸の姿は完全に水面下に没ぼつして見えなくなった。


　大作についてきた女子たちがにわかに不安げな顔になった。城戸が沈しずんだまま浮うかんでこないからだ。


「ちょっと……彼、上がってこないわよ？」


「まさか溺おぼれた!?」


　しかし波多野は落とし穴を凝ぎよう視ししたまま動かない。


　そのまま五秒が過ぎ、一〇秒が過ぎ──焦げ茶色の水面に泡あわが浮かんだ。


　ザパァ～ッ！


　液体チョコレートの水面から飛び出したもの──それは意外にも城戸の両足だった。


　水中で逆立ちした城戸の下半身がシンクロナイズドスイミングと呼ぶには少々不様な格好で水面から突き出しているのだが、ただの下半身ではない。靴くつもズボンも靴下も、パンツさえも脱ぬぎ去った丸出し状態だった。


「キャ～～～～ッ!!」


　女子は悲鳴を上げつつも逃げ出さず、手で顔を覆おおって指の間からしっかり見ている。


　城戸は逆立ちを数秒間維い持じした後、水面から顔を出した。


「はあ、はあ……どうだ!?　今のは？」


「見ろ、城戸！」


　鵜飼が指さした方を見ると、波多野が地面にへたり込み、腹を抱かかえて笑っている。


「よし！　出たぜ一〇〇点!!」


　城戸は両の拳こぶしを天に突き上げ、心の底からの喜びを表現した。


「エイドリア──ン!!」


　雄お叫たけびに誘さそわれるように波多野がチョコ溜たまりに飛び込み、城戸に抱だきついた。


「何なんだろう、このコントは……」


　釈しやく然ぜんとしないものを感じながら大作はシャッターを切った。気になるのは城戸と波多野が立体なのに鵜飼が平面人間に見えることである。名めい簿ぼに載のっている人間でも平面に見える人間は当然カウントされないと考えるべきだろう。つまり別の時間に行って立体的に映る本物の（？）鵜飼を探さねばならないらしい。


　右う京きようはマスターを探せと言ったが、波多野がそのマスターに違ちがいないと大作は確信していた。波多野のイタズラはたかが一人の生徒が用意するには大おお掛がかりであり、実現不可能というほどではないがコストがかかりすぎる。魔ま法ほうの力を利用していると考えるのが自然だった。『マスター＝優先的に魔法を使える人間』だと考えると一応の説明がつく。学園祭に居合わせた人間がそれぞれ望む時代に飛ばされたのだとして、この時代に最初にやってきた波多野がマスターとなり、他の生徒たちは後から相乗りしたのだろうか。


（時間というものは連続しているはずなのに、立体的な人と平面的な人は同一人物じゃないのかな……？）


　仮説を立てるにはまだ情報が足りないようだった。右京の手帳には個人の情報だけで肝かん心じんなタイムトラベルについての解説は書かれていない。


「ところで雛乃さん、この地球の支配者は誰でしたっけ？」


「忘れたの？　魔王に決まってるでしょ。魔界の侵しん蝕しよく率りつは七〇パーセントを超こえてるし」


「なるほど……」


　どうやらこの時じ間かん軸じくでは学園祭で魔王が勝利したことになっているらしい。校内はバレンタイン・デー一色で平和そのものだが、外の世界は果たしてどうか。


（この旅は思ったより壮そう大だいなものになりそうだな……）


　大作はここに来るまでに手帳の内容に一通り目を通している。〈月の眼グラムサイト〉を持つ涼子がいればマスター捜さがしも楽になるだろうと『御み剣つるぎ涼子』の名を探したが、名簿には載っていなかった。代わりに『ミナヅキ・リョーコ』という知らない人物の名を見つけている。問題なのは手掛かりとなるプロフィールだった。


『銀星歴三〇七年・バーナード星系第二惑わく星せいファルコ生まれ』


　時代もよく分からないうえに場所も遠すぎてタクシーでは行けそうにない。


















　♯４　STAINLESS NIGHT




　カタパルトが二基しかないロンバン郊こう外がいの宇宙港──ロビーには様々な色が行き交かっている。


　派手な原色のシャツ、ビジネス用のダークスーツ、見るからに労働者然としたブルーグレーのツナギ、ホワイトシルバーの簡易機密服……肌はだの色は様々だが、この辺りには銀色の肌の生マ機シ融ン合ダ体ーや全身を鎧よろいのような青黒い鱗うろこに覆われた青竜人ドラゴニユートの姿は見られない。一族を成なすほど完成された進化種イボルバはおらず、ほとんどが天然物クルードだ。いたとしてもせいぜいが肉体の一部を改造したりファッションでやっているだけのツギハギバンプだろう。


　待まち伏ぶせの刺し客かくがいないことを確認すると、リョーコはトランクを左手に持ち、ギターケースを背負ってロビー内のバーを出た。エントランスのミラーコートされたドアに、身体からだにフィットした真しん紅くのボディスーツの上に黒いロングコートを羽織った大おお柄がらな女の姿が映る。下ろせば腰こしまである黒くろ髪かみを高く結ゆい、カラスの嘴くちばしのようなバイザーで目鼻を隠かくしているが、滑なめらかな色白の肌、形の良い唇くちびると優美な顎あごのラインはそれだけでとびきりの美び貌ぼうを想像させる。しかし女がその身に纏まとっているのは気安く声をかけられるような優やさしげな雰ふん囲い気きではなかった。険難に挑いどむ孤こ独どくな影かげ──真夏には相応ふさわしくない、寒風に耐たえるような厳しい表情である。


　ドアの前で立ち止まったリョーコは、鏡に映った自分の姿に見とれたわけではなかった。左手に下げたトランクを床ゆかに置き、側面にある赤いスイッチを爪つま先さきで突つくと、ドアには向かわず左に曲がって歩き出す。


　およそ三秒後──


　ドガシャアン！


　ガラスのドアを粉ふん砕さいして大型建機が突っ込んできた。出入り用に改造したブルドーザーで、運転席を囲む装そう甲こう板が追加されている。ドラゴンをモチーフにした〈黒龍一家ヘイロン・フアミリー〉の家か紋もんが描えがかれた装甲板が開き、パルスガンやブラスターで武装した荒あらくれ者たちが飛び出してきた。リョーコを見つけるやいなや銃じゆう口こうを向ける。


　トランクの時限装置が作動したのはその瞬間だった。


　ブルドーザーの真下から青白い電光が四方に飛び散り、発生したプラズマフィールドが半径一〇メートル以内にある電子機器の制せい御ぎよ系をフリーズさせる。軍用のジャミング装置を改造した代しろ物もので、電子回路そのものを破は壊かいするほどのパワーはなく十数秒間のみ動作不良を起こすだけだが、この程度の敵を無力化するにはそれで十分役に立った。


　男たちは武器の引き金を引いたが、ジャミングのため引き金自体がロックされて動かない。半身を機械化している男は身動きすら取れなくなっている。


　リョーコはギターケースを水平に持ち上げ、側面を男たちに向けた。ボタン操作で側面がハの字に開き、ハーモニカのような格こう子し状の穴が露ろ出しゆつする。取っ手に付いた引き金を引くと三〇本の銀色の矢が放射状に放たれた。


「ぬおっ!?」


「ぎゃああっ!!」


　超ちよう硬こう合金製の矢を浴びた男たちは完全に出で端ばなを挫くじかれパニックに陥おちいった。リョーコは今度はギターケースの尻しりの方を敵に向けて、横にある金具を外すと二箇か所しよの発射口が開く。現れたボタンを押おして二発の対人グレネードを射出した。


　ドグォン！


　一発はブルドーザーの側面に当たったが、もう一発は固まっている男たちの真ん中に飛び込み、炸さく裂れつして吹ふき飛ばした。リョーコはケースを床に置いて本来の蓋ふたを開け、中から二丁の火薬式拳けん銃じゆうと予備弾だん倉そう、そして一ひと振ふりのカタナを取り出して身に着ける。


　ジャマーの効果が切れた。まだガッツが残っている構成員が銃じゆう撃げきを始めるが、リョーコは避さける必要もないとばかりに歩いて出口に向かいながら発はつ砲ぽうし、男たちの手首を撃うち抜ぬいて無力化する。


　ロビーから外へ出たリョーコを、ブルドーザーが逆進して追ってきた。動きの鈍のろいブルドーザー自体はさほど脅きよう威いではないが、その後部に連結されたカーゴから転がり出た巨きよ大だいな白い球体を見てリョーコは顔色を変えた。球体の外がい殻かくが左右に割れてスライドし、モノホイールバイクに近い形状の本体が露出する。リョーコは操縦者を狙ねらって銃を撃ったが、分厚い防ぼう弾だんガラスに阻はばまれ傷ひとつ付かなかった。


『──ハハハ！　そんな豆鉄砲が通用するかよ!!』


　スピーカーを通して哄こう笑しようが響ひびいた。元は軍用の規格で個人用宇宙機にも使われている汎はん用ようコクピットに、車輪となるリングと球形の装甲を組み合わせたコンパクトな戦せん闘とうポッドである。対人用の武器では手に余る相手だった。


　機体上部にチェーンガンがせり出し、火を噴ふいた。リョーコは数秒早く左に回り込んで射角の外へ逃のがれている。しかし戦闘ポッドの機動性はブルドーザーの比ではなく、急旋せん回かいしてリョーコを正面に捉とらえた。地面に伏ふせたリョーコの頭上を砲ほう弾だんが通過し、駐ちゆう機き場のビークルが一機、蜂はちの巣すになって爆ばく発はつ炎えん上じようする。


　リョーコは二個の榴りゆう弾だんをワイヤーで繫つないだクラッカーを投とう擲てきした。狙いは過あやまたずワイヤーは砲身に絡からまり、炸裂してチェーンガンを破壊する。しかし堅けん牢ろうそのものの外殻を持つ戦闘ポッド本体へのダメージはほぼゼロだ。


『しゃらくせえ！』


　戦闘ポッドが猛もう然ぜんと突とつ進しんしてくる。リョーコはそれを予期して横っ飛びで避よけたがそれでも紙一ひと重えだった。戦闘ポッドは舗ほ装そうを削けずりながらＵターンして戻もどってくる。今度の体当たりは避けられないとリョーコは分かっていた。下に潜もぐるのも上を飛び越こえるのも不可能──そう悟さとったリョーコはカタナを左手に持ち、右手を柄つかに添そえて鯉こい口ぐちを切った。抜ばつ刀とうの構えを見た操縦者が嘲あざけりの笑みを浮うかべる。確かに無む謀ぼうな賭かけだった。高出力レーザーカッターでさえ戦闘ポッドの外殻を切断するには数分を要する。


（たかが玉っコロひとつ！）


　意識を集中したリョーコは、戦闘ポッドの前面に奇き妙みようなカードが挟はさまっているのに気付いた。それはトランプでもタロットでもなく、植物と動物の組み合わせでデザインされた〈花札〉だった。『萩はぎに猪いのしし』『紅葉もみじに鹿しか』『牡ぼ丹たんに蝶ちよう』の三枚が縦に並んでいる。しかもそれらの花札は装甲の表面に張り付いているのではない。装甲に突き刺さっているのだ。


　戦闘ポッドが眼前に迫せまる。リョーコは考えるのをやめて無心で抜刀した。


（──猪いの鹿しか蝶ちよう!!）


　電光の如ごとく走った切っ先は正確に三枚の花札をなぞっていた。


　ガォォン！


　戦闘ポッドがリョーコの身体を通り抜けた──外からはそう見えただろう。


　放ほうり出された操縦者が地面に叩たたき付けられた。真っ二つに割れた戦闘ポッドは螺ら旋せんを描えがいて走り、やがて真円の断面を上にして止まる。


　リョーコは息を吐はき、残心の姿勢を解く。カタナの刀身には刃はこぼれひとつなかった。


　地面に落ちている花札を拾い上げる。その軽さ、斬ざん撃げきにより両断された断面を見てもまったく何の変へん哲てつもない厚紙だった。この厚紙が装甲を貫つらぬいていたためにカタナの刃が徹とおったのだが、その理由は想像もできなかった。


「──はあ～い、そこの彼女！　乗ってかな～い？」


　バイク型のホバービークルがリョーコの傍かたわらに止まり、ライダーの若い男が陽気に声を掛かけてきた。


「…………」


　リョーコは大騒そう動どうになっている宇宙港のロビーの方に目を向け、真っ二つになった戦闘ポッドを、自分が右手に下げているカタナを見てから、最後にライダーの男に視線を移した。東洋系で一見して二は〇た歳ち前後、取り立てて特技も悩なやみもなさそうな優やさ男おとこで、外見から判断する限りはクルードである。しかしこのタイミングで声を掛けてくるとはとんでもないバカなのか、それとも異常に太い神経の持ち主なのか──


「いい度胸ね、あんた」


「見たところ一秒でも早くこの場を離はなれたいんじゃないかと思ってね。それと俺おれなら美う味まい飯といい酒を出す店を知ってるし、清潔で安全な宿も紹しよう介かいできる」


　男は意外にもまともなことを言う。渡わたりに船の申し出に警けい戒かい心が湧わいたが、黒龍一家に先手を打たれている以上、早さつ急きゆうに落ち着き先を確保する必要があった。


「三食昼ひる寝ね付き？」


「オプションで添い寝サービスも」


「それは結構よ」


　リョーコはカタナを鞘さやに納めると、タンデムシートに飛び乗った。エアビークルは氷の上を滑すべるように走り出し、乾かわいた荒こう野やを貫くハイウェイに乗ると急加速して瞬またたく間まに時速二〇〇キロを超こえた。ライダーが露出しているバイク型にもかかわらず戦闘機に似たレーサー仕様のフロントカウルの空力特性が特別なのか、風圧や騒そう音おんをまるで感じない。


「どーだい乗り心地は？　〈トライフォース・ドライブ〉で機体を覆おおってるから吹きさらしでも寒くないし」


「聞いたことないわね。そのトライなんとかってシステム」


「まー宇宙に五台くらいしかない内の一台だからね」


「ハンドメイド？」


「設計したのは弟でね。こいつは量産試作機だけど」


　兄弟でオリジナル・ビークルのメーカーでも立ち上げるつもりなのだろうか。メカニックに疎うといリョーコにエアビークルの性能の善よし悪あしはよく分からない。


　日が傾かたむいたファルコの空は群青色で、赤あか紫むらさきの荒野と地平線で融とけ合っている。ひたすら真まっ直すぐに伸のびるハイウェイの先には、ピラミッド型をした多層構造の建造物が特とく徴ちよう的な都市が見える。


『──キュキュキュィン！』


　電子音か動物の鳴き声か判然としない音が聞こえた。


「おいでなすった」


　頭上を逆三角形の影が追い越し、前方でこちらと速度を合わせた。地を這はう浮ふ上じよう走行型ではなく飛行タイプのワゴンだ。後部のカーゴハッチが開き、マイクロミサイルランチャーを構えた男が現れる。


　ロックオン警報が鳴り、十数発の小型ミサイルが発射された。ビークルのフロントカウルから小型のセンサーヘッドがせり上がり、ターレット式のレーザー砲でミサイルを迎げい撃げきする。頭上で次々と爆発が起きたが、爆発の炎ほのおと風圧は機体を覆う整流力場によって防がれた。レーザーでワゴンの機体そのものを攻こう撃げきするが、ミラーコーティングが施ほどこされているらしく出力の低いレーザーではわずかに表面を焦こがしただけだ。


　ワゴン後部から人ひと影かげが飛び出した。肥大した左ひだり腕うでから射出されたアンカーがセンサーヘッドを捕とらえ、ワイヤーを巻き戻すことでフロントカウルに取り付く。左腕を中心に改造したサイボーグである。


　しかしバイクに取り付いたサイボーグはすでに攻撃を受けていた。両目と肩かたのカメラアイに花札が刺さり、視界を奪うばわれている。


「借りるよ」


　ライダーの男がリョーコの背負ったカタナを抜き、センサーヘッドをつかんだ機械の腕を切断した。フロントカウルの下から『左腕』に相当する五本指の揃そろったロボットアームが現れ、なおも機体にしがみつこうとしているサイボーグをつかんで投げ捨てた。カタナは気付くと鞘に戻っている。


『──キュキュイ！』


「リョーコ！　変形トランスフオームするから俺につかまってろ」


　ライダーがそう警告するが早いか、機体が浮き上がった。後部両側にあったエンジンユニットから脚きやく部ぶが伸び、フロントカウルの下から左腕に続いて右腕が現れる。機首と一体化していた細長いハサミ状のパーツを外して右手に持っている。


　フロントカウル自体がクランク式に持ち上がって後方に移動し、操縦席に覆い被かぶさってくる。エアビークルは最初に現れたセンサーヘッドを頭部とする四し肢しを持った人型に近い形態に変形していた。


「これってＳＴＶスタンデイング・ビークルだったの!?」


　自重を支えて歩行可能な脚部を有する乗り物をＳＴＶと総そう称しようする。ほとんどが不整地で使用される多脚建機で、武装して兵器として用いられる機種もあるがおおむね鈍どん重じゆうな代しろ物ものである。ハイウェイを高速走行中に変形するＳＴＶなど聞いたこともない。


「二人乗りだからコクピットが密閉されないまま動くぞ。振ふり落とされるなよ！」


「ええ!?」


　ライダーの言う通り、変形はしたもののリョーコの乗っているタンデムシートはＳＴＶの背中側にせり出した無防備な状態である。基本的に一人乗りらしい。


　左方向に急激なＧがかかり、視界がグルリと一回転した。ワゴンの男が携けい帯たい型のビーム砲を発射し、それを宙返りで避よけたのだと理解する間もなく今度はＳＴＶがジャンプする。


　ブォン！


　ＳＴＶが右腕に持った武器のハサミ部分が開き、青白く輝かがやく光の刃が伸びた。


「熱い！　熱い！」


　刃を振り上げると剝むき出しのリョーコを熱気が襲おそう。ＳＴＶは急きゆう上じよう昇しようして空中のワゴンに肉にく薄はくし、荷電粒りゆう子しを集束した光の刃で左側のエンジンユニットに斬きりつけた。さらに降下しながら刃を飛ばして右側のエンジンに当てる。斬撃にも射しや撃げきにも使えるビームライフルらしい。ワゴンは推進力を失ってフラつきながら墜つい落らくしていった。


「わわわわっ！」


　リョーコは減速降下するＳＴＶのシートから宙に投げ出された。ライダーの男が手を伸ばしてコートの袖そでをつかむと、リョーコの身体からだは弧こを描えがいてフロントカウルに乗っかる。ＳＴＶはリョーコをつまみ上げてシートに戻し、再びビークルモードに変形した。


　ライダーの膝ひざの上に乗る形になったリョーコは、肘ひじで小こ突づきながら抗こう議ぎする。


「ちょっ……下ろしてよ！」


「まあまあ、俺が後ろに行くから」


　ライダーがタンデムシートに移り、リョーコに操縦席を譲ゆずった。


「バカ！　あんたが運転しないでどうするのよ!?」


　リョーコは慌あわてて操縦桿かんをつかんだが、ロックされていて操作を受け付けない。ハイウェイの分ぶん岐きに差し掛かるとビークルは勝手に出口を降りて市街地に入った。


「これってオートパイロット？　それとも自律型ＡＩ？」


「大だい丈じよう夫ぶ、優ゆう秀しゆうなナビゲーターがいるから」


　単純なオートパイロットなら問題ないが、自律型のＡＩで勝手に動いているとなればさっきの対人戦せん闘とうは違い法ほう行こう為いである。口ぶりからして無線操縦でもないらしい。ビークルは繁はん華か街がいを素す通どおりし、ダウンタウンの外れにある古びたバーの前に停止した。店の看板には舌を出して笑うライオンのレリーフとともに『BASTARD LEON』とある。


「……着いたみたいね」


「…………」


「いつまでもくっついてんじゃないわよ！」


　リョーコは自分の腰こしに腕を回して密着しているライダーの男に肘鉄を食らわせてシートから突つき落とした。自分もビークルを降りようとしたその時、計器とモニターの並ぶメインコンソールの下──両膝の間にある、バイクならヘルメットを収納するトランクがいきなり開き、白い毛の塊かたまりが現れた。


「なぬ!?」


　続いて二本の長い耳がピョコンと立ち上がり、白目のないコバルトブルーのつぶらな瞳ひとみがリョーコを見上げた。


　それはウサギによく似た哺ほ乳にゆう類るいだった。大きさは成人男性の頭くらい。身体は球に近い鶏けい卵らん型で、尖とがった先せん端たんにピンク色の鼻がある。両目は頭の両側ではなく、肉にく食しよく獣じゆうのようにやや正面寄りに並んでいるため顔つきは猫ねこっぽくもあり妙みように精せい悍かんだ。首と胴どうの境目がハッキリしない──というより、大きな頭から直接後こう肢しが生えているように見える。前肢は体毛に隠かくれているのか退化したのか確認できない。ただの太ったウサギではない証しよう拠こに、眉み間けんに縦長の赤いルビーのような器官が露ろ出しゆつしている。


「キュイ！」


　タマゴ型ウサギは一声鳴くと、トランクから飛び出して件くだんのバーに向かった。ゴムマリのように飛び跳はねる後ろ姿を、リョーコは魅み了りようされたように呆ぼう然ぜんと見送る。柔じゆう毛もうに包まれた太くて短い尻尾しつぽから目が離れない。


「あ……あの可愛かわいいのは何？」


「腹が減ったとさ。店に入ってから紹介するよ」


　ライダーの男の誘さそいに乗って、リョーコもバーに入った。観かん音のん開きのスイングドアを押おし開けると、正面に広いカウンターがある。壁かべ際ぎわにはカードゲームにほどよいサイズの丸テーブルが四卓たくほど置かれ、いかにも西部劇スタイルの酒場である。木製のテーブルや椅い子すは使い込まれて黒光りしており、壁の至る所に古い写真がピンで留められている。渋しぶ好ごのみのリョーコの趣しゆ味みに合う落ち着いた雰ふん囲い気きがあった。


「さあどうぞ」


　エスコートしようと肘を出すライダーの男の尻しりに膝ひざ蹴げりを入れ、リョーコはカウンターのスツールに腰こし掛かけた。男は当然のように右みぎ隣どなりの席に着く。リョーコの左手はカタナをつかんだままだが、まるで気にする様子のないところが憎にくたらしい。


「あんたさあ……」


「キュイ！」


　どこに隠れていたのか例のウサギがカウンターの上に現れ、リョーコの膝の上に飛び乗った。ヘソの辺りに尻を押しつけて位置を調整し、太ふと腿ももと胸に挟はさまれる形で身体をねじ込んで落ち着く。その様子を羨うらやましげに眺ながめていた男は、戸と惑まどっているリョーコに助言した。


「そいつは女の子の膝の上が大のお気に入りでね。遠えん慮りよしないで触さわっていいよ。毛け繕づくろいしてもらうのが好きなんだ」


　そういうことならとリョーコはモフモフの毛皮を撫なでた。純白の毛は極きわめて滑なめらかで病やみつきになりそうなほど触り心ごこ地ちがいい。


「この子は何？　新種のウサギ？」


「アレキサンダー・ラビオレプトス──アレキサンダーが名前でラビオレプトスは種族名だ。人呼んで電子の聖せい獣じゆう〈電卯デンマオ〉というのが二つ名だね」


「電子ウサギ……ってことはロボット？」


「いや、電脳生命体というか……一番分かりやすく説明すると『宇宙人』かな」


「宇宙人!?」


　人類が他の恒こう星せい系に到とう達たつしてからおよそ三〇〇年が経たつが、地球人を祖先としない異星知的生命体と遭そう遇ぐうした例はない。生マ機シ融ン合ダ体ーや青竜人ドラゴニユート等は外見上は異質で独特の文化を持つが、あくまで人類から派生した亜あ種しゆである。もちろん民間レベルであれば異星人と遭遇したという話はそれこそ掃はいて捨てるほどあるが、幽ゆう霊れいと同様にその存在は科学的に実証されてはいない。


「惑わく星せいそのものが一個の機械知性体になってる〈遊星Ｘ〉の話は知ってるかい？　アレクはその星の住民で、遊星Ｘが太陽系内を通過した時に渡わたってきたらしい」


「何が目的で？」


「キュイ」


「『男なら誰だれしも未知の世界に旅立つ時が来る』──だってさ」


「今のひと鳴きにそんな意味が!?」


「キュキューイ」


「『人類は愚おろかな生物だが雌めすの膝の上で食べる火星ニンジンは極ごく上じようの味わいだから共存に値あたいする』だってさ」


「テキトーな翻ほん訳やくしてんじゃないわよ！　で、この宇宙電脳ウサギはあんたのペットなわけ？　どこで買えるの？」


　宇宙人説を鵜う呑のみにするほどリョーコも子供ではない。ペットの電脳化はほとんどの州で違法だが、ここまで可愛らしいと欲ほしくなる。


「ペットじゃなくて相棒だよ。銀河天てん網もうにも入り放題だし、ＳくＴるＶまから巡洋艦ふねまで一人でコントロールできる」


「じゃあさっきのも？」


「うん。ＳＴＶを変形させて闘ったのはこいつ。俺は電脳化してないから人型になるとあんなに上う手まくは動かせない」


　リョーコはハイウェイでの戦闘を思い起こした。小型ミサイルをレーザーで迎げい撃げきしたのも、ＳＴモードに変形して格闘戦に持ち込んだのもアレクの操縦だとすれば外見に似合わずなかなかの猛も者さと言える。


「生機融合体並みってこと？　あいつら指一本で何でも動かすし」


「キュキュ」


「『あんなポンコツ共と電子の聖獣を一いつ緒しよにするな』だってさ」


「頼たのもしいじゃない」


　他のクルードと同じく生機融合体に生理的嫌けん悪お感かんを抱いだいているリョーコは、ご褒ほう美びとばかりにアレクの喉のどの辺りをくすぐった。


「あんたさ、こんな冴さえない奴やつとは手を切ってあたしと組まない？」


「キュウン」


「……何て言ってんの？」


「『コンビ解消はできない』ってさ」


「理由は？」


「キュイ」


「『世話係だから』って？　分かってるじゃないか」


　男が目配せすると、上品な物もの腰ごしの老ろう齢れいのマスターが小こ振ぶりのバスケットをカウンターに置いた。鬱うつ血けつしたような毒々しい赤あか紫むらさき色いろの根野菜が五本ほど載のっている。洗っただけで皮も剝かれていないままだ。


「これが大好物でね」
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「火星ニンジン……？　これって確かバカ高い漢方薬でしょ？」


「不ふ老ろう長ちよう寿じゆの妙みよう薬やくだからね。五本もあれば一財産だ」


　アレクが膝の上でウズウズしはじめたのを感じたリョーコは火星ニンジンを一本取って鼻先に近付けてみた。


「キュ～～！」


　アレクは予想を上回る勢いで猛もう然ぜんとかぶりついた。地域によっては六人家族が丸一年間暮らせるほどの高値が付く火星ニンジンがたちどころに消えてなくなる。


「手の臭においを嗅かいでみな」


「…………おぐっ!?」


　言われるままに手を顔に近付けると、えぐ味満点の得も言われぬ刺し激げき臭しゆうが脳に突き刺ささった。ほんの少し汁しるが付いただけでこの威い力りよくである。皮を剝かない理由は説明されなくとも理解できた。


「その臭い、三日は取れないよ」


「先に注意してよ！」


「君が意地悪するからお返ししたのさ」


　男はカウンターに頰ほお杖づえをついてリョーコに流し目を送った。その意図するところは承知している。リョーコはコートのポケットから取り出した物をカウンターに滑すべらせて男の目の前にやった。戦闘ポッドの装そう甲こうに突き刺さり、リョーコのカタナで斬きられて半分になった『萩はぎに猪いのしし』の花札である。


「あたしが何の目的でここに来たか──あんた、知ってるわね？」


「うん」


「あたしが何者かもよく知ってる──」


「そう。君自身が知らないことまでね」


「例えば？」


「お尻の右えくぼに三つ並んだホクロがあることとか」


「──!?」


　リョーコは反射的に抜ばつ刀とうしかけたがどうにか堪こらえた。


「でも、あたしはあんたのことなんて知らないわ。これって不公平よね」


「……かもね」


「名前は？」


「レオン」


「苗みよう字じは？」


「ただのレオンだよ。レオナールとかレオニスとか、獅し子し丸まるとか──別名はいろいろあるから好きなように呼んでくれ。要は〈獅子座の男〉と覚えてもらえばいい」


「出身がその辺りだから？」


「いや……俺が生まれた当時、人類はまだ獅子座のどの恒星系にも到達していなかった」


「ふうん」


　自分と同じ年とし恰かつ好こうのレオンの生まれが一〇〇年以上昔だとしても驚おどろくには値しない。人類が恒星間を行き来する時代になって以降、超ちよう光速航行に伴ともなうウラシマ効果やコールドスリープ技術の普ふ及きゆうによって戸こ籍せき上の年ねん齢れいと実年齢が食い違ちがってしまうのはよくある現象だ。


　細かい質問で外そと堀ぼりを埋うめていくのはリョーコの趣味ではない。思わせぶりな態度を取られるのもいい加減、癪しやくに障さわる。早々に駆かけ引ひきを放ほう棄きしてストレートな質問をぶつけた。


「──で？　あんたはいったい何者なの!?」


「よくぞ聞いてくださった」


　レオンはポンと手を打つと、マスターがプリントの束を取り出した。それを紙かみ芝しば居いよろしくカウンターに立ててリョーコに向ける。一枚目は太陽系の見取り図だ。


「むかーしむかし……太陽系の火星と木星の間にあるアステロイドベルトで、小惑星を利用して建設された宇宙要よう塞さいが発見された。調査隊が乗り込んでみたところ、そこはどうやら極秘の研究施し設せつで──最深部にはその成果と思われる『ある物』が保存されていた。それぞれに黄道一二星座のシンボルを与あたえられた一二個の冷れい凍とうカプセルだ。中身は何だったと思う？」


「マグロ？」


「それはいま食べたい物だろ。正解は『人間の受精卵』だよ。細さい胞ぼう分ぶん裂れつを始める直前の状態で冷凍保存されていた」


「……だいたい展開が読めてきたんだけど」


「大だい丈じよう夫ぶ。ここから意外なことが起きるから」


　レオンは二枚目のプリントを見せた。白衣を着た研究者らしいグループの集合写真だ。


「調査に参加したのはこの科学者たちだ。彼らがカプセルのひとつを解凍したその直後、外からやってきた謎なぞの武装集団の襲しゆう撃げきを受けた。敵の狙ねらいもおそらく一二星座のカプセルだろうと判断して直ちに脱だつ出しゆつすることになったが、彼らはどうにかしてその受精卵を持ち帰ろうとしたんだ。解凍した受精卵はそのままでは死んでしまうし、再び冷凍する時間はない。そこでどうしたかというと……」


　三枚目のプリントはグループの一員の女性研究者だった。ダークブロンドをアップにした白人女性である。美人だが瘦やせぎすでキツい印象がある。


「この女性研究者の身体の中に隠かくして持ち帰ったんだ」


「待ってよ。身体の中って、つまり……」


「うん。この人が俺のお母さん」


「マジで!?」


「産みの母で育ての母だよ。血は繫つながっていないけどね」


　四枚目は保育器の傍かたわらに立つ女性研究者と同どう僚りようの写真だった。保育器の中にいるのは生後一週間前後の赤あかん坊ぼうである。


「俺が〈獅子座の男〉である理由はそういうわけさ。納なつ得とくしたかい？」


「名前はいいのよ！　他のカプセルは？　その受精卵は誰が作ったの？」


「数年後に再調査したところ件くだんの研究施設は破は壊かいされてカプセルは行方ゆくえ不明、襲おそってきた武装集団の正体も分からずじまいだ。母さんと同僚も敵から身を隠すことが先決で自分から真相を探さぐるのは危険だと判断したようだし」


「そうか……まあ賢けん明めいね。すると手て掛がかりはあんただけってこと？　秘密の研究所で作られた受精卵ってことは、遺伝子の研究をしてたんでしょ？　もちろん特別な何かがあったってことよね？」


「まあ当然の流れとして俺自身が研究対象になったわけだけど……残念なことに、遺伝子を調べても特にこれといって変わったところがなくてね。身体能力に関してもこれがまた平へい凡ぼんそのもので、学校の成績が優ゆう秀しゆうなわけでもなく、芸術的な方面でもパッとしない。何をやらせてもだいたい中の中ぐらいなんだ。冗じよう談だんを言っても受けたためしがない」


「つまんない男ねー」


「ハイスクールを卒業する頃ころにはすっかり愛想を尽つかされてたね。俺も普ふ通つうに地元の企き業ぎように就職しようとか考えてたし。ところが不ふ慮りよの事故に巻き込まれて死んじゃってね」


「……誰だれが？」


「俺が」


「…………」


　リョーコはレオンの下半身に目を向けた。


「足は付いてるみたいだけど」


「そりゃそうだよ。生き返ったからね」


「ゾンビとして？」


「こんな活いきのいいゾンビはいないよ。完全に御お陀だ仏ぶつの状態から破損した部位の組織がＥＳ細さい胞ぼう化して再生したんだ。初めて死んだのが一八歳だけど、復活した時には一五歳くらいまで若返ってた。外見だけじゃなくて細胞自体がね」


「つまり……それが特別な才能だったってわけ？」


「そう。俺の生まれ持った能力ってのが……」


　次のプリントは写真ではなく直じき筆ひつだった。その言葉とは──『不老不死』。


「これには母さんも喜んだし俺も嬉うれしかった。不老長寿は人類の永遠の夢だからね。でもしばらくすると俺の身体は以前と変わりなくなった。どう調べてもただの人間で、不死身性の秘密は分からない。で、母さんの同僚やスポンサーはどうしたと思う？」


「もう一いつ遍ぺんあんたを殺した？」


「ご明察だね。もう一度俺を殺してみる計画を立てた。つまり死んでから復活に至るまでのプロセスを詳しよう細さいに観察すれば謎が解けるんじゃないかと考えたわけだ。俺はまんまと牢ろう獄ごくみたいな実験室に囚とらわれて殺されるとこだった」


「……てことは死ななかったわけ？」


「母さんが助けてくれてね。同僚のみんなやスポンサーの人には気の毒な結果になっちゃったけど……俺だって必ず生き返るって保証なんてないからね。そんな気楽にホイホイ死ねないよ」


　母親がどういう方法でレオンを救ったのか、リョーコには何となく想像がついた。


「それからどうしたの？」


「その後で初めて、母さんの口から俺の出生の秘密を聞かされたんだ。俺には黄道一二星座のシンボルを持つ一一人の兄弟がいるってことをね。だから俺は旅に出ることにした。兄弟を捜さがし出す旅にね」


「手掛かりは何もないんでしょ？」


「まあね。でも焦あせる必要はなかった。兄弟たちも不老不死ならお互たがい時間はたっぷりあるわけだし、犬も歩けば棒に当たる式でいつかは出会えると思ってた──」


「何年かかったの？」


「ずいぶんかかったさ」


　レオンは明言せず曖あい昧まいに微笑ほほえむと、エール酒を頼たのんで喉のどを潤うるおした。


「長い時間をかけて少しずつだけど俺の身体の性質が分かった。不老不死とは言ったけど実は『老化』はするんだ。平へい穏おんな生活をしていれば自然と年を取る。これまで最高で四〇代半ばまでいったけど、大おお怪け我がをしたり、生命の危機に瀕ひんしたりすると二は〇た歳ち前後まで若返ってしまう」


　二〇歳前後といえば現在のレオンの姿がその年とし頃ごろである。


「便利じゃない」


「とんでもない。ご覧の通り俺って貫かん禄ろくないだろ？　五〇代になればけっこういい感じの渋しぶいオヤジになるはずなんだけど、一度の怪我でせっかく積み重ねた時間が振ふり出しに戻もどるんだぜ？　いきなり若返ると同一人物である証明が難しくて仕事にも差し支つかえるし」


「サラリーマンだったりしたわけ？」


「それならまだいいよ。社長だと大いに問題がある」


「社長!?」


「こう見えても起業家なんだ。ロゴにライオンのマークが入ってる企業の半分くらいは俺が初代社長だから。創業百二〇年のワンコインショップのチェーン店あるだろ？　あれの一号店の店長もやったし」


「兄弟捜しそっちのけで何やってたわけ？」


「不老不死だって食っていくには働かないといけないんだよ。それに交友関係が広い方が情報が入りやすいし、いろいろ調べるのだって資金が要いるし」


「事業に失敗して莫ばく大だいな負ふ債さいを背負ったりしそうだけど」


「…………」


「したのね!?」


「大丈夫、トータルでは今のところ黒字だから。会社なんてふたつにひとつは潰つぶれるもんだし……まあ、俺が社長から退いた後に大躍やく進しんするパターンが多いけど」


　どうやら経営者としての才覚はないらしい。しかし火星ニンジンを調達できる程度の財力やコネはあるのだろう。


「不老不死以外に何か取とり柄えはないわけ？」


「人に教わったことならたいてい何でも身に付くのが特技かな。自分の能力を知りたくて免めん許きよや資格を取りまくったよ。第一級危険生物の調理師免許も持ってるし」


「…………」


　下手に掘ほり下げると面めん倒どうなことになりそうなのでリョーコはスルーした。本題に戻れという無言の要求を察したレオンは話を続ける。


「俺が何者かという問いは結局のところ遺伝子の問題になってくるわけだけど……遺伝子がその人間の運命を決定づけると思うかい？」


「体質的なことなら人生を左右されることもあるんじゃないの？」


「じゃあ逆に、個人の生き様が遺伝子を経由して子孫に伝わるって話は信じる？」


「親の因果が子に報い……ってこと？　育て方の問題だと思うけど」


「ところがそうでもないんだ。遺伝子には個体レベルで書かき換かえ可能な領域がある。祖先から受け継ついだ形質以外に、個人が学習して獲かく得とくした能力を加えることができる。例えば親が凄すごく頑がん張ばって身体を鍛きたえていた場合、その子供にムキムキの形質が伝わるとか」


「それだって遺伝で説明できるんじゃないの？　劣れつ性せいの形質が表に出てきたとか……って、それと何の関係があるわけ？」


「黄道一二星座の兄弟のことさ。俺たちはその『書き換え可能な領域』が最大限取られるように改造されたらしい」


「何のために？」


「人類が外宇宙に進出する時代の到とう来らいに備えて、宇宙に適応した新しい人類、いや〈超ちよう人じん〉を造ろうとしたんだろう。俺たちは個体のままで進化する。不死身の再生能力は生き返ってるんじゃなくて実のところ生まれ変わっているとも言える」


「超人類ねえ……」


　リョーコは胡う散さん臭くさいものを見る目つきでレオンを眺ながめた。


「ずいぶんと陳ちん腐ぷな話になったもんね。超人だの新人類だのを売り文句にした詐さ欺ぎ商売が今日びどれだけあると思う？　遺伝子をちょいと弄いじくっただけで不老不死の超人が出来上がるようなら世話はないわよ。だいたいその話だと遺伝子改造の技術だって古いんでしょ？　与よ太た噺ばなしにもほどがあるわよ」


「もちろん俺だって頭からは信じちゃいないさ」


　意外にもレオンはリョーコのその反応を喜んでいるようだった。


「ただ俺たちを作った人間や、それを利用しようとする人間は、どっちもそういうことにしておきたいらしい。〈試作された超人類〉として使命を果たせとね。もっとも超人類といっても解かい釈しやくは人によりけりで、人類の守護者だと言う人もいれば、今の人類の歴史に幕を引く存在だとする人もいる。正解は分からないけど、他の人間にはできない何かをするために生まれてきたらしいってことだけは確かだ」


「何よ、そのおよそ誰にでも当てはまりそうな一いつ般ぱん論みたいな結論は？　親に従うか、自分の道を切り開くかってことでしょ？」


「うん。でも不老不死だと人生の選せん択たくの幅はばがやたら広いからね。本気で人類の導き手になろうという高い志を抱いだく者もいれば、己の欲望のためには他人を犠ぎ牲せいにして憚はばからない者もいる。自分が造られた存在であることに誇ほこりを持つ者もいれば、それを怨うらみに思う者だって──」


　リョーコはようやくレオンの言わんとしていることに気付いた。


「あんたの不死身の兄弟たちはどんな人間になってたわけ？」


「それこそいろいろさ。兄弟たちは俺と同じように互いの存在を知らないまま育ったらしくてね。善人もいれば悪人もいるし、会った途と端たんに意気投合することもあればいきなり敵視してくるのもいる。向こうにその気がなくても戦わざるをえない時も……」


「ここまで乗ってきたＳＴＶを設計したのは弟だって言ってたわよね？　そいつは？」


「あいつは……たぶん俺のことなんて何とも思っていないんじゃないかな。こちとら長男なのに」


「──誰が長男だって？」


　スイングドアを押おし開けて、詰つめ襟えりのドクターコートを着た若い男が入ってきた。キッチリ櫛くしの入った長ちよう髪はつを後ろに流した、知的で落ち着いた物もの腰ごしの美形だ。レオンの知り合いらしく、リョーコを挟はさんで左ひだり隣どなりの席に腰こし掛かけた。レオンはリョーコの頭あたま越ごしにドクターコートの男に抗こう議ぎする。


「どう考えても俺が真っ先に生まれてるんだから長男に決まってるだろ？」


「不老不死の人間なのに生まれた順番で序列を決めても意味がないな。それに、血けつ縁えん上あいつは俺の弟ではあってもお前の弟じゃない。兄貴風を吹ふかされては困る」


「……どちら様で？」


　リョーコの問いにレオンが紹しよう介かいする。


「〈双ふた子ご座ざの男〉──ドクター・カストルだ。神の手を持つ外科医、人呼んで〈銀星神医〉」


「ご大層な二つ名ね。改造手術の権けん威い？」


「その逆でね。ハイブリッドをクルードに戻せる。サイボーグはまだしも生マ機シ融ン合ダ体ーを生身の人間に戻せるのはこの男だけだ」


「どうやって!?」


「俺たちの不死身性を一時的に分け与あたえることで生体組織をＥＳ細胞化して肉体を丸ごと再生するんだ」


「……ま、融ゆう合ごう体たいから生身に戻りたいなんて言う奴やつはまずいないがね」


　カストルはスコッチ・ウィスキーのグラスを口に運びながら苦笑する。


「じゃあその特技を使う機会なんてないわね」


「そうでもない。いけ好かない機械野や郎ろうをお仕置きする時にはもってこいだ」


「なるほど！　生身に戻してからボコるわけね!?　それって最高じゃない」


　リョーコは思わず親指を立てた。さらなる来客がないかと入り口の方を見る。


「他の兄弟は？」


「呼んだって来やしないさ。来られても困る」


　カストルが自じ嘲ちよう気味に答える。


「兄弟の内には互いに不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵同士になった者もいるし、正直、係かかわり合いになりたくない手合いが多すぎる。我々一四人が一堂に会する機会なんて金輪際ないだろうよ」


「一四人って……カプセルは一二個でしょ？　計算が合わないんだけど」


「後から調べてみたらあったんだよ。一三個目が」


　レオンは研究施し設せつ内を撮さつ影えいした写真を取り出した。楕だ円えんを描えがいて並ぶ一二個のカプセルから外れた場所、写真の隅すみの方に星座のシンボルが描かれたケースが写っている。


「黄道一二星座の他に一三番目の星座として〈蛇へび遣つかい座〉がね。予備というか補欠だろう」


「一四人目は？」


「カプセルを奪うばった連中は〈獅し子し座〉のカプセルの中身が消えているのを知って、その分を補おうとした。そこで受精卵のひとつを分割し一卵性双そう生せい児じにして数を合わせたのさ。〈双子座の男〉が二人いるから合計で一四人ってわけ」


「さっき言ってた弟って、そのこと？」


　カストルが軽く頷うなずいて肯こう定ていした。


「あのＳＴＶは弟が君くらいの歳としに自宅のガレージで組み上げたバイクのレプリカだ。あいつは子供の頃ころから機械いじりが好きでね」


「一卵性の双子ってことは同じ能力を持ってるんでしょ？」


「俺は医者だがあいつはエンジニアだ。当然、能力は違ちがう」


「つまり……？」


「〈銀星神医〉の双子の弟は今〈機界神帝〉と呼ばれている」


　言い淀よどむカストルに代わってレオンが答える。


「なんだか……同じ四文字の二つ名でもスケール感が違うわね。どういう奴なの？」


「有機生命体と無機物を融合する能力を持ってるんだ。生機融合体の発明者というか──〈始祖〉だ」


「なっ……ええっ!?」


　リョーコはレオンの顔をまじまじと凝ぎよう視しし、次にカストルを見た。表情を曇くもらせてはいるが否定する様子はない。


「機械の身体からだをタダでくれるって噂うわさの──生機融合体の親玉ってわけ？」


「親玉ってのとはちょっと違うかな。実際神の如ごとく崇あがめられてるけど、当人は統率も君臨もしてないからなあ。造った数で言えば生機融合体よりも人造人間や機械知性体の方が圧あつ倒とう的てきに多いって聞くし……本人がその気になって号令をかければ人類の命運を左右しかねない一大勢力になりそうだけど」


「銀河カルトのイクサー教団とどっちがより厄やつ介かいかしらね」


「ああ、そこの教祖が〈蛇遣い座の男〉だよ」


「あんたら兄弟っていったいどうなってるわけ!?」


「だいたい皆みんな出世して超大物になってるよ。俺以外はね」


　この調子だとリョーコも名前を聞いたことのある財ざい閥ばつの総そう帥すいや、裏社会を牛ぎゆう耳じる大だい幇ほう会かいの首領が実は兄弟でした──などという話にもなりかねない。


「そう言うあんたはせいぜい中小企き業ぎようの社長止まり？　何をやってたんだか……」


「出世ばかりが人生じゃないさ」


「他の兄弟に負けない特技とか無いわけ？　そうだ……これよ、これ！」


　リョーコは両断された花札をあらためて指さす。


「戦せん闘とうポッドの装そう甲こうに刺ささってたけど、これって特別製？」


「普ふ通つうに売ってる花札だよ。時間を止めて投げると何でも突つき刺さるんだ」


「時間を……止める!?」


「正確には周囲のものが止まって見えるくらいの超加速状態というか、時間の流れと位相がズレた状態になるんだ。その状態で身に着けている物を投げると、それがどんなに柔やわらかい物であっても、当たった物質を一方的に破は壊かいできる。唾つばを吐はいて戦車の装甲に穴を開けたりね」


「ものすごい超能力じゃない」


「これは仙せん道どうの技のひとつで、人間にもともと備わってる能力を鍛たん錬れんによって引き出したものだから、俺独自の超能力じゃないよ。言ったろ？　人から教わることならだいたい何でもマスターできるって」


「すると師し匠しようがいるわけね？」


「六む車ぐるま流りゆう玄げん──と言ってもどうせ知らないだろうけど」


「あたしも弟子入りすればマスターできる？」


「そりゃまあ……できるんじゃないかな」


　レオンは何とも曖あい昧まいかつ複雑な表情で答えると、再びプリントの束の紙かみ芝しば居いをめくる。


「えーっと、そろそろ本題に入るけどいいかな？」


「じゃあ今までのは何だったの!?」


「ただの前置きの自己紹介だけど」


　レオンが新たに見せたのは東洋系の美女を写した数枚のスナップ写真だった。撮影場所は背景の内装からして中ちゆう華か系の高級ホテルのラウンジだろうか。チャイナドレスの似合うすらりとした長身で、煌きらびやかな宝石で着き飾かざっているが、表情に陰かげのあるどこか儚はかなげな印象の女だった。


「今から二〇年前──初めて出会った時、彼女は劉白麗リユウパイリーと名乗っていた。当時の黒龍一家ヘイロン・フアミリーの首領、潘大人パンダーレンの情婦でね」


　黒龍一家の名を耳にするなりリョーコの顔つきは険しくなった。


「ロンバン・シティはもともと『白はく銀ぎん楼ろう』の縄なわ張ばりだったんだが、ある事件があって一族郎ろう党とう皆みな殺ごろしにされて滅ほろんだ。その後あと釜がまに座すわったのが黒龍一家だ。この白麗は実は白銀楼の首領の娘むすめでね。一族を罠わなに嵌はめて皆殺しにした首しゆ謀ぼう者しやを捜さがし出すために黒龍一家に潜もぐり込んでいたわけだ。潘大人は白銀楼の首領と義兄弟の契ちぎりを結んだほどの仲で、事件直後には仇あだ討うちを誓ちかったものの、陰いん謀ぼうに加わった者を一人も見つけ出せなかった。白麗は潘大人が裏で陰謀に深く関かかわり、共犯者を知っていながら隠かくしているとにらんでいた……」


「犯人は潘大人？」


「結論から言えば共犯者の一人だった。陰謀に加担したのは大勢いてね。潘大人は首謀者をトップとすると数えて三番目くらいかな。まあ何にしてもひどい話さ」


「彼女はどうしたの？」


「あれは雪の降る夜だったな──黒龍一家から逃にげ出した白麗とばったり出くわしてね。美女の危機と見れば一ひと肌はだ脱ぬぐのが男の甲か斐い性しようってやつでさ、『連れて逃げて』なんて言われちゃ張り切るしかないわな。追っ手を撒まいて助けたんだ。ところが彼女は身重でね。半年後に玉のような赤あかん坊ぼうを産んだ。父親が誰だれかは教えてはくれなかったけど、おそらく潘大人だろうね」


「仇かたきの子供を身み籠ごもったわけ？　皮肉な話ね……それから？」


「子供には父親が必要だろうってことで立候補した。つまりプロポーズしたわけだけど」


「そんな訳ありの女とよく結けつ婚こんする気になったわね」


「彼女と赤ん坊の両方を守るにはそれが一番確実な方法だと思ったんでね」


　次のプリントは、赤ん坊を抱いた白麗とレオンの三人が仲なか睦むつまじい様子で写っている写真だった。白麗は病室のベッドの上に起き上がっている。その隣となりにいる二〇年前のレオンは現在のレオンよりも年上で二〇代半ばに見える。


「この写真を撮とった翌日、彼女は失しつ踪そうした。『赤ん坊を頼たのむ』と書き置きを残してね」


「────!!」


「白麗は遺い恨こんを晴らすためにロンバンに戻もどったんだ。俺もすぐ後を追ったが……一足遅おくれた。彼女は潘大人を暗殺しようとして返り討ちに遭あった。彼女の正体はとうにバレてたんだ。潘大人は素す性じようを知りながら彼女を愛していたのかも知れない。もしかすると彼女の方も──」


「……くだらない」


「そういうことを言わない」


「それで!?　あんたはどうしたわけ？　よもや黙だまって見てただけ？」


「潘大人の首を狩かって彼女と一いつ緒しよに葬ほうむったよ」


「よくやったわ」


　リョーコは親指を立てて賞賛したが、レオンの顔色は冴さえなかった。


「ついでに黒龍一家を皆殺しにしてやればよかったのに」


「潘大人を殺したことだって後こう悔かいしているのに？」


「何を悔くやむことがあるの？」


「生まれたばかりの赤ん坊を孤こ児じにしてしまったんだから後悔もするさ。潘大人には自分の子供を養育する義務があった。権利もね」


「悪党に育てられる方がよっぽど迷めい惑わくよ。それで、その赤ん坊はどうしたの？　どこかへ養子に？」


「黒龍一家のこともあって養い親に迷惑がかかるおそれもあったから……俺が手ずから育てるしかなかった。白麗に頼まれたこともあるけど、前々から一度でいいから人の親になって子供を育ててみたいとも思ってたし」


「育ててみたかったって……？」


「ああ、言ってなかった？　俺たち兄弟は子供が作れないんだ。生物として欠けつ陥かんがあるのか、そもそも子孫を作る必要がないのか、それとも寿じゆ命みようが恐ろしく長いからまだ個体として成熟していないのか……原因は分からないけどね」


「不老不死の男が父親って、どう説明したの？」


「自分の素性についてはさすがに伏ふせたよ。母親についても訊きかれたけど、その辺の事情は二は〇た歳ちになった時に全部説明する約束をしていた。ところが……その前に死んじゃってね」


「その子が？」


「ううん、俺が」


　リョーコはスツールから転げ落ちそうになった。


「また!?」


「二〇年近く子育てにかかりきりだったんでね。荒あら事ごとからは遠のいてたからすっかり勘かんが鈍にぶってた。いきなり爆ばく弾だんで吹ふっ飛ばされちゃ抵てい抗こうも何もあったもんじゃないけど」


「爆弾ってことは誰かに命を狙ねらわれた？　それとも巻き込まれたの？」


「犯人は黒龍一家の人間だよ。上う手まく隠れたつもりだったんだけど、子供の苗みよう字じを白麗の本名と同じにしておいたところから足がついたらしい。潘大人殺害の報復で俺一人を狙った攻こう撃げきだった──巻まき添ぞえが出なかったのが不幸中の幸いだね」


　爆殺されてこのコメントはなかなか出ない。


「じゃあ……その子にすべて話すっていう約束は？」


「それなら果たしたよ」


「いつ？」


「たった今ね」


　そう答えて、レオンは務めをやり遂とげた満足げな笑みを浮うかべた。それを見るリョーコは青ざめている。レオンが長々と自らの素性を語った理由がはっきりと分かったからだ。


「……冗じよう談だんよね？」


「こんなことを冗談で言うほど俺も悪あく趣しゆ味みじゃないよ。あらためて言うけど──」


「やめて！」


　思わず手を伸のばしてレオンの口を塞ふさごうとしたが、手首をつかんで止められた。


「その孤児の名はリョーコ・ミナヅキ──つまり君のことだ」


　ガタンッ！


　リョーコはスツールを倒たおす勢いで立ち上がった。アレクは素早く膝ひざの上からカウンターに飛び移っている。


「そんな……そんなはずないわ！　あたしが何のためにここに来たと思ってるの!?　父の──父の仇を討つためよ!!」


「うん。だから仇討ちはもう必要ないんだ。君の父親は一度は死んだけど、今はこうしてピンピンしてるから」


「あたしの父はそろそろ五〇に届きそうなオッサンなのよ!?　あんたはどう見ても二〇歳そこそこじゃない！」


「死んで生き返ると若返るって話はしただろ？　娘と同い年になっちゃうのは気まずいけど、これって体質だからしょうがない」


「そんなこと急に言われて納なつ得とくしろって方が無茶なのよ！」


「無茶ついでにもうひとつ言っておくことがあるんだけど」


「何よ!?」


「ここまでの話で分かる通り、俺は君の養父だけど、本当の父親の仇でもある。つまり仇討ちをするなら相手はこの俺ってことになる」


「んん!?　それは……ええと、つまり……」


　リョーコは眉み間けんを押おさえて混乱しきっている頭の中を整理しようとした。





[image: ]死んだはずの父は実の父ではなく、不死身の男で生き返った。しかも若返っている。


[image: ]実の父親は『黒龍一家』の元首領で、実の母親は父親に殺害された。


[image: ]実の母親はかつてロンバン・シティを牛耳っていた『白銀楼』の生き残り。


[image: ]実の父親は実の母親にとっては一族の仇の一味らしい。


[image: ]つい先日まで実の父親だと思っていた育ての親は、実の父の仇だという。


[image: ]養父は『一四人の試作された超ちよう人じん類るい』の一人らしいが兄弟の中では一番ショボイ。





「──ショッキングな事実が多すぎるのよ！」


　他ひ人と事ごとだと思って聞いていた話がすべて自分に降りかかってきただけでなく、どれひとつを取っても人生が変わらないものはないと言い切れるほどの重大事ばかりとあって、もはやリョーコの処理能力の限界を軽くオーバーしていた。


「とりあえず誰をぶった斬ぎればケリがつくわけ？　一番悪いのはやっぱり黒龍一家だから、連中を皆殺しにすればＯＫよね!?」


「それがそう単純でもないんだ。どうも現在の黒龍一家は内部で二派に分かれてて、組織をまとめようとする旧派と、分ぶん離り独立を目もく論ろむ新派が牽けん制せいし合っている状態らしい。正統の跡あと継つぎがいないことが主な原因でね」


「待ってよ。まさか……」


「うん。俺を暗殺したのは君をロンバン・シティに誘おびき寄せるための作戦だったのさ。初代首領の実の娘であり、白銀楼の血けつ縁えんでもある君を後こう継けい者しやに据すえようというのが旧派の目論みだ。対する新派の方は君を亡き者にして後こう顧この憂うれいを絶とうとしている」


「どっちも願い下げだわ」


「俺の調べたところだと新派には裏で支し援えんしている黒幕がいそうだ。その昔ロンバン・シティの利権目当てに白銀楼を滅ぼした張本人だと思うんだが……」


「面めん倒どうだから関係者全員ここに呼んできてくれる？　引導を渡わたしてくれるから」


　レオンは露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。


「どうしてそう暴力で解決しようとするかなあ」


「いっぺん殺されときながらあんたが呑のん気きすぎるのよ！　ここへ来るまでにすでに何人か手に掛かけちゃってるんだから、今さら話し合いでもないわ」


「ああ、それなら大だい丈じよう夫ぶ。一人も死んでないから」


「……どういうこと？」


「何のために〈銀星神医〉を呼んだと思う？」


　リョーコはドクター・カストルに目を向けた。さっき栓を開けたばかりのボトルがほとんど空になっている。顔に似合わずとんだ飲んだくれだ。カストルは琥こ珀はく色いろの火酒に氷を浮かべたグラスを持ち上げ、


「黒くろ焦こげだろうと真っぷたつだろうと俺なら治せる。それと半分機械の奴やつもサービスで生身に戻しておいてやったぞ。あと五、六本は奢おごってもらわないと割に合わないが」


「そういうわけで実質、今回の件で人死には出てないんだ。いくらでもやり直しは利くってことさ」


「でも先に仕掛けてきたのは向こうじゃない！　情けをかけたところでつけ上がらせるだけよ」


「連中をやっつける？　一族郎ろう党とう、子供も残さず皆みな殺ごろしにできる？　殺し損そこねたら生き残った者がいつか報復に来るんだよ？　正直、そういうのはもう終わりにしたいんだよね。それに……君の育ての親は、剣けん術じゆつを教える時に別の道があることも教えたはずだけど」


　リョーコは右手を鞘さやから離はなし、深呼吸した。


「恩おんには報むくいるもの、怨えんは解くもの──」


　それは事ある毎ごとに聞かされてきた箴しん言げんだった。しかし口にするだけなら容易たやすくとも、実行するとなるといかに困難であるかは今の今まで知らなかった。


「怨みは解くものって言うけど、あたしはあんたが父親だってまだ認めたわけじゃないわよ？」


「しょうがないな」


　レオンは残りのプリントをリョーコに見せた。それはレオンとレオンに引き取られた孤児が一緒に写っている写真で、毎年の誕生日や記念となるイベントの日に撮さつ影えいされたものだ。一枚めくる毎に赤あかん坊ぼうは少女へと成長し、レオンは普ふ通つうに年ねん齢れいを重ねていく。少女がハイスクールに入学する頃ころにはレオンは口くち髭ひげをたくわえた四〇代の壮そう年ねんになっていた。それはまさしくリョーコの知る養父の顔だ。


　リョーコは懐なつかしさとともに奇き妙みような違い和わ感かんを覚えた。写真の場面は覚えているが、どこかがおかしい。ハイスクールの卒業式に続く最後の一枚、ごく最近撮とられたらしい正装したドレス姿の自分を見た瞬しゆん間かん──リョーコの脳のう裏りで何かが弾はじけた。


　一いつ瞬しゆん、目め眩まいで平へい衡こう感かん覚かくを失ったリョーコはカウンターに寄りかかって身体からだを支えた。


「どうした？」


「分かった……分かったわ！」


　呻うめくように言うと、写真に指先を突つきつける。


「あんたはあたしの父親なんかじゃない……いや、血が繫つながってるかどうかじゃなくて……ここに写ってるのはあたしじゃない！」


　リョーコが指さしたのはレオンではなく、養女の方だった。


「よく似てるけど別人よ！　だって……あたしまだ高校は卒業してない！　一七歳よ!?　それにあたしの名はミナヅキじゃなくてミツルギ──御剣涼子よ!!」


　そう宣言するなり、脱だつ皮ぴするように『リョーコ・ミナヅキ』の記き憶おくと人格が剝はがれ落ち、『御み剣つるぎ涼りよう子こ』としての自分を取り戻もどした。同時に黒いコートが塵ちりと化し、その下から牡ぼ丹たん模様の上衣に緋ひ袴ばかまの衣装が現れる。


「……お、気付いたね」


「ええ。お陰かげ様さまで」


　涼子の腰こしから銀光が迸ほとばしった。抜ぬき打うちの一いつ閃せんをレオンはスツールに腰こし掛かけたまま上体を反らせて躱かわし、続く逆落としの斬ざん撃げきを真しん剣けん白しら羽は取りで受け止める。


「まあ落ち着こうじゃないか」


「落ち着いてるけど？」


　涼子は刀に込めた力を一分たりとも緩ゆるめずに答える。


「この茶番は何の冗談なのかしら？　レグルス」


「俺の名前が分かるようなら問題はないな」


「リョーコ・ミナヅキって誰だれよ？」


「君の知ってる通り俺の娘むすめで、実在の人物だよ。ここは俺の記憶を基もとに構築された舞ぶ台たいで、実際に起きた事件を忠実に再現している。君には娘の役を演じてもらったわけだ」


　涼子は記憶を奪うばわれてリョーコを演じさせられていたわけではなかった。この世界でリョーコ・ミナヅキの役を与あたえられ、完全にその役になりきっていたのだ。ライブ劇場の大規模バージョンとも言えるが、ここまで来ると演技ではなく別人として生きるに等しい。御剣涼子に戻るということは前世の記憶が蘇よみがえったようなものだ。


「何のために？」


「いろいろと説明するのに都合がいいからね。ソルバニアの成り立ちや魔ま王おうの正体について……とか、いろいろと」


「魔王──ベルンなんちゃらはあんたらの兄弟ってわけ？　遺伝子をデザインしただけで不老不死の超人が出来上がるなんて、この未来の世界の常識に照らし合わせてさえ荒こう唐とう無む稽けいなんだけど？　このまま真っぷたつにして本当に不死身かどうか確認してみるってのはどう？　二分割した後で離して置いておくと二人に増えたりするの？」


「そういう実験をした記録はないな」


　止めに入る様子も見せずカストルが口を挟はさむ。


「俺はプラナリアじゃないぞ。だいたい、お父さんを二枚におろすような娘に育てた覚えはない！」


「こっちだってあんたなんかに育てられた覚えは──チッ、なくもないか」


　涼子は刀を引いた。演じていただけとはいえ、リョーコ・ミナヅキの半生を追体験させられたためレオン＝レグルスには情が移っている。本気でレグルスを自分の養父だと思っているわけではなく、映画やテレビドラマの登場人物に対する感情移入に近い。それでも本気で斬る気になれないのなら意地を張ることもなかった。涼子はスツールに掛け直し、マスターに注文する。


「吟ぎん醸じよう酒しゆは置いてる？　清酒……っても分かんないか。ジャパニーズ・サケ、オーライ？」


「俺が蔵元だった頃に作った純米酒なら置いてあるけど」


　レグルスがカウンターの向こう側に回って持ち出してきたのはいかにも正しく一いつ升しよう瓶びんだった。ラベルに書かれた銘めい柄がらは『流りゆう星せい獅し子し』──微び妙みように風ふ情ぜいが感じられないが、人類が外宇宙に進出する時代ともなると物の名前にも宇宙テイストが入ってくるのだろうか。グラスを出そうとしているのを見て止める。


「杯さかずきはないの？」


「枡ますならあるけど……」


「俺も相しよう伴ばんにあずかっていいかな」


　スコッチを飲み干したカストルも加わり、三つの枡に清酒が満たされる。枡を取り上げるとレグルスと目が合った。


「乾かん杯ぱいでもする気？」


「仲直りに」


「『くだらねー兄弟たち』に！」


　涼子は皮肉たっぷりに言って枡をあおった。フルーティな香かおりの強い清酒が喉のどを潤うるおす。何しろ未来なので名ばかりの別物の可能性もあったが、味は日本酒には違ちがいない。涼子が落ち着いたのを見計らってアレクが再び膝ひざの上に飛び乗ってきた。女の膝を座すわり心ごこ地ちの良いクッションだと思っているらしいが可愛かわいいので許す。


「さあ～て……何から聞かせてもらおうかしらね。どうせ素面しらふじゃ呑のみ込めないような話ばかりなんでしょ？　まずはここはどこ？」


「鋭するどい質問だ。しかしちょっと答えにくいなあ。ここへ来る直前のことは覚えてる？」


「魔王にバットでカッ飛ばされたような覚えがあるけど……」


「なら話が早い。ありていに言えば──ここは〈ソルバニア〉だ」


「三〇億人だかが収容されてるソルバニアのコロニーの中？」


「物理的な位置という意味では違うな。ソルバニア人の脳と接続された電脳空間サイバースペースと言えばいいのか……」


「例の新しい宇宙を創造する実験をやってるとこ？」


「そうそう。端たん的てきに言えば、ここは〈冥王の書アザナトウース〉の中だよ。本の中というとピンとこないかも知れないけど、無限の記憶容量と演算能力を持つ量子コンピューターの中に仮想的に構築された小宇宙だ」


「南な雲ぐも先生が召しよう喚かんされてた場所ってことね。じゃあだいたいのところはレイハから聞いた話で合ってるわけか……」


　涼子は左手でアレクの背中を撫なでながら右手に持った枡をしげしげと眺ながめ、酒を口に含ふくんで味を確かめた。どこにも破は綻たんしたところはなく、完かん璧ぺきなリアリティを保っている。


「これが仮想現実？　実物と何も変わらないんだけど」


「〈冥王の書〉の構築する世界は膨ぼう大だいな情報を基に完璧に作られているからね。脳に偽にせの情報を送り込んで騙だましているんじゃなくて、世界の情報量が現実に等しい──どころかある意味じゃ実物以上だから普ふ通つうの人間には判別する方法がない。それを認識できるのはこの世界の情報を閲えつ覧らんする権利を持ち、自力で書かき換かえるだけのリソースを持つ者だけだよ」


「それが〈魔法使い〉？」


「そうなるかな。ソルバニア人には全員に等しく魔力が与えられていて、それは貸し借り可能なんだ。例えば誰かを応おう援えんしたい時には皆みんなで魔力を貸したりする」


「それって募ぼ金きんみたいなもの？　それとも投票権みたいなもの？」


「その両方と言えるけど、イメージとしては募金に近いだろうね。魔力ってのは要するにお金がより万ばん能のうに進化したものだと思えばいい。幾いくらお金を積んでもできないことは多いけど、膨大な魔力があれば多少の無茶な願いも叶かなえられる。君も一度見てるはずだけど」


「あたしが？　いつ？」


「ほら、ヘルマスカーＤが君の高校を守るために〈闇やみ神威カムイ〉の遣つかい手てと闘たたかったことがあったろう？」


　具体的に言われて涼子はようやく思い出した。Ｄがいきなり全身金ピカの〈ジャックポット・フォーム〉に変身し、魔ま王おう剣けんシュバルツカイザーを召喚した件だ。


「あの時ジャラジャラ出た大量のメダルって……もしかしてソルバニアからの募金!?」


「そんなようなものだね。彼は魔王の代行者エージエントとして人気があったし、それに……相手が相手だったから肩かた入いれされたんだ」


「拝おがみ暁人あきとだったから？　ああ、〈神威カムイの拳けん〉の遣い手だからね？」


　涼子はソルバニアと魔法に関する最大の謎なぞのひとつを思い出した。


「魔法ってアレでしょ？　最終的には宇宙を作り直すくらいのことができるんでしょ？　どうして〈神威の拳〉なんてたかが生身の人間に使える武術で対たい抗こうできちゃうわけ？　天敵なの？」


「天敵か……確かに天敵には違いないね。ただ、どうして天敵なのかってことを説明するのはなかなか骨が折れる」


「だったらその質問は後回しにするわ。で、ソルバニアをぶっ潰つぶす方法は？」


「ぶ～っ！」


　レグルスは噴ふき出した。


「ぶっ潰されるほど悪いことはしてないと思うんだけど……というかぶっ潰さないでくれるかな？」


「ぶっ潰すとは言ってないわよ。ぶっ潰す方法はあるのかと訊きいてるの」


「ソルバニア以上の科学力と軍事力と魔力があれば可能だろうけど……ソルバニアが破は壊かいされるってことは人類が滅ほろぶってこととだいたい同じだからやらない方がいい」


「未来の人類の方はこ舟ぶねだから？　でもソルバニア人ってカルト教団の信者なんでしょ？　イカレた連中が自分たちに都合良く宇宙を作り直そうとしてるってんなら、いっそまとめて滅んだ方がマシってもんじゃない？」


「お前の娘と同じ事言ってるぞ」


　カストルのツッコミに、レグルスは首を横に振ふる。


「誤解と偏へん見けんに基もとづいた見解だろ。まあ……確かに、宇宙を作り直すなんて胡う乱ろんな世よ迷まよい言ごとにしか聞こえないけど」


「最初にそんなアホなことを言い出したのは誰？」


「言い出しっぺはベルンハルトだけど、当初は一三人の兄弟たちの間ですべてを決める計画だったんだ。全員で闘って勝ち残った一人が次の宇宙をどうするか決める権利を得るという……」


「いったい何様のつもりなわけ!?　それに一三人ってことは……さてはあんた、ハブられたわね？」


「獅し子し座ざは欠番扱あつかいだったんだよ。会って『お兄さんだよ』って言っても相手にしてもらえないことの方が多かったし」


　涼子はこの自じ称しよう不死身の男が不ふ憫びんに思えてきた。


「他の兄弟が全員ベルンハルトの計画に賛同したわけじゃないけどね。しかし魔法の力は本物だと認めざるを得なかった。それが人の願望で宇宙の理ことわりを塗ぬり替かえるものである以上、最大限に使えば宇宙を破壊しかねないし、だったら新しい宇宙の創造をセットにして考えておかないといけない。俺はその計画を止めようとしていたけど……やがて事情が変わった」


「宇宙に進出した人類全体が未み曾ぞ有うの危機に陥おちいったって話？」


「よく知ってるね。交こう渉しよう不可能な謎の敵の襲しゆう撃げきを受けたんだ」


　ドクター村むら雨さめの推測まじりの解説はおおむね当たっていたらしい。


「人類は四十余の星系に進出していたけど敵勢力は強大で全ぜん滅めつの危険もあった。万一の事態に備えて可能な限りの人々を逃にがすことにしたんだ。そこでイクサー教団の計画を利用してソルバニア・コロニーを虚きよ数すう空間へ退たい避ひさせた──」


「その謎の敵との戦いの決着は？」


「それは分からない」


「分からない!?」


「ソルバニア・コロニーは過去に向かって時間を逆行しているんだ。虚数空間に退避した時点からね。だからその後に起きた事象はソルバニアからは観測できない」


「元の時間には戻もどれないわけ？」


「可能だけど、そもそも人類の存続を目的に脱だつ出しゆつしたのに意味がないだろ。ただ、必ず一度は地球圏けんに帰き還かんすることが予定に入っている。新しい宇宙を創造するかどうかを決定する前にね」


「その『新しい宇宙の創造』ってのが気に入らないのよね。結局のところ未来から脱出したたかだか三〇億のソルバニア人が勝手に決めるわけでしょ？　あたしのいた時代の地球の人口だって五〇億を超こえてるのよ」


「そこが誤解なんだ。三〇億のソルバニア人は〈冥王の書〉にハードの一部として接続されているにすぎない。実際に〈冥王の書〉の中にいて宇宙のシミュレーションに参加している人間の数はもっと多いし……これからも増えていく」


「増えるって、どういうことよ？」


「…………」


　レグルスは回答を逡しゆん巡じゆんする様子を見せた。涼子がどんな反応をするか、不安を覚えた顔だ。涼子が身を乗り出して答えを要求すると、レグルスは不承不承ながら口を開いた。


「〈冥王の書〉は死者の魂を回収しているんだ。最終的にはこの宇宙に存在したすべての人間の魂たましいをソルバニアに集め、完全なる宇宙へ転生させることで救済する──それが魔王ベルンハルトの計画なんだよ」


「はっ……」


　涼子は笑い飛ばそうとしたが、レグルスの硬かたい表情を見て声を呑み込んだ。そして卒然と気付いた。


「そうか……だから〈冥王の書〉なのね!?　つまり閻えん魔ま帳ちようってわけ？　でも死者の魂を回収するなんて……そんなまるで〈魔法〉みたいなことが──」


　涼子は思わず噴き出したが、それは自じ嘲ちようの笑いだった。魔法といっても未来の世界にルーツがある以上は超ちよう科学の産物であり、ＳＦチックではあっても何かしらの科学的な説明が可能な類たぐいのものだと思っていたが、死者の魂や霊れい魂こんを扱うとなるともはやオカルトやファンタジーの領域──要するにトンデモの世界である。やはり素面しらふで聞ける話ではないと涼子は枡をあおった。


「死者の魂を回収するってことは、過去の英えい雄ゆうや武将が時を超えて一堂に会したりするわけ？」


「〈冥王の書〉は過去の事象すべて──つまり人類の歴史をその当時生きていた人々込みで丸ごと量子データ化して記録するんだ。それぞれの人はそれぞれの時代に生きてるから、集めたいならそれぞれの時じ間かん軸じくに行かないと」


「考えただけでも面めん倒どうくさいわね」


「時代も場所もごっちゃにして一いつ箇か所しよに集めたら収拾がつかなくなるだろ？」


　涼子の脳のう裏りにナポレオンとチンギス・ハーンと織お田だ信のぶ長ながが三みつ巴どもえで合戦を繰くり広げているカオスな図が浮うかんだ。しかも戦場に飛び交かうのは色とりどりのビームやミサイルで、兵士や馬は銀色のロボットだ。


「見たいような見たくないような……あ、でも柳生やぎゆう十じゆう兵べ衛え対佐さ々さ木き小こ次じ郎ろうとか夢の対決が実現できるじゃない!?」


「昔の武将に限らなくてもいいんだけど」


「じゃあ……そうよ！　回収した魂の中には亡くなった作家とかもいるのよね？　未完だった作品の続きとか読めたりするわけ!?　巨きよ匠しようの映画監かん督とくの新作も？」


「歴史上の有名人じゃなくても、好きな時代を選んで会いたい人に会いに行けばいいんじゃないかな」


「誰だれにでも会えるの？」


「それが……実は誰でもってわけじゃない。〈冥王の書〉で回収できない魂もあるんだ」


「贔ひい屓きしてんの？　それとも燃えないゴミは回収しませんってわけ？」


「回収できないのは〈覚醒者アートマン〉に殺された者だけだよ」


「────!?」


「さっきの質問に答えようか。どうして〈神威の拳〉が魔法に対抗しうるのか」


「伺うかがいましょう」


「魔法とは人の願望を叶えるシステムで、『力への意志』を具現化する。対して〈神威の拳〉を極きわめて〈覚醒者〉となった者は本能に基づいて『無我の力』を発揮する。どんな強い意志も願望も、それが人の業である限り『無我』には勝てない。そしてもうひとつ……〈覚醒者〉、それも闇神威の遣い手によって滅めつ殺さつされた人間の魂は回収できない」


「なんでまた？」


「分かりやすく言うと成仏してしまうからさ。納なつ得とくして死を受け入れるから未練がない。〈覚醒者〉に触ふれることは魂のレベルでの完全消しよう滅めつを意味する──魔法によって人の限界を超ちよう越えつし永遠を手に入れようとする者からすれば、それは最大の恐きよう怖ふなんだ」


「死神は人の魂を黄よ泉み路じへ導くというけど、〈覚醒者〉は死神以上ってことか……すると拝暁人なら一人でソルバニアを滅ぼせるかもね」


「魔法では勝てないってだけで、科学力だけで対抗すればソルバニア側が負けることはないと思うけど……」


　闇神威の必殺技は人間の細さい胞ぼうを自じ壊かいさせるものでロボットには通用しない。正面からやり合うなら確かに苦戦しそうだ。


「そういやあんたも〈覚醒者〉じゃないの？」


「俺は超加速状態を自分の意志で操あやつっている。真の〈覚醒者〉のように〈星の声〉を聴きいて正しく倒たおすべき敵を倒しているわけじゃない。俺の正義は俺自身で請うけ負うしかないのさ」


「〈覚醒者〉に倒されるってことは問答無用で悪ってことでしょ？」


「地球上限定でね。〈覚醒者〉の能力は生態系にとっての脅きよう威いを排はい除じよするために霊れい長ちよう類るいに与あたえられた力なんだ。生態系全体からある種の信号を受け取ることで行動を決定している。ソルバニアに来たらその信号を受け取れないだろうから、何をしていいか分からなくなるんじゃないかな」


「逆に暴走して手当たり次し第だいに殺しまくるかもね」


「……それ、君にとっても他ひ人と事ごとじゃないよ」


「どうして？」


「だってほら……君自身も、君の友人たちも皆みんな、今はソルバニアにいるんだから」


　ガン！


　涼子は枡ますをカウンターに叩たたき付けるようにして置いて立ち上がった。アレクは隣となりのカストルの膝ひざに飛び移る。


「みんなってどういうこと!?　もしかしてあたしたち……死んだの？」


「おいおい、さっきから何を聞いてたんだ？」


　カストルが呆あきれた口調で突つっ込こむ。


「ソルバニアにおいて生きてるか死んでるかはたいした問題じゃない。起きてるか寝ねてるかって程度の違ちがいだ」


「そのフレーズ……確かレイハも言ってたわね。謎なぞが解けたわ」


　レグルスの説明を信じるなら、ソルバニアはある意味で人工的な黄よ泉みの国である。生者であろうと死者であろうと、すべての魂はやがて新たな宇宙に転生するのだから確かにどちらでも関係はないと言える。


「そりゃこの先ソルバニアでずっと暮らすなら問題ないでしょうけど、あたしは地球へ帰るつもりよ！　でも帰ってみたら身体からだの方が死んでたら困るじゃない」


「君の先生が召しよう喚かんされた時と同じで身体ごと量子変へん換かんして来てるから、そういう心配はしなくていいよ」


「そうなの？　よく分かんないけど……話からすると、あの時学校にいた人間はみんなソルバニアに飛ばされたわけね？　どこにいるの？」


「ベルンハルトが約束した通りにそれぞれの望む場所に行ってるよ。君をここに引き留めたのは俺の我わが儘ままだけど、ソルバニアの仕組みを教えるという用事は済んだ。魔王が約束を果たせないのは問題だから、君もこれから行きたい場所へ行くといい」


「急に放任主義になったわね」


「可愛かわいい子には旅をさせろってね」


「あたしは家に帰りたいだけよ」


「一人で？」


「そうもいかないわね。美み雪ゆきちゃんと飛鈴フエイリン先生を見つけないといけないし、他の連中も集めるとなると……いったい全部で何人いるわけ!?」


「キュイ！」


　アレクが一声鳴くと、無数のモニターウインドウが開いて涼子をぐるりと取り囲んだ。ざっと数百はある小窓の大半には高校生くらいの少年少女──おそらく大だい門もん高校の生徒が映し出されている。しかしほとんどの背景は大門高校ではなく、おそらく時代も場所もてんでバラバラに違いなかった。いくつかのウインドウは砂すな嵐あらし状態で『接続不能』の表示が出ている。


「これ全部回っていちいち説明して帰るように説得するわけ？　一人当たり一時間かかるとしてウン百人だから……不ふ眠みん不ふ休きゆうでも一カ月近くかかる計算ね。まとめてサクッとどうにかならない？」


「一人一時間なんてまあ無理だろうね。彼らは自分の望む世界で望んだ通りの人生を送っているんだ。説得したところで覚えてもいない元の世界へ帰りたいなんて思うかな？」


　さっきまでリョーコ・ミナヅキだった涼子にはレグルスの言いたいことはよく分かった。皆が皆別人になって別の人生を演じているとも思えないが、自分の友人ならまだしも顔見知りですらない他の学年の生徒ともなると説得など覚束おぼつかないだろう。


「何か便利アイテムはないの？　ぶった斬きると正気に戻もどる剣けんとか」


「〈反はん魂ごん胡こ蝶ちよう剣けん〉──とか？」


「あるの!?」


「そんなアイテムがあるとすればどんな名前かな～って思っただけ」


「まぎらわしいこと言うんじゃないわよ！」


「実際、そんなアイテムがあったところで使えないだろうよ」


　カストルが横よこ槍やりを入れてくる。


「魔王が与えたライセンスは平等なんだ。友達だろうと他人だろうと、そいつの意志を無視して連れ戻すなんてことは誰にもできない。そいつ自身が望まないことにはね」


「やっぱり地道に説得する以外にないわけ？　一日に一人説得するとして二年かかるんだけど……」


「君がやる必要はないよ。その仕事は適任者がすでに始めてるらしいからね」


　ウインドウのひとつが拡大表示される。そこに映っているのは神かみ矢や大だい作さくだった。レンズが縦にふたつ並んだレトロなカメラを首から下げている。


「さすが大作君……と言うべきか、はたまたとんだ貧びん乏ぼうクジを引かされたと言うべきか」


　モニター画像は粒りゆう子しの粗あらい静止画で、大作がタクシーから降りた直後の場面らしい。タクシーがどう見てもイエローキャブなところからすると場所はアメリカだろうか。


「大作君と合流すればいいわけね？」


「いや、これは彼の仕事だよ。リョーコ、君は君の為なすべき事を為せ」


「為すべき事って何よ？」


「それは自分で探すんだ。君はどの時代のどの場所へでも行ける魔法のチケットを持っている。現世では会えない人にも会うことができる。逆に言えば他ほかにできることはないよ」


「……何だかどうもあたしを追い出したそうに聞こえるんだけど」


「だったら、ここでず～っと飲んでるかい？　ここは俺の思い出の一部を切り取って作った狭せまい舞ぶ台たいだから、長居しても面おも白しろいイベントが起きるわけじゃない」


　つまりここは本物のバーではなく舞台の上に作られたセットのようなものなのだろう。涼子がリョーコの芝しば居いを降りた以上、いつまでもここに留とどまっている理由はない。


「怖おじ気けづいたのかい？」


「!!」


　涼子はカストルをにらんだ。逡しゆん巡じゆんしている理由をズバリ指し摘てきされたからだ。


「ソルバニアには生命の危険はないし、時間と空間の制約もない。途と方ほうもなく巨きよ大だいな遊園地のようなものだと思って楽しめばいいのさ」


「あたし、遊園地ってあんまり好きじゃないのよね。嫌いやなことを忘れて遊ぶのに夢中になっているうちに、大事なことまで忘れてしまいそうになるから──」


「だったら自分の好きなイメージで捉とらえればいい」


「股また旅たび物ものの時代劇なら得意分野だけど」


　ふと右手に重さを感じて目をやると、三さん度ど笠がさと、紐ひもで結ゆわえた振ふり分わけ荷物を持っていた。袴はかまも軽カル衫サンに変わり、道中合羽ガツパを羽織ってすっかり旅支じ度たくが整っている。


「荷物には火星ニンジンを入れておくから、困った時はそれでアレクを呼ぶといい」


「かたじけない」


　時代劇モードに入った涼子は三度笠を被かぶり、振り分け荷物を肩かたに掛かけた。左手の刀も腰こしに差す。出口のスイングドアに手を掛けたところでレグルスを振り返り、


「ところで……未来の史実では本物のリョーコ・ミナヅキはこの後どうしたの？」


「因いん縁ねんに決着をつけたよ。自分なりの冴さえたやり方でね」


　口ぶりにどこか自じ慢まんげな響ひびきがあるのは、レグルスの要望に添そった形で解決したのだろう。


「それは良かったわ。ソルバニアにはいるんでしょ？　その本物の娘むすめは」


「いないよ。彼女はソルバニアに避ひ難なんすることより敵と戦う方を選んで未来に残った」


「何よ、自分だけソルバニアに逃にげ込んだわけ？」


「本物の俺も未来に残ってるよ。ここにいる俺は言わば分身みたいなものでね、ベルンハルトに対する安全装置としての役割がある」


　カストルも同様らしく頷うなずいて見せる。新たな情報に涼子はまた頭が混乱した。


「本物が生きてるのにコピーされてソルバニアにいるって……あんたたちの魂たましいってどうなってるわけ？」


「記き憶おくはあっても魂のないアンドロイドのような存在なのかも知れないね。自分ではよく分からないけど──」


　涼子は自分に向けられたレグルスの眼まな差ざしにこめられた奇き妙みような親愛の理由を悟さとった。ずいぶん長生きしているはずだが、愛まな娘むすめと生き別れて寂さびしいのだろう。外見は二は〇た歳ちでもやはり父親なのだ。そう考えるとレグルスに抱いだいていた意地のようなわだかまりも解けた。


「じゃあ行ってくるわ。お父さん」


「ちょっと待った」


　出発を催さい促そくしていたはずのカストルが呼び止めて、レグルスに言った。


「このエピソードがあったのは数年前だろ。今付き合ってる彼女を紹しよう介かいしておけよ」


「なっ……」


　レグルスが青ざめる。カストルがアレクの背中をポンと叩くと、涼子の目の前に立体映像が現れた。プラチナブロンドの髪かみをボーイッシュなショートにした、猫ねこっぽい目鼻立ちの美少女である。年の頃ころは一六、七で警察か軍の特とく殊しゆ部隊の装備らしいボディスーツを着込んでいる。


「付き合ってるって……娘よりも若いじゃない！」


「いや、その、だってほら、今は俺も心身ともに二〇歳だし、この子は師し匠しようの孫弟子みたいなもんで……あと、彼女もソルバニアにはいないし」


　くどくどと言い訳を並べるレグルスに、涼子は凍いてつくような冷たい視線を送った。


「……最低の父親ね」


「ぐはっ！」


　レグルスは射い貫ぬかれたように胸を押おさえる。カストルの笑い声を背中で聞きながら、涼子はスイングドアを押し開けて店の外に出た──直後、冷蔵庫に飛び込んだように全身を冷気が包み込んだ。入ってきた時とは周囲の光景が一変している。涼子が立っている場所は一面の雪景色だった。


　雪国のような何メートルもの深い雪ではない。見み渡わたす限りの平らな土地に足首が埋うまる程度に一様に積もっている。音もなく降る雪のため彼方かなたは灰色に煙けむっている。涼子は三度笠を被り、合羽の前をかき合わせた。気温は零れい度どをいくらか上回っているくらいで、息は白いもののすぐに火を焚たかないと凍とう死しするほど厳しい寒さではない。


　どうしてこんなに土地が平らなのかと周囲を見回すうち、涼子はここが農地だと気付いた。縦横に走る畦あぜ道みちからして水田なのだろう。とっくに収しゆう穫かくされた後なので稲いねはない。涼子が立っている場所はわずかに轍わだちが残る広めの道なので農道に違いなかった。辺りに人ひと気けはなく、鳥の声も聞こえない無音の世界だ。


　三度笠にうっすらと雪が積もり、足元が冷えてきた頃、雪を踏ふむ足音が近付いてきた。


　番ばん傘がさをさした人ひと影かげが農道を歩いてくる。シルエットだけで袴を穿はいていると分かる。ここが地球の日本だと分かって涼子はホッとした。男は薄うすい綿入れ羽織を防寒具として着ているが、足元は素す足あしに下げ駄た履ばきだった。右手に番傘を持ち、左手には麻あさ袋ぶくろに入れた細長い棒を下げている。長さからして竹刀しないか木刀か、それとも本身か──涼子は農道の脇わきに寄って番傘の男を待ち受けた。高下駄を履いているが近付いてみると涼子と同じくらいの背せ丈たけで、それほど大おお柄がらではなかった。数メートル手前で雪を踏む下駄の音が止まった。立ち止まった男は番傘をわずかに持ち上げ、涼子を見る。


　鷹たかを思わせる鋭するどい眼光が涼子を射た。一四、五歳と思おぼしき坊ぼう主ず頭あたまの少年である。季節は冬だがよく日に焼けていて肌はだは浅黒い。猛もう禽きんのような印象があり、なかなか男前だ。


　少年は涼子を怪あやしむ目つきで観察し、足元にも視線を走らせた。


「雪の上に足あし跡あとがないな……あんた、どっちから来た？」


　言われて、涼子は地面に目を向けた。確かに農道には少年の下駄の跡しかない。降雪もそれほど強くないため、涼子がどちらから来たにせよ足跡は残っているはずだった。なかなかの観察眼である。


「だいたい何だ、その芝居じみた恰かつ好こうは？　江え戸ど時代じゃあるまいし」


「ここは江戸ではないのか？」


　驚おどろいた涼子は我ながらトンチンカンな受け答えをした。少年はなおさら怪け訝げんな顔つきになり、


「この辺は徳とく丸まるヶが原はらだ。江戸からは外れてるな。そもそも今は江戸じゃなくて東京だろ」


「そうか。つかぬ事を訊きくが、今日は何年何月何日だ？」


「訊いてるのは俺だぞ。先にどこから来たか答えろ」


「たぶん……未来から」


「ミライ？　ミライか──」


　少年はどこかの地名かと思って記憶を探さぐったが、どこだか分からなかったらしい。


「少し遠いところだから知らなくても無理はない。とりあえず今年が何年かだけ教えてくれないか？」
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「今年？　今年は昭和二十六年だ」


「昭和……二十六年!?」


　涼子は西せい暦れきに換かん算さんしようとしたが昭和が何年で終わったかど忘れしたため、だいたい一九五〇年前後だと見当をつけた。思ったよりも昔ではないが、父親が生まれる以前だと考えると古くも感じる。


「腰のものは何だ？　まさか本身じゃあるまいな？」


　その問いで、少年が立ち止まった理由がはっきりした。丈たけのそう長くない道中合羽では刀を隠かくしきれておらず帯刀しているのが丸分かりだったからだ。


「これは芝居の小道具だ。しかしこれが気になるということは……君は剣けん術じゆつを学んでいるのか？」


「まあな」


「流派は？」


「──飛ひ天てん流りゆう」


「ほう……」


　涼子は大声を上げそうになるのを辛かろうじて堪こらえた。


「飛天流というと……道場はこの近くに？」


「この先だ」


　少年は顎あごをしゃくって農道の先を示した。涼子の胸は高鳴り、今にも駆かけ出しそうになる。


「すまないが案内を頼たのめるか？」


「これから行くところだ。来たいなら勝手についてこい」


　少年はそう言うと涼子の横を通り過ぎ、数歩先に進んだところで足を止めて顔だけ振り向いた。


「あんた、名は？」


「御剣……涼りよう之の介すけという」


「ミツルギ？　役者みたいだな」


　少年は何が気に入らないのかフンと鼻を鳴らした。


「俺は鬼おに塚づか鉄てつ心しんだ。覚えておけ」


　そう言ってスタスタと歩き始める。涼子はしばらく呆ほうけていたが、少年の歩みが速いのに気付いて慌あわてて後を追った。数メートル離はなれて後について歩きながら、抑おさえきれない嬉うれしさに涼子の頰ほおは緩ゆるみきっていた。相手が見ていないのをいいことに蕩とろけた笑顔で背中を見つめる。


（お師匠さま……子供の頃から超ちようカッコイイです！）


　鬼塚鉄心とは、鉄斎の本名であった。














　あとがき







　どうも雑さい賀がです。


　お待たせしました。


　お待たせしすぎたかもしれません。


　しかし、お待たせした甲か斐いはあると断言できます！


　遂ついに！


　とうとう！


　ドラゴンマガジン誌上での第一話の発表から足かけ十四年を経て──リアルバウトハイスクール最終章をここにお届け致します！


　前回のあとがきではっきり次巻完結と予告していましたが、とても一冊では収まりきらない分量に膨ふくれ上がったためやむを得ず二分冊となりました。このあとがきを書いている時点では具体的にいつ出るかは分かりませんが、完結編である第十九巻はすでに脱稿しています。ほとんど間を空けることなくお届けすることができるでしょう。もうお待たせしませんのでご安心を。





　小説家としてデビューしておよそ十五年になりますが、実を言うと『最終回』を書くのは初めての経験です。


　リアルバウトハイスクールは相当変わった小説ではありますが一応はファンタジー作品であり、最終的に復活した魔王を倒せば大団円──という極きわめてオーソドックスな感じのゴールを当初より設定していました。


　魔王との決戦エピソードのタイトルを『龍りゆう翔しよう鳳ほう舞ぶの闘たたかい』にすることは第一巻を書いた当時から考えていたことです。魔王との決戦直後に『THE OUTER MISSION編』に突入する展開を思いついたのは第三巻の頃ころでしょうか。慶けい一いち郎ろうが健けん忘ぼう症しように罹かかって記憶が十七歳当時まで後退するエピソードを書いた後、本当に十七歳の慶一郎と静しず馬まが対戦したら面おも白しろいよな──そう考えたのが端たん緒しよです。ソルバニアの設定なら実現は容易だとすぐに気付き「ジャンルをファンタジーにしといて良かった！」と心底喜んだものです。同時に「これなら終われるぞ！」と、この作品が最終的に到達すべき場所をはっきりと見定めることにもなりました。十年も前から構想していた場面を今になって書くというのもなかなか感かん慨がい深い体験ですよ。





　最終章のメインである『THE OUTER MISSION編』──このタイトルだけでピンとくる方はそれほど多くはいないでしょうが、内緒にする必要もないのでタネを明かすと、この章タイトル及および以降のエピソードタイトル名はすべてヘヴィメタルバンド『聖せい飢き魔まIIつ』の曲からの引用になっています。


　前に一度『Ｖ－１エクストリーム編』のタイトルをすべてEARTHSHAKERの曲にしようとして断念したことがあるので（『流れた赤い血はなぜ！』とかにしたかった）、最後の最後で野望が達成できて満足です。


　展開上これだけは入れたいと決めていた数曲以外にもタイトルに使えそうな曲を探して久々に聖飢魔II漬づけの日々を送りましたが、意外にも「時の流れ」や「運命」に言げん及きゆうした曲が多くて選ぶのに苦労したほどです。魔界から現代社会まで、内宇宙から外宇宙まで、過去から未来まで、愛から悪まで、シリアスからコメディまで森しん羅ら万ばん象しようを網もう羅らする聖飢魔IIの楽曲でなければカバーしきれなかったでしょう。


　原曲を知らなくても問題はありませんが、知っているとちょっと楽しい──という程度のお遊びだと思っていただけると幸いです。


　悪魔教信者（聖飢魔IIのファン）であれば第一九巻に収録される曲名を当てるという愉たのしみ方もありますが、あらかじめお断りしておくと、タイトルに使った曲＝マイベストではないのでご了承のほどを。当然入っているべき名曲が入っていなかったり、エピソードの割り振りの都合上入れられなかった曲もあります。なので「ここでこの曲とはチョイスがおかしい！」等のクレーム、「あの曲を是非採用してください」等のリクエストは受け付けておりませんので悪しからず。





　さあ、泣いても笑ってもあと一冊。


　これまでリアルバウトハイスクールを応援していただいたすべての読者の皆みな様さまへの感謝を込めて書き上げた完結編です。どうぞお楽しみに。


　次巻──第十九巻にて再びお会いしましょう。


　それでは、また。













　　　平成二十二年三月二十九日




雑賀　礼史












召喚教師
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